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				「……主(あるじ)様」

				　精霊石の灯りが仄(ほの)かに灯(とも)る薄闇の中、漆喰(しっくい)で継ぎ目を埋めた石壁に、男女の影が長く伸びる。

				　二人の息遣いが床(フロア)の上へと降り積もっていく。そんな錯覚に捉(とら)われながら、天蓋(てんがい)付の豪奢(ごうしゃ)な寝台(ベッド)の上で女が一人、少年に組み敷かれていた。

				　女とは言っても年の頃は十七。それを組み敷く少年と比べても、わずかに二歳ほど年上というだけで、少年と比較さえしなければ、少女と表現しても全く違和感の無い年齢であった。

				

				　砂漠の国──エスカリス＝ミーミル。

				

				　この国に住む人間の多くは褐色の肌と黒い髪、それに加えて特徴的な紅玉の瞳を持っている。しかし、ここにいる二人の容姿は、この国の人間の特徴とは大きく異なっていた。

				　少年の方は髪の色こそ黒いが、瞳の色は赤ではない。それは髪同様の夜の色。瞳を覗き込めば虹彩(こうさい)ははしばみ色(ヘイゼル)なのだが、単純に黒と表現しても差し支(つか)えはないだろう。

				　肌の色は、日焼けをしてはいるものの褐色とまではいかず、強いて表現するならば、黄色味がかったクリーム色。そういう表現がしっくりとくる。

				　もう一人の少女に至っては、この国の人間とは共通点を探す方が難しい。

				　流星の軌跡を束ねたかの様な銀色の長い髪。シミ一つない白磁の肌。瞳の色は水底から見上げた空の様に、吸い込まれそうな深い蒼。

				　知る者が見れば、その特徴は遥か北方、永久凍土に閉ざされた王国に住まう民のものであることが分かるだろう。

				「わ、私は、その……初めてですから、優しくしてくださると嬉しいのですが……」

				　瞳の色と同じ、蒼いドレスに包まれた肢体(したい)を悩ましげに捩(よじ)りながら、不安げな、それでいて熱に浮かされた様な表情で、少女は自分が主(あるじ)だと認めた少年を見上げる。

				　少年は無言。しかしその表情には余裕がなく、きょろきょろと周りを見回している。

				　か、かわいい……。

				　少女は思わず胸の内で呟(つぶや)く。

				　自分を押さえつける腕から伝わってくる少年の微(かす)かな震え。十五という年齢を考えても童顔な、少年のその必死な表情を見ていると、言い様もない感情が胸から溢(あふ)れ出て、思わず抱きしめてしまいたくなる。

				　いずれにしても、自分の全ては、もうこの少年の物なのだ。

				　少女が感慨に耽(ふけ)っている間に、少年は彼女の両手を頭の上で一つにまとめて片手で押さえつけ、空いた方の手をベッドの脇に置いた自分の背嚢(リュック)へと差し伸ばすと、ごそごそとなにかを探し始めた。

				　しばらくして、少年がそこから取り出したのは一本のロープ。

				　少女は愕然(がくぜん)と目を見開く。

				　まさかのアブノーマルプレイ!?　

				　いや、確かに自分の事を好きにして良いとは言ったが、いきなりそれは、いくらなんでも上級者過ぎはしないだろうか。

				　いかにも奥手そうな風貌(ふうぼう)に、自分は主(あるじ)様の事を侮(あなど)ってしまっていたのかもしれない。二歳分のアドバンテージを考えれば、当然自分がリードしなければ！　などと考えていた事すら烏滸(おこ)がましい。戦場であれば、既に命が無いレベルの判断ミスと言っても良いだろう。

				　そうだ。自分は主(あるじ)様のことを何も知りはしないのだ。

				　例えば主(あるじ)様が、実は幼少期から女を堕(お)とす手練手管(てれんてくだ)を仕込まれた『夜の怪物』だったなどという可能性も、皆無では無いのだ。

				　夜の怪物?!　──少女は自分の突拍子もない想像を反芻(はんすう)して、思わず蒼ざめた。

				　頭の中であれこれと想像している内に、少女の両手は頭の上で、寝台(ベッド)の枠に固定するように縛られていく。

				　嗚呼(ああ)、自分は今夜、身も心も主(あるじ)様の虜(とりこ)にされてしまうのだろうか……。

				　しかしそう思った瞬間、急に気持ちが楽になった。

				　そうだ、自分は一生、主(あるじ)様にお仕(つか)えすると心に決めたのだ。これは運命の出会い。身も心も虜(とりこ)にされてしまう事に、一体何の問題があるだろうか。

				　たとえ主(あるじ)様の嗜好(しこう)が普通では無い……いや、相当に特殊であったとしても、それが主(あるじ)様の望みであるならば、何を逡巡(しゅんじゅん)する必要があるだろうか。

				　そうだ！　アブノーマルどんとこいではないか！

				「痛くないですか？」

				　がっちりと固定されたロープの結び目を確認しながら、少年は問いかける。

				　一人、妄想の旅路を突き進んでいた少女は、突然の問いかけに焦(あせ)り、あわあわと目を泳がせながら、脊髄(せきずい)反射的に頭の中にあった言葉を口走った。

				「どんとこいです！」

				「ど、どんと？」

				　少年は困惑する様な表情で、思わず少女を二度見する。

				「い、いえ、主(あるじ)様、なんでも！　なんでもありません！」

				　赤く染まった頬をより一層赤らめながら、ぶんぶんと少女は首を振った。

				「ぷっ」

				　いつもの凛とした様子を知っているだけに、少女の慌てる姿がおかしくて、少年はつい吹きだしてしまう。

				「なっ！　何がおかしいんですか！　主(あるじ)様」

				「あ、いや、すみません。剣姫様も慌てることがあるんだなぁと思って」

				「もうっ！　知りません！」

				　少女は拗(す)ねた様に頬を膨らませて、顔を背けた。

				　

				　これは、銀嶺の剣姫と地虫(バグ)と呼ばれた少年の物語。

				　砂漠の国エスカリス＝ミーミルを舞台に繰り広げられる、後の世では御伽話(おとぎばなし)として語られる物語。

				　この二人が出会う、少し前に遡(さかのぼ)るところから、この物語は始まる。

            

	








			
				　鮮やかな緑の羽を広げて、砂漠に鳥が舞う。

				　四方いずれに目を向けても、見渡す限りの地平線。

				　連綿と続く砂の海。

				　時折吹き抜ける風が緩やかに、その姿を砂の上に描き出しながら、人の営(いとな)みが付けたあらゆる痕跡(こんせき)を消していく。

				　足跡(あしあと)、轍(わだち)、そして死者。

				　夕暮れ時。

				　太陽は揺らめきながら地平線の向こうへと沈み込み、やがて一条の線となりながらも微(かす)かに大地を照らしている。昼と夜の狭間、黒と橙(だいだい)と青で、空が幾層にも塗り分けられる僅(わず)かな時間。

				　地を這う者達を嘲(あざけ)る様に、上空を鳥が舞う。

				　その鳥が落とした長い影を追う様に、大地を巨大な城壁が南へと向かって疾駆していた。

				　それは、あまりにも巨大な建造物であった。

				　惨めに地を這う者達に、その全容を把握する事など出来はしないが、上空を飛ぶ鳥の眼ならば、その全体像を俯瞰(ふかん)する事も出来るだろう。

				　全長約三千ザール、全幅約千五百ザール。（一ザール＝約一メートル）

				　それは巨大な城砦都市。

				　緑豊かな公園や農耕地、美しい尖塔を持つ城を中心に、放射状に広がる町並み。

				　そんな砂漠の荒(すさ)んだ光景とは隔絶された風景が、重厚な石壁の内側に、まるで箱庭の様に納まっている。

				　それが盛大に砂煙を巻き上げながら、車輪も車軸も無しに、砂の上を滑る様に疾走しているのだ。　

				「あ、ダメ。もう無理です」

				　少年が今日六回目の弱音を吐いたのは、疾走するその巨大な建造物の外壁の上だった。もう二刻ほども登攀(とうはん)し続けているというのに、まだ全体の半ばを過ぎたところ。未だ頂上は遠く、諦めて飛び降りるには、大地は既に遠い。

				　どこまでも平坦な砂漠で生きてきた少年にとっては、これ程までに高い場所にいる事自体が初めての経験であった。

				　少年の弱音は、誰の耳にも届くこと無く、立ち昇る砂煙の中へと巻き込まれて、結局登るしかないのだという現実をあらためて少年へと突きつける。

				　城壁を形作る石と石の間にナイフを差し込みながら、ゆっくり、ゆっくりと上を目指して登って行く。時々訪れる大きな揺れに怯えながらも、少年は歯を食いしばって、ひたすら城壁を登り続けた。

				「つ……着きましたァ」

				　少年が城壁を登り切ったのは、太陽が地平線の向こうへと沈んで、ずいぶん経った頃。

				　闇が濃くなるにつれて、三日月が明るさを増し、多くの人々がすでに夕餉(ゆうげ)を済ませたであろう、そんな時刻であった。

				　頭だけを出して、キョロキョロとあたりを見回した後、少年は城壁の上へと転がり上がる。

				　幸いにもそこに人影は無く、少年は大きく息を吐くと、その場で大の字に寝転がった。呼吸は荒く、腕は感覚が無くなって、脚もがくがくと震えている。

				「ご苦労様でした」

				　刃先の潰れた二本のナイフへ労(ねぎら)う様にそう言葉を掛けると、少年は寝転がったまま、それを砂漠の方へと投げ落とし、弔(とむら)う様に手を合わせた。そして、しばらく横たわって息を整えた後、城壁の内側を見下ろして、少年は思わず息を飲む。

				　そこには、砂の海で一生を過ごす砂漠の民として生まれた少年にとっては、見たことも無い景色が広がっていたのだ。

				　巨大な尖塔を持つ城を中心に、放射状に伸びる石畳の道。その両側に並ぶ無数の石造りの建物。一つ一つの建物の窓からは、精霊石のものと思われる温かい光が漏れ出していて、いくつかの煙突からは遅い夕餉(ゆうげ)の支度をする煙が立ち昇っている。

				「これが貴種(ノブル)達の町……」

				　少年は思わず呟(つぶや)いた。

				　特定の住居を持たず、漂泊しながら、夜は砂に潜って眠る砂漠の民として育った少年にとって、それは異世界も同然の光景であった。

				　もちろんこれまでにも、石作りの家を見た事が無い訳では無い。オアシスの傍には、少数ながらも定住する非貴種(イルノブル)と呼ばれる者達がいる。

				　しかしここまで整然と、沢山の建造物が立ち並んでいるのを見たのは、これが初めてであった。

				　

				　この砂漠の国では、生活圏によって、人間は大きく三種類に分けられる。

				　機動城砦、その城壁の内側に住む者『貴種(ノブル)』。

				　城壁の外、数少ないオアシスの傍に定住する者『非貴種(イルノブル)』。

				　そして『砂漠の民』だ。

				　貴種(ノブル)達は、罪を犯した者を処刑する際、ただ砂漠へと放逐(ほうちく)するだけなのだと言う。城壁の外は彼らにとって地獄と同義なのだ。昼間は五十度に迫り、夜間は放射冷却によって零下(れいか)にも落ちる気温。体長千ザールにも及ぶ巨大蚯蚓(ジャイアントワーム)が群れを成すこともある。

				　貴種(ノブル)達は、そんな地獄で生活する砂漠の民を、同じ人間だとは思ってくれない。ただ蔑(さげす)んで地虫(バグ)と呼ぶのだ。

				　これまでも非貴種(イルノブル)の商人から食糧を調達する際、彼らに地虫(バグ)と呼ばれる事はあった。しかし、少年はそれを特に気にした事は無い。

				　しかし今、少年の胸に芽生えたのは、微(かす)かな羨望(せんぼう)。戸惑いの形を借りた、僅(わず)かばかりの憧憬(どうけい)であった。

				　城壁の上、少年は膝を抱えて、長い間呆(ほう)けるように夜景を眺めていた。しかし、いつまでもそうしている訳にはいかない。

				「さて、これからどうすれば良いんでしょう……」

				　ここへ来て、まさかのノープラン。

				　もちろん、少年は冗談を言っている訳では無い。そもそもこの機動城砦への潜入からして、あまりにも衝動的なものだったのだ。

				　衝動的であるが故に、それが醒めた時の落差は全く酷いもので、城壁を登っている途中で我に返ってテンション急降下。そしてその著しく低いテンションのまま、三十ザールにも及ぶ城壁を登攀(とうはん)する辛さは筆舌に尽くし難いものがあった。

				　では、なぜ少年はこの城砦都市に潜入したのか？

				　それは目的があるからだ。

				　少年の目的は唯一つ、攫(さら)われた妹を救い出す事だ。

				　妹とは言っても義理の妹。早くに両親を亡くした少年を引き取り、育ててくれた義理の両親の娘だ。名をキサラギと言う。

				　キサラギは、小さな頃から「大人になったら、あんちゃんのお嫁さんになる」、そう言い続けていた。

				　おかしな事ではない。少年が暮らす少人数の部族では、身近な人間とそうなる事は、むしろ自然でさえあった。ただ、どんどん世話女房じみていく義妹(いもうと)に、少年が軽い恐怖を覚えていたことは否定できない。

				

				　閑話休題(それはともかく)。

				

				　今朝、少年がオアシスで水を汲(く)んで戻ってみると、そこで野営していた筈(はず)の部族の姿が見えない。

				　ただ一人、一つ年下の幼馴染ヘイザが、砂に胡坐(あぐら)をかいて少年の事を待っていた。

				「ヘイザ、皆は？」

				「う、うん、こ、ここから四ファルザング（約二十四キロメートル）ほ、ほど、南にい、いる……よ」

				　完全に目元が隠れるほどに伸びた前髪の奥から、少年の様子を窺いながら、いつも通り吃音(きつおん)気味のおどおどとした口調で、ヘイザは答えた。

				「何でそんな急に……僕以外にも、まだ戻ってきてない人もいるんじゃないですか？」

				「う、うん。だ、だから、父さんに、ぼぼ、僕がここで待ってる様に言われたんだ。みみみ、皆は移動したんじゃなくて、に、逃げたんだよ」

				「逃げた？　まさか砂洪水(フラッド)でも起きたんですか？」

				「ち、違うよ。機動城砦に、お、襲われたんだ」

				「機動城砦？」

				　少年は眉根を寄せて、怪訝(けげん)そうな顔をする。

				　そもそも機動城砦に住む貴種(ノブル)達が、どういう形であれ、地虫(バグ)と蔑(さげす)む砂漠の民に係わってくる事など、普通に考えて有り得ない。

				「皆は無事なんですか？」

				「う、うん。だ、誰も怪我とかは、し、してない。……けど」

				「けど？」

				　ヘイザは一度口ごもり、そして言い難(にく)そうにおずおずと口を開いた。

				「キ、キサラギが、つ、つれ、連れて行かれちゃった」

				　その後の事を、少年は正直良く覚えていない。

				　驢馬(ろば)に跨(またが)って駆けだす少年を、ヘイザが声を張り上げて制止しようとしていた様な気もするが、そんなのは些細な事だ。

				　少年はそのまま一日中当てもなく砂漠を駆けずり回り、この機動城砦を見つけると、勢いのままに驢馬(ろば)の背から壁面へと飛びついたのだ。

				　義妹(いもうと)が機動城砦に攫(さら)われたと聞くや、この行動。この辺(あたり)の思考回路の直結具合は、それこそ地虫(バグ)と蔑(さげす)まれても仕方が無い様にも思える。

				　しかし、ここまで来てしまったのだから、今さら何を言っても仕方がない。このままでは帰る手段も無いのだ。どうにかしてキサラギの居所(いどころ)を探さなくては。

				「やっぱり、誰かに聞くしか無いですよね……」

				　気は進まないが、多少手荒な事もしなくてはならないかもしれない。

				　少年は腰に下げた得物(えもの)を触って、その感触を確かめる。

				　それは、朱塗りの鞘(さや)に収まった、緩やかに湾曲(わんきょく)する細身のブレード。

				　本来、ここに在るべきでは無い物。

				『オサフネ』という銘を持つ日本刀(、、、)であった。

				

				

				　　　　　　＊

				

				　少し移動すると、幸いにも、城壁の内側へと降りる階段はすぐに見つかった。

				　少年は安堵(あんど)して、ホッと息を吐く。

				　昇りと降(くだ)りの違いはあれど、城壁に必死にしがみつくあの苦労を、もう一度味合わなければならないとしたら、流石に心が折れる。

				　とにかく機動城砦の中にさえ入ってしまえば、後はきっと何とかなる筈(はず)。少年は自分にそう言い聞かせて、長い長い階段を降りて行った。

				　城壁の内側へと降り立つと、少年は人目を避けながら、影から影へと移動を始める。

				　淡い光を放つ精霊石を埋め込んだポールが通りの両側に立ち並び、店先から洩れる灯りと合わせて、大通りは明るく照らし出されている。陽も暮れて随分経つというのに、想像以上に人通りも多い。

				　少年は通りの脇の植え込みから、行き交(か)う人々を観察していたが、暫(しばら)くして思わず深く溜息を吐(つ)いた。「何とかなる」そう自分に言い聞かせてから、半刻もしない内に、それを訂正する羽目に陥(おちい)ったのだ。

				「何ともならないですよね、これは……」

				　最初は、大通りでは無理でも脇に入った薄暗い通りであれば、目の色、肌の色の違いに気付かれることなく、道行く人に話しかける事も出来るだろう。安易にそう考えていたのだが、観察している内に、もっと根本的な問題に気が付いた。

				　それは服装。

				　通りを行き交う人々は、オアシスで見かける非貴種(イルノブル)たちと同様に、男は短衣(チュニック)にゆったりとした下袴(ズボン)、女性は一枚布から作られた、華やかな繋衣(ワンピース)を纏(まと)っている者がほとんどだ。

				　あらためて、少年は自分の身なりを確認する。

				　砂塗(すなまみ)れの白のフードマントの下は、そこら中に綻(ほころ)びのある麻の民族衣装(キムノ)。誰がどう見ても、砂漠の民以外の何物でもない。ＴＨＥ・砂漠の民だ。

				　たとえ正規の手続きを取ったと言い張ってみても、地虫(バグ)と蔑(さげす)まれる砂漠の民が、城壁の内側に入る事を許される筈(はず)など無く、眼の色云々(うんぬん)以前に、この服装では『不法侵入者』と書かれた看板を背負っているのと大差が無かった。

				　もう一度、深く溜息を吐(つ)いて、少年はその場を後にする。

				　出来れば手荒な事などしたくは無いが、もっと人通りの少ない通りで、通りがかった人間を刀で脅(おど)して聞き出すより他に手段が思い浮かばない。

				　少年は人の目に触れない様に、影から影へ、路地裏から路地裏へと、素早く移動して行く。そしてしばらくすると比較的小さな家が立ち並ぶ区画(エリア)に出た。

				　少年が先程までいた大通り周辺とは違い、石畳はボコボコでゴミがあちらこちらに散乱し、路地も真っ直ぐでは無く、細く曲がりくねっている。どうやらこのあたりは貧民街らしかった。

				　そこで少年は自分の数ザール前を、小さな女の子が歩いているのを見つけた。

				　年齢は少年より少し下、キサラギと同じ十二歳といったところだろうか、黒い髪を頭の左右でお団子に纏(まと)め、華やかな黄色のワンピースに肩からは青いショールを羽織(はお)っている。

				　少年はあたりを見回して、他に人影がないことを確認する。

				　自分よりも小さな子供を脅すというのは流石に心が痛むが、大人を相手取るよりもずっと安全なのは間違いない。

				　あまり怖がらないでくれると良いんですけど……。

				　少年は胸の内でそう呟(つぶや)きながら、足音を消し、少女の背後へと一気に距離を詰める。そして背後から少女の首筋へと、抜き身の刃を突きつけて言った。

				「すみません。ちょっと教えて欲しいんですけど……」

				　少女は少しも驚く様子を見せず、ただ立ち止まる。

				　少年がもう少し冷静であったならば、もしかしたら気付いたのかもしれない。こんな夜更けに貧民街の暗い路地裏を、こんな小さな少女が一人で歩いている筈(はず)が無いのだと。少年の背負う看板が『不法侵入者』と書かれている様に、少女の背負う看板には『囮(おとり)』と大書されているのだと。

				　少女は、少年の問いかけが終わるのを待たずにこう言った。

				「パンツの色ならば、白じゃぞ」

				　──訪れる沈黙。

				　夜の静寂(しじま)という言葉で片づけるには、微妙すぎる空気が辺(あた)りを包んだ。

				　一呼吸の間をおいて、少年は慌てふためいて声を上げる。

				「な、な、な、何言ってるんですか!?　僕が聞きたいのは、そんな事では無くて……」

				「待て貴様ッ！　言うに事欠いて、乙女の秘密をそんな事じゃと！」

				「乙女の秘密!?　今、アナタ自分から言いましたよね！」

				　少女は腕組みをして、少し考えるような素振りを見せた後、いかにも面倒臭そうな声を出す。

				「変質者の癖に分別臭い奴じゃな」

				「変質者!?　違います！　断じて違いますっ！」

				　少女は首筋に突き付けられた刃(やいば)に怯(おび)える様子も無く、少年の方へとくるりと振り返る。

				　黒目がちで大きな瞳、上品な顔立ち。類稀(たぐいまれ)な美少女だと言って良いだろう。

				　少女は、慌てる少年を一瞥(いちべつ)してこう言った。

				「こんな夜更けに、頭から白布被(かぶ)って背後から女の子に刃物を突き付ける男が、変質者じゃないとでも？」

				　反論する言葉が見当たらず、少年はがくりと肩を落とす。

				「…………ごもっともです」

				『不法侵入者』から『変質者』へと背負った看板を掛けかえられて、かわいそうな程しょぼくれる少年。

				　その様子を満足そうに眺めた後、少女は声を張り上げた。

				「キリエ！　キリエはおらぬか！」

				「此処(ここ)に」

				　少女の呼ぶ声に応えて、少し先の十字路から人影が一つ、スッと近寄ってくる。

				　それは長い髪を後ろで一つに束(たば)ねた細身の女性。身体のラインがはっきりと分かる黒皮の上着に揃いの短袴(ショートパンツ)。美人ではあるが、見るからに気の強そうな顔立ちで、豹を思わせる釣り目勝ちの瞳が少年を睨(にら)むように見据えた。

				「キリエ、いつものを頼む」

				「御意」

				　コホンと一つ咳払いをすると、キリエと呼ばれたその女性は、大きく声を張り上げる。

				「ここにおわすお方を何方(どなた)と心得る！　機動城砦サラトガの主(あるじ)、サラトガ伯ミオ＝レフォー＝ジャハン様であらせられるぞ！」

				「…………」

				「おい変質者、何とか言ったらどうなんだ、驚いて声も出ないか？」

				「……あの、何なんですかこれ？」

				　少年は困惑を隠せない様子で、ミオへと尋ねた。

				「何じゃと言われても、身分の高い者が自分の身分を隠して、悪者を成敗する的な例のアレじゃ」

				「そうだ、例のアレだ！　このあたりに変質者が出没すると聞いて、ミオ様直々(じきじき)に網を張っておられたのだ。どうだ恐れ入っただろう！」

				　二人並んで自慢げに胸を張るミオとキリエ。

				　少年は今、自分がどんな顔をしているのか、自身でもあまり想像がついていない。おそらく表情には、驚きよりも呆れや困惑といった種類のモノが色濃く浮き出ていることだろう。

            

	








			
				「あの、その……何と言って良いのか分からないんですけど……頑張ってください」

				「貴様ァ！　かわいそうな物を見る様な目をするなあぁぁ！　違う、違うのじゃ！　これはキリエが勝手に……」

				「ミオ様!?」

				　ミオの言葉に驚いて振り返るキリエ、すかさず目を逸(そ)らすミオ。

				「ええい！　もう何でも良いわ。確保！　その男を確保するのじゃ！」

				「御意！」

				　キリエが指笛を鳴らすと、すぐに路地の向こう側、暗闇の方から地鳴りのような音が響き始め、それが徐々に近づいて来る。

				「な、何です？」

				　少年が怯(おび)える様子を見せると、ミオは楽しげに口元を歪めた。

				「なぁーに、大した事ではない。妾(わらわ)の近衛、『黒薔薇隊(くろばらたい)』を呼んだだけじゃ」

				「く、黒薔薇隊(くろばらたい)？」

				　少年は途轍(とてつ)も無く嫌な予感を覚えた。

				「そう、妾(わらわ)のような若い女子(おなご)を守るのじゃ、間違いがあってはならぬ。女に興味がなく、腕っ節も強いとなれば決まっておろう」

				　ミオがにやりと笑う。

				「ま、まさか……」

				　少年がたじろぐ様に後ずさったその瞬間、路地裏の暗闇から上半身裸の筋肉ダルマ(ガチムチ)の群れが、仲良さげに手を繋ぎながら(、、、、、、、)現れる。

				　狭い通りを黒光りする筋肉の壁がひしめき合い、少年に向かって雪崩の様に一直線に走って来るのだ。これを地獄絵図と言わずして何と言おうか。

				「黒薔薇(ガチムチ)隊！　確保っ！」

				「いやああぁぁぁあああ！」

				　少年は声の限りに悲鳴を上げて、一目散に逃げ出した。

				

				　　　　　　＊

				

				「ハアハア……」

				　なんとか追手を撒(ま)いて、少年は芝生の上へと、大の字に横たわる。

				「ま、全く、酷い目にあいました……」

				　黒光りする筋肉ダルマ(ガチムチ)の群れに一晩中追い回されるという、悪夢のような出来事。思い返してみても、巨大蚯蚓(ジャイアントワーム)の群れや、規格外に巨大な砂狼(サンドヴォルフ)に遭遇した時でも、あれほどの恐怖を感じはしなかったと思う。

				　乱れた呼吸を整えながら、横たわったまま見上げた空は、既にゆっくりと白み始めている。朝の訪れは近く、早起きな小鳥が薄闇の中で囀(さえず)っていた。

				　結局、キサラギの居所については、未だに何の手がかりも無い。その事実が少年の疲れた心と身体に、重く圧(の)し掛かっていた。

				「待っていてください。キサラギ」

				　いつまでもこうしては居られない。重い身体に鞭を打って、少年はゆっくりと体を起こす。正確な位置は分からないが、散々追い回された結果、市街地を大きく外れ、少年が今居るのは、どうやら郊外の公園らしかった

				　少年が何気なく周囲を見回すと、視界の隅に人の姿が映った。

				　薄闇の中、静かにそこに立っている人影。少年の背に冷たい物が走る。あわてて飛び起きると、少年は腰だめに刀の柄(つか)へと手をかけた。

				　指先に緊張を漲(みなぎ)らせながら目を細めて、相手を観察する。やがてその人物が、少年の事に全く気付いていない様子であることが判ると、すぐにその戦闘態勢を解いて、だらりと宙に手を泳がせる。

				　少年はたしかに警戒を解いた。しかし、その人物から目を離すことは出来なくなっていた。

				「……綺麗だ」

				　呆(ほう)ける様に呟(つぶや)く少年。その視界に映っている人物、それは一人の少女。

				　流星の軌跡(きせき)を束(たば)ねたような銀色の長い髪、白磁(はくじ)の肌、深い蒼の瞳。胸元に埋め込まれたラピスラズリが美しい、金糸の刺繍に彩(いろど)られた青のドレス。この機動城砦で見かけたどの貴種(ノブル)達とも違う、これまで見た事も無い程に洗練された優美な姿。

				　少年が我を忘れて見惚(みと)れている間、少女は空を見上げ、暁(あかつき)の中に何かを探している様に見えた。

				　少女の視線の先へと目を向けてみても、特に何も見当たらず、少年は再び少女に視線を戻す。

				　その瞬間、二人の視線が交わった。いつのまにか少女は、少年の存在に気が付いていたのだ。慌てて少年は目を伏せるが、時すでに遅し。少女を見つめていた事は、既に隠しようも無い。少年は思わず後ずさりながら、逃げるべきかと逡巡(しゅんじゅん)する。

				　しかし少女はそんな少年の動揺を他所(よそ)に、にこやかに微笑むと、ゆっくりと歩み寄って来た。

				「何かご用ですか？」

				「あ、いえ、す、すみません。不躾(ぶしつけ)に見てしまって……。何を見ておられるのか気になったもので」

				　少年のしどろもどろの口調に少女はクスリと笑い、再びつい先程まで見上げていた方向へと目を向ける。

				「星を捜していたんです」

				「星……ですか？」

				「そう、星。明け方に現れる一際大きな赤い星。私の生まれた国がその星の方向にあるんです」

				　言われてみれば当然の事だが、やはり彼女はこの国の人間では無いらしい。

				　それだけに納得できる事もある。

				「あなたは、僕のことを見ても驚かないんですね」

				　彼女が驚きもせず、平然と少年に話かけて来れたのは、この国の人間ではないから、この黒い瞳が持つ意味を何も知らないからなのだ。

            

	








			
				　自分は蔑(さげす)まれる存在である。少年はそれを告げないという事が、彼女を騙すことになる様に思えた。フェアでは無い様な気がしてしまった。だからつい、口を衝いてそんな言葉が零(こぼ)れ落ちた。

				　少女はきょとんとした表情で首を傾(かし)げる。

				「僕はこの機動城砦の外から来たので、貴種(ノブル)達とは見た目も違いますし……」

				「ごめんなさい。私には違いがわかりません」

				　それは何気ない一言だったろう。少女にとっては、特別な意味の無い言葉だ。しかし、少年の耳には、彼女が「あなたが何者であるのかを気にしない」、そう言っている様に聞こえた。暗闇の中、どこかに小さな灯りが灯った、そんな気がしたのだ。彼女にならば、キサラギの事を聞くことも出来そうに思えた。

				「あなたは、こんなところで何をしていたのですか？」

				「義妹(いもうと)を探していたんです」

				「妹さん？」

				「ええ、名前はキサラギ、年は十二歳です。僕と同じように黒い髪、黒い目で、髪は肩まで。あと、赤い民族衣装(キムノ)を着ています。ご存じありませんか？」

				「ごめんなさい。よく分からないです」

				「いえ、気にしないでくだ『見つけたのじゃ！』」

				　少女が申し訳なさそうな顔をした事に少年が慌てたその時、公園の入口の方から、聞き覚えのある声が響いた。

				　黒光りする筋肉の群れ、その中央に担(かつ)がれた神輿(みこし)の上で、薄い胸を逸らして颯爽と立つお団子頭。言わずと知れたサラトガ伯ミオである。

				「ウソでしょう……」

				　少年は、げんなりした顔で肩を落とす。しかし、

				「あら、ミオ殿。おはようございます」

				「なんですとっ!?」

				　少女がお団子頭に親密そうに挨拶をし、少年は驚きの声を上げる。

				「おお、誰かと思えばセルディス卿ではないか。丁度良い、そこの男は変質者じゃ。少し手伝ってくれぬか？」

				「僕は変質者なんかじゃありません！」

				　少年も年頃の男子である。ただでさえ『変質者』呼ばわりされるのは心外だが、この少女の前でそのレッテルを貼られるのは、尚更(なおさら)耐えがたい。

				「いやいや、先ほども妾(わらわ)に刃(やいば)を突きつけて、『ぐへへ、お嬢ちゃん、今どんなパンツ履いてんの？』と聞いてきたではないか」

				「聞いてませんよ！　話を盛らないでください！」

				「そんな事言ったんですか？」

				　少女が眉を顰(ひそ)めて後ずさる。

				「言ってません！」

				「妾(わらわ)のパンツの色は？」

				「白です」

				「「あ」」

				　ニヤリと笑うミオ、自らの失言に気付く少年、少年の発言にドン引きする少女。

				　気まずい沈黙が立ち込めて、少年の頬を一筋の汗が伝う。

				「ふははははは！　かかったな、変質者！」

				「いや、違っ、違うんです！」

				　ミオが哄笑とともに沈黙を破り、少年は狼狽(ろうばい)する。しかし、素早く行動に移ったのは意外な人物だった。

				　慌てふためく少年の隙を突くように、少女は少年の額へと人差し指を押し付けると、耳元で囁(ささや)いた。

				「深淵なる眠りよ(ソンノ・モルト)」

				　途端に少年は言葉を失い、急に瞼(まぶた)が重くなっていくのを感じる。眠い。身体中を鎖で縛られていく幻覚の中、抗(あらが)いがたい眠気に誘われていく。

				「大丈夫ですよ……あなたがそういう人だと思った訳ではありません。でも、誤解は早めに解いておいた方が良いと思いますので」

				　遠のいていく意識の中で、少年は少女の声を聞いていた。

				　鈴の音みたいだ。

				　少女の声を心地よく感じながら、ふらりと彼女の方へと倒れて行く。

				「酷い事はしない様に言っておきますから、安心してくださいね」

				　目が完全に閉じられる直前、少年の顔を覗き込みながら、少女は慈(いつく)しむような表情で呟(つぶや)いた。

				「おやすみなさい」

            

	








			
				「キリエ＝アルサード、入ります」

				　キリエの後について、両脇を兵士に抱えられた砂漠の民の少年が部屋へと入ってくる。

				　毛足の長い赤の絨毯。壁際には、上品な調度品が並ぶ。

				　ここは、サラトガ伯ミオの執務室だ。

				　一番奥の大きな執務机(デスク)にはミオが肘(ひじ)をついて腰を降ろし、その手前の十人は座れるであろう長いテーブルの、ミオに近い一隅に四人の男女が座っている。

				「ふぉっふおっ。それが、ミオ様の初めてのお手柄でございますか」

				　最初に口を開いたのは、人の良さそうな顔をしたふくよかな中年の男性、先代からサラトガ伯に仕えてきた、家宰のボズムスである。

				「警備兵の真似事など、一城の主の仕事ではございません！　そもそもキリエ！　それをお止めするのがお主の役割であろうに！」

				　胸当て(ブレストプレート)を着けた、頬に大きな傷のある男がキリエを睨(にら)みつける。いかにも歴戦の勇士といった風貌(ふうぼう)のサラトガ第二軍の将、グスターボだった。

				「まあまあ、グスターボ卿。ミオ様にもぉ、お考えがおありなんですよぉ」

				　宥(なだ)める様にそう言ったのは、妖艶(ようえん)な雰囲気を漂わせる美女。年の頃は、恐らく二十代の半ばぐらいであろう。胸元の大きく開いた白のドレス。その上に纏(まと)った紫のローブが、彼女が魔術師であることを示している。

				「シュメルヴィの言うとおりじゃ。妾(わらわ)には深い、それはもう深淵な考えがあるのじゃ」

				　そう口にするミオの目は、明らかに泳いでいる。

				　しかし、誰一人ツッコみはしない。そこは空気の読める素敵な大人達であった。

				「コホン、そこで皆に相談じゃ」

				　一つ咳払いをして、ミオが急に声のトーンを落とす。その何やら深刻な雰囲気に、席につく幹部たちは真剣な表情でミオに注目する。

				「……コイツどうしよう」

				　残念。せっかくツッコまなかったというのに、台無しであった。

				　腕を組んだまま目を瞑(つぶ)り、ただ一人、ここまで一度も発言しなかった優男、サラトガ第一軍の将メシュメンディが器用に椅子から滑り落ちる。彼は日頃から割とオーバーアクションで有名であった。

				「つ、通例の通りに、城壁の外に放逐(ほうちく)すれば良いのでは？」

				　なんとか気を取り直して、ボズムスが発言する。

				「いや、考えてもみよ。此奴(こやつ)は砂漠の民じゃぞ。砂漠に放逐(ほうちく)したら、それはただの釈放じゃろうが」

				「ならば、殺せば良いではありませんか。せめて我が第二軍の訓練の的として役立てましょう」

				　残酷な様にも聞こえるが、人間として見られてはいない地虫(バグ)についての処遇である。そう言う意味においては、グスターボの発言もそれほどおかしな事を言っている訳では無い。ミオは少し考え込んだ末に、少年を見据えて問いかける。

				「のう、そもそもお主は何故(なにゆえ)、このサラトガに入り込んだのじゃ。理由が無い訳ではあるまい？」

				「義妹(いもうと)が、あなた達に攫(さら)われたからです」

				　両腕を兵士に掴(つか)まれたまま、ミオの眼を見据え、少年は淀みなく答える。

				「妾(わらわ)達が？　お主の妹を？」

				　ミオの片方の眉が吊り上がり、怪訝(けげん)そうな表情を形作る。

				「昨日、僕がオアシスに水を汲みに行っている間に、機動城砦に義妹(いもうと)が連れ去られたと聞きました」

				　その瞬間、ミオは大きく嘆息した。

				「……なるほど。それで良う分かった。お主は勘違いをしておる様じゃの」

				「勘違い……ですか？」

				「そうじゃ。まず我がサラトガは、昨日一度たりとも停止しておらぬ。止まりもせずに兵を出す事など出来はせぬ。おそらくお主の義妹(いもうと)を連れ去ったのは、妾(わらわ)達が追っている機動城砦『ゲルギオス』であろう」

				「ちょ、ちょっと待ってください！　機動城砦というのは、幾つもあるんですか？」

				　一瞬の間をおいて、少年の問いかけを笑う声が部屋中に響き渡る。

				　その笑い声の中、キリエが嘲(あざけ)る様に、少年へと顔を突き付けて言った。

				「やはり地虫(バグ)は物を知らん。良かろう、教えてやる。この国には現在九つの機動城砦が存在し、九人の領主がそれを治めている」

				「九つ!?」

				「先日、我がサラトガはその内の一つ、機動城砦『ゲルギオス』の襲撃を受け、これを撃退。現在は逃亡する『ゲルギオス』を追っている最中だ。つまり、この辺りには我々と『ゲルギオス』、二つの機動城砦が存在しているという事なのだ。貴様の義妹(いもうと)なぞ、我々は皆目(かいもく)知らぬ。すなわち、貴様は入り込む機動城砦を間違えたという事だ」

				「そ……そんな」

				　少年は、一瞬くしゃりと顔を歪ませると、膝から崩れ落ちた。

				「ふぉっふおっ、しかし腑(ふ)に落ちませんな。ゲルギオス伯はなぜ地虫(バグ)なんぞを攫(さら)ったんでしょうな」

				「それは私が分かりますぅ」

				　そう言ってシュメルヴィがゆっくりと椅子から立ち上がる。そして、膝をつく少年の傍にしゃがみこむと、耳元で囁(ささや)く様に言った。

				「あなた、お名前はぁ？」

				「ナナシです」

				　ナナシはシュメルヴィの方へと顔を向けようとして、慌てて目を逸(そ)らす。大きく開いた胸元から、今にも零(こぼ)れ落ちそうな二つの果実が、視界に飛びこんで来たのだ。思わず赤くなるナナシ。しかし赤らめたその顔も、次の一言で一瞬にして蒼ざめる。

				

				「ナナシくん、あなた達には特別な力(、、、、)があるのでしょう？」

				

				　ナナシのこめかみがピクリと動き、その表情が強張(こわば)っていくのを、シュメルヴィは満足そうな顔で見つめる。

				「あなた達は、砂洪水(フラッド)の発生が事前に分かるのよねぇ」

				　しかし、シュメルヴィのその言葉を耳にした途端、少年の表情に安堵(あんど)の色が広がった。

				　砂洪水(フラッド)とは、体長千ザールにも及ぶ巨大蚯蚓(ジャイアントワーム)の群れが、一斉に移動するときに発生する砂の津波のことである。高さ数十ザールにも及ぶ巨大な砂の波が、その進路に在るあらゆるものを飲み込んでいくのだ。

				　どこでいつ発生するか分かるのか？　と問われれば、ナナシの答えは『わかる』だ。

				　ただそれは、砂漠の民としては極(ごく)一般的な技能であり、特別な力と言われて少年が想像したものとは違った。

				　しかし、

				「砂洪水(フラッド)の発生が事前に分かるじゃと!?」

				　ミオをはじめ、この場にいる他の人間の反応は劇的であった。

				　そもそもこの国において、城砦都市が機動城砦となったのは、砂洪水(フラッド)が原因なのだ。砂洪水(フラッド)の進路にあるものは、何もかも全て、砂の中へと飲み込まれてしまう。つまり機動城砦とは、砂洪水(フラッド)から町ごと逃げ回る手段に他ならない。

				　現在、どの機動城砦も尖塔の最上階を監視室として、四方を三交代で見張り、砂が立ち昇っているのを発見したら、一目散に逃げるという方法を採(と)っている。だが、そこまでしても、ここ数百年の間に、いくつもの機動城砦が砂洪水(フラッド)に飲み込まれて消滅しているのだ。

				「分かります」

				　ミオを見据えてナナシは頷(うなず)いた。

				「……ならば、その力を妾(わらわ)のために使え。その代り、ゲルギオスにお主の義妹(いもうと)がおると言うのであれば、そこまでは連れて行ってやろうではないか」

				　ミオのその言葉にグスターボが驚愕し、猛然と反対し始める。

				「ミオ様、なりませぬ！　此奴(こやつ)は地虫(バグ)ですぞ。蠍(さそり)を喰らい、水が無ければロバの小便を濾(こ)して飲む、人間の範疇(はんちゅう)に含むのも烏滸(おこ)がましい連中です。このような野蛮な者をミオ様のお傍に置くことが、許されよう筈(はず)がありません！」

				　グスターボの言葉に同調して、キリエも言葉を繋(つな)ぐ。

				「私も反対です！　このような蛮族、いつ悪事を働くか、わかったものではありません」

				「……と申しておるが、ナナシ、お主はどうじゃ？」

				　片目を瞑(つぶ)り、ミオが尋ねる。

				「はぁ……どうと言われても、野蛮と思うかどうかは主観の問題ですので、僕が判断する事では無いと思いますし……」

				　ナナシのその回答に、ミオは唖然とした表情を浮かべる。そして、次の瞬間、

				「ぷっ……ふふっ、はははははははは」

				　我慢できないといった様子で噴き出し、大きく口を開けて笑った。

				「たしかに、たしかにそうじゃのう。野蛮人が自分で僕は野蛮人です、とは言わんわな。……キリエ！」

				「ハッ！」

				「ミリアに言って、ナナシの面倒を見させておけ。客扱いする必要はない。雑用でもやらせればよかろう」

				「ミオ様！　それは……」

				「これは、サラトガ伯ミオ＝レフォー＝ジャハンの裁可である」

				「ッ！　……仰せのままに」

				　ミオの断じるような言葉に、キリエは反論することを諦めた。

				　自分の判断に満足するように、この場にいる人間を見回すミオ。その視界の中で、シュメルヴィが艶(つや)やかな唇を尖らせるのが見えた。

				「ミオ様ぁ、ミリアちゃんじゃなくて私が面倒をみますわぁ。可愛い顔した地虫(バグ)の夜の生態も研究してみたいですぅ」

				　ミオは少し頬を引き攣(つ)らせて言った。

				「……お主は、なんかエロいからダメじゃ」

				

				　　　　　　＊

				

				「痛い、キリエさん痛いです」

				「うるさいクソ虫、とっとと入れ！」

				　尖塔をその頂点に戴くサラトガ中央の城。その二階の回廊の奥、洗濯部屋(クリーニングルーム)のプレートが架かった扉の前に、キリエとナナシの姿があった。

				　キリエは乱暴に扉を開け放つと、ナナシの襟首を掴(つか)んで室内へと放り込む。

				　部屋の中は意外にも広く、その広い空間に白い大きな布が大量にぶら下がっていた。

				　部屋の奥には水を張った洗濯槽。窓は無いが、暖かい風が部屋の中をゆっくりと巡っている。どうやら、壁面に風の魔法を宿した精霊石を、複数埋め込んでいるらしい。

				　放り込まれた勢いのままに、床に突っ伏すナナシ。文句の一つも言ってやろうと体を起こしかけた途端、キリエに背中を踏みつけられて、「むぎゅ」と口から情けない声を洩らす。そしてナナシの背中を足蹴にしたまま、キリエは部屋の奥に向かって、大きな声を上げた。

				「おい、ミリア！　ミオ様のご命令だ。このクソ虫の面倒を見てやれ」

				「もう！　お姉ちゃん。またそんな男の人みたいな喋り方してって……なに？　その子？」

				　奥からシーツを捲(めく)り上げて出てきたのは、女の子。おそらくナナシと同年代の優しげな雰囲気を持った少女だった。

				「お姉ちゃん？」

				　ナナシの頭の上にクエスチョンマークが浮かぶ。

				　言われてみれば、確かに似ている。キリエがポニーテールなのに対してショートカットと髪型の違いはあるが、釣り目がちのキリエの目尻を掴(つか)んで、グイッと下に下げ降ろすと、こういう優しそうな印象になるような気がする。

				　その少女は頭に白のヘッドドレス、黒地に白のエプロンをくっ付けた様なデザインの服を着ていた。たった今まで洗濯をしていたのだろう。腕まくりをして、指先からは水が滴(したた)っている。

				　ナナシはキリエに背中を踏みつけられた状態のまま、首をもたげて彼女を見上げる。そんなつもりは無かったのだが、下から見上げる角度(アングル)は、女の子の布地を押し上げる胸の部分を、否(いや)が応(おう)にも強調する。

				　それは、流石に先程のシュメルヴィのモノとは比べるべくもないが、それでも相当に大きく見えた。イヤらしいと言うなかれ、ナナシも健康的な年頃の男子である。そこに目が行ってしまうのは、言わば仕方の無い事なのだ。ただ、思わず自分の背を踏むキリエのモノ(、、)を確認するように、見上げてしまった事は痛恨の失敗であった。

				　下から見上げるこの角度(アングル)でさえ、存在を疑いたくなる幻の丘。風のない平坦な砂漠の景色が頭を過(よ)ぎる。これ以上、考えてはいけないと思えば思うほどに、まな板や洗濯板、果てはモノリスに至るまで、板状の物品が列を為してナナシの頭の中を横切り、それに合わせて「ぺたん」「のっぺり」「しょぼーん」といった、危険な擬態語(ぎたいご)が脳内を埋め尽くしていく。そしてもちろん、彼の考えていることが、キリエに伝わらぬ道理は無かった。

				「ほほぅ、貴様。クソ虫の分際でなにか言いたい事でもあるようだな」

				　底冷えするような低い声が、横たわるナナシの背後から不吉に響き渡る。

				「えっ……あ、あの、その……」

				　ナナシは焦った。とにかく焦った。自分の頬をダラダラと冷たい汗が流れ落ちるのを感じた。

				「はっきり言ってみろ。ほぉら、早く」

				　頭をフル回転させて、なんとか穏便(おんびん)に済む回答を探す。しかしどれだけ必死に考えても、そんな都合の良い回答は見つからない。キリエの視線は既に氷点下に突入。もうタイムリミットだ。これ以上は耐えられない。そしてナナシが意を決して口に出した言葉、それは……

				「キリエさん……お父さん似(、、、、、)なんですね」

				　その瞬間、キリエのこめかみの辺りで、ビキッ！　と、人体からは決してする筈(はず)の無い音がした。

				「だぁれの胸がぁ！　お父さん似だぁ！　ゴラァ！」

				「ぎゃああああああああああああ！」

				　鬼の形相で足を振り上げ、ハイヒールの踵(かかと)に全体重を乗せた連続ストンピング。

				　力一杯踏みつけられ、ナナシは身体中の穴と言う穴から色んな物が出そうになった。

				　そんなバイオレンスな風景を、なぜか微笑ましい目で見ていたミリアが、姉に問いかける。

				「お姉ちゃん。で、結局その子なんなの？」

				　妹の問いかけに、キリエは肩で息をしながら答えた。

				「ああ、スマン。この地虫(バグ)の面倒を見てやってくれ、力仕事でもなんでもやらせてかまわんぞ。存分にこき使ってやれ」

				「地虫(バグ)って砂漠に住んでるっていう……」

				「そうだ」

				「へぇ……初めてみたよ。見た目はボク達と変わんないんだね。言われなきゃ分かんないかも」

				　感心する様にそう言うと、ミリアは少年をまじまじと観察する。

				「今は白目を剥(む)いてるから分からんかもしれんが、目の色は黒い」

				「ふーん、でも手伝ってくれるんだったら助かるよ。今から洗ったシーツを配って回るところだったんだ。意外と重いんだよねー」

				「私はこれから軍議があるからもう行くが、好きなようにこき使えばいい」

				　そう言うとキリエは踵(きびす)を返して、部屋を出て行った。

				　キリエの足音が遠ざかって行くのを聞きながら、ミリアはあらためてナナシの顔を覗き込む。

				「ねえ、キミ、大丈夫？」

				「は、はい……なんとか。なんとか生きてます」

				「さっきのは君が悪いよ。お姉ちゃん、ああ見えて中身は乙女なんだから」

				「鬼闘女(おとめ)？」

				　自分の背中についた足型を確認しながら、ナナシはつい聞き返してしまう。

				「たはは……。なんか違うニュアンスに聞こえたけど……。ま、いいや。ボクはミリア、ミリア＝アルサード。幹部フロア付(づき)の家政婦(メイド)だよ」

				「あ、はい。僕はナナシと言います」

				「じゃ早速なんだけど、シーツ畳むの手伝ってよ。ナナちゃん」

				「ナナちゃん？」

				「ナナシだからナナちゃん。んふーかわいいでしょ」

				　そう言うと、ミリアは部屋にかかっているシーツを手早く畳み始める。ナナシも起き上がると、手近なシーツを手に取り、見よう見まねで畳み始めた。

				　数十分で全て畳み終えると、ミリアは何処からか木製の台車(カート)を引っ張り出してきて、ナナシにシーツを全て積みこませた。

				「じゃ、今から配りに行くから、台車(カート)押してついて来てね」

				　ナナシは言われるままに、ミリアの後ろを台車(カート)を押してついていく。

				　サラトガ城の三階、幹部フロアの廊下を歩いては扉を開き、部屋の中へとシーツを放り込む、そんな作業を繰り返しながら、ミリアに問われるままに、ナナシは今までの経緯を話した。

				「へぇー大変だったんだねぇ。でもまあ、ゲルギオスに追いつくまでここにいるんだったら、あと四、五日ぐらいは手伝ってもらえるって事だね」

				「四、五日？」

				「うん、たぶん、それぐらいはかかるよ。ゲルギオスって、ガタイの大きさの割に意外と足速いんだよね。義妹(いもうと)ちゃんの事は心配だろうけど、砂洪水(フラッド)の発生が分かるってのが、攫(さら)われた理由ならたぶん、そんなに酷いことはされてないと思うよ」

				「そう、そうですよね！　大丈夫ですよね！　きっと大丈夫ですよね！」

				　ミリアの言葉に希望を見出して、ナナシは自分に言い聞かせる様に『大丈夫』を繰り返す。そしてこれ以上キサラギの話を続けていると、どんどん不安になっていく様な気がしたので、ナナシは話題を変えるついでに、ずっと気になっていた事を聞いてみることにした。

				「あの銀色の髪の人も、この城にいるんですか？」

				「銀色の髪ってセルディス卿のこと？　うん、いらっしゃるよ。強くて綺麗で憧れちゃうよねー。セルディス卿がサラトガに来られたのは二年ぐらい前なんだけど、その時にはサラトガ中で美白ブームが起こったぐらい皆の憧れの的なんだよ。まあ、美白ブームはボク達の肌の色じゃあんまり意味が無くて、すぐに終わったんだけどね」

				　ミリアは苦笑する。

				「どんな人なんですか？」

				「え、なに、ナナちゃん気になるの？」

				　ミリアは楽しそうにニマニマと口元に笑いを含んで、ナナシへと顔を近づける。

				「い、いえ、そんなつもりは無いんですけど、異国の人は珍しいので、つい」

				　しかし、ミリアは最初からナナシの言葉を額面通りに受けとるつもりは無いようで、にやけながらもわざとらしく肩を竦(すく)めた。

				「いやー気持ちはわかるんだけど高嶺の花すぎだよぉ。ウチの男達もみーんなこっぴどくフラれてるんだから。グスターボ様はまだ諦めて無いっぽいけどって……噂をすれば、ほら今も。見てごらんよ」

				　ミリアの目線を追って窓越しに中庭を見下ろすと、そこには銀色の髪を揺らして一心に剣を振るうあの少女の姿。丁度、そこへ一人の男が歩み寄って行くところであった。　

				「これはこれは、セルディス卿。精が出ますな」

				　男は特別大きく声を張り上げた訳では無かったが、その声は中庭を取り囲む四方の壁に反響し、三階から見下ろすナナシ達の耳にもはっきりと聞こえた。

				　少女は剣を振るう手を止めて、額の汗を拭いながら振り返る。そしてナナシの目には、男の姿を見止めた途端、少女の表情が一瞬曇った様に思えた。

				「あれがグスターボ様だよ」

				　ナナシの耳元で声を潜(ひそ)める様にして、ミリアが囁(ささや)く。

				　蔑(さげす)まれて生きて来た者は、言葉に纏(まと)わりつく感情に敏感になるものだ。今、何気なくミリアが発したその言葉には、嘲(あざけ)る様な響きが纏(まと)わり付いていた。

				　グスターボは満面の笑みを浮かべながら、銀髪の少女の方へと歩み寄っていく。

				「先日の私の申し出について、少しはお考えいただけましたかな？」

				「は？　なんの事でしょう？」

				　少女は全く思い当たる事が無いらしく、不思議そうに首を傾(かし)げる。

				「先日、私は誤解の無い様にはっきりと、求婚したつもりですが？」

				「その件なら、私も誤解の無い様にはっきりと、お断りさせていただいたと思うのですけど？」

				　間髪入れずに答える銀髪の少女。

				　わぁ、一刀両断だ。と、ナナシとミリアは思わず顔を見合わせて苦笑する。

				　しかしグスターボは、少し意外そうな表情を見せた後、馬鹿にする様に鼻で笑った。

				「あの様な世迷言(よまいごと)は、一考の余地もありませんな」

				「世迷言(よまいごと)ですか？」

				「そう、世迷言(よまいごと)です。考えてもご覧なさい。このサラトガにおいて、貴女ほどの女性の主(あるじ)と成り得るのは、父祖の代からこのサラトガの将軍職を拝命し、地位と名誉、そして強さをも兼ね備えたこのグスターボしかおりますまい」

				「「うわぁ……」」

				　ミリアとナナシ、二人は顔を見合わせて思わず声を洩らす。その瞬間、まるで二人の声が聞こえたかのように、グスターボが上を見上げ、ナナシ達は慌てて窓の下へと身を隠した。

				「正気ですか？　あの人」

				「うん、たぶん……ね」

				　ドン引きである。

				　流石にここまで『痛い』発言を耳にする事になろうとは、想像もしていなかったのだ。

				　窓枠の下の壁面にもたれかかりながら、コソコソと囁(ささや)き合った後、ナナシはグスターボのこの『痛い』発言に対する銀髪の少女の反応が気になって、再びそっと階下を覗きこむ。すると案の定、彼女も呆れる様な素振りを見せているのが見えた。

				　やがて彼女は一つ溜息を吐くと、諭(さと)すような声音で言った。

				「グスターボ卿、先日と同じ回答になってしまいますが、私は運命に定められた主(あるじ)を探す身です。確かに、貴方がその主(あるじ)では無いという保証はありませんが、私の主(あるじ)となる方を決めるのはあなたでも、私でもありません。運命です。『運命の車輪』が回るまでは、私は誰の物にもなるつもりはありません」

				「ははははははは、どうせその運命とやらが決める主(あるじ)は、私以外には有り得ませんぞ。ならば、今ここで私の求婚を受け入れたところで、早いか遅いかの違いでしかありますまい」

				　少女は肩を竦(すく)めて押し黙る。たぶん、この男に何を言っても無駄だと思ったのだろう。

				「まあ良いでしょう。次にお会いする時には良いお返事をお聞かせいただける事を期待しておりますぞ。ハッハッハッ」

				　そう言い残すと、グスターボは高笑いしながら去っていった。

				「ね、スゴいでしょう」

				「ええ、まあ……腕の立つ人には自信家も多いですから」

				　なぜか自慢気に話しかけてくるミリアにそう答えながら、ナナシの頭の中を、砂漠の民の中でも最強と呼ばれる男の顔が過(よ)ぎる。ああいう自信家は何処(どこ)にでもいるのだ。

				「でもね。『強さも兼ね備えた』とか言ってたけど、グスターボ様よりウチのお姉ちゃんの方が強いんだよ」

				「は？」

				　ある種の感慨に耽(ふけ)っていたナナシへと突然、ミリアが意外な事を言い出す。

				　あの筋骨隆々たる大男より、キリエの方が強い？

				「お姉ちゃんってば、普通の人よりちょっと握力が強いんだよね。で、ミオ様がリンゴジュースを飲みたいって言うんで、素手で搾(しぼ)ってたら……」

				「ちょちょちょ!?　ちょっと待ってください。リンゴを素手で搾(しぼ)る？」

				「うん、片手で掴(つか)んで、ぎゅっと」

				「片手でぎゅっと!?」

				「うん」

				　驚愕するナナシを不思議そうな顔で見つめながら、ミリアは頷(うなず)く。

				「そしたら、グスターボ様がツッコんだの、『ゴリラか！』って。ヒドいと思わない？　か弱い女の子をつかまえてゴリラとか」

				　うん、まず『か弱い』の意味を辞書で調べましょうか。

				　思わず口を衝(つ)いて出かけたその言葉を飲み込んで、ナナシは曖昧(あいまい)な笑顔を浮かべる。

				「で、お姉ちゃんも流石にキレちゃって、その場でグスターボ様の腕に関節を一個増やしちゃった(、、、、、、、、、、、、)んだよねー」

				　ドン引きするナナシを他所(よそ)に、あははと楽しげに笑うミリア。

				　これは流石にグスターボが不憫(ふびん)に思えた。たぶんその場にいたならば、ナナシもほぼ同じツッコミを入れていた筈(はず)だ。

				「話が脱線しちゃったけど、今見た通りセルディス卿は、運命の主(あるじ)って人以外には、少しも興味が無いみたい。だからナナちゃんも諦めた方がいいよ」　

				「いや、だから、そんなつもりはありませんって」

				「うん、うん。そういう事にしとくよ。あ、じゃあウチのお姉ちゃんなんかどう？　仕事一筋でここまで来たけど、ボクは、そろそろ恋人の一人ぐらい居ても良いんじゃないかなって思ってたんだよねー」

				　最後のシーツを手に取って、部屋の中に放りこみながらミリアは言った。

				　今の話の直後に、キリエの事をプッシュしてくるミリアの神経も中々に図太いが、そもそも地虫(バグ)と蔑まれる砂漠の民の人間には、貴種(ノブル)と恋愛する資格など無い。有る訳が無い。

				「いや、僕は砂漠の民ですから、貴種(ノブル)の人からは嫌われることはあっても好かれることはありませんよ……」

				「えーそうかな。ボク、キミの事、結構好きだけどなー」

				「なっ……」

				「冗談、冗談だよ」

				「からかわないで下さいよ」

				　からからと笑うミリアから目を逸(そ)らし、ナナシは軽く頭を振った。照れた訳ではない。貴種(ノブル)に好意を寄せられる、そんなありえない事を期待するような、愚かな人間だと思われる事を恐れたのだ。

				「あ、噂をすれば……」

				　ミリアの視線を追うと、廊下の向こうからキリエが、こちらへと歩いてくるのが見えた。

				「そういえばナナちゃんは、どこに泊まるの？」

				「いや、特になにも聞いていないですけど……」

				　ナナシの言葉を聞いて、ミリアは少し考える様な素振りを見せた後、キリエに向かって大きく手を振る。

				「お姉ちゃーん。丁度良いところに来てくれたよー」

				　キリエは直ぐ傍(そば)までやって来ると、まずナナシを一(ひと)睨(にら)みした。もはや条件反射の域である。

				「どうしたミリア。クソ虫が何かやらかしたか？　やらかしたらスグに言え、ぶち殺してやるから、いや、やらかして無くてもかまわん、やらかしたと言え」

				「やらかしてませんよ……」

				　どんだけ殺したいんだと、ナナシは思わず肩を竦(すく)める。

				　そんな二人の殺伐(さつばつ)としたやりとりを完全に無視して、ミリアはキリエに問いかけた。

				「ねえ、お姉ちゃん。ナナちゃんはどこに住まわせるの？」

				「ん？　部屋なんか無いぞ。こいつはそもそも地虫(バグ)だからな。庭にでも放りだしとけばよかろう」

				　妹の問いかけに、キリエは不思議そうな顔で答える。しかし、そこでミリアは急に大きな声を上げた。

				「お姉ちゃん！　ダメだよそんなの、かわいそうじゃない！」

				「僕は別にそれで良いですけど……」

				「ナナちゃんは黙ってて！」

				「はぁ」

				　ギロリと睨(にら)み付けられて、ナナシは気の抜けた返事をする。

				　一方のキリエはというと、妹が何をそんなにエキサイトしているのか分からず、困惑する様な表情を浮かべていた。

				「そうは言うがミリア、兵士どもの屯所(とんじょ)に放りこみでもしたら、一発でいびり殺されるぞ、コイツ。だからと言って部屋なんぞ与えようもんなら、一斉に不満の声が上がるだろうが。俺たちより地虫(バグ)を優遇するのかとな」

				「わかったよ！　お姉ちゃんにはもう頼まない！　ナナちゃん、今晩はボクの部屋においでよ！」

				「へ？」

				　ナナシがミリアの言葉の意味を理解するまでにかなりの時間を要し、言い難い沈黙がその場を包む。その間にもキリエは、わなわなと身体を震わせはじめていた。

				「な、なにを言っている！　ダメだ！　ミリア、コイツは人畜無害そうに見えるが地虫(バグ)だぞ、野蛮人なんだぞ！」

				　慌てすぎてぐるぐると目を泳がせたまま、ナナシを指差してキリエが声を荒げる。しかし、ミリアはそれでも全く退(ひ)く様な素振りは見せない。

				「こんな大人しい子を、外に放り出す方がよっぽど野蛮人だよ！　ナナちゃん、遠慮しなくて良いからねー。今晩はボクと一緒に寝ようねー」

				「いや、そ、それは流石にマズイと思います」

				　女の子に一緒に寝ようなどと言われては、流石にナナシも慌てふためく。そのナナシの慌てる様子が、キリエには更に勘(かん)に障(さわ)った様で、今にもブッ殺しかねない凶悪な目つきでナナシを睨(にら)み付けると、

				「何を赤くなってる！　クソ虫！　ダメだ！　ダメだ！　ダメだ！」

				　と、まるで駄々っ子の様にダメを繰り返した。

				　姉のその取り乱す様子を見て、ミリアがニヤリと笑う。

				「じゃ、お姉ちゃんの部屋に住まわせてあげてよ」

				「へ？」

				　ナナシの口から再び間抜けな声が零(こぼ)れ、次の瞬間、キリエの激昂(げっこう)する声が幹部フロアに響き渡った。

				「ミリア！　貴様！　この私に男と一緒の部屋で過ごせと言うのか！」

				　あまりの剣幕に首を竦(すく)めるナナシ。しかし、それとは対照的にミリアは満面の笑みを浮かべてナナシの方へと向き直る。

				「ナナちゃん、お姉ちゃんってばやっぱりキミの事、一人の男性として見てるみたいだよ」

				「なっ!?」

				　絶句して俯(うつむ)くと、キリエは拳を強く握り、何かに耐える様にぷるぷると震える。

				　爆発寸前──ナナシの頭の中をそんな言葉が過(よ)ぎった。

				「……上等だ。おいクソ虫！　私の部屋の隅(すみ)を貸してやる。ミリア、仕事が終わったら、私の部屋までコイツを連れてこい！」

				「わあ、ありがとー、お姉ちゃん！　だーい好き！」

				「うるさい！　勝手にしろ！」

				　そう吐き捨てると、キリエは不機嫌そうに、ズカズカと大股で廊下を歩いていく。

				　その背中を見送った後、ミリアはくるりと振り返ると、ペロっと舌を出してナナシに微笑んだ。

				「確信犯ですか……」

				「んー、なんかねー。ナナちゃんと話してる時、お姉ちゃんイキイキしてるんだもん。あんなお姉ちゃん見るの久しぶりで嬉しくってさ」

				　イキイキしたキリエに、ボコボコにされる自分の姿を想像して、ナナシは思わず項垂(うなだ)れる。今夜、キリエと同じ部屋で過ごすという事実に、彼は生命の危機を感じずには居られなかった。
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				　砂漠に生息する鳥には、極彩色の羽を持つものが少なく無い。

				　殺風景な砂漠に於(お)いて、個体数の少ない鳥達が番(つがい)となるものを見つける為、あるいは見つけてもらう為に、進化の階段を昇る度、より鮮やかに変化していったのだという。

				　しかしどれほど鮮やかな羽の色も、この宵闇(よいやみ)の中ではただの一色。漆黒に染まる。

				　機動城砦サラトガの中央、尖塔を戴く城。その窓の一つに止まったこの鳥も、その例に洩れる事は無かった。

				　希少でも無ければ、特段の価値がある訳でも無い、砂漠に生息する緑の羽をもつインコの一種。今は夜の闇に紛(まぎ)れて、そして昼間は日常の風景に紛(まぎ)れて、その姿を隠している。いかに鮮やかであろうと、ありふれてしまえば、それはただの風景でしかないのだ。

				　それ故に、この鳥の異常さに気付いたものは誰も居ない。

				　この数日間、機動城砦サラトガに纏(まと)わりつく様に飛び回っていたこの鳥が、唯の一度も(、、、、、)地面に降りてはいない事を。渡り鳥ならいざ知らず、只(ただ)のインコが有り得ない高さを飛び回っていたという事を。

				　インコは窓枠を飛び越えて、部屋の中へとゆっくりと舞い降りる。

				　そこは幹部フロアの一室。

				　精霊石が淡い光を放つ薄暗い部屋の中、男が一人、寝台(ベッド)の上に座っている。

				　頭から毛布を被り、寝台(ベッド)の背板(ヘッドボード)にもたれかかった姿勢のまま、男は呟(つぶや)く様に言った。

				「マフムードか？」

				　答えは返ってこない。当然だ。この部屋にいるのは彼と一羽の鳥なのだ。にも拘わらず、男は鳥に向かって再び言葉を投げかける。

				「サラトガに地虫(バグ)が湧いたぞ。計画の邪魔になるかもしれん」

				「排除シロ」

				　それは、男とも女ともつかない奇妙な声。インコの嘴(くちばし)の奥、声帯を震わせて発せられたのは、人の言葉であった。

				「死霊術師(ネクロマンサー)殿は気軽に言ってくれる。ヤツにはミリアがくっついてるんだ。ただ頭が固いだけの姉と違ってアレは敏(さと)い。悟られたらそれこそ本末転倒だろうが」

				　男は鳥が言葉を発した事に驚く様子もなく、ただ苛立(いらだ)ちをぶつける様に吐き捨てる。

				「排除シロ」

				「どうせなら、ミオを殺(や)っちまった方が確実だろう？　アイツの自分に殺(や)らせろなんて我儘(わがまま)、聞く必要もねえだろうに」

				「排除シロ」

				「チッ！」

				　排除しろ一辺倒の回答に男が舌打ちをすると、その鳥は寝台(ベッド)の上へと飛び上がり、男の傍へと移動した。

				「使エ」

				　その一言とともに、鳥が大きく体を膨らませると、口から親指大の白い塊を吐き出す。　見ていて気持ちのいい光景ではない。

				　男は顔を顰(しか)めながら、吐き出されたその白い塊を指先でつまみ上げる。

				「ほう。やけに気前が良いじゃねえか」

				　男が拾い上げた白い塊、それは一本の牙。

				　売り払ってしまえば、屋敷の一軒も建てられようという希少な、そして危険な魔道具の一つ──『竜の牙(ドラゴントゥース)』であった。

				　男が指先で牙を弄(もてあそ)んでいると、俄(にわ)かに廊下の方から話し声が聞こえてきた。

				　騒がしいという程でも無いが、こんな時間に廊下を行き来する者がいること自体、住人の少ない幹部フロアでは珍しいことだ。

				　だが、気にする事ではあるまい。どうせミオの馬鹿あたりが、いつもの様にロクでもないことで、キリエを振り回しているのだろう。
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				「ちょっと、ミリアさん。そんなに押さないでくださいよ」

				「ダーメ！　早く行かないとお姉ちゃん、待ちくたびれちゃうよ」

				「絶対待ってませんって」

				　自分達が今通り過ぎた扉の奥で、一羽の鳥と男による怪しいやり取りがなされていることなど知る由(よし)も無く、ナナシはミリアにぐいぐいと背中を押されながら、キリエの部屋へと向かっていた。

				　いかに足取りが重くとも、歩みを止めさえしなければ、いつかは目的地に辿りつく。非常に良い言葉ではあるのだが、今日のナナシにとってはあまり良い意味には思えない。

				　一番奥の扉の前まで来ると、ミリアは大きく声を上げた。

				「とうちゃーく！」

				　遂にここまで来てしまった……。ナナシには何の変哲(へんてつ)もない目の前の扉が、黒い瘴気(しょうき)を放っている様に思えて、思わず何度も額の汗を拭(ぬぐ)う。

				　と、とにかく心の準備だ。ナナシが心を落ちつけようと、大きく息を吸い込んだその瞬間、空気を読まずにミリアがドアをノック。不意を突かれて盛大に咽(むせ)るナナシ。しかも間髪入れずに、サッとドアが開く。そう、まるでドアノブに手をかけて(、、、、、、、、、、)待機していたかのように。

				「き、来たか……」

				　少し開いたドアの隙間から、硬い表情のキリエが顔を出す。

				「お姉ちゃん、お待たせー」

				「待ってなんぞおらん！　ホントだぞ、ホントだからな！」

				　聞いてもいない事をわざわざ必死に否定するキリエ。その様子は、いつものあの苛烈な雰囲気とは程遠いおどおどとしたもので、逆にミリアの方がニマニマと意地の悪い笑みを浮かべている。

				「うんうん、分かってる。分かってるから」

				　妹に良い様にあしらわれて、悔しげに視線を逸(そ)らすと、キリエは一つ咳払いをして話題を変える。

				「と、ところでだな、部屋に入れる前にミリア、コイツは風呂に入らせたのか？」

				「え？　なんで？　幹部フロアは部屋にお風呂あるじゃない」

				「なっ!?　わ、私の部屋で風呂に入らせろだと！　ダメだ！　ダメだ！　ダメだ！」

				　相変わらずドアから顔だけを出したまま、キリエは真っ赤な顔でぶんぶんと首を振る。

				　ぼんやりとナナシは考える。この人、今日だけで一年分ぐらい『ダメ』って言ってるんじゃないだろうか……。とはいえ、このままでは話が進まない。

				「じゃあ、僕、身体洗って来ますので、砂のある所を教えてください」

				　その瞬間、キリエとミリアがピタリと動きを止めた。

				「ちょっと待て、貴様、いま何と言った？」

				「砂のある所を教えてください。ですけど……？」

				　自分が何を聞かれているのか分からず、ナナシは怪訝(けげん)そうな表情を浮かべる。もちろん、キリエとミリアの表情が若干、蒼ざめていることには気づいていない。

				「も、もしかしてお前、身体はどうやって洗ってるんだ」

				「それはもちろん砂ですけど？」

				「砂？」

				「あれ？　貴種(ノブル)の人達は違うんですか？　天日で焼けた砂はとても清潔なんですよ。砂で擦(こす)れば、汚れも綺麗に落ちますから」

				「ずっとか？」

				「そうですよ」

				「生まれてこの方？」

				「そうですって」

				　そう答えた瞬間、キリエは、バン！　と勢いよくドアを開け放つと、無言でナナシの肩を掴(つか)む。狼狽(うろた)えるナナシ。

				「あ、あれ？　え？　キ、キリエさん？」

				　ナナシの呼びかけを一切無視して、キリエは叫ぶ。

				「ミリア！　今すぐコイツを風呂に放り込め！」

				「がってん！　お姉ちゃん！　洗濯部屋(クリーニングルーム)の洗濯槽(せんたくそう)でいいよね」

				「かまわん！　汚物は消毒だ！」

				　次の瞬間、アルサード姉妹にガッチリと両脇を抱えられ、強引に廊下を引き摺(ず)られていくナナシ。何が起こっているのかは分からないが、生命の危機を感じる。

				「えっ！　なに？　何です？　た、助けてくださーい、誰かー！」

				　かくして、ナナシの悲痛な声が夜の廊下に響き渡った。
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				　そして約一時間後の洗濯部屋(クリーニングルーム)。

				「うっ……こ、これは……な、なんという」

				「たはは、なんだか変な気分になっちゃうよね……」

				　顔を真っ赤に上気させたアルサード姉妹の視線の先には、濡れた髪から滴(しずく)を滴(したた)らせて項垂(うなだ)れる、裸にひん剥かれたナナシがいた。

				　今のナナシは、いろいろと危ない部分を手で隠しながら、目尻に涙を浮かべて、床(フロア)の上で横座りの状態と、本当にいろいろとマズい状態であった。

				　こんな状況に陥(おちい)ったのには、もちろん経緯という物がある。端的に言うと洗濯部屋(クリーニングルーム)に着くなり、水流渦巻く洗濯槽に放りこまれて、強制的に身体中を洗われた末に、つい先程、どうにか洗濯槽から脱出したところだからだ。

				「うぅっ……ひ、ひどい……ひどいですよぉ」

				　髪から水滴を滴(したた)らせながら、ナナシは潤んだ瞳で上目使いに二人を見上げる。

				「「…………」」

				　何という破壊力。キリエとミリアは思わず絶句する。

				「お、お姉ちゃん、ボク、な、なんか目覚めそう……」

				「お、お、落ち着け妹よ。それは目覚めてはいけないものだ」

				「お姉ちゃんこそ、ガン見しすぎじゃない？」

				「い、いや、私はそんなつもりは……」

				　二人のやりとりを、情けない表情で眺めていたナナシが、蚊の鳴くような声で呟(つぶや)いた。

				「……いいから、僕の服を返してください」

				

				　その後、キリエの部屋への帰り道。

				　偶々(たまたま)ミリア達の姿を目撃したグスターボの専属家政婦(メイド)メアリの話によると、どこがと言われると正直困るのだが、三人の様子は少しおかしかったらしい。

				　キリエとミリアは、それぞれに明後日(あさって)の方向へぼんやりと視線を泳がせ、その後ろを砂漠の民の少年が、疲れきった表情でトボトボと歩いていたそうだ。

				　そこには、かつて見たこともない様な、気まずい空気が漂っていたのだという。
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				「ミリア……今晩は特別だ、お前も泊まって行っても良いんだぞ」

				　上から目線の発言にも関わらず、声のトーンはとても弱々しい。

				　部屋に辿り着いた途端、キリエは縋(すが)る様な視線をミリアに向ける。しかし妹は含み笑いを浮かべながら、

				「明日フロア清掃の日だから、早いんだよねー。ゴメンねー、お姉ちゃん」

				　早口でそう捲(まく)し立てると、ナナシの脇をすり抜けて足早に部屋を抜け出していく。

				　……バタン

				　救いを求める様に伸ばしたキリエの指先が、所在無さ気に空を掻き、ドアの閉じられる音が、薄暗い部屋にやけに大きく響いた。

				　途端に静まり返る部屋。放っておけばいつまでも続きそうな沈黙。尋常ではなく重い空気。

				　ナナシとキリエ、二人の呼吸音だけが刻一刻と石畳のフロアに降り積もり、意識すればするほど、この薄暗い部屋に男女が二人でいるという事実が浮き彫りになっていく。

				　実は風呂の一件で、ナナシの方はもうどうにでもなれと言う具合に吹っ切れているのだが、目の前のキリエはいかにも落ち着かない様子で、身体の前で両手の指をくねくねと絡め、ナナシの方に顔を向けては言葉が出ず、息を呑むだけで再び沈黙してしまうという行動を繰り返している。

				「あ、あの……」

				　ナナシが意を決して口を開いた瞬間、キリエの身体がビクッと跳ねた。

				「な、な、な、なんだ！」

				「僕は、どこで寝れば良いんでしょう？」

				「…………あ、ああ、そうだった！　そうだ！　お前は、あ、あっちだ！」

				　そう言ってキリエは、部屋の中で彼女の寝台(ベッド)から一番遠い隅(すみ)を指差した。

				　目を向けると、その部分には何とも不自然にスペースが空いている。

				　近寄って見れば、床(フロア)の上には家具の足の形に埃(ほこり)が残っていて、直近までそこに何らかの家具があったことが見て取れた。そう思って見回せば、この部屋の家具の配置は不自然なように思えてくる。

				　たしかに昼間、キリエは『部屋の隅(すみ)を貸してやる』と言っていたが、どうやらそれは比喩では無かったらしい。堅苦しいキリエにとっては、隅と言ったら隅なのだ。

				　一人で重い家具を動かすキリエの姿を想像して、ナナシは思わず苦笑する。

				「ほら、この毛布を使え」

				　そう言ってポンと毛布を投げ渡すと、キリエはリスが巣穴に逃げ込むように、異常な素早さで自分の寝台(ベッド)へと潜り込む。

				　ナナシは一言礼を言うと、部屋の隅で毛布に包(くる)まった。

				　部屋に再び静寂の帳(とばり)が下りて、瞼(まぶた)を閉じれば眠気がゆっくりと身体の上に圧(の)し掛かってくる。大丈夫だ。女の人と同じ部屋で眠ると言っても、このまま眠ってしまえば何の事は無い。ナナシは胸の内でそう呟いて、大きく息を吐く。

				　ところが……

				「お、おいクソ虫、寝たか？」

				　寝入ろうとしたその瞬間、キリエが声をかけてきた。

				「いえ、まだ起きてます」

				「ゆ、床、固くないか？　何か敷いた方が良いだろうか？」

				「ありがとうございます、大丈夫です」

				「そ、そうか……」

				　キリエの気遣いを意外に思いながら、再度目を閉じてナナシは眠気に身を委(ゆだ)ねる。

				　数分後、あらためて寝入りかけた、まさにその瞬間、再びキリエが声をかけてきた。

				「お、おいクソ虫、もう寝たか？」

				「…………起きてます」

				　何とか答えはしたものの、ナナシはもう半分ぐらい眠りの世界に足を踏み入れた後だった。

				「寝苦しかったりはしないか？　この部屋は風通しがあまり良くないのだが……」

				「大丈夫です」

				「そ、そうか……」

				　頭の片隅で、意外と気を使うタイプなんだな。などと思いながら、ナナシは再び目を瞑(つぶ)る。すでに半分眠っているようなものだ。おそらく次に呼びかけられても、その時にはすでに眠りの世界の住人となっている筈(はず)だ。少々話しかけられても、もう目覚めることはないだろう。

				　ところが……

				「腹は減ってないか？　良い焼き菓子(プレッツエル)があるんだ。そうだ、貴様にも分けてやろう」

				　間髪いれずに呼びかけられた。

				　寝入ろうとしている人間に食べ物の話をされても正直困るのだが、居候(いそうろう)の立場としては、家主の好意を無には出来ない。

				　ナナシは寝ぼけ眼(まなこ)のまま身体を起こし、差し出された焼き菓子(プレッツエル)を受け取って、ほぼ無意識で口に咥(くわ)える。

				「どうだ……うまいか？」

				「おいしいです」

				　一度、完全に寝入る直前まで行っているので、本当のところは眠くて味など良く分からない。

				「そうか！　うむ、そうだろう」

				　満足そうに腕を組んでうんうんと頷(うなず)くキリエ。寝ぼけているせいか、その姿を見たナナシの口からは、思った事がストレートに零(こぼ)れ落ちた。

				「キリエさんって、本当は良い人なんですね」

				　一瞬、きょとんとした表情を見せた後、キリエは小さく笑った。それは要職を任されて肩肘(かたひじ)を張って生きている女が、本当に久しぶりに見せた自然な笑顔であった。

				「あのなぁ……いい人ってのは、軍人にとっては褒め言葉じゃないぞ。戦場では良いヤツから順番に死んでいくものだ。そもそも、お前みたいな子供の分際で、良い人とか悪い人とか大人を評価するなんぞ、生意気だぞ」

				　それはナナシの事をクソ虫呼ばわりする口と、同じ所から出たとは思えないくらい優しい声音(こわね)。子供を諭(さと)す母親のような母性に溢(あふ)れた言葉。

				　どうやら母性の強さと胸の大きさは、必ずしも比例しないらしい。

				　しかし、意外にもナナシはこう思った。『気に入らない』、と。

				　何度も寝入り端(ばな)を起こされて、実は気が立っていたという事もあるが、具体的には子供扱いされている事が気に入らない。

				　砂漠の民は十三歳で成人扱いされ、ナナシの様に十五歳ともなれば、子供が居ても少しもおかしくない年齢なのだ。だから、つい反発する言葉が口から飛び出した。いわゆる売り言葉に買い言葉という奴である。

				「じゃあ大人とか子供とかじゃなくて、男として評価します。キリエさんは良い女です」

				　ポロリ。

				　キリエの口元から、咥(くわ)えていた焼き菓子(プレッツエル)が落ちる。

				　目を丸くして固まった後、油の切れた機械のようにギギギと首を動かして、キリエはナナシの方へと顔を向けた。

				　キリエは思う。なんだこれは、と。

				　頬が赤くなっているのが、目が潤んでくるのが、顔が熱を持っているのが、自分でもわかってしまうのだ。たった一言でこんなに動揺するなんて、なんと自分は脆(もろ)いのかと。

				　しかし、ナナシは言うだけの事を言ってしまうと、ふてくされる様にキリエに背を向けて、毛布に包(くる)まった。暗い部屋、その一隅の闇の中から、すぐに小さな寝息が聞こえ始める。

				「お、おい、もう寝たのか？」

				　返事はない。

				　キリエはそっと寝台(ベッド)を降りて、ナナシの眠るすぐ脇まで移動すると、そこにしゃがみ込む。寝顔を見れば十五という年齢よりも、ナナシはずっと幼くみえた。

				「なーにがいい女だ。マセガキめ」

				　指先でそっとナナシの髪に触れる。

				　湿り気が多く、まだちゃんと乾いてはいない。こんな状態で寝てしまえば、明日の朝にはひどい寝癖になっていることだろう。

				　丁度良い。この少年のボサボサの髪は気になっていたのだ。明日、時間が空いたら私が切ってやろう。そんなことを考えながら、キリエは自分が楽しげに笑っていることに気付く。

				　その時、背後に気配を感じて振り向くと、どこから迷い込んできたのか窓辺に一羽、インコが止まっているのが見えた。

				「覗くな、バーカ」

				　すこし照れた様にキリエがそう言うと、インコは小さく首を傾(かし)げた後、そのままどこかへ飛び去っていった。

            

	








			
				「申し訳ございません！」

				　息急(いきせ)き切って、キリエが慌ただしくミオの執務室に駆け込んできた。

				　テーブルにはすでに、主だった幹部が席についている。ミオを中心に、家宰ボズムス、魔術師シュメルヴィ、将軍メシュメンディとグスターボ、それに加えて前回欠席していた一等書記官のキルヒハイムの姿も見える。さらにはどう見ても幼女にしか見えない女の子が、メシュメンディの膝の上に座って、足をぶらぶらとさせている。

				「キリエが遅れてくるとは、珍しい事もあるものじゃな」

				　ミオが苦笑する。

				「本当に申し訳ございません。散髪に手間取りまして……」

				「散髪？」

				　その場にいる人間が、一斉にキリエの髪へと視線を向けるものの、特に変わったところも見受けられず、思わず首を捻(ひね)る。

				「あ、いえ、さんぱつ……さ、さまつ、そう、些末(さまつ)な用事に手間取りまして、ははははっ」

				　キリエの様子に不自然さは感じるものの、ここで追求する類(たぐい)の物でも無いと判断して、ミオは話を打ち切る。

				「……まあ良い。それではシュメルヴィ、頼む」

				「かしこまりましたぁ」

				　いつも通りの甘えた声で返事をすると、シュメルヴィは徐(おもむろ)に自分の胸の谷間へと指を差し入れ、あはん、という色っぽい溜息と共に、折りたたまれた地図を取り出す。

				　ボズムスとグスターボは胸元をガン見、メシュメンディはなぜか、幼女に目を突かれて身悶えている。キルヒハイムだけは全く興味が無いとでも言う様に、手元の書類に目を落としたまま、身(み)動(じろ)ぎひとつしなかった。

				「キリエ！」

				「ハッ！」

				「思っておることを言ってみよ」

				「ハッ！　引きちぎってやりたいです」

				「うむ」

				　これはこれでミオとキリエのいつものやりとり、所謂(いわゆる)お約束というヤツである。他の人間もいちいち反応はしない。

				　そんな周囲の反応を気にする様子も無く、シュメルヴィは丁寧に地図を広げると、その対角の二つの隅(すみ)へと手を翳(かざ)す。

				「所在を告げよ(イル・ルォーゴ)」

				　厳(おごそ)かに聖句(ジノン)を口にし、シュメルヴィが探知の魔法を発動させると、途端に地図の中からせり上がるようにして、九つの光点が現れた。

				　光点は地図の左半分に二つ。あとは全て右側に集中している。

				「これがサラトガ」

				　そう言ってシュメルヴィが、左半分の光点のうち一つを指差す。

				「そしてぇ、これがゲルギオス……の筈(はず)なんですけどぉ」

				「なんじゃ、弱々しいのう」

				　それは今にも消え入りそうな光点。しばらく見ている間にも弱々しく明滅を繰り返し、いつ消えてもおかしく無いように見える。

				「魔晶炉(ましょうろ)がほぼ停止してるみたいですねぇ、南西に三百ファルザング（約千八百キロメートル）のところでぇ、停泊していますぅ。サラトガとの相対距離を考えるとぉ、昨晩の内に停泊したっぽいですねぇ」

				「魔晶炉(ましょうろ)を停止させてしまったら、再起動に少なくとも半日はかかるじゃろうに」

				「そうですねぇ」

				「このまま停泊していてくれれば、四日後の朝には追いつくじゃろうな」

				　ふむと一つ頷(うなず)いて、しばらく考え込んだ末に、ミオは意見を求める。

				「ボズムスよ、お主はどう見る」

				「ふおっふおっ、何らかのトラブルが起こっていると考えるのが自然でしょうなぁ。ゲルギオス伯は謀(はかりごと)に長(た)けた方ではありませんし」

				「まぁそうじゃな。ゲッティンゲンの爺さんは、正面突破がお好きじゃからな」

				「ミオ様はゲルギオス伯に会ったことが、お有りなんでしたな」

				「ああ、幼少の頃に父様について行ってた諸侯会談の席での。まったく大人げないジジィでな。無茶苦茶怒られたわ」

				「怒られた？」

				「大層な鎧を着こんでおったんで、ジジィが脱いだ隙に、籠手(ガントレット)の中にひき肉(ミンチ)を詰めて、弱火でじっくり焼き上げてやったんじゃ」

				「それは、普通は怒りますな」

				　グスターボが頬をヒクつかせながら感想を洩らし、皆、一斉に皆頷(うなず)いた。

				「他の諸侯にはウケたんじゃがな」

				　嘆息(たんそく)する様に言うミオを他所(よそ)に、皆が一斉にキリエの方へと目を向けたのは、ツッコめという気持ちの表れなのだろう。

				「じゃが、言われてみれば確かに、ここまで逃げ続けているのはあのジジィらしくないのう。いや、それ以前に最初の奇襲からして、らしくない(、、、、、)」

				　考えてみれば、確かにそうだ。

				　ゲルギオス伯ゲッティンゲンは、今どき珍しい騎士道精神というものに並々ならぬ拘(こだわ)りを持っていた。悪く言えば石頭、正面からの特攻一辺倒というあまりの融通(ゆうずう)の利かなさに、それを揶揄(やゆ)して『地平線まで突き進む男』とさえ言われていたのだ。そんな人間が騙(だま)し討ちにも等しい、あんな手段をとるだろうか？　

				　あの時は、城砦内への侵入まで許してしまうという不覚をとった。幸いにも被害はそれほど大きくは無かったが、それでも幾らかの死傷者を出し、貴重な魔術師が一名、行方不明にもなっている。『もしセルディス卿を食客として抱えておらなかったら』、そう考えてミオは身震いする。

				「知らぬ間にゲルギオス伯は、代替わりしておるかもしれんのう」

				「ふおっふおっ、なるほどそういうことでございますか。ならば、ますます罠の可能性が高くなりましたな」

				「キリエ、お主はどう思う」

				「ハッ！　弟もいいな(、、、、、)と思います」

				「なに言ってんの!?」

				　呆(ほう)けるような表情で口走るキリエ。どうやら軍議の途中から、妄想があらぬ方向に加速していたらしい。

				「妾(わらわ)にツッコませるとは……。お主、なかなかやってくれるではないか」

				　ミオのその言葉に、グスターボが思わず額を押さえて溜息を吐(つ)く。これで対抗心を燃やしたミオがボケはじめて脱線、また数刻程も軍議が長引くことになる。

				　しかし、

				「ふおっふおっ、新しいゲルギオス伯はもしかしたら、首都の座を狙っておるのかもしれませぬな」

				　と、ボケ始めようとするミオの機先を制して、ボズムスがすかさず話題をすり替えた。流石は先代から長く仕えているだけあって、主の気性を熟知している。

				「首都を狙うのであれば、中央に打って出るのが道理では無いのか？」

				「最終的には全ての機動城砦を傘下に収める必要があります。ですので、手始めと考えれば何もおかしなことはございません」

				　これまで全く話に加わっていなかったキルヒハイムが、書類から顔を上げて冷静に所見(しょけん)を述べた。

				「ふおっふおっ、ましてや首都を狙うのであれば、最大の障害となるのは……」

				「……セルディス卿を擁する、わがサラトガという事じゃの」

				　嘆息するようにミオが言った。

				「ならばいっその事、我らが首都の座を狙ってはいかがか！」

				　グスターボが腕を振り上げ、焚き付けるように声を上げる。しかし、ミオはグスターボの方を見るまでもなく、小さく首を振った。

				「妾(わらわ)はそんな器ではない。父様から引き継いだこのサラトガで、妾(わらわ)の両の手はすでに一杯じゃ。首都の座なぞ誰にくれてやってもかまわん。我がサラトガの独立(どくりつ)不羈(ふき)さえ守れるのであればな」

				　グスターボがつまらなさそうな顔をして、振り上げた拳を無造作に降ろす。

				「この話はこれでおしまいじゃ。いずれにせよ、数日後にはゲルギオスとの戦闘になるじゃろう。各自怠(おこた)ることなく準備を進めよ！」

				　ミオのこの言葉をもって、本日の軍議は終了となった。

				　各人が席を立ち始めたところで、ミオはキリエを呼び止めて尋ねる。

				「そうじゃ、ナナシはどうしておる」

				「ハッ！　あの子……いや、あのクソ虫は、ミリアについて練兵場(れんぺいじょう)の清掃に従事しておる筈(はず)であります」

				「あの子？」

				「え、いや、あの……」

				「まあ良い。数日のうちにゲルギオスとの戦闘という事になれば、あやつの義妹(いもうと)を救出する段取りも打ち合わせねばなるまい」

				　その時、ミオのその言葉の末尾にかかるようなタイミングで、兵士が一人、慌ただしく扉を開けて飛び込んできた。

				「ミオ様にご報告いたします！」

				「なんじゃ？」

				「城砦内に大量の不死者(アンデッド)が発生。数百体にも及ぶ骸骨兵(スケルトン)が一か所から溢(あふ)れ出しております。現在、ペネル様の指揮の元、第二軍にて周辺を封鎖、迎撃を開始しております」

				「なんじゃと！　場所は？」

				「練兵場(れんぺいじょう)であります」

				「なっ!?」

				　顔面を蒼白にして、膝から崩れ落ちるキリエ。

				　そこには彼女の最愛の妹と、あの地虫(バグ)の少年がいる筈(はず)なのだ。

				　その姿を一瞥(いちべつ)して、ミオは声を上げる。

				「総員戦闘配備！　これより全軍を妾(わらわ)の指揮下とする！　グスターボはペネルに代って第二軍の指揮を執(と)れ。メシュメンディは第一軍にて城砦内部を警戒配備。民間人の避難を急がせよ！　シュメルヴィは浄化魔法を使える魔術師を集合させるのじゃ！　それとボズムス、お主はセルディス卿に出撃を請え！」

				

				　　　　　　＊

				

				　話は半刻ほど、時間を遡(さかのぼ)る。

				「じゃ、水撒(ま)くからね」

				　壁面についたハンドルを回して、ミリアは放水バルブを開く。

				　シューという音とともに、天井に張り巡らされたパイプから、霧状に水が吹きだして、ゆっくりと砂の地面を濡らしていく。

				　天井から水が降ってくる。

				　その贅沢極まりないシチュエーションに、一年を通して渇きを抱えたまま生活してきた、砂漠の民の少年は心を躍らせた。

				　ここは練兵場(れんぺいじょう)。

				　百ザール四方もある巨大な箱型の建物の中に、戦場となる砂漠が再現されている、所謂(いわゆる)、軍の兵員訓練施設である。

				　このエスカリス＝ミーミルにおいて、戦場といえば国土の九割以上を占める砂漠に他ならない。当然、戦闘訓練も砂漠を想定したものとなる訳だが、外で訓練をするために機動城砦の動きを止める事は、同時に砂洪水(フラッド)に巻き込まれる可能性が上昇するという事を意味している。それ故、どの機動城砦も内部に箱庭のような砂漠を作り、そこで訓練を行うのが一般的であった。

				　そう説明されれば理屈としては理解出来るのだが、ずっと砂漠で生きてきた少年としては、違和感が拭(ぬぐ)えない。それはなんだか豪勢なパーティの席で、出される料理に目もくれず、持参の弁当を広げている、そんな滑稽(こっけい)な光景の様に思えた。

				　だからと言って、与えられた仕事を疎(おろそ)かにするつもりは無い。今日、少年に与えられた仕事は、この箱庭砂漠の清掃なのだ。

				　具体的にはＴ字型の器具を使って砂の凸凹を均(なら)し、最後には熊手で風紋を再現するところまでを行う。その作業の際、砂埃(すなぼこり)が立ちのぼるのを避ける為に、まず最初に水を撒(ま)くのだという。

				　箱庭砂漠の是非はさておき、精霊石の照明に、吹きだした霧状の水が煌(きら)めく光景は少年を興奮させた。

				「すごい！　ミリアさん！　ホントに水が降ってくる！」

				　少年のはしゃぐ姿に、ミリアはハンドルを掴(つか)んだままクスリと笑う。

				　この家政婦(メイド)の少女にも、少年が楽しそうにはしゃぐ姿は、この仕事がさも楽しい物であるかの様に錯覚させた。

				

				　しかしその時、異変が起こった。　

				

				　突然、フロアに青い光が走り、凄まじい速さで砂の上に図形を描いていく。

				　円、三角、逆三角、そして再び円。

				　光の軌跡はいつしか魔法陣となり、その周囲の空間自体を震わせて、ピシピシと不吉な音を立てはじめた。

				「な、なに!?　何なの？」

				　狼狽(ろうばい)のあまり、ミリアは思わずナナシの腕へとしがみ付く。

				　微(かす)かに黒い瘴気(しょうき)を漂わせる、青い光で描かれた魔法陣。二人が呆然と見つめる中、魔法陣の中央から、植物が芽を出す様に白い棒状の物がせり上がってくる。それは人の腕。白い骨だけの腕であった。

				　その腕が中空を掴(つか)もうとするかの様にグッと伸びると、次の瞬間、肘(ひじ)の部分から折れ曲がり、ビタンと地面に掌(てのひら)を押し当て、それを支えに魔法陣の中央から人骨が這い出してくるのが見えた。

				「ス、骸骨兵(スケルトン)!?」

				　有り得ない。ミリアはそう思った。

				　骸骨兵(スケルトン)──言うなれば、それは動く白骨死体。死霊術師(ネクロマンサー)が死体に魔力を流し込んで意図的に作り出す場合もあるが、多くは遠い昔に沈んだ機動城砦、その住人達の遺体が共に沈んだ魔晶炉(ましょうろ)から洩れ出した魔力の影響を受けて、怪物化したものだ。

				　しかし、いずれにせよサラトガには当てはまらない。そもそもサラトガには、骸骨兵(スケルトン)の元となる白骨死体が存在しないのだ。

				　一般的に機動城砦には慰霊碑が在るだけで、墓地というものは存在しない。死んだ者はその日の内に流砂に流されて、ただ砂の海へと還るだけだ。しかしミリアが如何(いか)に否定しようとも、現に目の前では、その有り得ない出来事が起こっていた。一体が這い出し終わるともう一体、魔法陣から、留(とど)まることなく次々に骸骨兵(スケルトン)が這い出し続けているのだ。

				「ど、どうしよう、ナナちゃん」

				　ミリアは、怯(おび)えた表情でナナシを見つめる。

				　ナナシは魔法陣を見つめたまま、唇を固く結んだ。

				　どうしようと言われても、出口は魔法陣の更に向こう、すでに一群と呼んで差支(さしつか)えが無い程に増えた骸骨兵(スケルトン)達の向こう側なのだ。本来取るべき『逃げる』という選択肢が、すでに消滅してしまっている。いや、この時点で決断すれば、ナナシ一人ならば骸骨兵(スケルトン)どもの脇をすり抜けて、表へと逃亡する事も出来たかもしれない。ナナシは砂漠の民。自分達を見下す貴種(ノブル)の、それもたかが家政婦(メイド)一人を見殺しにしたところで、砂漠の民の中にナナシを責める者などいる筈(はず)がない。しかし、ナナシの中にその選択肢は生まれてこなかった　

				　彼は、野蛮人と貶(おとし)められる存在である。

				　地虫(バグ)と蔑(さげす)まれる存在である。

				　しかし、断じて卑怯者では無い。　

				「ミリアさん、僕の後ろの壁際まで下がってください」

				　どれぐらいの時間を耐えられるかは分からないが、とにかくやるしかない。それがナナシの出した結論であった。

				「う、うん」

				　ミリアがナナシの腕から手を離して、後ろの壁にもたれかかる様に背をつけると、ナナシはその前に立ち塞(ふさ)がるように位置をとった。

				　その瞬間、すでにフロアを埋め尽くす程に増えた骸骨兵(スケルトン)どもが、一斉に二人の方へと顔を向ける。そして空洞でしかない眼窩(がんか)に二人の姿を捉(とら)えると、一斉にカタカタと歯を鳴らした。

				　笑っている!?　

				　天井から今も滴(したた)り続けている水、それ以上に冷たい戦慄(せんりつ)がミリアの背中を駆け抜ける。

				　突然、それまでゆらゆらと覚束(おぼつか)ない足取りで、ただ立っていただけの骸骨兵(スケルトン)達が、二人のいる方に向かって一斉に駆け出しはじめた。中には砂に足をとられて転倒する者もあったが、そんなことはお構いなし。我先(われさき)にと争い、互いを足蹴にしながら殺到してきたのだ。

				「きゃああぁぁぁぁ！」

				　背後からミリアの切羽詰まった悲鳴、迫りくる白骨の群れ、その地獄を描いた物語の一幕さながらの風景の中、

				「一の太刀を疑わず、一撃にして一殺」

				　少年は静かに唱える。

				　それは部族の年長者に散々唱えさせられた『心得(こころえ)』。

				　絶望的な状況にも関わらず、ナナシの心は凪(な)いでいた。息を大きく吸って、細く長く吐きながら、腰の刀に手を掛けると、前後に足を開き、小さく腰を落とす。

				　先頭の骸骨兵(スケルトン)は、既にナナシの眼前で剣を振り上げている。

				「いやぁぁぁぁあ……」

				　惨劇を想像し、ミリアは涙声の悲鳴を上げて顔を背(そむ)けた。

				　次の瞬間。

				　骸骨兵(スケルトン)の上半身が滑り落ちた(、、、、、)。

				　思わず、目を見開くミリア。

				　ナナシは腰だめの姿勢のままで、動いた様子は見えなかった。それにも拘わらず、ナナシの目の前で剣を振り上げた骸骨兵(スケルトン)は、胴体を真っ二つに切断されて、文字通り地面に骸(むくろ)を晒(さら)したのだ。

				　ナナシは確かに骸骨兵(スケルトン)を斬っていた。ただ、ミリアの眼では、それを捉えることが出来なかっただけなのだ。

				　それは、粉砕することを主眼に重厚な剣を取回すこの世界の剣術とは、違う地平にある技術。剣を収めた鞘(さや)をカタパルトの様にして剣速を増し、面相筆(めんそうふで)で弧を描くように『線』で断つ、砂漠の民が『ジゲン』と呼ぶ、神速の剣術であった。

				　ミリアが驚愕に目を見開いている間にも、迫りくる骸骨兵(スケルトン)たちはナナシの剣によって、次々に胴を薙(な)がれて崩れ落ちていく。

				　ミリアの目には、それは魔法にしか見えなかった。しかし、今ナナシが使っているのは、魔法でもなんでもない『技術』。砂漠の民の男子であれば、誰もが年長者から指導される、只(ただ)の『技術』なのだ。

            

	








			
				　みるみる内にナナシを中心として、半円状に人骨の山が積み上がっていく。しかしそれでも圧倒的な数の差は埋め難く、ナナシも無傷ではいられない。

				　致命的な傷は無いものの、時間を追うごとに骸骨兵(スケルトン)の剣は、徐々にナナシの身体に届き始めている。次第にナナシの顔にも疲れの色が濃くなって、剣速にも翳(かげ)りが見え始めた。それでもナナシは、ただひたすらに剣戟(けんげき)の壁となってミリアを守り続けている。

				　しかし、そうしている間にも、骸骨兵(スケルトン)は魔法陣の中央で次から次へと湧(わ)き出して、全く尽きる様子が無い。そしてとうとうフロアから溢(あふ)れ出た骸骨兵(スケルトン)が、出口のドアを押し破って、外へと流れ出ていくのが見えた。

				　すぐに練兵場(れんぺいじょう)の外からも怒号や悲鳴が聞こえはじめ、すぐ外で骸骨兵(スケルトン)の迎撃が始ったのが分かる。

				　遠くで響く戦闘音を聞きながら、ナナシはあらためて歯を食いしばった。

				　すぐ外に救援がいるのだ、生き残れるかもしれない。

				　弱々しくか細いながらも、命綱は繋(つな)がっている。

				　ナナシは血の伝う頬を払い、その顔に凄絶な笑みを浮かべて呟(つぶや)く。

				「わかりやすくて良いですね」

				　唯一生き残る方法は、剣を振るい続けること。

				　救援が来るのが先か、ナナシが力尽きるのが先か。

				

				　　　　　　＊

				

				「フン！　ハッ！　フン！　ハッ！」

				　独特の掛け声をかけながら走る、黒光りする筋肉ダルマ(マッチョ)の群れ。

				　彼らの担(かつ)ぐ神輿(みこし)の上で、お団子頭が揺れていた。

				　傍目(はため)には喜劇にも似た光景ではあるが、お団子のその下にくっついている顔を見れば、事態がいかに切迫しているかが分かるだろう。

				「止まるのじゃ！」

				　ミオ達が練兵場(れんぺいじょう)の敷地内に入ると、即座にグスターボの副官を務めるペネルが駆け寄ってくるのが見えた。

				「ペネル！　戦況を報告せよ！」

				「ハッ！　練兵場(れんぺいじょう)正面から溢(あふ)れ出てくる骸骨兵(スケルトン)どもを、重装歩兵(ファランクス)隊にて包囲の上、各個撃破。既に百数十体を屠(ほふ)るも、化物どもは尽きる様子もなく続々と出現し続けており、我が軍にも負傷者が増え始めております。未だ化物どもの市街地への突破を許してはおりませんが、このまま持久戦になればかなり苦しい状況であります！」

				「内部への侵入は試みたのか？」

				「唯一の進入路である正面入口に、化物どもが殺到しております。現状では不可能と言わざるを得ません」

				　元本(がんぽん)は返済できず、利子(りし)を払うだけで手一杯。例えるならそういう事らしい。想像以上に状況は良くない。

				「中に取り残されている者は？」

				「幸いにも(、、、、)骸骨兵(スケルトン)どもが発生した時点で練兵場(れんぺいじょう)におりましたのは、捕虜の地虫(バグ)を連れた家政婦(メイド)が一名のみ。最小限の被害で済んでおります」

				　ペネルがそう言い終わった途端、ミオの背後でそれまで上唇を噛んで、泣くことを必死に堪(こら)えていたキリエの感情が遂に決壊した。

				「ふええぇぇ……び(ミ)、びりあぁ(ミリアぁ)、やだよぅ。お姉ちゃんを一人にしないでよぅ、うええええええん！」

				　突然泣き喚(わめ)きはじめるキリエに、目を丸くしてあたふたと慌てるペネル。ミオは奥歯を噛みしめながら、キリエの頭を自らの胸に抱きかかえると、ペネルを怒鳴りつけかけて…………やめた。

				　ペネル自身は極めて真面目な青年である。その発言にも決して悪気があった訳ではない。たかが家政婦(メイド)、たかが地虫(バグ)、それが貴種(ノブル)の普通の価値観なのだ。ミオとて、自分が見知る者で無ければ、同じことを口にしているかもしれない。

				「その家政婦(メイド)と捕虜の安否を確認したわけではあるまい」

				「はぁ、しかしこの状況ですので……」

				　ミオがその家政婦(メイド)と地虫(バグ)一匹にこだわる理由が分からなかったのだろう。ペネルは不思議そうな表情を浮かべる。

				「シュメルヴィ！」

				「はぁい、こちらにー」

				「魔術師達の包囲はまだか！　大規模浄化魔法で一気に骸骨兵(スケルトン)どもを殲滅(せんめつ)せよ」

				「はーいミオ様、丁度今、始まりましたわぁ」

				　ミオが、シュメルヴィが指差す方向へと目を向けると、空中に次々とエメラルドグリーンの魔方陣が浮かび上がっては、練兵場(れんぺいじょう)を覆い尽くす様に集まっていくところであった。

				「さて、そろそろ浄化された魂が飛び出し始めますわよぉ。とぉっても綺麗なんですからぁ」

				　そう言って楽しそうに、シュメルヴィは手を合わせる。

				　しかし、いつまで経(た)っても変化は訪れない。

				「あ、あれぇ？」

				　シュメルヴィが困惑する様な声を洩らすと、じわじわと魔方陣が消滅していくのが見えた。

				「どういうことじゃ？」

				　シュメルヴィは少し難しい顔をする。

				「……浄化する魂が無かったみたいですねぇ」

				「骸骨兵(スケルトン)どもが抵抗(レジスト)したのでは無く？」

				「真祖(しんそ)クラスの吸血鬼(ヴァンパイア)とかならともかくぅ、骸骨兵(スケルトン)程度が抵抗(レジスト)なんて出来る筈(はず)ありません。されたら流石に泣いちゃいますよぉ」

				　目尻に指をあて、シュメルヴィは泣く真似をする。

				「つまり……どういうことじゃ」

				　ミオの片方の眉が吊り上がる。その表情には結論に辿り着くことが出来ず、イラつき始めている様子が見てとれた。

				「あれはぁ不死者(アンデッド)じゃない、っていう事ですぅ」

				「不死者(アンデッド)では無いじゃと？」

				「ええ、聞いたことがあります。たぶん『竜の牙(ドラゴントゥース)』。戦略兵器級の魔道具ですぅ」

				「なんじゃと!?」

				「『竜の牙(ドラゴントゥース)』を土に埋めて水をかければぁ、竜牙兵(トゥースウォーリア)という骸骨兵(スケルトン)に酷似した魔導生物(ゴーレム)が産まれると聞きますぅ。確か、水を掛ければ掛けた分だけ無限に発生し続けると聞きますわぁ」

				「つまり……これは霊的な事故や災害の類(たぐい)では無く、攻撃を受けているという事なのじゃな」

				「ええ、おそらくぅ。狙いが練兵場(れんぺいじょう)というところはぁ、少しおかしな感じがしますけどぉ……。これだけ竜牙兵(トゥースウォーリア)が湧き出し続けているのはぁ、今も水が掛かり続けているからじゃないかとぉ」

				「ならばシュメルヴィ、お主ならどうする？」

				　ミオの問いかけに、シュメルヴィは顎(あご)に人差し指を当てて、考える素振りを見せる。

				「そうですねぇ、まずは水を止めないとですけど、何しろ建物の中に入ること自体が難しいという条件ですからぁ、いっその事、大規模爆裂魔法で建物ごと破壊するぐらいしか出来ないんじゃないでしょうかねぇ」

				　シュメルヴィの言葉に、ミオの腕の中でキリエの身体がピクンと跳ねる。

				「つまり内部へ入れない事には、どうにもならんという事じゃな」

				　ミオは正面の練兵場(れんぺいじょう)を見据えて瞑目(めいもく)する。そして再び目を見開くと、大きく声を張り上げた。

				「聞いたか、セルディス卿！　妾(わらわ)達にはもう、貴公に縋(すが)るより他に手は無い様じゃ」

				「承(うけたまわ)りました」

				　その声の主へと、兵士達の視線が一斉に集まる。

				　ミオが坐する神輿(みこし)の背後。いつしかそこに、蒼いドレスを纏(まと)い、大剣を手にした少女が立っていた。

				　彼女はゆっくりと歩を進め、ミオの神輿(みこし)の隣りに並ぶ。

				「ミオ殿、貴女(あなた)が望むのは速(すみ)やかな殲滅(せんめつ)ですか？」

				　ミオはゆっくりと首を振る。

				「速(すみ)やかな救出じゃ」

				　そう言って、真剣な表情で見つめ返すミオに、蒼いドレスの少女はニコリと微笑かける。

				「施設は破損しても？」

				「かまわぬ」

				　少女は小さく頷(うなず)くと、次にシュメルヴィの方へと向き直る。

				「では、シュメルヴィ殿、私に『飛翔(シエロ・アンダーテ)』の魔法を掛けていただけますか？」

				

				　　　　　　＊

				

				　一方その頃、練兵場(れんぺいじょう)の内部では、もう何体の骸骨兵(スケルトン)を屠(ほふ)ったのかも分からず、飛びそうになる意識を必死に繋(つな)ぎ止めながら、戦い続ける少年の姿があった。

				「ナナちゃん……。もう良い、もう良いよ」

				　背後からミリアの涙声が聞こえる。

				「それ以上、傷ついたら死んじゃうよ。私の事は置いて逃げてよ」

				「十分も前なら、その選択肢もあったんでしょうけどね」

				　そう言って振り向くと、ナナシは自嘲気味に口元を歪める。

				　ミリアの事を安心させてやりたいのは山々だが、もう、ちゃんと笑顔をつくるだけの余力はない。ミリアの目からは、はらはらと涙が零(こぼ)れ落ちている。女の子の涙を止める事が出来ない。その事実がナナシの胸を締め付ける。

				「そんな顔しないでください。女の子を守って死ぬというのは、たぶん地虫(バグ)の生き様としては、上等の部類なんです」

				　それは、少年の偽らざる気持ちであった。誰かの為に死ぬ、それは砂漠の民の行動規範に照らし合わせれば美しい行為だ。そしてその誰かが、可愛らしい少女であれば尚の事。

				　もはや鞘(さや)に納める余力も無く、抜き身のままの刀を弱々しく振り回して、ナナシは骸骨兵(スケルトン)を牽制(けんせい)し続ける。しかし、少年の身体は既に限界を迎えていた。ふいに意識が飛びかけてよろめくと、そこに骸骨兵(スケルトン)の剣が上段から振り落ろされる。反応が遅れた。朦朧(もうろう)とする意識の中で、辛うじて斬撃を受け止めたその瞬間、ナナシの肩から骨が折れるような鈍い音が響いた。

				　今ので肩が死んだな。これでもう腕があがらない。

				　ナナシは、悲鳴を上げるでもなく、他人事のように確認する。

				「ごめんな……キサラギ」

				　ナナシはそう呟(つぶや)いて、だらりと腕を垂らした。

				　目を瞑(つぶ)り、逍遥(しょうよう)と最期の訪れを待つ。

				「おねがい！　やめてえぇぇぇぇぇ！」

				　四方から骸骨兵(スケルトン)が剣を振り上げて少年へと殺到し、ミリアの絶望的な悲鳴が練兵場(れんぺいじょう)に木霊(こだま)した。

				　その時、

				　

				「凍土の洗礼(ブライニクル)！」

				

				　練兵場(れんぺいじょう)の壁に、聖句(ジノン)を唱える声が響き渡る。

				　刹那、ナナシとミリアの周囲一ザールほどの範囲を、氷の粒を纏(まと)った竜巻が渦巻きはじめ、殺到してきた骸骨兵(スケルトン)達がそれに触れた途端、ピシピシと音を立てて次々に凍り付いていく。そして、ついには自重に耐えきれず、足元から粉々に崩れ落ちた。

				　ミリアは目を見開き、目の前で起こっている事を確認すると「ああ」と小さく声を洩らした。

				「魔法……なんですか？」

				　自分達の周囲を取り囲んで円形に渦巻く氷の竜巻を、内側から呆然と眺めながらナナシが呟(つぶや)く。

				「そう、そうだよ、ナナちゃん。彼女の魔法だよ」

				　ミリアが涙で濡れた顔に、微笑を浮かべて囁(ささや)く。

				「彼女？」

				　その瞬間、ガンッ！　と天井に何かがぶつかる音がした。

				　練兵場(れんぺいじょう)の中央付近、その天井にピシピシとひび割れが走りはじめ、ついには轟音を発して崩落する。

				「大雪崩落し(カデーレ・ヴァランガ・グロッソ)！」

				　耳を劈(つんざ)く様な大音響、一瞬にして瓦礫(がれき)となって降り注ぐ石造りの天井。圧倒的な重量に圧潰(あっかい)する轟音を響かせながら、巨大な銀盤が天井を突き破って降ってくる。それは瞬く間に何十体もの骸骨兵(スケルトン)を下敷きにして、フロアの砂を濛々(もうもう)と巻き上げた。

				　立ちのぼる砂煙と底冷えする様な冷気の中、銀盤の上に影が一つ。ナナシは目を細め、その姿を確認する。そこに立っていたのは、あの暁(あかつき)の公園にいた異国の少女。

				　流星の軌跡を束ねたような銀色の長い髪。白磁の肌。深い蒼の瞳。瞳と同じ色のドレスを纏(まと)い、その上に銀の胸甲(ブレストプレート)を身につけて、その手には柄(つか)から刀身まで全てが蒼一色の大剣が握られていた。

				「あの人は……」

				「そう、銀嶺の剣姫様だよ」

				　ナナシの呟(つぶや)きにミリアが応(こた)える。

				　天井が崩落した事で、滴(したた)り落ちていた水は途切れ、魔法陣はすでに掻き消えた。それでも尚、骸骨兵(スケルトン)は数百体、それがフロアの上を蠢(うごめ)いている。

				　突然の乱入者に骸骨兵(スケルトン)達の攻撃目標が、ナナシから剣姫へと一斉に切り替わった。

				　彼らは人間の様に、突然の事態に混乱する事は無い。瓦礫(がれき)を踏み越えて、骸骨兵(スケルトン)が次々と銀嶺の剣姫へと殺到していく。

				　突き出される剣を、剣姫は上半身を軽く逸(そ)らすだけでなんなく躱(かわ)し、勢い余って倒れかかってくる骸骨兵(スケルトン)の頭に掌(てのひら)を当てる。

				「塵は塵に(ディソルベーラ)」

				　剣姫が聖句(ジノン)を唱えた途端に、骸骨兵(スケルトン)は倒れかかるその姿勢のままに色褪(いろあ)せて、その場に崩れ落ちる。剣姫は崩れ落ちていく骸骨兵(スケルトン)には微塵も興味を示す事無く、大剣を両手で握り直し、八双にかまえたかと思うと、それを横薙ぎに振りかぶった。

				　その剣先は、前後並びあった二体の骸骨兵(スケルトン)を同時に両断し、それでも止まることなく慣性のままに、剣姫の身体ごと一回転。周囲に群がる骸骨兵(スケルトン)の首を、まるでそういう玩具(おもちゃ)ででもあるかの様に、次々と切り飛ばしていく。

				　一瞬にして彼女の周囲の骸骨兵(スケルトン)の一群は塵へと還り、練兵場(れんぺいじょう)の中央付近、そこに彼女しかいない空間がぽっかりと空く。

				　天井に開いた穴から差し込む陽光の下、彼女の銀色の髪がキラキラと反射した。

				　ああ、妖精みたいだ。

				　自分がそう考えていることに気づくと、ナナシは物騒な妖精もいたものだと、自分でツッコんで苦笑する。

				　その間にも剣姫は決して止まってはいない。まるで重さなど存在しないかの様に、軽やかに銀盤から飛び降りると、今度は暴風の様に骸骨兵(スケルトン)の群れを薙(な)ぎながら、一直線にナナシ達の方へと向かって来る。気が付けば既にナナシ達から目と鼻の先。そこで子供と戯れるかのごとくに骸骨兵(スケルトン)の剣をいなしては、返す刀で無造作に相手を屠(ほふ)っていく。

				　そんな一方的な闘いの最中(さなか)、彼女は氷の竜巻越しにナナシの姿を見止めると、出会った時と同じ、華のような笑顔を浮かべた。

				「すいぶん、頑張ったみたいですね」

				「はい、……たぶん今までで一番疲れました」

				「まあ」

				　ナナシの返答に剣姫はクスクスと笑いながら、手近な骸骨兵(スケルトン)を両断する。

				「では、しばらく休まれては？」

				「ええ、お言葉に……」

				　甘えます。とまで言い切る前に、ナナシは前のめりに崩れ落ちた。

				「ナナちゃん!?」

				　慌てて駆け寄ると、ミリアは服に血がつくことも厭(いと)わず、ナナシを抱き起して、胸に頬を当てる。ドクドクと脈打つ音が聞こえる。胸が微かに上下している。大丈夫、生きてる。

				　思わず安堵(あんど)の息をついて、顔を上げたミリアへと剣姫は語りかける。

				「ミリアさん、少し重いかもしれませんが、彼を連れて歩けますか？」

				「は、はい」

				　ミリアの返答に、剣姫はニコリと微笑みかける。

				「では、手っ取り早く道を作りますね」

				「え？」

				　まるで朝食のメニューを確認するかの様な気安さでそう言うと、剣姫はくるりと振り返り、蒼い大剣を大上段に構える。そして、裂帛(れっぱく)の気合いとともに勢いよくそれを振り下ろした。

				「蹂躪の吹雪(ブフェラ・ディ・ネーヴェ)！」

				　剣先から冷気を纏(まと)った衝撃波が走り、出口まで一直線、その間にある物を何もかも薙(な)ぎ払う。衝撃波の射線上にいた骸骨兵(スケルトン)たちは、紙の様に巻き上げられては空中で凍りつき、そのまま崩れ落ちるとキラキラと輝く氷の粒となってフロアに降り注いでいく。

				「突入！」

				　出口にあふれていた骸骨兵(スケルトン)が排除された途端、グスターボを先頭に、兵士たちがなだれ込んでくるのが見えた。兵士たちと残りの骸骨兵(スケルトン)が剣を交えはじめる中、唖然とするミリアを振り返って、剣姫は言った。

				「ミオ殿の依頼は敵の殲滅(せんめつ)ではありませんし、あとは殿方にお任せして帰りましょうか」

				　そして剣姫は兵士の一人を呼び止めると、ナナシを背負わせて練兵場(れんぺいじょう)の外へと連れて行く様、指示を与える。そして「では」とミリアに軽く会釈(えしゃく)をすると、そのまま練兵場(れんぺいじょう)を後にした。

				　尚、余談ではあるが、骸骨兵(スケルトン)を一体倒すたびに、チラッチラッと剣姫へとアピールを繰り返していたグスターボ。それについては、一切見なかった事にした。
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				「ミオ様、お召替えの時間でございます」

				　ドアを押して、楚々とした様子でミリアが部屋へと入ってくる。

				　ここはサラトガ伯ミオの私室。

				　今日の昼間には、骸骨兵(スケルトン)達に囲まれて死ぬ程の思いをしたというのに、いつもと変わらない佇(たたず)まいで、ミリアは既に通常の仕事に戻っている。ただ、少し違和感を覚えるのは、今が精霊石に灯りを灯したばかりの夕暮れ時であるということだ。いくらなんでも、夜着に着替えるには早すぎる。

				　後ろ手にそっとドア閉じると、ミリアはベッドの上で、はしたなく胡坐(あぐら)をかいているミオの方へと歩み寄った。

				「まったく、肝が冷えたぞ、ミリア」

				「ボクだって、好きであんな目にあった訳じゃないやい」

				　先程までの楚々とした様子はどこへやら、扉を閉めて人目を憚(はばか)る必要が無くなるとミリアはベッドの上、ミオのすぐ隣へと身体を投げ出して、そのままうつ伏せに寝転がる。

				「お主もそろそろ観念して、然(しか)るべき役職に就いたらどうじゃ」

				「やーだ」

				「今回の様な事があっても、家政婦(メイド)のままではお主の周りに充分な警護を置く事も出来んじゃろが……」

				　ミオは自分の隣で気持ち良さげに目を細めている少女の上へと、溜息を投げかける。

				「アハハ、確かに。家政婦(メイド)が掃除してる周りを、兵隊さんが取り囲んでたらビックリしちゃうよね」

				「そうであろう、ならば……」

				「でもヤだ。家政婦(メイド)だから、ミオちんの部屋に出入りしても、誰にも文句を言われないんだよ。これがさ、ミオちんが言うみたいな『参謀』とか、偉そうな役職なんかに就いてごらんよ。文句を言われなくてもさ、いろいろと勘繰(かんぐ)られちゃうんだよ」

				「たしかにそうじゃが……って、ミリア、何しとるんじゃ？」

				　ミオが目を向けると、ミリアが寝そべったまま手を伸ばして、ベッドサイドの引き出しを次から次へと漁(あさ)っている。

				「昨日、ボズムズさんの奥さんから焼き菓子(プレッツエル)貰ってたよね。あれ、どこ？」

				「……お主、ホントに遠慮がないのう」

				「対等の関係だから自由にして良いって言ったのは、ミオちんだよ」

				「いや、そうなんじゃが……」

				「あ、ミオちん、お茶入れて！　甘いのがいい」

				「お主！　絶対対等だと思ってないじゃろ!?」

				　完全に目下扱いされている事に驚愕するミオ。その反応にミリアはクスクスと笑った。

				「で、ナナちゃんをボクに預けたのは、護衛のつもりだった？」

				「ああ、そうじゃ。目立たない様にしてはおるが、砂漠の民は総じて腕が立つと、アレ(、、)が言っておったのを思い出しての」

				「ああ、アレ(、、)ね」

				　ミリアは嫌そうに顔を顰(しか)めながらアレ(、、)の部分を強調する。二年前のサラトガ奪還の際に協力してくれた、人間性に問題のありすぎる男。言われてみれば、彼の瞳も黒かった様な気がする。

				「でも今回は裏目に出ちゃったね」

				「どういうことじゃ？」

				「あれ？　気付いてない？　今日の骸骨兵(スケルトン)事件、あれ、ナナちゃんを殺すのが目的だよ」

				「なんじゃと!?」

				　驚きつつも何故そう思ったのかと、ミリアの言葉の示すところを先回りすべく、ミオは必死で頭を巡らせる。

				「そう考えるとね、色々辻褄(つじつま)が合うの。今はまだ妄想混じりの推論だけど、大筋は間違ってないと思うな」

				「聞かせてくれ」

				　ミオの真剣な顔を眺めながら、ミリアはぼんやりと考え込み、そして口を開く。

				「うーん、今はやめとく。『内通者』が誰だかまだ分かんないし、誰かに聞かれて無いとも限んないからね」

				「ちょ！　ちょっと待て！　『内通者』じゃと!?」

				「うん、確実にいるね。でないとナナちゃんに対するリアクションが早すぎるんだもん」

				　内通者──裏切り者がいる。ミリアはそう主張している。

				　ミオは部下を、そして領民を大切にしてきたつもりだった。それでも自分達を裏切る者がいるという事が、ミオの表情に暗い影を落とす。その表情の意味するところを気付かないミリアでは無かったが、追い打ちを掛ける様に厳しい状況をミオへと突きつけた。

				「今度のゲルギオスとの戦闘、サラトガが今まで経験した事ないぐらいの大ピンチが待ってるよ、たぶん」

				「そこまで分かってるんなら、今ここで教えてくれても良いじゃろうが！」

				「ダメだよ。ミオちん、顔に出るんだもん」

				「……マジで？」

				「うん、マジマジ」

				　四つん這いの体勢で、思わず肩を落とすミオ。

				　その姿から漂う、そこはかとない挫折感。

				　まさか『顔に出るから』が理由で、カヤの外に置かれようとは……領主なのに。

				「ボクも打てる手は打つけど、今回に関しては、ナナちゃんが全ての鍵を握ってる」

				「あやつがか？」

				「うん、たぶんナナちゃんは、神様がボクらに贈ってくれた御守り(タリスマン)なんだと思うよ」

				「なんじゃ、やけにナナシを特別扱いしたがるではないか、さては……惚れたか？」

				　反撃のチャンスを見つけたミオは、一転してニヤついた笑いを受かべながら、ミリアを揶揄(やゆ)した。それに対してミリアは、僅(わず)かにさした赤味を誤魔化すように頬を膨らませて、拗(す)ねたフリをする。

				「ミオちん、あのさぁ、かわいい顔した男の子に、一度命がけで守られてみなって。それで恋に落ちなきゃ、女の子やめた方が良いと思うよ」

				「お、珍しい、素直に認めるのじゃな」

				「そうだね。好きだとは思うよ。お姉ちゃんと殴り合いになってでも、手に入れたいと思う程度には」

				「なんかリアルじゃ!?」

				　ミリアとキリエの殴りあう姿を想像し、思わずミオは戦慄(せんりつ)する。

				「じゃ、ボクは愛しい愛しい黒い目の王子様の様子を見にいって来るよ」

				　そう言うと、ミリアはゆっくりとミオの寝台(ベッド)を降りた。

				

				　　　　　　＊

				

				　砂をかき分けて、地表に顔を出す。

				　そんなイメージを思い浮かべながら、ナナシはゆっくりと目を開いた。

				　焦点の合わないぼやけた視界。目の前で肌色の球体が二重にブレて、微かに揺れている。

				　次第に焦点が合っていく内に、それは優しく微笑むキリエの顔へと像を結んでいった。

				「起きたか」

				「……ここは？」

				　ぼうっとした意識のまま、ナナシは目の前のキリエへと問いかける。

				　身体は指一本動かすのさえ億劫(おっくう)だと思う程に重いが、やけに頭の後ろがあたたかい。やわらかい。気持ちいい。

				「安心しろ、私の部屋だ」

				　ナナシの顔を覗き込みながら、キリエが答える。

				　顔と顔との距離は拳三つ分。あれ？　なんだか近い？　いや、めっちゃ近い！

				　次の瞬間。

				「うわぁあああああ！　ごめんなさい！　ごめんなさい！」

				　自分の置かれている状況を把握して、ナナシは飛び起きた。

				　後頭部に当たる温かいものは、キリエの腿(もも)。ナナシはベッドに横たわり、キリエの膝枕に頭をのせて眠っていたのだ。

				「こら、傷は魔法で全部塞(ふさ)がってるが、体力まで回復している訳では無いんだぞ。まだ起きちゃダメだ」

				　そう言いながら、キリエはナナシの頭を鷲掴(わしづか)みにすると、万力のような力で再び自分の腿(もも)の上へと押さえつける。

				「痛い！　指がめりこんでます！　キリエさん痛いです！」

				「ああ、すまん、だが手を離しても動くなよ、いいな」

				　キリエの恫喝(どうかつ)するような声のトーンに、カクカクと頷(うなず)くナナシ。

				　キリエが手を離すと、再び部屋の中に静寂が訪れる。

				　窓の外、ベッドの上から見える空には茜雲がゆっくりと流れていく。差し込む赤光(しゃっこう)がフロアに黒とオレンジの幾何学模様(きかがくもよう)を描いていた。

				「ナナシ……さん」

				　小さな声で、キリエが呼びかける。

				「ナナシさん(、、)!?」

				　思わずナナシは飛び起きかけて、キリエが再び頭に指を掛けたところで、大人しく動くのを止める。これ以上やられたら本当に耳から何か出る。しかし、ナナシを恫喝(どうかつ)するバイオレンスな指先とは裏腹に、モジモジと照れた様子でキリエは囁(ささや)く。

				「お願いだから、そんな顔をしないで欲しい。妹の命の恩人をクソ虫呼ばわりするほど、私は恥知らずではないよ」

				　命の恩人という言葉で、ナナシの中でやっと昼間の出来事と今の状態が結びついた。自分達は骸骨兵(スケルトン)の群れの中から生還出来たのだと、遅まきながらも理解する。

				「ミリアを守ってくれて、ありがとう」

				　キリエは、ナナシの髪を撫で始める。くすぐったいが心地良い。優しい感触。再び眠気がナナシの中で頭をもたげ始める。

				「もう少しで、たった一人の家族を喪(うしな)うところだった」

				「ご両親は？」

				　キリエは苦笑しながら首を振る。

				「ミリアと私は、ずっと東の方、城砦の外で産まれたんだ。つまり非貴種(イルノブル)だよ」

				「非貴種(イルノブル)？」

				「そうだ、私が十歳の時、村が消滅したんだ。両親はその時に……」

				「砂洪水(フラッド)ですか？」

				「いいや、踏み潰されたんだ、機動城砦に。両親がすり潰されていく様を、今でも夢に見るよ」

				「ごめんなさい。嫌なことを思い出させてしまって」

				　キリエは優しくナナシに微笑みかけ、再び髪を撫でる。

				「いや、いいんだ。身寄りを失って砂漠を彷徨(さまよ)っていた私達姉妹を拾ってくれたのは、先代サラトガ伯。つまりミオ様のお父上なんだ。おかげでこうやって、貴種(ノブル)の様な顔をして生きている。だけど私にはもう、ミリアしか残っていないんだ。ミリアが居なければ私は生きていけない。だから私にとっても、お前は命の恩人なんだよ」

				「大袈裟ですよ。ミリアさんを救ったのは結局、剣姫様なんですから」

				「その剣姫様が間に合ったのは、お前が守り切ってくれたからだ」

				　褒められたり、礼を言われることにナナシは慣れていない。どんな表情をすれば良いのか分からなくて、ただ目を瞑(つぶ)り、人差し指で頬を掻いた。

				「家族がいるって良いですね」

				「お前にだって、妹がいるんだろう？」

				「ええ、血は繋がっていませんが、育ての親も義理の妹も大事な人達です」

				「……お前も両親を喪(うしな)ったのか？」

				「喪(うしな)ったというか、最初からいないと言うか……」

				　口ごもるナナシをキリエは怪訝(けげん)そうに見つめ、その表情にナナシは苦笑する。

				「僕の名前、まあ名前と言って良いのかどうかも分かりませんけど……。『ナナシ』というのは砂漠の民の言葉で『名前が無い』という意味なんです。名前を貰う前に両親を失った子供は、みんな『ナナシ』と呼ばれます」

				　次の瞬間、ポタリとナナシの頬に水滴が落ちる。驚いて目を上げるとナナシの顔の上で、キリエが顔をくしゃくしゃにして、ボロボロと泣きはじめていた。

				「なんてかわいそうなんだ、お前は！」

				　いきなりのかわいそうな子認定。一瞬にして号泣しはじめるキリエに、流石にナナシもちょっと引いた。

				「いや、そこまで同情を誘う話をした覚えは無いんですけど……」

				　グスグスと鼻を啜っているキリエの姿に、涙以上の物が降ってきそうな気がして、ナナシは顔を引き攣らせる。

				「いいや！　お前はかわいそうだ！　親の愛情を知らない子供は、飢えた獣の様に育つと言うではないか！」

				「言うんですか？」

				「言うのだ！」

				　キリエがものすごい勢いで断言する。

				「決めた！　今日から私がお前のお姉ちゃんになってやろう！」

				「ちょっと、何言ってるのか分からないんですけど……」

				　この流れはまずい。……というかキリエの思い込みの激しさに、ナナシはただただ困惑する。

				「なんだ、お前が兄の方が良いのか？　お兄ちゃんと呼んでやろうか？」

				「いや、それは流石に無理が……」

				　キリエにお兄ちゃん呼ばわりされるとか、どんな嫌がらせだろうか。

				「ならば、お母さんになれというのか！」

				「何でそうなるんですか……」

				　そこで、キリエは満面の笑みを浮かべる。

				「そうか、やはり妹なんかよりもお姉ちゃんの方が良いのだな！」

				「そ、そうですね」

				　あくまで、妹やお母さんと呼ぶ事に比べれば、という事だが。

				「よし、今日から私はお前のお姉ちゃんとして、全力でお前の事を甘やかそうではないか！」

				「いや、あの、キリエさん、話を聞いてください」

				「そうだな、まずは食事だな！　そろそろ夕食の時間だしな！　我が弟よ、何か食べたい物はありまちゅか？」

				「赤ちゃん言葉!?」

				　ナナシは戦慄(せんりつ)した。

				

				　　　　　　＊

				

				　キリエの部屋の前。ミリアはぷるぷると肩を震わせていた。

				　ドアをノックしようとした途端、部屋の中から断片的に聞こえてきた言葉に、大きなショックを受けていたのだ。

				　

				「妹なんかよりもお姉ちゃんの方が良いのだな(、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、)」

				

				　キリエのその問いかけに、ナナシが「そうですね」と、答えるのがはっきりと聞こえた。

				　そもそもナナシに対して、ウチのお姉ちゃんどう？　などと焚き付けたのは、他ならぬミリアなのだが、今となっては、そんな事は都合良く忘れてしまっている。

				　このままではキリエにナナシを盗られてしまう。強烈な危機感がミリアを襲った。

				　そんな折、ドアの向こう側から「食べたい物はありまちゅか？」というキリエの甘えた声が聞こえたかと思うと、その直後からナナシの悩ましげに喘(あえ)ぐ声が聞こえはじめた。

				　思わず「私を食べて！」そう言いながら肩をはだける姉の姿を想像し、ミリアの頬が真っ赤に染まる。

				　流石にもう我慢ならない。ここは突入あるのみだ！

				　勢いよくドアを開け、ミリアはキリエの部屋へと雪崩(なだ)れ込む。

				「お姉ちゃん！　何やってんのよ！」

				　そこでミリアが見たものは……

				　逃亡に失敗したナナシの頭を、鬼の形相(ぎょうそう)で鷲掴(わしづか)みにしているキリエの姿であった。

				

				　　　　　　＊

				

				「で、結局、あの人は何なんですか？」

				　額に赤く残る指の痕(あと)。鬼のような握力で締め上げられた箇所を揉(も)み解(ほぐ)しながら、ナナシはキリエに問いかけた。

				　今、ナナシ達がいるのは、幹部フロアにあるカフェテリア。

				　通常、一般兵やミリアのような使用人が利用する事は出来ないのだが、今日の様に幹部であるキリエの同伴という事であれば問題はない。

				　もちろん、一般兵の食堂とは大きく異なり、調度やカトラリーは高価なもので揃えられていて、高級感漂う空間となっている。テーブルマナーは一応、部族の年長者から座学として学んだ事はあるものの、ナナシとしては出来れば避けたい場所ではあった。

				　では、なんでそんな所にいるのかと言うと、一言で言うならば『連行されてきた』というのが適切な表現と言えるだろう。

				　ナナシがキリエに頭を締め上げられている所に、たまたま(、、、、)ミリアがやってきたので、骸骨兵(スケルトン)の群れから守ってくれた御礼にご馳走するからと、二人に両脇を抱えられる様にして、ここへ連れてこられたのだ。

				「セルディス卿か。何なんだと言われても正直困るな」

				「そうだよねー。なんだかんだ言ってもそんなに良く知らないんだよね。あ、ナナちゃん好きなもの注文して良いよ。今日はお姉ちゃんの奢りだから」

				「ミリア、その台詞(セリフ)をなんでお前が言うのだ。『さあ、好きなもの何でも注文していいのよ』と言って良いのはお姉ちゃんだけなのだぞ！　というか、私が言いたかったのに！」

				　アルサード姉妹の今一つ争点のわからない言い争いを他所(よそ)に、ナナシは剣姫の事を考えていた。

				　あの骸骨兵(スケルトン)の群れを、枯れ木を薙(な)ぐ様にあっさりと倒していく剣姫の姿は、驚嘆に値するものだった。一言で言えば異常、人外と言って良いレベルに到達していた。

				「ナナちゃん、ひよこまめのコロッケ(ファラーフェル)定食にしなよ、凄くおいしいんだよー」

				「おお良いな。肉団子(カフタ)も美味いぞ。お姉ちゃんがあーんしてあげるのに、丁度良いサイズだしな」

				　アルサード姉妹がメニュー片手に仲良く話をしている最中も、ナナシの意識は剣姫に向いていた。

				　そもそもエスカリス＝ミーミルで、異国の人間を見かける事はほとんど無い。危険な砂漠が国土の九割以上を占める様な国を、好き好んで訪れる奇特な人間がそうそういる筈(はず)が無いのだ。だからこそ剣姫の異質さが際立っている。

				「うん。注文はそれで全部。そうそうベルドットさん。ナナちゃんの分は大盛りにしてあげてよぉ」

				　気が付けば注文はほぼ終わりかけていて、ミリアが蝶ネクタイの初老のウェイターと親しげにやりとりをしているところだった。仲良さげに見えるのは、同じ幹部フロアの使用人同士だからだろうか。

				「で、なんだ。あーそうそう、セルディス卿の事だったか。彼女はサラトガ奪還の時に、ミオ様がここへ連れてこられたのだ」

				「サラトガ奪還？」

				「二年前、ミオ様のお父上、先代サラトガ伯がお亡くなりになった時に、ミオ様は一度サラトガを追放された事があってな」

				「追放ですか？」

				「ああ、そうだ。愚にも付かない後継争いというやつだ。あの時ミオ様は、実の叔父の手で砂漠に置き去りにされたのだ」

				「全く大変だったよ。ミオ様だけじゃ無くて世話係って事で、ボクも一緒に砂漠に置き去りにされてさ。あの時はなんて短い人生だったんだろうって、途方にくれたもんだよ」

				「ミリアさんもですか？」

				「ああ、供(とも)の一人ぐらい付けてやろうというのが、叔父としての最後の優しさだったのだろうな」

				　姪を一人きりで死なせるのがかわいそうだから、一緒にもう一人死なせようというのは、相当、嫌な優しさではあるが。

				「どっちかというと、あの時はお姉ちゃんの方がヤバかったよね。危うく妾(めかけ)にされかかってたんだから」

				「妾(めかけ)!?　キリエさんが？」

				「なんだ、その反応は！」

				　思わず目を見開いて驚くナナシ。そして、キリエはそれを間髪入れずに睨(にら)み付ける。

				「いや、その確かに美人なのは認めますけど、妾(めかけ)と言われるとイメージが違うというか……」

				「そ、そうか美人なのは、み、認めるのか。そうか」

				　なぜか、キリエは顔を赤らめて、両手の人差し指同士をくっつけたり離したりしはじめる。

				「はい、そこ！　妙な空気を出さない」

				　ミリアがじとっとした視線を浴びせかけると、キリエはミリアの視線を避ける様に目を逸(そ)らし、わざとらしい咳払いをした。

				「話を戻すぞ。砂漠に子供が二人、置き去りにされて生き残れる筈(はず)が無い。誰もがそう考えていたのだが、ミオ様はたった三日程でセルディス卿を伴(ともな)って戻って来られた。そしてセルディス卿の協力のもと、サラトガを奪還されたのだ」

				「うーん、途中の経緯を知ってるボクとしては微妙だよ。ほぼ騙(だま)して連れて来たようなものだからね」

				「騙(だま)したんですか？」

				「別に嘘ついたりした訳じゃないからね。剣姫様も別に怒ってなかったし」

				　ミリアは詳しい経緯はあまり話したく無さそうだったので、ナナシはそれ以上追求するのはやめた。

				「ともかく、あと私がセルディス卿について知ってるのは、遥か北方、永久凍土の国のご出身で、人を探して旅をされているということぐらいだ。現在はその探し人が見つかるまでという条件で、食客としてサラトガと行動をともにされている」

				　剣姫がこの国にいる理由は分かった。だが剣姫そのもの、特にあの異常な強さについてはまだ何もわからない。ナナシが見る限り、砂漠の民の中で一番腕が立つと言われていたナリアキラでも、きっと遠く及ばないだろう。

				「しかし、何であんなに強いんでしょうね」

				「それは正直わからん、はっきり言って、アレは何かの間違いみたいなものだ」

				「ほんとに。あれで目から光線でも出たら、ほとんど魔王です」

				　ナナシは軽い冗談のつもりで言ったのだが、キリエはそれに意外な答えを返す。

				「出してたぞ」

				「出るんですか!?」

				　驚愕の事実、剣姫は目から光線が出る。

				「確か『邪眼の瞬(またた)き』とかいう魔法だったと思う。現在のゲルギオス追撃の発端(ほったん)となった、最初の襲撃を受けた時に使ってるのを見たぞ。ただ、それを使ったが為に、セルディス卿はしばらく戦闘不能になっていたがな」

				「なにか制限があるんですね？」

				「制限と言えば制限だな。目から光線を出すのだから……」

				「だから？」

				「無茶苦茶、眩(まぶ)しいそうだ」

				「しばらく目を押さえて、蹲(うずくま)ってたよね」

				「……アホですか？」

				　あまりのくだらなさにポロリと本音が漏れる。

				「随分以前に修得はしていたが、使ったのは初めてだったらしい。で、これじゃ使い物にならんと、あの後シュメルヴィ殿と協力して、術式の改良をされておられた」

				「改良？」

				「そうだ、目以外のところから発射できるようにな」

				「なるほど、指先とかからならカッコいい気がしますね」

				　指差すだけで相手を撃ち抜くとかならば、相当絵になる様な気がする。

				「ところがねー、手とか足みたいな末端からは出せなかったみたい」

				「そこで、最初に試したのは口だ」

				「ああ、何だかいけそうですね」

				「……あれは失敗だったよねー」

				「そうなんですか？」

				「想像してごらんよ」

				　ナナシは大きく口を開けて、そこから怪光線を吐き出す剣姫の姿を想像する。

				「すごく魔物っぽいでしょ？」

				「ホントだ!?」

				「セルディス卿もいくら強いとは言っても女の子だからな。流石に皆で止めた」

				　テーブルに肘(ひじ)をついたまま、溜息を吐(つ)くようにキリエが言った。

				「で、次に試したのは耳だ」

				「耳はシュールだったよね」

				　シュール？　と思わず怪訝(けげん)な顔をするナナシ。

				「ああ、あれはなぁ……。模擬戦の時にセルディス卿が試したいというので、兵士五十名を対戦相手として用意したんだが、ある意味、地獄絵図だったぞ」

				「そんなにすごい威力だったんですか？」

				「威力もそうだが、発射するのにいちいち耳に手を当てて、いわゆる『なんですか？』のポーズをとるんだ、しかも真顔で。悲鳴をあげて逃げ惑う兵士達を、表情一つ変えずに『なんですか？』のポーズで追い回す剣姫様だ。どうだシュールだろ」

				　ナナシは思わず言葉を失う。

				「それだけじゃないぞ、元々は両目から発射する魔法だろ。だから発射すると、逆の耳から『ちょろっ』と出るんだ。で、その『ちょろっ』が、また笑いを誘うのだ」

				「それは、なんと言って良いのか……」

				　剣姫の凛々しいイメージがどんどん崩れていく。これは聞かない方が良かったのではないだろうか、ナナシはそう思い始めていた。

				「そこで顔の近辺はダメだと、気づいたみたいでな」

				「あれ？　鼻はやらなかったんですか？」

				　キリエがジトっとした目をナナシへと向ける。

				「……鼻からなんか出した時点で、乙女終了のお知らせだぞ」

				「ですよねー」

				「で、ついに首から下へと発射場所が南下するわけだ」

				「ええっ！」

				　そ、それは！　まさか！　ナナシは狼狽(ろうばい)しつつも心の中で叫ぶ。

				「貴様……今どこを想像した。いや、皆まで言うな。男と言う生き物はこれだから度し難い」

				「……で、ど、どこなんです」

				　声を震わせてそう尋ねながら、ナナシはゴクリと唾を飲み込む。

				「胸ではない」

				「ですよねー。そうですよねー」

				　つい残念そうな声になってしまうのは仕方がないではないか。だって男の子だもん。

				「ヘソだ」

				「ヘソ!?　ヘソって……おへそですか？」

				「あ、お前、今バカにしただろ。それがだな。ヘソで試してみたら大出力の光線が出たんだよ。出ちゃったんだよ。だから今、セルディス卿は『邪眼の瞬き』の魔法はヘソで撃つ様になってるんだぞ」

				「……それ、もう邪眼じゃないですよね？」

				　邪ベソ……なのか？

				「まあまあ、一応セルディス卿も奥の手ぐらいに考えているみたいだから、よっぽどピンチとかにならなかったら使わないでしょ」

				　ピンチに陥(おちい)るとヘソから光線出す剣姫様かー。

				　見たいような、見たくないような……。

				　ナナシが頭を抱えそうになっていると、ウェイターが料理を運んできた。

				「ひよこまめのコロッケ(ファラーフェル)定食は誰だい？」

				「はいはーい」

				「よし！　今日から貴様を全力で甘やかすからな。まずどれから食べさせてほしい？」

				「いや、自分で食べますから……」

				　そうして夜も更けていき、この夜、ナナシは剣姫が身体のそこら中から怪光線を放つ夢を見た。

            

	








			
				「「「せーの！」」」

				　工兵達の掛け声と共に、高く積み上がった瓦礫(がれき)が、腹に響く様な音を立てて崩れ落ちる。

				　ほぼ全壊状態の練兵場(れんぺいじょう)。その瓦礫(がれき)の撤去作業は、陽が昇るのと同時に始まった。

				　明け方の清澄(せいちょう)な空気を切り裂いて、鶴嘴(マトック)や円匙(シャベル)が石を叩く硬質な金属音が遠くまで響き渡り、あちらこちらから男たちの野太い掛け声や怒鳴り声が聞こえてくる。

				　一際堆(ひときわうずたか)く積みあがった瓦礫(がれき)の山は、おそらく最初に剣姫がブチ破った天井部分の物であろう。それを眺めながら、サラトガ伯ミオは眠そうに瞼(まぶた)を擦(こす)る。

				　作業に立ち会う。そう言ったのは確かに自分自身だが、やはり眠いものはどうやったって眠いのだ。

				「持ち去られたという事は無いじゃろうか？」

				「この瓦礫(がれき)の山から抜き取る事なんてぇ、出来る訳ないじゃないですかぁ」

				　ミオの不安げなその問いかけに、すぐ隣りに控えていたシュメルヴィが苦笑する。

				　常々、十二歳という年齢を差し置いても、異常と思えるほどの豪胆さを見せるミオ。しかし無意識なのだろうが、時折こういった心配性とも思える様な言葉を洩らす事がある。

				　シュメルヴィは、この臆病な部分こそが、実はミオの本来の姿なのだろうと思っている。

				　それは幼い少女が、領主として生きていくために身に纏(まと)った『豪胆さ』の鎧、その継ぎ目から覗く柔らかな地肌の様なもの、そういう風に理解していた。

				「まあ、そう簡単には見つからぬか……。ミリアの言う通りであれば、確かにあの辺りなのじゃがな」

				　あの辺り、そう言いながらミオが見つめる先に在る物。それは、最も堆(うずたか)く積みあがった瓦礫(がれき)の山であった。

				「確かにそこにあった」、そうミリアが証言したのは、青い光によって描かれた魔法陣の事だ。魔法陣のその下には、昨日の骸骨兵(スケルトン)事件を引き起こした元凶ともいえる魔道具『竜の牙(ドラゴントゥース)』が埋まっている筈(はず)なのだ。

				　夜明けと共に、サラトガ伯が慌てて捜すほどの強力な魔道具。欲の皮の突っ張ったサラトガ伯は、『竜の牙(ドラゴントゥース)』欲しさに目の色を変えて探している。皆がそう言う風に誤解してくれるならば、それはそれで良い。

				　サラトガに『内通者』が存在する可能性がある事、それに繋(つな)がる手懸(てが)かりになりそうな物が、その『竜の牙(ドラゴントゥース)』しか無いなどという事は、無用な詮索(せんさく)を引き起こすばかりで、誰にとっても益(えき)のない事だ。

				　もちろん『内通者』の事はシュメルヴィにも話してはいない。単純に骸骨兵(スケルトン)事件を引き起こした犯人を捜索する。そう伝えただけだ。

				　ミオはちらりとシュメルヴィの方を盗み見る。

				　シュメルヴィは柔らかな微笑を浮かべて、鶴嘴(マトック)を振り上げる男たちの太い腕をじっと見つめている。ちょっと興奮している様に見えるが、それは気のせいだと思いたい。

				　あいかわらずごく自然に、胸を寄せて谷間を強調するようなポーズを取っているのは腹立たしいが、それもいつもと変わりはない。もしこのシュメルヴィが『内通者』であるならば、この変わりの無さも、ミオの油断を誘うための策略なのだろうか。

				　そう考えた途端、ミオは激しく首を振って自分の頭を過(よ)ぎった考えを振り払う。妾(わらわ)は一体、何を考えているのだ、と。

				「あのぉ……ミオ様？　首もげますよぉ？」

				「気にするな。妾(わらわ)は今、宇宙と交信しようとしておるのじゃ」

				　突然の主の奇行にシュメルヴィが目を丸くし、それに対する主の言い分は、咄嗟(とっさ)の事とはいえ、ドン引きするぐらい胡散(うさん)臭い物であった。

				　ブンブンと頭を振りながらミオは思う。妾(わらわ)は何と弱いのじゃろう。

				「内通者がいる」、そのたった一言で、これほどまでに心が揺らいでしまっている。これまで家族とも友とも思い、毫(ごう)も疑うことの無かった身近な者達が、ミオの知らない得体の知れないドロドロとした別の顔を持っている様に思えてくるのだ。

				　そもそもミオ本人が、今この場にいるのは何故(なぜ)だ？　たかが魔道具の発掘だ。シュメルヴィに任せてしまえば良いものを、眠い目を擦(こす)りながらわざわざ領主自ら出張って来たのは何故(なぜ)だ？　万に一つ、シュメルヴィが『内通者』で、手掛(てが)かりとなりうる『竜の牙(ドラゴントゥース)』を隠滅されてしまう事を、無意識にも懸念したからではないのか？

				　ミオは再び繰り返す。妾(わらわ)は何と弱いのじゃろう。

				　しかし頭を振りまくるミオの、そのエキセントリックな行動に隠された懊悩(おうのう)とは、一切の係わりなく発掘作業は進み、やがて────

				「発見！　発見しました！」

				『竜の牙(ドラゴントゥース)』を掘り当てた工兵の一人が声を上げた。

				『竜の牙(ドラゴントゥース)』が人の親指程のサイズしか無い事を思えば、これだけあっさりと発見できたのは奇跡とさえ言えるだろう。

				　発見した工兵に褒賞を約束して、長時間に及ぶヘッドバンキングの代償(吐き気とめまいと首痛)を堪(こら)えながら、ミオはその手に『竜の牙(ドラゴントゥース)』を受け取る。

				　見た目よりやや重く、色は薄(うっす)らとクリームがかった白。螺旋状(らせんじょう)に神聖文字(ヒエログリフ)が彫り込まれた鋭いその牙には、あの激しい崩落の中にあったにも拘わらず傷、一つ見当たらない。

				「シュメルヴィ！　こいつの所有者を割り出すのじゃ、出来るじゃろう？」

				「ええ、もちろん」

				　シュメルヴィはそう応えると、ミオの掌(てのひら)の上に横たわる『竜の牙(ドラゴントゥース)』へと、ゆっくりと両手を翳(かざ)す。

				「痕跡を示せ(ヴェディアモ・トラッセ)」

				　それは『追跡』の魔法。次の瞬間、唱えられた聖句(ジノン)に応える様に『竜の牙(ドラゴントゥース)』が、ぼんやりと淡い紫の光を放ち始める。

				　光は次第に膨張し、いつしか触手(しょくしゅ)の様にウネウネと蠢(うごめ)きはじめ、その気色の悪い動きにミオが「ヒッ」と喉(のど)を鳴らす。思わず『竜の牙(ドラゴントゥース)』を投げ捨てそうになるミオ。しかしその刹那、光は触手を伸ばして、ミオの腕へと絡みついた。

				「ひぃいいい。き、気持ち悪いいいい！　シュメルヴィ！　なんじゃこれはっ!?」

				「んー、コレのぉ所有者はぁ、ミオ様だという事ですねぇ」

				「はあぁぁぁ!?」

				　ミオが盛大に眉を跳ね上げて、目を見開く。

				「もっと正確にいうとぉ、ミオ様が手にするまでぇ、所有者が存在し無かったという事ですぅ」

				「バカな！　『竜の牙(ドラゴントゥース)』が独(ひと)りでに歩き出して、練兵場(れんぺいじょう)に埋まったとでも言うのか？」

				「可能性として考えられるのはぁ、所有者が既に死んでいるとかぁ、所有者に元々ぉ、命が無いという事ですねぇ。例えば不死者(アンデッド)とか……」

				　一瞬呆気(あっけ)に取られた後、ミオは引き攣(つ)った様な表情を浮かべる。良く見れば頬がピクピクと痙攣(けいれん)している。

				「ス、骸骨兵(スケルトン)共が不死者(アンデッド)ではないと判ったら、今度はそれを使った者が不死者(アンデッド)かも知れないじゃと？」

				「まぁ可能性ですけどねぇ」

				「なんじゃあ、その茶番は！」

				　ミオが憤慨(ふんがい)するのも当然。同時にそれは唯一の手掛(てが)かりが、結局誰にも結び付くこと無く、一瞬にして無意味になったことを示していた。

				　紫色の光の触手が、次第に色を失う様にして消え去ってしまうと、ミオは全く興味を失ってしまったかの様に、粗雑な扱いでシュメルヴィに『竜の牙(ドラゴントゥース)』を投げ渡す。

				「他の魔道具と一緒に、保管を頼むのじゃ」

				　それだけを言うと、ミオはふらふらと瓦礫(がれき)の山の一つへと歩みより、まるで魔力の供給が途切れたゴーレムの様に、どさりとその上に座り込んだ。

				　ミオのこの姿は傍目(はため)には落胆している様に見えているのだろうが、内実としては全く逆。この時ミオは安堵(あんど)の余り、身体中から力が抜けてしまっていたのだ。緊張が解ければ、弛緩(しかん)した身体は著しく重く感じる。ただそれだけの事だ。

				　ミオは思う。『竜の牙(ドラゴントゥース)』を使用した者──『内通者』が不死者(アンデッド)なのだとすれば、昼の日中(ひなか)を大手を振って歩いている自分の部下達が『内通者』である筈(はず)がない。

				　思い返してみれば、そもそも部下達を疑った自分が愚(おろ)かなのだ。幹部たちはいずれも信用に値する者達であるし、ミオを、そしてこのサラトガを裏切る理由など何もない筈(はず)だ。

				　ミリアが言った『内通者』という言葉にビクついてしまったが、何の事はない。外部から送り込まれた不死者(アンデッド)が、このサラトガのどこかに紛(まぎ)れ込んでいるというだけの話なのだ。

				　決して『だけ』で済ませて良い話では無いが、サラトガの住民は一般市民たちを含めれば、万の単位を数える。たとえゲルギオスの刺客が混じっていたとしても、それは何も有り得ない話では無いのだ。

				　ミオは徐(おもむろ)に瓦礫(がれき)の山の上で立ち上がると、「おやめください！」と慌てる工兵達の声を聞き流して、上へ上へと登っていく。

				　そして、頂上へと辿り着くと、ミオはぐるりと眼下の町を見渡した。

				　つい先程、地平線の向こうで産まれたばかりの太陽が、ミオの顔を赤く燃やし、瓦礫(がれき)の上へと歪(いびつ)な影を伸ばす。

				　この中に敵の刺客がいる。紅く照らし出される街の風景が、その温かな色合いとは裏腹に、ミオの眼にはどこか寒々しい物に映った。
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				　背後から昇り始めた太陽が、前方へと長く影を引き伸ばす。

				　ナナシはサラトガ城を抜け出すと、その影を追いかける様に街中へと歩き出す。しかしほんの数十ザールを歩いたところで、背後から彼を呼び止める声が大きく響いた。

				「待て！　どこへ行こうというのだ、我が弟よ！」

				　わざわざ振り返るまでも無い。キリエであった。

				　ナナシを冷たい目で見据え、地虫(バグ)だのクソ虫だのと蔑(さげす)んでいた女性軍人の姿はもうどこにも無い。一体、彼女の中の何処(どこ)のネジが弾け飛んで、こういう事になってしまったのかは分からないが、キリエは一方的に姉と称し、ナナシに対して異常なまでの溺愛を示す『ダダ甘お姉ちゃん』と化してしまった。

				　昨晩もキリエの部屋の隅を借り、毛布に包(くる)まって床で寝ていた筈(はず)なのに。身体中から怪光線を放つ剣姫の夢に魘(うな)されて目を覚ますと寝台(ベッド)の上、キリエに腕枕された状態で眠っているというミラクル。

				　これにはナナシも流石にビビった。仮にも男と女。慌ててベッドから飛び退こうとしたその瞬間、がっしりと絡み付いたキリエの腕が、恐ろしい力で首筋を絞め上げてくる。腕枕だと思っていたら、実は絞め技(チョークスリーパー)だったという恐ろしい罠。しかもキリエの寝息は乱れることなく、一定のリズムを保っている。まさかの自律攻撃!?　ナナシがそう驚愕している内に、魘(うな)される様にキリエが寝言を零(こぼ)した。

				「うっうーん……わ、わがぁおとうとよぉ……だめだ、そんなはれんちなかっこうでおもてをはしっては……」

				　ちょっとぉ!?　どんな夢見ちゃってんの、この人！　

				　ナナシが思わず目を見開くも、キリエが目を覚ます気配は無く、むしろ足掻けば足掻くほどに喉元を締め上げてくるという姉の愛情溢(あふ)れる蟻地獄。そしてそのまま朝を迎えるまで、ナナシが解放されることは無かった。

				　キリエ曰く、姉が弟に添い寝してやるのは当然のこと、眠れない夜には子守唄を歌い、寒い夜にはその身で温めてやることは姉の務めなのだという。

				　世の弟たちは、日々、こんな命懸けのスリリングな夜を過ごしているというのだろうか？

				　姉弟を巡る闇は深い。　

				「待つのだ！　我が弟よ！」

				　再び呼びかけられて、ナナシは我に返った。

				　ナナシはいっその事、背後からの呼びかけに気付かなかったフリをして、このまま逃げてしまおうかとも考えたが、それは流石に後が怖い。というわけで、多少引き攣(つ)りながらも、笑顔を作ってキリエの方へと振り向いた。

				「キリエさん、お、おはようございます！」

				「ああ、お、おはよう」

				　一瞬眩(まぶ)しそうに目を細めた後、キリエはなぜか伏し目がちに返事をした。

				「こんなに朝早くに何処(どこ)へ行く。散歩にでも出かけるのか？　我が弟よ」

				「いえ、少なくともあと数日はここに滞在することになりそうなので、必要なものを買いに行こうかなと……」

				「こんなに早くにか？」

				　あはは、とナナシは笑って誤魔化(ごまか)す。こんなに朝早くに出かけるのは、昼間になって人が増えれば、地虫(バグ)だ何だと言って、絡(から)んでくる者も出てくるからだ。何処(どこ)まで行っても蔑(さげす)まれ、疎(うと)まれる者。それが砂漠の民である。そしてそれはナナシとて例外では無い。避けられる争い事は避けるべきなのだ。

				「ところで、買い物は良いが……お前、金は持っているのか？」

				「はい、ほんの少しですけど」

				　ナナシは腰に下げていた小さな皮袋を取り出して、キリエの眼前に掲げる。

				「見せてみろ」

				「ちょ！　ちょっと！　キリエさん」

				　キリエは強引にそれをひったくると、慌てるナナシを制して逆さまに振る。次の瞬間、キリエの掌(たなごころ)に落ちてきたのは、銅貨が三枚。

				　たった三枚？　思わず絶句するキリエ。

				「ま、まさかお前、これで全部なのか？」

				「い、いけませんか！　砂漠でお金を使う事なんてありませんし、どうしても買わないといけない物が出来たら、砂狼(サンドヴォルフ)を狩って毛皮を売ったり、オアシスで荷運びの手伝いをして必要な分を稼ぎますから！　砂漠の民の人間は、普段はお金なんて必要無いんです！」

				　実際、砂漠の民の集落で生活している限り、貨幣などと言うものが幅を利かせる余地はない。故に、ナナシには、お金が無い事を悲しむという感覚そのものが無い。

				　ナナシが言わんとする事は、もちろんキリエにも分かる。しかし銅貨が三枚である。はっきり言って幼い子供のお小遣い程度。これではパンの一つも買えば、たいして釣りも返って来ない事だろう。

				　なんという貧しさ！　そして、それをおくびにも出さず強がってみせる健気さ！

				　一瞬にして『貧困に黙々と耐え忍ぶ高潔な少年』を頭の中で捏造(ねつぞう)して、思わずキリエは口元を押さえて涙ぐむ。

				　その光景を見てナナシはこう思った。また始まった(、、、、、、)、と。

				　後ずさるナナシの肩をガッと掴(つか)むと、キリエは抵抗する暇(いとま)も与えず、一気にナナシを抱き寄せた。

				　朝も早いとはいえ天下の往来。商品を並べる露天商や、籠(かご)を抱えたマダム達が興味津々といった様子で、路上で年上の女に抱き寄せられている少年へと、無遠慮な視線を浴びせかける。

				　何とか逃れようと、もがくナナシの紅潮した顔を、照れているものだと勘違いしたキリエは、悪戯心(いたずらごころ)を出して、より一層強くナナシを抱きしめ、ナナシの骨が軋(きし)む。

				　意識が遠ざかって、危うく『嘆きの川』を渡りそうになった頃、ようやくキリエはナナシを解放して、頗(すこぶ)る楽しそうに言った。

				「我が弟よ、お前はツイてるぞ！　なんと今日はお姉ちゃんは非番の日なのだ。今日一日、二人で豪遊しようではないか！」

				「はいっ？」

				「なぁに金の事なら心配するな。お姉ちゃんに任せておけ。こう見えても私は近衛隊の隊長だぞ。ミオ様から相応の報酬を頂戴しているのだが、これまでほとんど使う機会も無くてな。屋敷の一つも建てられそうな程に貯まっているのだ」

				「そんな、悪いですよ」

				「ははは、何が悪いものか！　お姉ちゃんが甘やかしてやると言っているのだ。むしろ砂糖の蜂蜜漬けを一瓶まるまる口に流し込む程に甘やかしてやるからな、覚悟しろ！」

				　キリエなりの冗談のつもりなのだろう。しかし楽しそうに声を上げて笑うキリエとは対照的に、ナナシは胸やけを起こした様な気がして、思わず胸元を押さえた。

				　ナナシのそんな様子にも一切(、、)気付く事も無く、徐(おもむろ)に腕を掴(つか)むとキリエは上機嫌で歩き始める。その様子は、逆光となる正面から見ている者には、むずがる子供を強引にひっぱっていく母親の姿に見えたことだろう。

				「よし、我が弟よ、まずは何を買うのだ？」

				　その問いかけに、ナナシは諦めて素直に返事をする。

				「まずは食糧です。固焼きの黒パンが一つあれば、三日ぐらいは食いつなげると思います」

				「却下だ」

				「ええっ!?」

				　ナナシの方を振り向きもせずに、ばっさりと要望を切り捨てるキリエ。

				「固焼きの黒パン？　わざわざそんな不味(まず)いものを選ぶ必要はあるまい」

				「いや、でも……それぐらいしか買えませんから」

				「まだそんな事を言っているのか、我が弟よ。金のことなら心配するなと言っているだろう。別にお前のことは私が一生養ってやっても良いのだ。お前がどれだけ生活力の乏しいダメ人間でも、私は一向にかまわないぞ」

				　たとえ血の繋がった実の弟だったとしても、姉に一生養ってやると言われては、流石にそれは重い。半端なやくざ者程度ならば、思わず更生してしまう程に、姉の愛は重かった。

				「それにだ！　飯ぐらいお前が食べたいと言う物を、お姉ちゃんが手づから食わしてやる。お前は黙って、口を開けて待っていれば良いのだ」

				　それはもう甘やかすというよりは、拉致監禁(らちかんきん)の領域なのではないだろうか。

				　思わず言葉を失って、ナナシはただ引っ張られるままにキリエの後を歩いていく。

				　暫(しばら)くして急に立ち止まると、キリエは上から下まで舐めるように、ナナシの姿を見回しはじめた。そして「ふむ」と一つ頷(うなず)くと、何か怒らせる様な事をしてしまったのだろうかと、不安げに怯えるナナシに対して言い放つ。

				「服を買いにいくぞ」

				「ええっ!?」

				　この瞬間、食糧を買いに出た筈の、ナナシの当初の目的はどこかへ忘れ去られた。

				「良く見れば、お前のその服は綻(ほころ)びだらけのボロボロではないか、よくわからん民族衣装だし、そんな格好では目立ってかなわん」

				「よくわからんって……そんなお金は持ってませんよ」

				「くどい！　金のことは気にするなと言っているだろう」

				「いや、しかし……」

				　そこで何かに気づいたかのように、キリエは再びぱたりと足を止める。そして、もう一度ナナシの方へと振り向いたキリエの顔には、抑えきれない喜びを強引に隠している、そんな雰囲気が漂っていた。

				「ぬふー、そうか、そういうことか！　全く困った奴だなぁ」

				　キリエの言わんとすることがさっぱり分らず、ナナシは首を傾(かし)げる。いや、はっきり言おう。嫌な予感しかしない。そしてその嫌な予感は的中する。

				「お姉ちゃんのお下がり(、、、、)の方が良いなら、最初からそう言えば良いではないかぁ」

				　嬉しそうに鼻から息を噴き出しながら、キリエはだらしなく表情を崩した。

				　ナナシは思う。流石にその発想は無かった、と。

				「ふむ、しかしお前と私ではずいぶん体型が違うからな……」

				　実際のところ、小柄なナナシに比べれば、キリエの方は歌劇の女優もかくやという程に、身長も高く手足も長い。それに唯でさえ男女の違いがあるのだ。お下がりなど出来る訳がないと、ナナシは思わず安堵(あんど)の息を吐く。

				　しかし、その安堵(あんど)をズタズタに引き裂くには一言で充分だった。

				「お下がりできるとすれば、下着(、、)ぐらいか？」

				「ちょっと待ってええええ!?」

				　これには、流石にナナシも悲鳴を上げた。

				「騒々しいぞ、我が弟よ。見ろ、皆の注目を浴びているではないか」

				「いや注目を浴びたのは、キリエさんの直前の発言が原因だと思いますけど!?」

				　周囲の視線が痛い。ざわめきの中から時折聞こえる『下着』や『変態』という単語が、ナナシの胸に突き刺さる。城を出てほんの数分。姉にお下がりと称して下着をねだる、変態弟のレッテルを張られるナナシの姿があった。
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				　悪気の全くないダダ甘お姉ちゃんのせいで、ナナシの精神状態がかつてない程の振れ幅を見せている頃、通りの角に隠れながら二人の様子を窺っている者がいた。

				　ショートの髪に白のヘッドドレス。メイド服姿の少女、ミリアである。

				「……やるね、お姉ちゃん」

				　恐ろしい程の強引さで、姉としての実績(、、)を積み上げていくキリエの姿に、ミリアは思わず感嘆の溜息を洩らす。実の姉ながら、凄まじい手腕。

				　そう、今の様にナナシが遠慮したり、ドン引きしたりしている内はまだ良いのだ。

				　そのうちそれにも慣れて、ナナシがキリエのあの激烈な甘やかしを受け入れるようにでもなったりしたら、間違いなくダメ人間一直線、お姉ちゃん依存症弟の完成である。

				　完全無欠のダメ人間製造機。

				　ミリアは、ある意味での男の理想を体現したかのような、実の姉の有様(ありよう)に衝撃を受けていた。

				「なんだかお姉ちゃんに、ものすごく差を付けられている気がするよ。なんとかしなくちゃ」

				　楽しそうに（ミリアにはそう見えたのだ！）言い争うナナシと姉の姿を見つめながら、ミリアは硬く拳を握る。しかしミリアは気づいていない。

				　ミリアがいる角の更に後ろ、一つ向こうの通りの角からナナシとキリエ、それを見つめるミリアの姿をまとめて凝視する四つの瞳があることを。

				

				「ひょー！　シュメルヴィ！　三角関係じゃぞ、三角関係！」

				「ミオ様ぁ、あまり大きな声を出されるとぉ、見つかっちゃいますよぉ」

				　トーテムポールのように、頭の上に頭を重ねて、一部始終を覗いていたのはミオとシュメルヴィ。『竜の牙(ドラゴントゥース)』の回収を終えて、城へと帰る途中でこの光景に出くわしたのだ。

				「良いぞ、もっとやれ！　姉妹で一人の男を奪い合う。ひょー！　心躍るシチュエーションじゃの。修羅場は？　修羅場はまだか？」

				「テンション上がりすぎですってばぁ、ミオ様」

				　目を輝かせてこの状況を楽しんでいるミオ。口先ではそれを諌(いさ)める様な事を言ってはいるが、シュメルヴィも何故かホクホクとした笑顔であった。　

				

				　　　　　　＊

				

				　太陽が中天へと差し掛かろうかという頃になって、戸惑うナナシをキリエが、サラトガでも一、二を争う高級料理店へと強引に引き摺(ず)りこんだところで、ミオとシュメルヴィは尾行を切り上げて城へと帰ってきた。城門を潜(くぐ)り抜け、衛兵達の敬礼に手を上げて応えながら、ミオはシュメルヴィへと問いかける。

				「のう、シュメルヴィ、ナナシはどっちを選ぶと思う？」

				「そうですねぇ。ミリアちゃんはともかくキリエさんのアレはぁ、恋愛と言うよりは、何か病気を拗(こじ)らせた様なものですからねぇ……」

				　一人の少年を巡るアルサード姉妹の恋愛模様（？）を、こころゆくまで堪能(たんのう)し、ホクホク顔のミオとシュメルヴィ。娯楽の決して多くない機動城砦での生活において、他人の恋愛事情ほど、心に潤いを与えてくれる物は無いのだ。

				「で、ミオ様はどっちだと思うんですぅ？」

				「さぁのう。だが、もしナナシがどちらかを選ぼうとした時には、妾(わらわ)が領主権限で両方とも娶(めと)らせるゆえ、今は彼奴(きゃつ)らが、せせこましく喜怒哀楽の感情を揺らす様(さま)を楽しむだけじゃの」

				「領主権限ですかぁ？」

				　シュメルヴィのその問いかけに、ミオはニヤリと微笑み返す。

				「うむ、『一夫多妻か死か(ハーレムオアダイ)』じゃ」

				「まあ！　うふふ、ミオ様ったらぁ悪い人ですねぇ」

				「うふふふふ、お主もな」

				　二人して顔を寄せ合って、うふうふと笑いながら歩く姿は相当気持ちの悪いものがあったが、相手は領主と幹部。衛兵達もツッコむ訳にもいかず、見て見ぬ振りを決め込む。

				　しかし一方では、そんな二人の姿を眼下に見下ろして、忌々(いまいま)しげに舌を打つ者の姿があった。

				

				　サラトガ城の幹部フロアの一室。窓枠の上に止まる緑の羽を持つ鳥へと、男は苛立(いらだ)ちをぶつける。

				「なぁにが戦略級の魔道具だ！　しょっぱいゴーレムが一杯出てくるってだけで、結局あの忌々(いまいま)しい剣姫には、歯が立た無かったじゃねえか！」

				「剣姫ノ存在ハ、事故」

				　鳥は男とも女ともつかない、平板な声で反論する。

				「で、これからどうすんだよ」

				「引ッペガセ」

				「引っぺがせ？　何を」

				　男はその不気味な鳥が言わんとしている事が理解できず、怪訝(けげん)そうに眉根を寄せる。

				「レイス……ダ」

				　そこでやっと、男の表情に理解の色が広がった。

				「分かった。だが標的(ターゲット)は変えさせてもらうぜ。ミオの奴だ。そもそも最初からアイツを狙うべきだったんだ。地虫(バグ)なんか放っといてもミオさえ殺っちまえば、結果は同じなんだからな」

				「サラトガ伯ハ、アイツガ殺(ヤ)ルト言ッテイル」

				「それぐらい説得しろよ！　お前、あいつの主なんだろ？　その程度で制御が効かなくなるなら、廃棄しちまえば良いだろうに」

				「オ前ノ主デモ有ル」

				　男は肩を竦(すく)める。確かにこの鳥、いやその向こう側にいる死霊術師(ネクロマンサー)がその気になれば、男の存在など一瞬にして掻き消えてしまうのだ。

				「へいへいご主人様。一番確実に目的を遂(と)げられる方法を取りたいんですけど、良いですよね。どうだ、これで満足か？」

				「好キニシロ」

				「なら最初からそう言やぁ良いんだよ。魔法を使う連中ってのは理屈っぽくていけねえ」

				

				　　　　　　＊

				

				　いつの間にやら陽は西へと傾いて、夕暮れ時。サラトガ城へと向かって歩く男女の影がある。

				　砂漠の民の少年は両手一杯に袋を抱え、もう一日が終わろうとしているというのに、未だに戸惑いの混じった複雑な表情を浮かべている。しかし、その表情は負の感情が表れた物では無い。人に大切にされるということに慣れていない少年。その心の中にある十五年の間に積み上げられた、『自分はこういう風に人に扱われる』というイメージとは、大きくかけ離れた扱いを受けたが為に、単純にどんな表情をして良いのか分からないのだ。

				　少年の表情を良く観察すれば、口元が微かに緩(ゆる)んでいるのが分かるだろう。

				　結局、ナナシは押し切られる様な形で、キリエから衣服一式を買い与えられ、高級料理店でこれまで見たことも無いような豪華な昼食をとった後、商店街をひやかし、つい先ほどまでは公園の芝生の上に寝そべって、キリエの膝を枕に昼寝をするという、百人に聞けば百人とも「それはデートだ！」と答えるであろう一日を過ごした。

				『憐(あわれ)み』、ナナシはキリエの行動の理由をそう理解している。

				　昨日、キリエに自分の境遇を話してしまった事に端(たん)を発する気(き)遣(づか)い。

				　自分の隣を歩いているこの不器用な女性の、かわいそうな者への優しさの発露(はつろ)。

				　持てる者が持たざる者へと投げかける、浄財(じょうざい)の様な物だ。

				　それならば、それで良い。

				　キリエがそれで満足感を得られるならば、そこには何も問題は存在しない。

				　それはそれで、自分は人の役に立っているのだと思える。

				　少年が今日一日の出来事を、自分の考え得る少し歪んだ枠の中で消化しようと、頭の中で必死に理由づけをしていると、黙って隣を歩いていたキリエが、突然何かを思い出したかのように、ポンと手を叩いた。

				「そうだ！　夕暮れ時の家路(いえじ)と言えばアレではないか」

				「アレ？」

				「遊び疲れて眠ってしまった弟をおんぶする姉」

				「は？」

				　何言ってんのこの人？　偽(いつわ)らざるナナシの感想であった。

				「うむ、いいぞ！　理想のシチュエーションではないか。よし我が弟よ、お前そろそろ眠くなってきたのではないか？」

				「いえ、さっぱり」

				「我慢する必要は無いのだぞ」

				「いや、だから、ついさっきまで公園で昼寝してましたよね、僕」

				　家路を急ぐ人々が、物珍しげな視線を残して通り過ぎる中、二人の不毛な押し問答は続く。

				

				　そんな二人を建物の影から見つめながら、ミリアは冷静に分析する。

				「戦況は膠着(こうちゃく)状態に突入っと……」

				　この状況でキリエが退(ひ)くことは絶対に無いから、多少時間がかかったとしてもナナシが押し切られる形で、この局地戦は終結することになるだろう。

				　サラトガ城はもう目と鼻の先。

				　今日一日、ずっと尾行していたミリアも、尾行していた事を悟られるのは流石に拙(まず)いと、押し問答で二人が足止め状態にあるこの隙に、先に城へと戻ることにした。

				　ミリアは裏通りを走って城へと到着すると、物置から箒(ほうき)を取り出し、何食わぬ顔で掃除をするフリをしながら玄関ホールで戻ってくる二人を待ち受ける。

				　抜け駆けした姉に、嫌味交じりに釘の一つも刺しておこうというのだ。

				　しばらくすると、玄関ホールの扉の向こうから足音が聞こえてきた。重いものを背負っているかのようなゆっくりとした足取り。足音は一人分。やはりナナシは押し負けたのだろう。ギッと軋(きし)むような音がして、ゆっくりと扉が開く。

				　ドアを開いて入ってきたのは──

				　

				　ナナシに肩車(、、)された虚ろな表情のキリエ。

				　

				「何でそうなっちゃったのおおおお!?」

            

	








			
				　度肝(どぎも)を抜かれて、ミリアは思わず声を上げる。流石にこれは予想外であった。のおーのおーのおーと、ミリアの声が玄関ホールに反響して何重(いくえ)にも聞こえる中、気まずい沈黙が三人に圧(の)し掛かる。

				　しばらくして、ナナシがおずおずと口を開いた。

				「そ……その、何と申しますか、白熱した討論と様々な妥協(だきょう)、それでも交わらない平行線の末に行われた最後の勝負(じゃんけん)の結果、こういう事に……」

				「お、弟に肩車されるだなんて、お姉ちゃん失格だぁ……」

				　ナナシの肩の上で、キリエは両手で顔を覆いながら悲嘆にくれる。

				　余りにも奇矯(ききょう)な光景。神の悪ふざけとしか言いようの無い意味不明な状況の中、当の本人達にしか分からない、絶望的な空気が漂った。

				

				　　　　　　＊

				

				　ナナシとキリエが一日を共に過ごしたその日の夜。珍しく、ミリアがキリエを大浴場へと誘った。

				　姉妹とは言えども、片や近衛隊の隊長、一方の妹は幹部フロア付きとは言っても家政婦(メイド)の身分である。生活するフロアも違えば、周囲からの扱いも全く違う。

				　自然、二人が共に過ごす機会も減り、最後に一緒に風呂に入ったのは、随分と以前の事であった。

				　最愛の妹の誘いを、ダダ甘お姉ちゃんであるキリエが嫌がる筈(はず)が無い。むしろ嬉々として大浴場を貸切る段取りをつけると、妹を引き摺(ず)る様にして風呂へと向かう。

				　城の外にはなってしまうが、彼女が指揮する近衛隊の隊舎には大浴場がある。幹部の自室にはそれぞれ風呂が付いているので、キリエがそこを利用することは、これまでほとんど無かったのだが、そこは隊長という立場上、多少無理を利かせることが出来るのだ。

				　というわけで現在、近衛隊隊舎の大浴場はアルサード姉妹による貸切。外の廊下に黒筋肉(ガチムチ)二人を歩哨(ほしょう)に立たせてあるので、誤って入ってくる者もいない。

				　完全無欠の公私混同であった。

				「お前から一緒に風呂に入ろうなどとは、珍しい事もある物だな」

				「まあ、偶(たま)には良いじゃない」

				　広い風呂で、同じように足を伸ばす二人。気が付くと同じ姿勢を取っていることが多いのは、やはり姉妹だからであろうか。

				　上機嫌で鼻歌を歌うキリエ。その様子をちらりと窺(うかが)って、ミリアは何気なさを装いながら問いかけた。

				「ねえ、お姉ちゃん。ナナちゃんの事どう思ってるの？」

				「んー好きだぞ、愛してると言ってもいいな。弟として」

				　特に気負う様子も無く、さも当たり前の様にさらりと言う姉の姿に、ミリアは思わず疑わしい目を向ける。

				「本当に？　本当に弟として？」

				「ああ、姉弟愛以外に何がある？」

				　不思議そうにそう返すキリエに、ミリアは思わず決定的な一言を言いそうになって、慌てて鼻の下までを湯船の中へと沈ませる。

				　ぶくぶくと湯の表面に泡を立てる妹の姿を、微笑ましげに眺めながら、キリエは再び口を開いた。

				「あいつは良い弟だぞ。お前が良い妹なのと同じぐらい、良い弟だ」

				　ミリアはおずおずと湯の中から、口元を引き上げる

				「ゲルギオスから義妹(いもうと)ちゃんを助け出したら、ナナちゃんは砂漠に帰っちゃうのかな……」

				　心細げなその呟(つぶや)きに、唯でさえ溢(あふ)れ出る庇護欲求(ひごよっきゅう)を刺激されて、キリエはミリアの肩に手を回すと、ゆっくりと自分の方へと引き寄せる。

				「そうならずに済む様に、ミオ様にお願いするつもりだ。あいつも何か仕事でも与えられれば、このままサラトガに残ってくれるのではないかと思ってな。とはいえ、優しいヤツだ。兵士には向いているとは思えんから、掃除夫ぐらいしか無理かもしれんがな」

				　キリエの肩に頭を乗せながら、ミリアは意を決して姉に尋ねる。

				「あのね、お姉ちゃん、ナナちゃんが本当の弟だったら良いと思わない？」

				「何を今さら、ヤツは私の本当の弟だぞ？」

				　ミリアはふるふると首を振る。

				「そういうお姉ちゃんの認識の話じゃなくて、戸籍上でもちゃんとした弟って事だよ」

				「そりゃあ、良いとは思うが……」

				「例えば！　例えばの話だよ。ボクとナナちゃんが結婚すれば、そうなるんだよ」

				「けけけけ、結婚!?」

				　面白いほど動揺するキリエの姿に、本当にこの姉は、自分と弟、自分と妹とそれぞれ別個にしか見ていなかったのだという事を確信する。

				　間違ってもナナシとミリアがくっつくなどという発想は、頭の中に存在しなかったのだ。

				「こっ、子供が何を言ってるんだ！」

				　振り下ろした腕がお湯を叩き、ばしゃんと飛沫(しぶき)が跳ねる。怒っているわけではない。ただ慌てているだけだ。

				「お姉ちゃんにとっては、ボクはいつまでも妹なのかもしれないけど、ボクももう十五歳なんだよ。結婚してもおかしく無い年齢なんだから！」

				「なっ!?」

				　キリエは、自分を真剣な目で見つめてくる妹にたじろいだ。

				「すぐにそういう事にはならないだろうけど、ボクとナナちゃんが結婚しちゃえば、ナナちゃんが砂漠に帰っちゃう事も無くなって、完全にお姉ちゃんの弟になるんだよ。想像してみてよ。ナナちゃんがお姉ちゃんのことを、『キリエさん』じゃなくて『お姉ちゃん』って呼んでくれるんだよ？」

				「そ、それは……」

				　キリエは思わず、ミリアから目を逸(そ)らす。一瞬の事ではあったが、ナナシにそう呼ばれるという事に、抗(あらが)いがたい魅力を感じてしまったのだ。

				「だから、ね、お姉ちゃん、ボクがナナちゃんと仲良くなれる様に協力してよ」

				「あ、ああ……」

				　キリエは目を伏せたまま、ミリアに押し切られる様に弱々しくそう答えた。

				　頭の中に浮かぶ光景は、確かに素敵なものだ。

				　ナナシとミリアの結婚式。最愛の二人を姉として見守る自分の姿。幸せな光景。幸せな光景の筈(はず)なのに、胸にチクリと鈍い痛みが走る。

				　キリエは、胸に開いた塞(ふさ)がらない傷から、得体の知れないドロッとした感情が流れ落ちるのを感じて、戸惑っていた。

				

				　　　　　　＊

				

				　ナナシとミリアが、郊外に小さな家を構えて数年が過ぎた。

				　今日は月に一度、二人の間に生まれた甥(おい)っ子も交えて夕食を共にする日。毎月この日が来るのを、キリエは心待ちにしている。しかしミリア達は訪ねて来た途端、こう言った。

				「お姉ちゃん、今日は一緒に食事は出来ないんだけど、この子の面倒を見てもらっても良い？」

				「……あ、ああ、良いとも」

				「お義姉(ねえ)さん、いつもすみません」

				「なぁに、可愛い甥(おい)っ子と一緒に過ごせるんだ。ご褒美みたいな物だよ」

				　そう言ってキリエは、いつもと違って、すこしめかし込んだ二人を見上げる。

				「どうしたんだ今日は？」

				「うん、今日は結婚記念日だからね。二人きり(、、、、)でお出かけするんだよ。おいしいご飯を食べて、歌劇を見るの。二人きり(、、、、)で」

				　ミリアは幸せそうに笑い、ナナシはミリアに優しく微笑み返す。

				「じゃ、お留守番お願いね。お姉ちゃん」

				　そう言って、バタンとドアが閉じ、ミリアとナナシがその向こう側へと消えていく。

				　その瞬間──

				「うわあああああああ！」

				　毛布を跳ね除けて、キリエは飛び起きた。

				　額から流れ落ちる汗を拭(ぬぐ)い、荒い呼吸を整える。

				　酷い夢を見た。どんな夢だったのかは思い出せないが、ただ圧倒的な孤独感だけが、消えて行った夢の残滓(ざんし)として、今も胸の奥で疼(うず)いている。

				　部屋の中は暗い。窓の外にも未だに夜明けの気配は無く、時刻は恐らく正子(しょうし)を過ぎた頃だろう。

				　全くどうかしている。悪夢に魘(うな)されて飛び起きるなど、まるで子供の様では無いか。キリエが思わず自嘲(じちょう)気味(ぎみ)に溜息を吐(つ)いたその時、部屋の隅でナナシがごろりと寝返りを打った。

				　キリエはふっと口元を綻(ほころ)ばせると、静かに寝台(ベッド)を降りてナナシの方へと歩みより、そっと寝顔を覗きこむ。寒そうに毛布に包(くる)まって小さく丸まったその姿は、キリエの庇護(ひご)欲求(よっきゅう)をきゅんきゅんと刺激する。

				　石作りの床は固い。こんな風に寝ていたら筋肉が強張(こわば)って、朝起きる頃には相当に身体が痛い事だろう。キリエは昨日の様に、寝ている間にナナシを寝台(ベッド)に運ぼうかと考えたが、今日の昼間、それだけは絶対にやめてほしいと、釘を刺されてしまったのを思い出した。

				「ふむ」

				　明日、寝台(ベッド)をもう一つ注文する事を心に決めて、キリエは一人頷(うなず)いた。

				　ナナシの事が気になりながらも、キリエは再びごろりと寝台(ベッド)の上に転がって目を瞑(つむ)る。しかし、いつまで待っても眠気は訪れない。しばらくベッドの上で寝返りを繰り返した後、結局、「見回りにでも出るか……」と寝台(ベッド)から身体を起こす。

				　音を立てない様に寝台(ベッド)を降りると、キリエは手早く身支度を整え始める。キリエの寝間着は、ミオの危機にいつでも部屋を飛び出せる様に、ノースリーブの短衣(チュニック)と幅の広い下袴(ズボン)。色は黒一色。

				　ミリア達が着ている様な可愛らしい夜着に憧れが無い訳では無いが、近衛隊長という役職である限り、常在戦場(じょうざいせんじょう)の意識を忘れるわけには行かない。そのまま外へ出ても、戦闘に支障が無い恰好で無ければならないのだ。だから今も特別着替えることもせず、寝間着の腰にベルトを巻きつけると、短剣(ダガー)をその間に差し挟み、愛用の鞭(ウィップ)を手にする。

				　キリエは、もう一度ナナシの方へちらりと目を向けると、静かにドアを開いて、そのまま廊下へと出ていった。

				

				　　　　　　＊

				

				　砂漠の天候は総じて良い。良すぎるが故に、大地が渇いて砂漠となるのだから、当然といえば当然の事であった。しかし、この日は珍しくも廊下の窓から見える夜空には雲がたなびき、月がその向こう側に隠れている。そのせいで唯でさえ暗い廊下には、粘つく様な深い闇が満ちていた。

				　キリエが自室を出て、足音を殺しながら廊下を歩いていくと、一つ目の角を曲がったところで、少し先の扉から淡い光が洩れている事に気付く。そこはミオの私室であった。

				「ミオ様……また夜更かしを」

				　キリエは溜息交じりにそう呟(つぶや)くと、扉の方へと歩み寄る。

				　ミオは過去にも、夜更かしの末に公務を疎(おろそ)かにする事があった。本来であれば、まだ遊びたい盛りの年齢なのだから、強く責める事はしないが、こうやって見つけてしまっては、見なかったフリをする訳にもいかない。

				　ミオの身辺を警護する近衛隊の隊長と言う立場上、キリエはミオの部屋の合鍵を渡されている。本来ならば、部下がノックもせずに領主の部屋に踏み込むなどという事が、許される筈(はず)も無いのだが、お目付け役を自認するキリエとミオの間柄で、そんな事を気にする必要も無い。キリエが突然踏み込んだならば、むしろ「うおぉ!?　ビックリした！」といいながら、楽しそうにリアクション芸に突入するミオの姿さえ想い浮かぶ。

				　ボケツッコミに異常に拘(こだわ)る主の事を思い浮かべ、ミオ様は一体どこへ向かってるんだろうかと、苦笑しながら静かに鍵を差し込み、胸の内でカウントダウン。

				　三、二、一

				　力いっぱいノブを引き、キリエは一気に部屋の中へと突入する。

				「ミオ様！　夜更かしは……」

				　しかし、ミオの私室に踏み込んだキリエが見た物、それは少なくともミオのリアクション芸ではなかった。

				　薄明りに照らされる部屋の中、苦しげな呼吸音がはっきりと聞こえる。ベッドの上で上下するミオの凹凸の乏しいささやかな胸。キリエの眼に飛び込んで来たのは、そのミオの上に馬乗りに跨(またが)る輪郭(りんかく)のはっきりしない人の影であった。

				　汚(きたな)らしい黄色の燐光(りんこう)に包まれたその人影は、苦しげに身体を捩(よじ)るミオを見下ろしながら、嗜虐(しぎゃく)の快感に身を震わせている様に見えた。

				「ッ……！」

				　キリエは息をつく間もなく短剣(ダガー)を引き抜くと、一足飛びにその影に向かって飛び掛かる。

				　相当の手練(てだ)れであったとしても避ける事の難しい、テンポそのものを省略する一足飛びの斬撃。あえ無く短剣(ダガー)の切っ先が、その人影の喉笛(のどぶえ)を切り裂いた。

				「なにっ!?」

				　ところが、声を上げたのはキリエ。キリエは眉を顰(ひそ)めると、残心(ざんしん)を残す事も無く飛び退いて、その人影から距離を取る。間違いなく斬撃は相手の首筋を捉(とら)えた。しかし何一つ手ごたえが無かったのだ。実際キリエの眼にも、その人影が短剣(ダガー)の切っ先が起こした風圧にあわせるようにして、ただゆらりと揺れた様にしか見えなかった。躱(かわ)された訳でも無いのに、キリエの一撃は虚(むな)しく空(くう)を切ったのだ。

				　キリエは再びステップを踏むと、フェイントを交えて斬りつける。しかし影はゆらりゆらりと剣筋に合わせて揺らめくばかりで、全く手ごたえが無い。

				　キリエの胸に、ミオの呼吸がより苦しげになっていく事への焦りだけが募っていく。

				「ミオ様っ！」

				　思わず呼びかけるキリエの声にも、ミオは反応を返してはこない。むしろ反応したのは、黄色く発光する人影。普通の人間で言えば、顔にあたる辺りがぐにゃりと歪んで、そこに一筋の細い空隙(くうげき)が生まれる。

				「笑うなああああ！」

				　思わずキリエは人影に向かって怒鳴りつけた。キリエの眼には、それがにやりと笑った様に見えたのだ。

				　そこから幾度となく、キリエは攻撃を繰り返した。背筋に走る冷たい物を振り払う様に、ただ我武者羅(がむしゃら)に短剣(ダガー)の斬撃を人影に向かって叩きつける。しかし相変わらず短剣(ダガー)は空を切るばかりで、状況が好転する気配は微塵(みじん)も無い。

				　そして、息を荒げるキリエが、焦りとともに一際(ひときわ)大きく短剣(ダガー)を振りかぶったその瞬間。今の今まで、ただミオの上に圧(の)し掛かっていただけの人影が、キリエに向かって手を伸ばした。いや、手という表現は適切では無いかも知れない。それが手であるという事は、単純に位置関係から推(お)し測れるだけで、明確に手の形をしている訳では無いからだ。

				　刻々と形を変え、揺らめきながら伸びてくる光の触手。

				　慌てて攻撃を中止するとキリエは、サイドステップを踏んで、辛うじてそれを躱(かわ)す。しかし、肩口をその腕と思しきものが掠(かす)った途端、身体からフッと力が抜けてよろめき、キリエは足を縺(もつ)れさせて尻餅をついた。

				「ちっ！　吸精(エナジードレイン)かっ！」

				　不死者(アンデッド)特有の生命力を吸い取る特殊能力(スキル)。話に聞いた事はあったが、キリエも実際に喰らうのはこれが初めてだ。

				　肩で息をしながら、重くなった身体に鞭を打って跳ね起きると、二度目の吸精(エナジードレイン)を警戒して、大きく距離を取る。少し掠(かす)っただけでこれだけの疲労感を覚えるのだ、ずっと圧(の)し掛かられ続けているミオは、いかばかりであろうか。おそらく、このままではそれ程長くはもたない。

				「幽霊(ゴースト)！　ミオ様から離れろ！」

				　そう叫ぶキリエの声に、悲痛な色合いが混じる。

				　オアシス地帯ならばいざ知らず、そもそも墓という物が存在しない機動城砦においては、通常不死者(アンデッド)が発生する可能性は極めて低い。それだけに知識として知ってはいても、キリエにも不死者(アンデッド)との戦闘経験は全く無かった。

				　冷静になって考えれば、幽霊(ゴースト)に物理攻撃が効く筈(はず)が無いのだが、そこへ思い至るには、ミオへと危害を加える者への怒りが勝ちすぎていた。しかし今、はっきりとミオの生命の危機に思い至って、キリエの頭は一気に冷めた。

				　そうと思い至れば『魔法を使える人間を呼ぶ』、どう転んでもそういう結論へと到達する。

				　魔法を使える者を呼ぶ為に、キリエが扉の方へと向かって後ずさりを始めると、その途端、幽霊(ゴースト)が思いがけない動きを見せた。幽霊(ゴースト)の揺らめくその両手の間に、突然炎の球が現れたのだ。

				　キリエが驚きに目を見開いている間にも、火球はどんどんと膨れ上がっていく。それはどう見ても魔法。『火球(フィアンマ)』の魔法であった。

				「幽霊(ゴースト)が火球(フィアンマ)を使うだと!?」

				　思わず声を上げるキリエ。そしてまるでその声に反応するかのように、幽霊(ゴースト)が小刻みに震える、今度は先程よりも、もっとはっきりとキリエの事を嘲笑(あざわら)ったのだ。

				　そもそも炎系統の魔法は不死者(アンデッド)の弱点の一つだと言われている。しかしその弱点である筈(はず)の魔法を、この得体のしれない幽霊(ゴースト)は使おうとしているのだ。

				　キリエが戸惑っている内にも、刻一刻と不死者(アンデッド)の手の間で肥大していく火球。

				　このまま、後ずさっていては間に合わない！

				　キリエは幽霊(ゴースト)に背を向けると、猛然とダッシュ。一気に部屋の外へと飛び出すと、廊下を挟んで向かい側の壁を蹴りつけ、ドアの正面、火球(フィアンマ)の射線上から、廊下を横へと必死に飛び退く。

				　その瞬間、幽霊(ゴースト)の手の中で膨れ上がった火球が弾けた。

				　間一髪、つい今しがたまでキリエがいたところを、火球が炎の尾を引きながら横切り、轟音をたててドア正面の壁面を砕く。降り注ぐ破片から逃れようと頭を抱えて蹲(うずくま)りながら、キリエはあらん限りの声を上げた。

				「シュメルヴィ殿！　起きろおおお！」

				　ミオの私室から近い部屋にいて、魔法が使える者と言えば、筆頭魔術師であるシュメルヴィより他にない。耳を澄ませば、荒っぽくドアが開く音。それに続いて、慌ただしい足音が廊下の角を曲がった向こう側から響いてくる。

				　しばらくすると角を曲がって、シュメルヴィとナナシが廊下を走ってくるのが見えた。おそらく爆発音とキリエの声を聞きつけてくれたのだろう。

				「キリエさん！　大丈夫ですか？」

				　ナナシがキリエに駆け寄って助け起こすそのすぐ脇で、シュメルヴィが開け放たれたドアの前に立ち塞(ふさ)がり、部屋の中を睨(にら)み付ける。

				「生霊(レイス)！」

				　ミオの上に跨(またが)って、汚らしく濁(にご)った光を放つ人影に、シュメルヴィが眉を顰(しか)める。そして人影の方もシュメルヴィの紫のローブを見とめた途端、著しい反応を見せた。まるで、叫びを上げるかのように大きく顔面の空隙(くうげき)を広げるとそのまま、ゆっくりと消滅し始めたのだ。

				「逃(のが)すものですかぁ！　『魔槍(ジャベリン)』！」

				　シュメルヴィが叫ぶ様に聖句(ジノン)を唱えて指差すと、指先から迸(ほとばし)った稲妻が、槍の形を取りながら真っ直ぐに、薄れゆくその人影へと飛んでいく。しかし『魔槍(ジャベリン)』が到達するより早く、人影は完全に掻き消えてしまった。

				「シュメルヴィ殿？」

				　思わず肩を落とすシュメルヴィへと、キリエが声を掛ける。

				「うぅー逃げられましたぁ」

				　悔しそうに歯噛みするシュメルヴィの脇から、キリエが部屋の中を覗きこむ。確かに先程まで存在したあの黄色い光は見当たらず、ミオの私室は本来あるべき深い闇を湛(たた)えていた。

				

				　　　　　　＊

				

				「僕、部屋から灯りを取ってきますね」

				　そう言ってナナシが駆け出そうとするのを、シュメルヴィがその手を掴(つか)んで止める。

				「ナナシくん、大丈夫よぉ。ちょっと待っててぇ」

				　シュメルヴィはそう言うと、徐(おもむろ)に聖句(ジノン)を唱えた。

				『光あれ(スィア・ラ・ルーチェ)』

				　途端にシュメルヴィの頭上に光の球が現れ、明るく周囲を照らし出す。その光球はシュメルヴィの頭上をふよふよと浮かびながら、彼女が動くとそれに合わせて一緒に動いた。

				　本来それどころでは無いのだが、なんだかペットの様でちょっと可愛い。ナナシはそう思って少し和(なご)んだ。

				「じゃあ、ついて来てねぇ」

				　光球を従えるシュメルヴィを先頭に、ナナシとキリエはその後について、警戒しながらミオの私室の中へと踏み込んでいく。

				　既に先程の幽霊(ゴースト)の姿は見当たらず、部屋の中はしんと静まり返っている。しかし、部屋の中央辺りまで来たところで、ベッドの上にミオの姿を見つけた瞬間、シュメルヴィがあからさまに顔を強張(こわば)らせた。そしてその時、ナナシはシュメルヴィがとても小さな声でこう呟(つぶや)くのを聞いた。

				「危なかったぁ」

				　危なかった？　思い返してみれば、先ほどシュメルヴィは、思いっ切り『魔槍(ジャベリン)』の魔法を部屋に向かって打ちこんでいた。もしかして、シュメルヴィは中にミオがいることに、思い至っていなかったのではないだろうか？

				　幸いにも『魔槍(ジャベリン)』がミオに当たる事は無かった様だが、一歩間違えばナナシとキリエが取り押さえるべき相手が、先程までの幽霊(ゴースト)ではなくシュメルヴィになっていたところである。

				「ミオ様！」

				　ナナシが思わず、呆れる様な視線をシュメルヴィに向けたのとほぼ同時に、キリエがナナシの背後から慌ただしく飛び出して、ミオの横たわる寝台(ベッド)へと駆け寄る。

				「ミオ様！　起きてください！　ミオ様！」

				　キリエがいくら呼びかけても、ミオが目を覚ます様子は無い。苦しそうに眉根を寄せながら、ただ荒い呼吸を繰り返すばかりだ。

				「シュメルヴィ殿！　治療を！」

				　必死の形相のキリエがシュメルヴィを振り返る。しかしシュメルヴィは少し困ったような表情を見せた。

				「実はぁ、私、治癒魔法って使えないのよねぇ……他の魔法でも良い？」

				「かまわん！　何でも良いから早くやってくれ！」

				「わかったわぁ」

				　キリエの苛立(いらだ)ちを逆撫(さかな)でするのでは無いかと思うほど、ゆっくりとした挙動(きょどう)で、シュメルヴィはミオの胸元に手を当て、聖句(ジノン)を唱えた。

				『再生(リナッシェンテ)』

				　聖句(ジノン)が途切れるのと同時に緑・黄・赤、三色の光が絡み合いながらミオの身体へと流れ込んでいく。途端に蒼(あお)ざめていたミオの頬に赤みが差しはじめ、呼吸も穏やかな物へと変わっていく。

				「これは治癒魔法じゃないんですか？」

				「んー、違うわよぉ、時間魔法。ミオ様の身体の状態を大体三時間前ぐらいまでぇ、巻き戻しただけよぉ」

				　巻き戻しただけ、とシュメルヴィはたいした事でも無い様に答えたが、ナナシの眼にはどう見ても治癒魔法より上位の魔法にしか見えなかった。ともかくこれで一安心とナナシとキリエが安堵(あんど)の吐息を洩らした途端、シュメルヴィが悲鳴にも似た声を上げた。

				「ええっ！　なんで!?」

				　シュメルヴィの驚愕に満ちた視線の先を目で追うと、そこには、一度は赤みが差した筈(はず)のミオの頬が徐々に蒼(あお)ざめ、唇も鮮やかさを失って土気色になっていくのが見えた。次第に呼吸も荒くなり、再びつい先ほどまでの苦しげなものへと戻っていく。

				「シュメルヴィ殿、まさか失敗したのか!?」

				「そんな訳ないじゃない！」

				　キリエの発言に甚(いた)くプライドを傷つけられたのだろう。シュメルヴィは、これまで見せた事も無いような鋭い目でキリエを睨(にら)み付ける。

				「御託(ごたく)は良い！　早く何とかしてくれ！」

				　シュメルヴィの視線を真っ直ぐに受けて睨(にら)み合いながら、キリエは叫ぶように声を上げる。シュメルヴィは小さく舌打ちすると、再びミオへと視線を落とし、まじまじとその全身を観察し始める。

				「ナナシくんは向こうを向いてて！」

				　シュメルヴィは、ナナシに向かってそう怒鳴りつけると、ミオの纏(まと)っている夜着の胸元を開く。その瞬間、背を向けたナナシの耳にもはっきりと、シュメルヴィが息を呑む音が聞こえた。

				「どうした？」

				　キリエが詰め寄ると、シュメルヴィは今にも泣き出しそうな顔で答える。

				「最悪よぉ。心臓から経路(パス)を引かれてしまってるわぁ」

				「経路(パス)？」

				「わかりやすく言うとぉ、生命力を吸い上げるストローの様なものがぁ、ミオ様の魂に刺さっているってことよぉ」

				「何だと!?」

				「直接ぅ、吸精(エナジードレイン)を受けるよりはぁ、時間がかかるけどぉ、このままじゃぁ衰弱して死んでしまうわぁ」

				「ど、ど、どうにか出来ないのか？」

				「とりあえずぅ、応急処置的に、もう一度時間魔法を掛けるけどぉ、経路(パス)そのものを断ち切らないことにはぁ……」

				「それはどうしたら良いんだ？」

				「神聖系の結界でぇ、ミオ様を取り囲むのが最善だけどぉ、私も含めてサラトガにはぁ、そんな魔法を使える魔術師はいないわぁ」

				　その答えに、くらりとよろめいて膝から崩れ落ちると、キリエは悔しげに石造りの床(フロア)を拳で叩く。

				「くそっ！」

				　ナナシはキリエへと歩み寄って、その肩を抱くと、シュメルヴィへと顔を向けて尋ねた。

				「シュメルヴィさん、結界を張れれば良いんですよね？」

				「そうよぉ、神聖系の邪(よこしま)なものを寄せ付けない為の結界ならぁ、それほど強力なものでなくても大丈夫だとは思うけどぉ」

				「わかりました」

				　ナナシは力強く頷(うなず)くと、俯(うつむ)いたままのキリエの顔を覗きこむ様にして語りかける。

				「キリエさん、塩は手に入りませんか？　できるだけ沢山」

				「塩？　それは調理場にはあるだろうが……。お前、こんな時に何を言ってるのだ」

				「こんな時だからですよ。ミオ様を助けるためです。お願いします」

				　ナナシの真剣な表情に押し切られて、納得のいかない表情のまま、キリエは塩を手配しに部屋を出て行く。そしてシュメルヴィが更にもう一度、ミオに時間魔法をかけ終わったところで、布袋(ぬのぶくろ)を抱えたミリアと一緒に戻ってきた。

				「ナナちゃん、お姉ちゃんに言われて、お塩をかき集めてきたけど……」

				　キリエから既に事情は伝わっているのだろう。ミリアはちらりとベッドの上のミオの様子を窺って、そのまま口ごもる。

				「ありがとうございます」

				　ミリアから布袋(ぬのぶくろ)を受け取ってナナシは中を覗く。中身は確かに塩だ。

				「で、それをどうするのだ、我が弟よ」

				「砂漠の民に伝わるミソギという儀式を試してみます」

				「ミソギ？」

				「ええ、見ていてください」

				　そう言うと、ナナシはベッドを取り囲むように塩を撒(ま)きはじめる。塩は貴重品だけに、ミリアは気が気でないと言った表情で、ナナシの挙動を落ち着きなく目で追っている。

				「あまつかみくにつかみ……やほよろづのかみたちともに……あめのふちこまのみみふりたててきこしめせと……かしこみかしこみもまをす」

				　塩を撒(ま)きながらナナシは、とても小さな声で何かを呟(つぶや)いている。少なくとも公用語(コモン)ではない。その奇妙な響きの持つ言葉は、キリエ達の耳にはたどたどしい歌の様に聞こえた。そして、ナナシが寝台(ベッド)を一周するように塩を撒(ま)き終わると同時に、シュメルヴィが驚嘆の声を上げる。

				「えっ！　嘘ぉ！　経路(パス)が断ち切られたわぁ」

				「なんだと!?」

				　シュメルヴィ、キリエ、ミリア、三人共が信じられないものを見る様な目で、ナナシを見つめる。

				「良かった。実際に試したことは無かったので、効果があって良かったです」

				　ナナシは胸を撫で下ろすような仕草を見せて、ニコリと微笑んだ。

				「ナナシくん、説明してくれないかしらぁ。何がどうなってるのぉ？」

				「いや、どうなってるも何も、単純な話ですよ？　塩には穢(けが)れたものと反発する性質があるというだけの話で……」

				「そうなのぉ？」

				「ええ、僕も詳しくは知りませんけど、そういうものだと教えられましたから」

				「お塩にそんな効果があっただなんてぇ。これはぁ、研究してみる価値がありそうねぇ」

				　シュメルヴィとミリアが感心した様な表情を浮かべる中、キリエだけは未だに理解が追い付かない様で、不思議そうな顔をして首を捻(ひね)っている。

				「つまり、塩(しお)揉(も)み胡瓜(きゅうり)は神聖だということか？」

				「いや、そう言う事ではなくて……」

				　何処から出て来たんだ、塩(しお)揉(も)み胡瓜(きゅうり)。

				「塩(しお)揉(も)み胡瓜(きゅうり)なら、あの幽霊(ゴースト)をぶん殴れるってことだな？」

				「いや、もしかしたらそうかもしれませんけど、胡瓜(きゅうり)の部分が強くなる訳じゃないですからね。折れるだけですからね」

				「では、剣を塩(しお)揉(も)みしたら……」

				「うん、幽霊(ゴースト)より先に、手が切れますね。揉んじゃったら」

				「我が弟よ、揚足を取るんじゃない」

				　最後まで言い切る前にナナシに否定されて、キリエは憮然(ぶぜん)とする。

				「でもナナシくんの言うとおりならぁ、たぶんいくら塩をまぶしてもぉ、単純に反発するだけだろうからぁ、生霊(レイス)相手じゃ大したダメージは与えられないと思うわよぉ」

				「生霊(レイス)？　あれは幽霊(ゴースト)では無いのか？」

				「まあ、幽霊(ゴースト)の一種には違いないけれどもぉ、あれは生霊(レイス)ね。すごく限られた人がぁ、すごく限られた死に方をした時になる不死者(アンデッド)なのぉ」

				「すごく持って回った言い方をするのだな」

				「んー具体的に言うとねぇ、死者の魂を使役しようとしてぇ、失敗してぇ、逆に引っ張り出された死霊術師(ネクロマンサー)の魂が悪鬼と化したもの。それが生霊(レイス)よぉ」

				「魔術師の幽霊(ゴースト)という事ですか？」

				「正確に言うとぉ、死霊術師(ネクロマンサー)の幽霊(ゴースト)ということねぇ」

				　シュメルヴィの説明に、キリエがうんうんと頷(うなず)く。

				「なるほど、それでヤツが幽霊(ゴースト)の癖(くせ)に、魔法を使ってきたことも理解できる」

				「魔法？」

				「ああ、火球(フィアンマ)だ」

				「いや、無いとは言い切れないけどぉ、それはおかしいわぁ」

				　シュメルヴィは、キリエへと指を付きつける様にして説明する。

				「いい？　死霊術と魔術は似て非なるものよぉ。むしろ相容れない物と言ってもいいわ。死霊術を使う様になるとぉ、普通は魔術を使えなくなってしまうのよぉ」

				「それは、つまりどういうことだ？」

				「見間違いなんじゃないのぉ」

				「そんな筈(はず)は……」

				　納得がいかないという表情のまま、キリエは腕を組んで考え込む。

				「ともかくぅ生霊(レイス)には生霊(レイス)の対処の仕方というものがあるわぁ。生霊(レイス)は肉体に縛られる存在なのぉ。死体から千ザール程度しか離れられないしぃ、死体が骨の一片も残さず消滅すればぁ、一緒に生霊(レイス)も消滅してしまうのぉ」

				「つまり、この城の中にその死霊術師(ネクロマンサー)の死体が在るということなんですね」

				「どうする？　兵達を総動員して城の中を探すか？」

				「ダメだよ、お姉ちゃん。明後日(あさって)にはゲルギオスとの戦闘に入っちゃうんでしょ？　今兵隊さん達を動揺させたら、勝てるものも勝てなくなっちゃうよ」

				　キリエの主張は尤もではあるが、ミリアの言う通り、確かに今はタイミングが悪すぎる。

				「じゃ、この四人で手分けするという事ねぇ」

				「ええ、でもシュメルヴィさんはミオ様の傍に付いていて貰った方が良いと思います。何時(いつ)また、その生霊(レイス)がミオ様を狙って現れるか、分かったものではありませんし」

				「分かったわぁ」

				　ナナシの主張にシュメルヴィが頷(うなず)いた所で、キリエがコホンと咳払いをする。

				「ところでシュメルヴィ殿、そろそろローブの前を閉じていただけませんか？　その、何と申しますか……。我が弟の健全育成に差し障(さわ)りがありますので」

				　そう言われて、シュメルヴィはゆっくりと自分の恰好を確認する。

				　キリエの叫び声を聞いて、夜着の上に慌てて紫のローブを引っ掛けて出て来たのだ。たしかにちゃんとした格好で有る筈(はず)が無い。しかしそれを言い出せば、ミリアも夜着、キリエだって下袴(ズボン)型ではあるが、あれも夜着だろう。二人と比べてシュメルヴィの恰好の違いは何かと考えれば、うん、大人(アダルト)具合が違いすぎる。

				　ミリアの綿素材の厚手のそれが、子供染みているという事もあるだろう。キリエの黒一色のそれが、地味過ぎるという事もあるだろう。しかしシュメルヴィのソレは、あまりにも色っぽ過ぎた。

				　具体的には、透(す)っけ透(す)けであった。下半身の、唯でさえ際どい下着は丸見え。上半身に至っては下着も着けていない胸が、薄い布地越しにはっきりと確認できると、まあそういう具合であった。

				「ワァオ……」

				　シュメルヴィが特に慌てる様子もなくそう呟(つぶや)いて、あたりを見回せば、ミリアに目つぶしを喰らって、目を押さえながら蹲(うずくま)っているナナシの姿があった。

				

				　　　　　　＊

				

				　コンコンとノックの音が響いて、ナナシがキリエの部屋へと戻ってくる。

				「どうだった？」

				　ミリアのその問いかけに、ナナシは無言で首を振った。

				「そーかぁ、ボクの方も収穫無しなんだよね。グスターボ様の部屋だけは、専属メイドのメアリがいるから調べられなかったんだけど、それ以外はひとしきりチェックできたんだよ。でもね、死体なんてどこにも見あたらなかったよ」

				「私の方も同じだ。上層階から虱(しらみ)潰(つぶ)しに当たっていったのだが、全く何の手がかりも見当たらん」

				　生霊(レイス)がミオを襲ってから数時間後、陽が昇るとともに、ナナシ達は城の中を生霊(レイス)の痕跡(こんせき)を求めて捜索を開始していた。

				　シュメルヴィの話によると生霊(レイス)は自分の死体から、そう遠くへと離れることは出来ないらしい。それ故に差しあたっての行動指針として、三人はその死体を探していたのだ。

				　ただ探せば探すほどに、それがあまりにも荒唐無稽な話の様に思えてくる。

				　生霊(レイス)は死霊術師(ネクロマンサー)が霊を使役しようとして失敗した成れの果てだというが、そもそもサラトガには死霊術師(ネクロマンサー)など一人として存在しない。死体として運び込まれたか、それともサラトガ城に入ってから生霊(レイス)になったのかは分からないが、いずれにしろ、そんな得体のしれない人間が易々と侵入できるほど、サラトガ城の警備はザルでは無い。

				「ねえミリアさん、これって本当にゲルギオスの仕業なんですか？」

				「うん、それは間違いないね」

				　ナナシのその問いかけに、ミリアはこれまで積み上げてきた推論を頭の中で点検する。

				　ナナシやキリエにも、まだ詳しい話をする事は出来ないが、これがゲルギオスの仕業である事、それは今更、疑うまでも無い。

				　生霊(レイス)を使って、ここでミオを亡き者にした後、内通者はきっとこう言いだすのだ。「ミオ様の意志を継いで、ゲルギオスを倒すのだ」と。そして後戻り出来ない所まで、サラトガを誘導しようとすることだろう。

				　いっその事、ミオが死んだという事にして、内通者を炙りだすというのはどうだろう？　いや、それをしてしまえば、明日にはゲルギオスとの戦闘が始まるというのに、兵士達の士気はガタ落ちになってしまう。

				　内通者は間違いなく幹部の中にいる。そうで無ければ筋が通らない。ただ不自然なのは、骸骨兵(スケルトン)事件の時の狙いはナナシであったのに、今回の標的(ターゲット)はミオだという事だ。

				　ゲルギオスの狙いがミリアの推測通りならば、確かにどちらを殺害しても目的を達することが出来る。しかし、それならば骸骨兵(スケルトン)事件の時点でミオを狙っていれば良かったのだ。何の地位もないナナシを狙うという奇異な動きをしなければ、ミリアに勘づかれる事も無く、彼らは目的を遂行出来た筈(はず)なのだ。

				　あの時点ではミオを狙えない事情があった。そういう事なのだろうか？

				　ミリアの思考はそこで行き詰ってしまった。それ以降、思考の海を漂う小舟は、何処の岸にも辿り着く様子は無い。

				　とにかく今、信じて良いのはナナシと実の姉であるキリエだけだ。それ以外は、昨夜行動を共にしたシュメルヴィでさえ、ミリアは気を許すつもりは無い。

				　ミリアが真剣な表情で考え込む様子を見て、キリエは苦笑する。この賢い妹の頭の中に、着々と真実に向かって思考が積み上げられていることを知っているのだ。

				「そうだ、我が弟よ、先程ミオ様が目を覚ましたと連絡があったぞ」

				「良かった、ご無事なんですね」

				「ああ、今はシュメルヴィ殿が傍に付いてくれている。魔術師が傍にいれば生霊(レイス)も出ては来れんだろうからな」

				　しかし、キリエのその言葉に、ミリアは不安そうな表情を見せた。

				「シュメルヴィ様だけ？」

				「いや黒筋肉(ガチムチ)を二人、サイドチェストのポージングで、寝台(ベッド)の脇に控えさせている。何かあれば、奴らがミオ様の楯となる筈(はず)だ」

				「なんでサイドチェストのポージングなのかは敢(あ)えて聞かないけど、それなら良かった。でもシュメルヴィ様に四六時中付いていて貰う訳にもいかないし、やっぱり問題の根っこから断たなきゃダメだね。こうなったら、今晩シュメルヴィ様にはミオ様の傍から離れてもらって、生霊(レイス)をおびき出そうよ。で、ボクたち三人で倒すんだ」

				「ボクたち三人でって……相手は剣で斬れない化物だぞ、シュメルヴィ殿にも居てもらった方が良いのではないか？」

				「魔術師が傍にいれば生霊(レイス)は出て来れないって言ったのは、お姉ちゃんじゃない。それにこの生霊(レイス)を操っている奴の正体が分からない今、誰が敵でもおかしく無いんだよ。それはシュメルヴィ様も例外じゃないね」

				「じゃあ、剣姫様にお願いするというのは？」

				　ミリアはナナシをジトっとした目で見つめる。

				「なんでそこで剣姫様が出てくるのかは敢(あ)えて聞かないけど、それだって同じ事だよ。ボクは彼女だって信じていない。まあ、彼女がもし内通者だったら、こんな回りくどい事はしないだろうけどね。どっちにしろ彼女は火力が有り過ぎるんだよ。練兵場(れんぺいじょう)の時みたいにこの城を瓦礫(がれき)の山にしたい？」

				　ナナシは顔を蒼ざめさせて、ふるふると首を振る。

				「で、ミリア。何か手があるのか？」

				「シュメルヴィ様は、生霊(レイス)には知能があるって言ってたよね」

				「ああ、確かにそう言っていた」

				　キリエのその返答に満足そうに頷(うなず)くと、ミリアは悪戯(イタズラ)を思いついた子供の様な表情でこう言った。

				「知能があるっていう事は、騙(だま)す事が出来るって事だよ」

				

				　　　　　　＊

				

				　煌々(こうこう)と明るい盈月(えいげつ)が、フロアの上に窓の形を描き出す静かな夜。

				　薄闇の中、寝台(ベッド)脇の椅子に深く腰掛けて、シュメルヴィはミオの寝顔を見つめていた。

				　ミオには昨晩起こった事の顛末(てんまつ)を全て報告し、今晩ミリア達が彼女を囮(おとり)にして、生霊(レイス)退治を行うということも伝えた。普通に考えれば、自分自身が得体の知れない化物に狙われているなどと告げられれば、平静を保っていられる筈(はず)が無い。

				　しかしミオは、

				「うむ、任せたのじゃ」

				　と、ただ一言そう答えると、何ら怯(おび)える様子も無くあっさりと眠りに就いてしまった。

				　豪胆というべきか……。いや、それだけミリアの達の事を信頼しているという事なのだろう。いずれにしても、真っ当な神経ではこんな状況で眠る事など出来はしない。彼女の在り方もまた、どこか歪んでいるとしか言いようが無かった。

				　シュメルヴィの思考が、この幼い領主の内包する『歪(ゆが)み』へと到ったその時、コンコンと甲高いノックの音が響き、仄(ほの)かに発光する精霊石を手にしたミリアとナナシ、さらにその後ろからキリエが部屋へと入ってくる。

				「お疲れ様です。シュメルヴィ様、交代のお時間です」

				「わかったわぁ、でも本当にぃ大丈夫ぅ？　私もここに居ようか？」

				　そう言って心配げに眉を寄せるシュメルヴィに、ミリアはニコリと微笑む。

				「ありがとうございます。お気持ちは嬉しいんですが、シュメルヴィ様が居ると生霊(レイス)は現れませんから……どうしようも無くなったら大声を出しますから、その時はお願いします。でもそれまでは絶対に来ちゃダメですよ。たとえ作戦が上手く行っててもシュメルヴィ様が来た途端、生霊(レイス)は逃げちゃいますから」

				「分かったわぁ、いつでも出られる様に部屋で待機しているから……無理しちゃダメよぉ」

				　シュメルヴィは素直に頷(うなず)いた。余談ではあるが、相変わらずの胸を強調する様なポーズに、ミリアのすぐ後ろでキリエが、人知れずスゴい表情をしていた。

				「メルトザニ、ガラスク、お前たちももう良いぞ！」

				　シュメルヴィの方を見ない様にしながら、キリエがそう声をかけると、サイドチェストの姿勢で彫像の様に身じろぎ一つしなかった黒筋肉(ガチムチ)達が動きはじめる。そして、キリエに向かって一礼するとそそくさと部屋から出て行った。

				「じゃあ、気をつけてねぇ」

				　続いてシュメルヴィが、ゆっくりとした足取りでミオの私室を後にする。遠ざかっていく足音を聞きながら、ナナシは先程までシュメルヴィが座っていた寝台(ベッド)の脇の椅子に腰を降ろした。そこが今夜、ナナシに与えられたポジションなのだ。

				　同様にキリエとミリアも押し黙ったまま、前もって考えておいた配置に着く。ミリアが入口のあたりに立ち、部屋の中央でキリエがミリアを背後に庇(かば)う様に立った。

				　テーブルの上に置いた精霊石の仄灯(ほのあか)りの元、三人は静かに佇(たたず)んでいる。

				　しばらくは何も起こらなかった。ただ互いの息遣いとミオの寝息だけが、一定のリズムで静かな部屋に降り積もり、ナナシは途切れることの無い緊張感に、かすかに眼の奥が痺れてくる様な感覚を覚えて目を伏せる。キリエもほとんど音の無い空間に長くいるせいか、耳の奥でキーンという不快な耳鳴りのような音がして、軽く両耳を指で押さえた。

				　その刹那(せつな)、

				　ヒュオオオオオオという深い洞窟に風が吹き込む様な音と共に、ミオの真上、その宙空に、薄汚れた黄色い光がじわじわと明滅しながら現れる。

				「来たぞ！」

				　キリエが叫び、唯でさえ張りつめていた緊張感がピークに達すると、鉄火場(てっかば)をほとんど経験したことのないミリアは、表情を強張(こわば)らせてゴクリと喉(のど)を鳴らした。

				　生霊(レイス)は全身を完全に発現させると、ゆっくりとミオの身体の上へと降り立っていく。しかしそれを指を咥(くわ)えて見ているナナシではない。椅子を蹴り上げて場所を開けると、前後に足を開いて少し腰を落す。

				　それは『ジゲン』の構え。

				　ただの裂け目にしか見えない生霊(レイス)の伽藍堂(がらんどう)の眼窩(がんか)が、ナナシを捉えるよりも早い踏み込み。目にも留まらぬ神速の一閃。鞘(さや)を走った刀が、横なぎに生霊(レイス)の胴体を切り裂いた。通常であれば、断面も滑らかに真っ二つになったであろう一撃ではあったが、切り裂かれた部分はゆらりと揺らめくばかり、正体のない煙のように再び人の形をとっていく。

				　ニヤリ。

				　ナナシは生霊(レイス)の空洞の目に、煙の薄い部分としか見えない口元に、蔑(さげす)む様な笑みが浮かぶのを見た。背中を冷たい汗が伝う。事前にキリエに聞いていた通り、手ごたえは全くなかった。しかし、だからと言ってここでやめる訳にはいかない。生霊(レイス)は既にミオの身体の上へと覆い被さり、吸精(エナジードレイン)を始めている。徐々に荒くなっていくミオの呼吸音が、ナナシの焦燥(しょうそう)を加速させた。

				　ナナシは剣を抜き払うと、幾度となく生霊(レイス)を斬りつける。一撃一撃は確かに鋭いが、傍目(はため)には芸の無い斬撃に見えたことだろう。破れかぶれの攻撃、おそらくそう見えた筈(はず)だ。

				　生霊(レイス)も避ける価値も無いとばかりに、その斬撃を受けるがままに受け続けていたが、いい加減ウザったく感じてきたのか、ナナシに向かって両腕を突き出し始めた。

				　実体のないその攻撃を、刀で受け流すことなど出来ない。次々に突き出される両腕を何とか躱(かわ)しながらも、腕に、肩口に、掠(かす)る度に精気を吸われ、ナナシはよろめき、次第に動きは鈍くなって、遂には膝ががくりと沈み込む。

				　その瞬間を狙っていたかのように、生霊(レイス)の腕がナナシの首筋を捉(とら)えた。

				　命そのものを吸われる。そのおぞましい感覚に肌を泡立てながら、ナナシは首筋に纏(まと)わりつく黄色い光を振り払おうともがく。その瞬間、

				「オラアァァァァア！」

				　ナナシの窮状(きゅうじょう)を見かねたキリエが腰から短剣(ダガー)を引き抜くと、叫び声を上げながら、生霊(レイス)へと突っ込んでいく。捻(ひね)りを加えた一撃は生霊(レイス)のどてっ腹に風穴を開け、生霊(レイス)は興味を失ったかの様にナナシから手を離す。しかし、その一撃も効果が無いという意味においては、これまでと何ら変わりは無い。煙のような身体(からだ)は瞬(またた)く間にその穴を塞(ふさ)ぎ、生霊(レイス)はキリエを標的(ターゲット)に据えるとするりと腕を伸ばした。

				　深く踏み込んだが為に避けることも叶わず、キリエはあえ無く生霊(レイス)の腕に纏(まと)わりつかれて、がくりと膝をつく。何とか意識を保ってはいるが、それも時間の問題だ。

				「お姉ちゃん！」

				　それまで息を潜めていたミリアが思わず声を上げる。しまった！　そう思った時には既に遅い。生霊(レイス)の空洞の眼は、ミリアの姿を捉(とら)えていた。

				　生霊(レイス)が嘲(あざけ)る様に喉(のど)を晒(さら)して上を向くと、その顔の輪郭が徐々に明確なものへと変わっていく。それは嗜虐的(しぎゃくてき)な表情で楽しげに笑う男の顔。

				「えっ、なんで!?」

				　それはあまりにも予想外の出来事。生霊(レイス)が形作ったその顔は、ミリアにも見覚えのある者のそれであった。

				　ミリアは驚愕の表情を浮かべ、額から滲(にじ)み出る汗もそのままに、必死に背後のドアノブへと手を掛ける。その途端、生霊(レイス)はミリアに向かって動き出した。逃がさない。その動きは雄弁にそれを物語っている。生霊(レイス)はナナシとキリエを放置して、ミリアの方へと一直線に向かってくる。そうだ、ここにいる者は誰も自分を傷つけることはできない。だが魔術師を呼ばれては厄介だ。ドアの前に居るのはか弱い家政婦(メイド)。それがドアを出て魔術師を呼びに行こうとしている、ならばその前に、命を吸い尽くしてやろう。ミリアには生霊(レイス)の考えている事が伝わってくるように思えた。

				「いやっ！　来ないで！」

				　迫りくる化物に怯える少女。伽藍堂(がらんどう)の眼窩(がんか)を嗜虐(しぎゃく)の歓びに歪ませながら、生霊(レイス)は一直線にミリアへと近づいていく。こんな状況に直面すれば、この家政婦(メイド)が恐慌状態に陥(おちい)ったとしても何ら不思議な事ではない。

				「いやああああぁぁぁ！」

				　悲鳴を上げながら、ミリアは殴りつける様に、生霊(レイス)の身体へと拳を伸ばす。触れれば精気を吸われる。そんな事も分からなくなるほどに怯えているのかと、生霊(レイス)は煙の様なその身体を快感に震わせた。

				　生霊(レイス)は、気付かなかった。

				　この家政婦(メイド)の眼が理性の光を失ってはいないことを。その口元には確信めいた笑みが浮かんでいたことを。

				　家政婦(メイド)の握った拳は、生霊(レイス)の身体の内側、そこに手を差し込んだ状態でぴたりと止まる。未だ生霊(レイス)は気付いていない。この家政婦(メイド)の拳の内側には、パンパンに張った布袋(ぬのぶくろ)が握られていることを。

				　命を吸われるおぞましい感覚を味わいながら、ミリアは声を限りに叫んだ。

				「お姉ちゃぁぁぁぁあん！」

				「応！」

				　生霊(レイス)の背後で、最後の力を振り絞る様にして、ゆらりと立ち上がるキリエ。

				　ここまでのナナシとキリエの攻撃は全て、生霊(レイス)を油断させるためのフェイクだ。一瞬にして消えて逃げ去ることができる生霊(レイス)に、逃げる必要は無いと油断させるために、敢(あ)えて執拗(しつよう)なまでに効かない武器で攻撃し続けたのだ。

				　しかし、キリエは腰に回した鞭を引き抜き、構えようとするが、そこで限界を迎える。眼が霞(かす)み、意識が遠のき、くらりと倒れそうになる。しかしその瞬間、キリエの背後から、腰にしがみ付く様にして支える者がいた。ナナシだ。

				「キリエさん！」

				　ナナシと見つめ合って頷(うなず)くと、キリエは諤々(がくがく)と足を震わせながらも、渾身(こんしん)の力を籠(こ)めて鞭を振るう。

				「愛してるぞおおおおぉ！　ミリア！」

				　この掛け声については、ミリア本人としては色々と思うところはあるが、鞭は的確にミリアの掌(てのひら)に乗った布袋(ぬのぶくろ)を打ち破った。

				　その瞬間、はじけ飛ぶ布袋の中の白い粉末。それは塩。昨日ナナシは何と言った。塩は穢(けが)れたものに反発する、そう言ったのだ。

				「ぎゃあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあ！」

				　穢(けが)れそのものである生霊(レイス)の身体の中で反発する塩。聞くものに凄まじいほどの嫌悪感を与える断末魔の叫びを上げながら、生霊(レイス)は一気に膨張すると、そのまま風船の様に破裂して空中で四散した。

				　飛び散った微かな燐光(りんこう)が消滅してしまうと、部屋は痛い程の静けさを取り戻す。

				「はあ、終わっ……た。こ、これキツいなぁ……」

				　ぺたんとその場に座り込むミリア。

				　薄闇に目を凝らすと、ナナシは既に気を失っているようで、うつ伏せに倒れたままピクリとも動かない。その傍でキリエはまるで人生に挫折した人のように四つん這いのまま、息を荒げている。

				　遠のく意識の中、ミリアは『お姉ちゃん、なんかそのポーズめっちゃ似合うよ』と何気(なにげ)に酷いことを考えた。姉の愛は今一つ、妹には届いていなかったようだ。

				

				　翌朝、寝台(ベッド)の上で気だるい身体を起こして、ミオは思わず呟(つぶや)く。

				「何じゃこりゃ……」

				　それもその筈(はず)、眼を覚ましてみれば、寝台(ベッド)の脇には白目を剥(む)いたナナシが、顔だけを横に向ける様な形でうつ伏せに倒れていて、その傍には、キリエが平泳ぎの途中で力尽きたかのような、無様な恰好で倒れている。

				　入口のドアに寄り掛かるような姿勢で、気を失っているミリアは比較的マシな方だが、いずれにしても死屍累々(ししるいるい)。飛び散っている白い粉末と合わせて考えれば、よろしく無い薬物の過剰摂取でおかしくなった薬物中毒者たちの末路。実に残念ながら、そう見えてもおかしくはない絵面(えづら)であった。

				

				　　　　　　＊

				

				「これでお主のいう内通者は居なくなったというわけじゃな？」

				　午前一杯を休養にあて、ミリアはすでに通常業務に戻っている。今は乱れに乱れたミオの私室の掃除中。箒(ほうき)で塩を掃き集めるミリアの邪魔にならない様に、ベッドの上に避難して、はしたなく胡坐をかいたままミオがそう問いかけた。

				「ん？　何言ってんのミオちん。そんな訳無いじゃない」

				「む、『竜の牙(ドラゴントゥース)』を使ったのが不死者(アンデッド)で、その不死者(アンデッド)を倒したのじゃろう？」

				　ミリアは小さく嘆息する。

				「あのね、ミオちん。そもそもいくら知能があるとは言っても、生霊(レイス)が魔道具なんて使えるわけないじゃない。持とうとしたって、すり抜けちゃうんだから」

				　言われてみれば確かにそうだ。

				「じゃあ、生霊(レイス)は無関係なのか？」

				「そうは言ってないよ。骸骨兵(スケルトン)も生霊(レイス)も同一人物の差し金。それは間違いないね」

				　掃き集めた塩を塵取(ちりと)りの上に乗せながら、ミリアは落胆するミオへと小さな声で囁(ささや)く。

				「あの生霊(レイス)の正体は、ビーティさんだったよ」

				「ビーティ？　ゲルギオスが襲撃してきた時に、行方不明になった魔術師のビーティか？」

				「うん、ボクら家政婦(メイド)は普通、魔術師隊の人達とはあんまり係わりあいが無いんだけど、ビーティさんは、女好きで有名な人だったからね。家政婦(メイド)の間でもお尻を触られたって娘(こ)が結構いてさ。顔ぐらいは覚えてたんだよね」

				　絶句するミオへ、ミリアは更に話を続ける。

				「シュメルヴィさんは、生霊(レイス)は幽霊(ゴースト)を使役することに失敗した死霊術師(ネクロマンサー)だって言ってたけど、ビーティさんはただの魔術師。これってミスリードじゃない？」

				「お主は、シュメルヴィを疑っておるのか？」

				「んーどうかな、怪しいと言ったら、確かにシュメルヴィさんは怪しいけど、ボズムスさんも怪しいし、グスターボさんも怪しいし、メシュメンディさんも怪しい。でも、キルヒハイムさんは白だね。これは確定」

				「なっ!?　なんでそうなる。根拠はなんじゃ？」

				　ミリアが世間話でもするような調子で、ポンポンと、とんでもない話を放り込み、ミオは目を白黒させて狼狽(ろうばい)する。しかしミオのその様子を気に留める事も無く、ミリアは掃除道具を小脇に抱えると、さっさとドアの方へと歩いて行く。

				「あ、ミオちん。ボク他の仕事もあるからもう行くね」

				「ちょ!?　ミリア、ちゃんと説明してくれええええ！」

				　背後から聞こえるミオの絶叫にクスりと笑いながら、ミリアは上機嫌で廊下を歩いて行く。そして使用人の部屋がある一階へと戻るべく階段を降りはじめたところで、下のフロアから登ってくる姉の姿を見つけた。

				「あ、お姉ちゃん」

				「ミリア、身体はもう何とも無いのか？」

				「うん、お姉ちゃんの方こそ」

				「ああ、私は大丈夫だ。それはそうと丁度良かった。お前の事を探していたんだ」

				　ミリアは首を傾(かし)げる。

				「ボク？」

				「ああそうだ。我が弟と仲良くなれる様に、応援してほしいと言っていた件だがな、ミリア」

				「あ、うん」

				「却下(、、)だ」

				　キリエの言わんとしている事の意味がさっぱり理解できず、ミリアは何か変なものでも飲み込んだような顔になる。

				「昨晩の闘いの最中、お前への愛情と、我が弟への愛情、それぞれを再確認したら、やっと考えがまとまった」

				「はあ」

				　思わず気の抜けた返事をしてしまうミリア。

				「私が欲しいのは弟であって、妹の旦那では無い(、、、、、、、、)という事だ」

				　それだけを言ってしまうと、はははと軽快な笑い声をあげながら、キリエは階段を登って行く。その背中を見送りながら、ミリアはぽかんと口を開けてその場に立ち尽くした。

				

				　　　　　　＊

				

				　ミリアが出て行ってしまった後、ミオは寝台(ベッド)の上で、震える身体を毛布に包(くる)んで、じっと壁を見つめていた。

				「誰じゃ……内通者は？」

				　自分の信じてきた者の中に裏切り者がいる。その事実のせいで、まるで自分の心が風邪をひいてしまったかの様に寒くてならないのだ。

				　ミリア、キリエ、ナナシ。この三人は『内通者』から除外しても良いだろう。ここへ現れて数日しか経たない少年が、信用出来る者の枠内にいて、何年も自分に仕えてくれている者達が、疑わしい者達の枠内にいるとは、なんと皮肉な事であろうか。

				　キルヒハイムは白。ミリアのこの言葉は信じて良いだろう。今さらミリアの事を疑うのであれば、内通者の存在そのものを疑わねばならない。

				　そこまで考えて、ミオはぴしゃりと膝を打った。疑わしい者達の中で、メシュメンディについては、彼が『内通者』であるかどうかを確実に確認する方法がある事に思い至ったのだ。

				　壁を伝って枕元へと伸びている金色のパイプ──伝声管の蓋を開けて、口元を押し当てると「──を妾(わらわ)の部屋へ寄こしてくれ」と艦橋(ブリッジ)へ向けて指示を出した。

				「呼んだ？」

				　半刻程もするとノックもせずに、小さく扉を押し開けて一人の幼女が顔を覗かせた。

				「ああ、お主に聞きたい事がある」

				「何？」

				　そう言って幼女は、とてとてと部屋の中へ入ってくると、ミオへと虚(うつ)ろな目を向ける。

				　その瞳はミオの事を、見ている様で見てはいない。いつもの事ではあるが、これについてはいつまで経っても慣れない。自分の存在そのものが、透明になってしまったかの様な錯覚を覚えるのだ。

				「ボズムスは内通者か？」

				　返事は無い。幼女は身じろぎ一つせず、ミオの方を見ている。

				「シュメルヴィは？」

				　幼女はやはり黙ったまま。

				「ふむ」とミオは一人頷(うなず)く。やはり知らない事には答えられないのか。

				「では、メシュメンディは内通者か？」

				「……そう」

				　幼女はコクリと頷(うなず)いた。

            

	








			
				　明けゆく空が、オレンジと青のグラデーションを描いている。

				　戦闘開始予定時刻まで、あと四刻ほど。

				　いつもであれば、欠伸(あくび)交じりの商人達が開店の準備を始めている時刻だというのに、サラトガの市街地は閑散(かんさん)としている。その一方で、城の周りには武装した男たちが三々五々と集まりはじめていた。

				　機動城砦に住まう者は、領民皆兵(りょうみんかいへい)が常識だ。職業軍人もいるにはいるが、その数は決して多くは無い。普段、景気の良い声を張り上げている商人達も、いざ戦(いくさ)となれば勇猛な兵士へと変わる。

				　自分たちの住まう町がそのまま戦場まで移動してしまうのだから、そこにいる限り逃げ場なんてありはしない。機動城砦そのものが砂の海へと沈んでしまえば、戦いたく無いと泣き喚(わめ)いたところで、一緒に沈むしか道は無いのだから。

				　とりわけ今回の闘いについては、商人達の鼻息は荒い。

				　つい先日、先代サラトガ伯が盟約を結んでいた友領(、、)、機動城砦ゲルギオスが、商取引の為に接舷(せつげん)した。ところが乗り込んできたのは、商人に非(あら)ず、武装した兵士達だったのだ。

				　最終的には、辛くも撃退したとはいえ、盟約を踏みにじった者をそのままにしておいては、他の機動城砦との今後の商取引にも影響が出かねない。

				　商人達は考える。

				　盟約に背けばどうなるかを、天下に向けて示さなければならない。そう、愚か者には、それ相応の報いをくれてやらねばならないのだ。

				

				　　　　　　＊

				

				　窓の外からは、城の周囲に次々と集結してくる臨時兵員達の、ザワザワという声が響いてくる。

				　パタン。

				　キリエが窓を閉じると部屋の中に静寂が舞い降りた。

				　ここ、ミオの執務室では、ゲルギオスとの戦闘を目前に控えて、最後の軍議が始ろうとしている。

				　集まっている顔ぶれを見回してみれば、定例の軍議に比べて参加者が多い。ミオの左には近衛隊長であるキリエがいつもの様に腰を降ろし、その隣に魔術師シュメルヴィ、家宰ボズムス、将軍メシュメンディとグスターボ、そして書記官キルヒハイムと並ぶ。

				　いつもと違うのは、文官であるボズムスとキルヒハイムを除いて、それぞれの幹部の背後に副官と思われる人物が控えている事だ。いや、一部例外もいる。メシュメンディの背後には誰も立ってはいない。背後には誰も居ないのだが、なぜか幼女が一人、膝の上に座っていた。

				　赤味がかった髪をリボンで二つに纏(まと)めて、無邪気に手遊びをする幼女。その姿をぼんやりと眺めながら、ナナシはあの子が副官なのだろうか？　そう考えた後、まさか。とその考えを打ち消した。

				　そして幼女の他にももう一人、この場には非常に目を引く人物がいる。それはミオの右隣で華の様な微笑を湛(たた)えている人物。銀嶺の剣姫、セルディス卿。

				　つい目が離せなくなって、ぼんやりと見つめているナナシの視線に気がつくと、剣姫は小さく手を振ってみせる。ナナシが慌てて会釈すると、グスターボが不機嫌そうに鼻を鳴らした。

				　最後に、末席を与えられて居心地悪そうに座るナナシのその背後には、なぜかミリアが控えている。彼女はナナシが剣姫の方へと顔を向ける度に、風邪気味なのか大きく咳払(せきばら)いを繰り返した。　

				「これより四刻後(のち)、我がサラトガはゲルギオスに接舷し、これを攻撃する。戦闘を目前に控え、これより各人の役割をあらためて確認するぞ」

				　テーブルに手をついて立ち上がり、ミオが軍議の口火を切る。しかしミオのその言葉を遮(さえぎ)る様にして、グスターボが声を上げた。

				「ミオ様！　軍議を始める前にお伺いします！　戦局を左右するこの重要な軍議に部外者がおるというのは如何(いかが)なものですかな」

				「部外者？　はて誰のことじゃ」

				「そこの地虫(バグ)と家政婦(メイド)に決まっております！」

				　一斉に集まる視線。いたたまれずに思わず首を竦(すく)めるナナシ。一方、ミリアは特に気にする様子も無く、平然と微笑んで、愛想を振りまくように小首を傾(かし)げる。

				　この時、ナナシが不思議に思ったのは、グスターボがメシュメンディの膝の上の幼女については、何も言及しなかったこと。あの幼女は部外者では無いということなのだろうか。そう思ってナナシが幼女の方へと眼を向けると、丁度テーブルの下からもう一人、幼女が出てくるところだった。

				　増えたッ!?

				　あやうく声を出しそうになって、ナナシは口を押える。新たに現れた黄色味がかった髪の幼女は、「うんしょ、うんしょ」とあざとい掛け声を掛けながら、メシュメンディの膝の上へと登って行く。しかし周囲の人間は、ミリアも含めて誰も、もう一人幼女が増えたことを気にする様子は無い。

				「先日申した通り、そこのナナシはこの戦闘の間に、お主らとは別にゲルギオスに潜入し、義妹(いもうと)を探すことになっておる。そこまでは連れて行ってやるというのは、妾(わらわ)がそやつに対して与えた約束じゃ。その際、我が兵達の邪魔になられても困るからのう。ひとしきり把握させておく方が良いという判断じゃ」

				「では家政婦(メイド)の方は？　たとえキリエの妹とは言えど、家政婦(メイド)は家政婦(メイド)でございましょう」

				　グスターボの追及に、キリエが不快感丸出しの表情で立ち上がろうとするのを押しとどめて、ミオは明らかに今考えたとしか思えない理由を口にする。

				「あー、ミリアはナナシの保護者としての参加じゃ。ナナシは一人では何も出来ないダメダメっ子じゃからのう」

				　まさかのダメな子認定。いろいろと丸く収める為とはいえ、流石にソレは酷くありませんか？　と、ナナシは更に首を竦(すく)めながら、抗議の声を上げる……ただし心の中で。そして、そんなナナシの心の声とは全く関係なく、更に声を上げる者がいた。

				「異議あり！　お待ちくださいミオ様！　我が弟の保護者と言えば、お姉ちゃんであるこのキリエ以外には有り得ません！」

				　キリエさん……。

				　キリエの論点を無視したまさかの大暴走に、ナナシは居たたまれなくなって両手で顔を覆い、その場にいる人間の多くは、『また始まった』とばかりに、一斉に溜息を吐(つ)いた。

				　そんな微妙な空気の中、ミオがちらりとナナシの背後へと目をやれば、ミリアが唇を歪めながら、親指を立てて首を掻(か)き切る様な合図を送ってくる。ならば……。

				「……面倒くさいヤツじゃな。誰か、このポンコツ姉をどうにかするのじゃ」

				　溜息混じりにミオがそう指示した途端、入口の扉がバタンと開き、黒筋肉(ガチムチ)が二人、部屋の中へと飛び込んでくる。そのまま二人はキリエに歩み寄ると、無言で両脇を抱えて連行しはじめた。

				「コラ。離せ！　メルトザニ！　ガラスク！　私はお前達の隊長なのだぞ。離せ！　離せぇえええ！」

				　キリエは腰を落として、駄々を捏(こ)ねる様に必死で抵抗するが、さすがに巨漢二人に引っ張られてはいつまでも抵抗できるものでは無い。廊下の方へと連れ出されると、バタンと扉が閉じて、抵抗するキリエの声が、廊下の向こう側へと遠ざかっていくのが聞こえた。そして訪れる微妙な静寂の中、ナナシがミリアを振り返って「良いんですか？」と尋ねると、「良いの。たとえお姉ちゃんでもライバルは少ないに越したことは無いんだから」と、意味の分からない回答が返ってきた。

				「うむ、いらぬことに時間を取ってしまった。それでは概略の説明をキリエ！　……は追い出してしまったので、アージュ！」

				「ハッ！」

				　つい先程までキリエの背後に立っていた、巻き毛の女性が一歩前へと進み出る。

				　女性とはいっても、年齢は恐らくナナシと同じか少し下ぐらい。やや童顔ながらも、目と口元に意志の強さが表れて、少し気が強そうな印象を受ける。ぴっちりとしたチューブトップの様な革鎧と短袴(ショートパンツ)に編上げのブーツ。腰には二本の湾曲刀(シャムシール)がぶら下がっている。

				　彼女は少し緊張した面持ちで、腕を後ろ手に組んだまま、胸を張って大きく声を張り上げた。

				「今回の作戦は大前提として追撃戦であります。ゲルギオスに追いつき、これに接舷。併走しながら兵員を送り込み、ゲルギオス城の制圧、もしくはゲルギオス伯ゲッティンゲンの確保を持って、勝利と定義づけます。ただし、ゲルギオス伯は代替(だいがわ)りしている可能性があります。その場合、目標(ターゲット)は当代のゲルギオス伯へと速(すみ)やかに変更されます」

				「うむ。シュメルヴィ、ゲルギオスの動きはどうなっておる」

				「はぁい。先程確認した時にはぁ、再び動き始めていましたけどぉ、せいぜい牛の歩みぐらいの速さですねぇ」

				「再起動が終わったばかりで、微速移動がやっとというところじゃな。その様子では、魔力砲(マギドライバー)の砲撃を喰らう事も無かろう。アージュ、続きを」

				「ハッ！　最大速度で接近後、投石器(トレビュシエット)、攻撃魔法等で牽制(けんせい)しつつ速度を合せ、左舷の城壁から接舷。城壁越しに侵入の上、白兵戦を仕掛けます。尚、城壁の高さはゲルギオスの方が約三ザールほど低い為、『飛翔(シエロ・アンダーテ)』をかけた大盾兵を先行して送り込み、ゲルギオス側の城壁上に橋頭堡(きょうとうほ)を築きます。続いて屋根付き梯子(サンビューカ)十二基を架橋(かきょう)。一斉に兵員を送り込む段取りとなっております」

				「うむ。侵攻後は第一軍はゲルギオス城の包囲、第二軍は市街地の制圧にあたるのじゃ」

				　ナナシの眼には、ミオのその指示に、グスターボが不満そうに眉根を寄せるのが見えた。ではメシュメンディはどうかと、そちらに目を向けてナナシは驚愕する。

				　また増えたァ?!

				　いつの間にか幼女がまた一人、今度は青味がかった髪の幼女が、メシュメンディの肩にぶら下がっている。膝の上の二人に加えてこれで三人目であった。

				　ナナシが呆然と見ていることに気付くと、膝の上の幼女達は眉を顰(ひそ)め、目の端でナナシの方を見ながら、口元を隠してヒソヒソと話はじめる。

				　やめてー！　なんか、その反応は傷つくからやめてー！

				　ナナシは思わず心の中で叫びを上げた。

				「これより各員、持ち場へと移動してもらう。接舷は左舷からじゃ。大盾隊は第一軍、第二軍から体格の良い者を選抜せよ！　シュメルヴィの魔術師隊は城壁上で待機。大盾隊の指揮はペネル、お主が執(と)るが良い」

				「ハッ！　光栄であります」

				　グスターボの背後に控えていた副官、ペネルが敬礼しながら背筋を伸ばす。

				「第一軍、第二軍はそれぞれメシュメンディ、グスターボの両将軍に任せ、先行する第二軍は城壁の上、第一軍は城壁の傍で待機。セルディス卿と黒薔薇(くろばら)隊は、不測の事態に備えて城内にて待機とする」

				　ミオはそう言い終えた後、ナナシの方へと顔を向け、付け加える様に言った。

				「ナナシ、第二軍の侵攻に合わせて、お主も潜入するが良い」

            

	








			
				「あ、ありがとうございます」

				　幼女増殖(ぞうしょく)のショックから未だに抜け出せないまま、ナナシはとりあえず礼を言う。しかしナナシのその上(うわ)の空の様子を、怯(おび)えていると解釈したのだろう。ミオは少し考えて、近衛隊の少女に呼びかける。

				「アージュ！」

				「ハッ！」

				「お主はナナシに同行してやれ」

				「えっ!?　ミオ様それは……」

				　驚いて目を見開くアージュ。しかし有無を言わさぬ調子でミオは告げる。

				「命令じゃ」

				「はぁ……」

				　力なく返答した後、悔しそうに唇を噛みしめて、アージュはナナシをギロリと睨(にら)み付ける。思わず首を竦(すく)めるナナシ。今日は小さくなってばかりで、そのうち消えて無くなりそう。そう思わずにはいられないナナシであった。

				「良いか！　皆の者！　愚かにも先代との盟約を踏みにじった事を、ゲッティンゲンのクソジジイに後悔させてやるのじゃ」

				　ミオのその声に応え、一同席を立って唱和する。

				「「「「「仰せのままに！」」」」」
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				　そうして軍議が終わりを告げ、各人が慌ただしく持ち場へと移動して行く。そんな中、ナナシは席についたままのミオの傍(そば)へと歩み寄ると、軍議の席でどうしても気になった事について尋ねた。

				「ミオ様、あの娘(こ)達は一体、何なんです？」

				　軍議中は人口密度の高かったミオの執務室も、皆が捌(は)けてしまった今となってはとても静かで、ナナシとミオの他には、この後ここで行われる文官の会議にも出席予定のキルヒハイムだけが残っていた。

				「あの娘(こ)達？　はて、何の事じゃ？」

				「小っちゃな女の子が三人、メシュメンディさんに纏(まとわ)りついてたじゃないですか」

				　ナナシのその言葉を聞くと、ミオはテーブルに頬杖(ほおづえ)をついて、あからさまにつまらなさそうな顔をする。

				「なんじゃ、ベアトリス三姉妹の事か……」

				「我々はもう見慣れておりますが、確かに初めて見る者には、不思議な光景に見えたのでは？」

				　キルヒハイムが書類から顔を上げる事もせずに、そう言った。

				「まあ良い。教えてやろう。あやつらはベアトリス三姉妹と言ってな。それぞれ、イーネ、マーネ、サーネという適当な相槌(あいづち)みたいな名前の三つ子じゃ」

				「適当な相槌(あいづち)って……」

				　ナナシは自分の名前のことは棚に上げて、少し同情した。

				「あやつらが軍議に参加するとな、適当な相槌(あいづち)を打ち難(にく)くなるので軍議がピリッとするのじゃ」

				「まさか、軍議にいたのはそんな理由なんですか？」

				「そんなわけないじゃろ」

				　ナナシが少し呆れた様な素振(そぶ)りを見せたことに、ミオは少しイラッとした。

				「軍議に参加しておったのは、メシュメンディの副官だからに決まっておるじゃろうが」

				「ええっ!?」

				　軍議の最中に、流石にそれは無いだろうと打ち消した考えが正解だったとは……。

				「そんなに驚くことでもあるまい。ああ見えて三人とも強力な魔法を使うのじゃぞ」

				「そうなんですか？」

				「そうじゃ。ちなみに三人ともメシュメンディの嫁(、)じゃ」

				　ミオがあまりにもさりげなく、ドでかい爆弾を投下した。ナナシは理解が追い付かず、呆けるような表情をした後、改めて目を見開き、声を上げる。

				「ええええええええええ!?」

				「いや、驚きすぎじゃろ、お主」

				「いや！　だって！　ほら……」

				「なんじゃ、その『それは犯罪じゃないのか？』とでも言いたげな顔は」

				「いや、今、ミオ様の仰(おっしゃ)った通りなんですけど……」

				　通常エスカリス＝ミーミルでは、成人年齢は十五歳。それよりも早く成人と認められる砂漠の民の風習においても、十三歳が関の山だ。

				「複数の嫁を持つ者なぞ、別に珍しくも無かろう、キルヒハイム、お主もそうじゃろ？」

				「確かにウチにも二人おりますが、やはり三つ子の姉妹を全部嫁に、というのは珍しいのでは？」

				「そこじゃない！　そこじゃないですよー！　僕が驚いてるのは、奥さんが複数いる事でも、三つ子だからでもありません」

				「では、何だというのじゃ？」

				「年齢！　歳！　幼女！　絶対十歳にもなってないですよね、あの娘(こ)達！」

				　ああそういう事か、と顔を見合わせるミオとキルヒハイム。

				「仕方ないのう。お主に一つ、物語を聞かせてやろう」

				　テーブルに肘(ひじ)をついたまま、ミオは更に一層、面倒くさそうに言った。

				「これはある男の話じゃ」

				　そう前置きして、ミオはゆっくりと話し始める。

				「奴隷制度を残しておる機動城砦はいくつかあるが、中でも『ペリクレス』は尚武(しょうぶ)の気風が強く、奴隷による剣闘が盛んじゃった。剣闘奴隷は、王座を三年間守り続ければ自由民となる事が出来るのじゃが、ある男がそうして自由民となった。最強の剣闘奴隷の称号『剣帝』の名を手にしたその男が自由民となった後、当然の様に言い寄る娘は多かった。なにせ最強の男じゃからな。しかし男はそれらを全く相手にしようとしない。それもその筈(はず)、男は極度の熟女フェチ、それも四十九歳限定という針の穴を通すようなストライクゾーンの持ち主だったのじゃ」

				「じゅ、熟女フェチ？」

				「うむ。好きな言葉は更年期(こうねんき)。階段を登るときに、膝の痛みで顔を顰(しか)める様子にグッとくる健康的な男子じゃ」

				「ド変態ですやん」

				　あまりの衝撃に、行った事も無いエスカリス＝ミーミル北部の方言が混じってしまうナナシ。しかし、ミオはそんなナナシの動揺を気にも留めずに話を進める。

				「諸国漫遊の旅に出た男は、旅の途中、ある商人の家に世話になったのじゃが、そこで理想の女性を見つけたのじゃ」

				「…………熟女なんですね」

				「そうじゃ。若い頃には美しかったにも関わらず、性格のキツさと派手な浪費癖で貰い手の無かった三つ子の姉妹。ご近所からも、『行かず後家』、『ヒステリー』、『クソババア』と評判の娘達であった」

				「それは悪評と言うのでは……」

				「男は迷う事無く、娘を嫁に欲しいと頼み込んだ。いつまでも片付かない娘たちに困り果てておった商人は、二つ返事でそれに応じたのじゃ」

				　まあ、それはそうでしょうと、ナナシは心の中で呟(つぶや)いた。派手な浪費癖のある娘にいつまでも居座られたら、親御さんもたまったものではない。

				「商人にどの娘が欲しいかと問われて、男は迷うことなくこう言ったのじゃ。『どれでも良いが、三人とも捨てがたいので全部いただきたい！』」

				「最低のプロポーズだ！」

				「そうして三人の嫁をひきつれて、男は再び旅に出た。道中、甲斐性(かいしょう)なし、稼ぎが少ない、キモい、膝が痛い、腰が痛いと甘えてくる娘達と甘い新婚気分の一行ではあったが、ある時、この四人の運命を変える事件に遭遇した」

				「…………もう、ツッコみませんよ」

				「エスカリス＝ミーミル東部のオアシスで、夜な夜な子供を攫(さら)う悪鬼の退治を依頼された男は、負傷しながらも、なんとかそれを退治する事に成功した。しかし、悪鬼の返り血を浴びた男は、ある恐ろしい呪いにかかってしまったのじゃ」

				「恐ろしい呪い？」

				「そうじゃ、とんでも無い呪いじゃ。悪鬼を退治して宿に帰った男は、信じられないものを見たのじゃ」

				　ごくり。思わずナナシの喉(のど)が鳴る。

				「それは十歳に満たない幼女の姿へと変わり果てた愛する妻たち。つまり呪いは、愛する者達が全て、愛せない姿へと変わってしまう呪いだったのじゃ！」

				「…………」

				「ん？　ナナシよ。なぜそんな微妙な顔をする。そこは『なんだってぇ！』と驚愕する場面じゃろうが」

				　たしかに恐ろしい呪いだとは思うのだが、熟女フェチという特殊な性癖を持っていないナナシとしては、正直どう受け止めて良いのかわからない。

				「全くノリの悪い男じゃのう。まあ良いわ。時は流れて男は、とある機動城砦に仕官し、将軍の地位にまで昇りつめた。勝利を収める度に兵士達は、男を称えてこう喝采(かっさい)を上げる。『ロリコン将軍！　万歳！』とな」

				「うわぁ……」

				「熟女フェチなのにな」

				　ずーん。ナナシは、そういう書き文字が宙に浮いているのが見えそうな程の疲労感を覚えていた。

				　ナナシは思う。

				　もうメシュメンディにあった時、どういう顔をして良いのかわからない、と。

				　そんな微妙な空気が充満する執務室に、ノックの音がやけに大きく響いた。

				「失礼いたします！　そこの小汚い地虫(バグ)を、持ち場に連行させていただきます！」

				　ドアを開けるなりそう言うと、アージュがずかずかと歩み寄り、ナナシの頭を小突いて、部屋から出る様に促(うなが)す。

				「オラッ！　きりきり歩け！」

				「痛っ！　痛いですって」

				　尻を蹴飛ばしながら、ナナシを追い立てるアージュに、背中からミオが声を掛ける。

				「あー、大切に扱えとは言わんが、あんまりいじめてやるなよ、アージュ」

				　ミオのその言葉に、一瞬不思議そうな表情を浮かべた後、アージュは「ハッ！」と一つ敬礼して部屋を出て行った。

				　ナナシとアージュが出て行くと、再び部屋に静寂が訪れる。普段、自分からはあまりしゃべらないキルヒハイムが、珍しくミオに疑問を投げかけた。

				「ミオ様、なぜあんな出鱈目(でたらめ)を？」

				「まあ、世の中には知らなくても良い事もあるという事じゃな。あやつは妹を奪還したら砂漠に帰る筈(はず)。そうであれば、地上に本物の悪魔(、、、、、)がおる事など、知らない方が良い筈(はず)じゃからの」

				

				　　　　　　＊

				

				　ナナシとアージュが執務室を出て行った後、更に一刻ほどを文官達と戦後処理についての打ち合わせに費(つい)やしてから、ミオは執務室を出た。ミオの後に従うのはボズムスとキルヒハイム。白の枠線に縁どられた一画で立ち止まり、足を一定調子で踏み鳴らすと、床に埋め込まれた『上昇(ラウメント)』の魔力を込めた精霊石が光って、その一画がゆっくりと浮かび上がる。それは城の上層階にある艦橋(ブリッジ)へと向かう昇降機(エレベータ)であった。

				　ゆっくりと上昇して行く昇降機(エレベータ)の上で、ミオは付き従う二人に問いかける。

				「内通者の話じゃが、お主らはどう思う」

				　ミオは先程、戦後処理についての打ち合わせが終わった後、二人には内通者がいる可能性について打ち明けた。

				「私には、考え過ぎの様に思えます」

				　キルヒハイムがいつもどうり表情一つ変えずに答える。

				「ふおっふおっ、私めもそう思いますな。このサラトガに内通者など有り得ませぬ。ですが仮に、もしそんな者がいたとすれば、それが明らかになるタイミングがございます」

				「ほう、申してみよ」

				「たとえば敵が罠を仕掛けていたとして、サラトガが危機に陥(おちい)ったならば、内通者は一緒に沈まぬ様に逃げ出そうとするでしょう」

				「当然じゃな」

				「妨害されずに逃げる事を考えるならば、城壁の外へ出る事が当然と思わせる様な状況が必要でございます。例えば、背後に敵が現れたと言って出撃しようとする者がいれば、それが内通者の可能性が高いですな」

				「なるほどのう。しかし、その時点ではサラトガは既に相当マズい事になっておりそうじゃの」

				　昇降機(エレベータ)が速度を落とし、ゆっくりと停止する。ミオ達が艦橋(ブリッジ)に到着すると、どういう訳か艦橋(ブリッジ)の乗員(クルー)達がザワザワと浮き足立っていた。

				「何事じゃ」

				「ミオ様！　大変です。ゲルギオスへの進路上に、巨大な障害物が現れました！」

				『所在を告げよ(イル・ルォーゴ)』の魔法で、ゲルギオスをモニターしていた魔術師が答える。

				「なんじゃと！」

				　ミオは慌てて艦橋(ブリッジ)の窓から外を見回す。しかし見える範囲は、見渡す限りの平坦な砂の海。そんな障害物は全く見当たらない。どうやら、まだ目視圏内の話ではないらしい。

				「その障害物とやらを精霊石板(モニター)に映せるか？」

				「やってみます！」

				　しばらくすると、艦橋(ブリッジ)前面に備え付けられた精霊石板(モニター)に、粒子の荒い画像が映る。そこには、砂の海のただ中に、不自然な小高い砂山がそびえ立っているのが見える。その数三つ。

				「規模が良く分からんのう」

				「報告します。いずれも三十ザール程と推測されます」

				「ほぼサラトガの城壁と、同程度の高さという訳じゃな」

				　サラトガの城壁並みの高さとは言っても、ただの砂山であれば、蹴散らして通り抜ける事も出来なくはない。市街地へと砂が多少降り注ぐ事にはなるだろうが、精々、後の掃除が大変という程度の事だ。

				　そのまま押し通れ。ミオがそう指示を出そうとした途端、精霊石板(モニター)の中の砂山がゾワゾワと不自然に蠢(うごめ)いて、徐々に何かを形作りはじめる。四角い箱をつなげたような不格好な腕、次に頭、胴体そして二本の足。それはミオ達が見守る中、急激に巨大な人型へと変わっていった。

				「サ、砂巨兵(サンドゴーレム)!?」

				　驚きの余り目を見開いて、キルヒハイムが珍しく表情を崩す。

				「そんなバカな！　有り得ない！」

				　取り乱すキルヒハイム。それもその筈(はず)、砂巨兵(サンドゴーレム)といえば、最強と名高い機動城砦メルクリウスが、いくつもの機動城砦を屠(ほふ)ってきた魔導による決戦兵器だ。メルクリウス出身のキルヒハイムはその恐ろしさを、イヤと言うほど知っている。

				　ミオが慌てて「所在を告げよ(イル・ルォーゴ)」の魔法を展開したままの地図へと目を向けるが、エスカリス・ミーミルの西部には、相変わらずサラトガとゲルギオス、この二つの機動城砦を示す光点しか見当たらない。メルクリウスの現在地は遥か彼方、砂漠の東端あたり。とてもではないがサラトガに攻撃を仕掛けてこれる様な距離ではない。

				「迂回(うかい)はできるか？」

				　上ずりそうになる声を抑えながら、ミオが問いかける。

				「その場合、ゲルギオスに追いつく事は出来なくなります！」

				　ミオの問いかけに、艦橋(ブリッジ)乗員(クルー)の一人が即座に答えた。

				「ならば、正面から踏み潰すのみじゃのう」

				　ミオは精霊石板(モニター)を睨(にら)みつける。その額には汗が滲(にじ)んでいた。

				「いけませんミオ様！　砂巨兵(サンドゴーレム)相手ではそれは最悪の選択です！　城壁に取りつかれたら最後、内部に侵入されて、間違いなくサラトガが沈みます！」

				　必死の形相でキルヒハイムが、それを諌(いさ)める。

				「ならばどうしろと言うのじゃ！　土くれに怯(おび)えて引き返せとでも？　お主は妾(わらわ)を笑い者にしたいのか！」

				　ミオはそう一気に捲(まく)し立てると、肩で息をしながら項垂(うなだ)れた。

				　静まり返るブリッジ。重苦しい空気が場を支配する。

				「ふおっふおっふおっ」

				　そんな静寂の中に、ボズムスの独特の笑い声が響いた。

				「ミオ様、我々にも『最強の切り札』がある事をお忘れではありませんかな？」

				

				　　　　　　＊

				

				「ふおっふおっ、ダメで元々ではありませんか？　相談してみるだけでも意味はございますぞ」

				　そう言って、やけに頑(かたく)なに銀嶺の剣姫セルディス卿に頼る事を勧めるボズムスに言い包(くる)められ、ミオは今、自ら剣姫の私室へと足を運び、テーブルを挟んで彼女と向き合っている。

				　そこで何をしているかと言えば、剣姫に向かって、サラトガが陥(おちい)っている苦境をただ(、、)伝えている。そう、ただ伝えているだけなのだ。迫りくる脅威に対して領主としてあるまじき無策。話をしている内容は依頼ですら無い。そもそも何を依頼して良いのかすら分からないのだ。剣姫に向かって説明すればするほど、状況の出口の無さが浮き彫りになっていく。

				　ミオは思う。なんだこれは、と。

				　これではまるで神頼みと変わらぬでは無いか。己の手の届かぬ事象について、ただ何とかして欲しいと駄々を捏(こ)ねる。自分が今やっている事は、まさにソレだ。

				　サラトガが追っている機動城砦ゲルギオスは十二ファルザング（約七十二キロメートル）先を微速移動の状態から、徐々に速度を上げながら南東へと向かっている。サラトガが、現在の最高速度を維持していれば、約二刻半ほど後には、これに追いつくことができる見込みだ。

				　しかし、ここに来て思いがけない障害が発生した。ゲルギオスに向かう直線ルートのほぼ中間地点に、巨大な砂巨兵(サンドゴーレム)が三体も出現したのだ。

				　全長約三千ザールにも及ぶサラトガの巨体では、これを迂回(うかい)した場合の旋回半径はあまりにも大きく、ゲルギオスに追いつくことは、その時点でほぼ不可能となってしまう。

				　ならば砂巨兵(サンドゴーレム)に直接、サラトガをぶつけて強行突破するならばどうか？

				　残念ながら、その方法には許容できないレベルのリスクが伴う。

				　そもそも砂巨兵(サンドゴーレム)には物理攻撃が効かない。サラトガで特攻を仕掛けたとしても、砂となってバラけてしまうだけだ。そして砂の状態でサラトガの内部へと入り込み、そこで再結合。サラトガの城壁の内側に砂巨兵(サンドゴーレム)が出現するという最悪の事態が発生する。

				　そうなってしまえば、サラトガの壊滅は火をみるよりも明らかだ。実際に機動城砦メルクリウスは、そうやって砂巨兵(サンドゴーレム)を運用してきたと聞いている。これこそが、砂巨兵(サンドゴーレム)がメルクリウスの決戦兵器と言われる由縁(ゆえん)なのだ。

				　迂回(うかい)すればゲルギオスには届かない。直進すれば敗北に直結する。簡単に言えばそれが現状。

				　このまま進めば、サラトガが砂巨兵(サンドゴーレム)と接触するまであと一刻半。ゲルギオスに追いつける範囲ぎりぎりまで速度を落としたとしても最大で二刻。端的に言って、現状を打破するためには、誰かがサラトガよりも先行して、砂巨兵(サンドゴーレム)を排除するより他にない。

				　しかし、

				　機動城砦よりも速く到達する。──どうやって？　

				　砂巨兵(サンドゴーレム)三体を短時間の内に排除する。──どうやって？

				　今すぐ引き返して、ゲルギオスへの追撃は次の機会を待つべきだと、全ての状況がそう示している。目の前の剣姫に状況を伝えながらも、ミオの頭の中ではずっと『不可能』という文字が明滅しているのだ。

				　説明し終わると同時に、ミオは俯(うつむ)いて目を伏せ、肩を落とす。剣姫にも縋(すが)り、それでもダメなのだ、やるだけの事はやったのだと、自分に言い訳が出来る。ミオはそう思った。思ってしまった。

				　しかし、剣姫の答えはミオの想像を裏切った。

				「わかりました」

				　思わずミオは顔を上げて、目を見開く。

				「では、私が六ファルザング（約三十六キロメートル）を先行して、数分の内に三体のサンドゴーレムを倒せば良い、そういう事ですね」

				　そう言って剣姫は、ミオに向かっていつもと変わらぬ微笑を浮かべた。

				

				　　　　　　＊

				

				「痛いですって！　やめてください！」

				　力いっぱい尻を蹴り上げられて、ナナシは前のめりに地面へと転がった。

				「うるさい！　口答えを許した覚えは無いぞ。全く、ミオ様も隊長もなんでこんな虫野郎を甘やかしてるんだか……」

				　まるで汚物を見る様な目で、アージュはナナシを見下ろす。

				「いいか！　女に取り入る事しか能の無い寄生虫！　どんな手を使ってミオ様や隊長に取り入ったかは知らんが、私は騙(だま)されないぞ。ゲルギオスに侵入した後で貴様が殺されても、誰に殺されたかなど、誰にも分からんと言う事を覚えておけ。今は、せいぜい神にでも祈ってガタガタ震えてるが良い！」

				　硬い石畳の感触を腹の下にして、ナナシは思う。

				　ま、これが普通の反応ですよね、と。

				　本来は蔑(さげす)まれ、疎(うと)まれ、貶(おとし)められる存在。それが砂漠の民であるナナシの立ち位置なのだ。ここ数日は、変に大事にされて調子の狂う事ばかりだったので、アージュのこの反応が逆に気が休まるような気がするから因果(いんが)なものだ。

				　第一軍に割り振られた兵士達が待機している、城壁のすぐ脇の広場。

				　整列している兵士達も、ナナシが蹴り倒される様をニヤニヤと見ている。

				「お嬢ちゃん。弱いものイジメは程ほどにしろよー」

				「あんまり触ると病気がうつるぞぉー　ぎゃはははは」

				　兵士達の列から揶揄(やゆ)する声と、それに同調して笑う声。

				　ナナシは倒れた姿勢のまま空を見上げ、やはり思う。

				　ま、これもいつもの反応ですよね、と。

				　しかし、ナナシが起き上がろうと地面に手をついたそのタイミングで、頭上からアージュとは違う声が降ってくる。

				「まーたやられてんの？　ナナちゃん」

				　顔を上げると、いつのまにかミリアがしゃがみこんで、ナナシをじっと見ていた。

				　そう言えば、ミリアとはじめて会った時も、こんな角度だった様な気がする。

				「おやおや、隊長の妹君(いもうとぎみ)ではありませんか。非戦闘員は下層の戦時非難区域(シェルター)に入る様、指示が出ておったと思いますが？」

				　ミリアの姿を見止めて、アージュが声を掛ける。一応、丁寧に喋ってはいるが、声音からは明らかに歓迎していない事が分かる。

				「ああ、アージュさんこんにちは！　ナナちゃんにお弁当持って来たんです」

				　そう言って、ミリアが小さ目の背嚢(リュック)を持ち上げてアージュの前に掲げると、兵士達の列から再び揶揄(やゆ)する声が上がった。

				「家政婦(メイド)の嬢ちゃん、俺らのは無いのかよー」

				「やめとけって、地虫(バグ)に食わせるもんだぜ、せいぜい残飯だろ」

				「いやいや、虫は虫でも弱虫だからな。女の子に飼ってもらって、意外と良いもん喰わせて貰ってるかもよ」

				「ぎゃははは、ちげえねえ」

				　カチン。

				　ナナシはミリアのこめかみあたりで、そんな甲高(かんだか)い金属音が聞こえたような気がした。

				　一瞬、不機嫌そうな表情を浮かべた後、ミリアは、それまでと変わらぬ笑顔を浮かべると、兵士達の方へと言い放つ。

				「あはは、おじさん達、冗談がうまいね。この中で一番強い人つかまえて弱虫だとか！」

				　明らかな挑発。マズい！　ナナシがそう思うより早く、アージュがミリアの首元を捩(ねじ)りあげると、ズイっと顔を近づけて睨(にら)みつけた。

				「それは聞き捨てならないですな、妹君。寄生虫野郎がこの『双刀のアージュ』よりも強いと？」

				　声を震わせて凄むアージュのこめかみには、青筋がくっきりと浮かび上がっている。しかし、ミリアはアージュの手を払いのけると、気後れする様子もなく言い返した。

				「うん、間違いなく強いね。っていうかアージュさんが弱過ぎるのかな？　それより自分で二つ名とか言っちゃうと小物臭がスゴイよ、アージュさん。あともう一つ口臭い。ちゃんと歯磨いてる？」

				「なっ！　磨いています！　隊長の御(ご)威光(いこう)に守られてるからと言って、何を言っても許される訳ではありませんぞ！」

				　思わず口元を押さえながら、アージュは一歩後ずさる。

				「ウチのダダ甘お姉ちゃんに御(ご)威光(いこう)なんて、大層なモノある訳無いんだけど？」

				「私のみならず、隊長までも貶(おとし)めると？」

				「身内を持ち上げる方が気持ち悪いでしょうが……。それにね、妹には『姉をからかう権利』『姉にお小遣いをせびる権利』『姉に甘やかされる権利』の妹三権ってのがあんの。知らなかった？」

				　そのまま険悪な空気を撒き散らしながら、ミリアとアージュが互いを睨(にら)み続け、とばっちりを恐れた兵士達は我関(われかん)せずと明後日(あさって)の方向へと目を逸(そ)らす。このまま実力行使へと発展するかと思われたが、意外な形で睨(にら)み合いは終わる。

				「すみませんでした！」

				　突然、ナナシがアージュに向かって土下座を始めたのだ。

				「ミリアさんは僕を庇(かば)ってくれてるだけなので、許してあげてください。アージュさん、いえ、アージュ様」

				　あらん限りの大声で、情けなくも謝罪の言葉を口にするナナシ。一瞬ぽかんとした表情を浮かべた兵士達も次の瞬間には大声で笑い、囃(はや)し立てる。

				「はっ！　情けない。妹君(いもうとぎみ)、所詮(しょせん)虫は虫、こんな地虫(バグ)にプライドなど無いのですよ！　同情するにしても、もっとし甲斐(、　、　、)のある者を選ぶべきですな。では私はグスターボ殿と段取りを打ち合わせて参りますので、これで失礼！」

				　そう言い放つとアージュはくるりと背を向けて、城壁の方へと歩きはじめる。

				　ナナシが地べたに座り込んだまま、ふぅと安堵(あんど)の息を洩らすと、ミリアの身体が太陽を遮(さえぎ)って、ナナシの上に影が落ちた。

				「ナナちゃん、なんで？」

				　ミリアが目元を赤くして、拳を震わせながら、責める様に言葉を零(こぼ)す。

				「争わないですむなら、それに越したことは無いじゃないですか」

				　ナナシは、そう言いながら起き上がり、服に付いた砂を軽く払って、ミリアが持ってきた背嚢(リュック)を肩へと背負う。

				　ミリアが睨(にら)み付けている。それが分かっているからこそ、ナナシは目を伏せる。たぶん何をどうやったって伝わらないのだ。たとえミリアが自分は蔑んだりしない、そう主張したところで変わらない。それはミリアが蔑(さげす)む側の人間で、ナナシが蔑(さげす)まれる側の人間である限り。

				　震える拳を強く握り、唇をギュッと引き結ぶと、ミリアは叩きつける様に言葉を吐き出す。

				「ナナちゃんはバカだ！　私が守って欲しい物も分からない、大バカ野郎だ。それが結局、ナナちゃんの守りたい物全部を傷つけちゃうことも分からない、特大のバカだよ！」

				　一息に吐き出すと、ミリアは走り去って行く。その背中を見送った後、ふぅと一つ息を吐いて、ナナシは空を見上げる。

				「それでも僕は……」

				　そう呟(つぶや)いたナナシの目に、サラトガ城の中庭の方からキラキラと輝くものが、真っ直ぐに青い空へと吸い込まれていくのが見えた。

            

	








			
				　世界は青に包まれている。

				　見渡す限りの青。

				　そこに青いドレスを纏(まと)った少女が一人。

				　青い景色を見つめる瞳の色も青ならば、彼女が両手を乗せている大剣も青。

				　彼女の白磁の肌と銀色の髪が、青く染まってしまわないかと心配になるほどに、世界はどこまでも青かった。

				　それは、地上から一万ザールあまりも離れた空の上の風景。

				　宙空に、ぽかりと浮かぶ氷のフロアの上。

				　そこに少女は立っていた。

				　見上げれば、空の色は高くなるほどに深みを増し、昼間だと言うのに星が瞬(またた)く。

				　昼間(ひるま)であれば五十度にも迫る砂漠の上空とは言えど、この高さまで来てしまえば、気温は氷点下。吐息は即座に凍り付いて、白く染まり、青に溶ける。

				　そんな極寒の風景の中、彼女は下から吹き上げる風でドレスの裾がはためいて、白い内腿(うちもも)が僅(わずか)かに覗くことを、気にしている。

				　地上一万ザール上空。

				　彼女が何故、そんなところに居るのか。話は半刻程前まで遡(さかのぼ)る。

				

				　　　　　　＊

				

				　サラトガ城の中庭、数名の魔術師達が剣姫の指示に従って、水溜(みずたま)りの様な浅い池に精霊石を敷き詰めている。その数五十個。

				　魔術師達は手を休める事無く作業を進めてはいるものの、剣姫の意図をはかりかね、一様に怪訝(けげん)そうな顔をしていた。

				　ここに集められた精霊石には、どれも同じ魔法が込められている。五十個も有りながら魔法は一種類。それも何か特別な魔法という訳では無い。むしろ駆け出しの魔術師が練習に使う様な、単純な術式の魔法であった。

				「して、どうやってこのサラトガより先に、敵の元へと到(いた)るつもりじゃ」

				　魔術師たちが作業する横で、ミオが痺れを切らせてコツコツと足を踏み鳴らす。刻一刻と時間は迫ってくるのに、剣姫のしようとしていることが見えてこないのだ。

				「空から参ります」

				　ミオのその苛立(いらだ)ちを受け流す様に、平然と剣姫が答える。しかしその答えはミオにしてみれば、からかわれているのではないか？　そういう疑いを持つには充分なものであった。

				「ほほう、これは異なことを言うではないか。空を飛ぶ魔法など存在しないと聞いておったが、そうではないのか？」

				　ミオの言うとおり、この世界には自由に空を飛ぶような魔法は存在しない。文字面(もじづら)で誤解される事が多いのだが、『飛翔(シエロ・アンダーテ)』の魔法は一回の跳躍力を増す、ただそれだけの魔法であり、飛距離も本人の跳躍力に比例する。故に飛んだとしても、その飛距離は最大でも百ザール程でしかない。

				「鳥には鳥の、人には人の領分という物が有ります。人が空を飛ぶ、そんな都合の良い魔法など有る訳がありません」

				　さらりと言い放つ剣姫のその回答に、ミオは片方の眉を吊り上げて、益々不機嫌そうな顔をする。

				「では、どうやって飛ぶというのじゃ！」

				「飛びません」

				　剣姫はミオの眼を見つめて、ふわりと柔らかい微笑みを浮かべ、更に言葉を続ける。

				「落ちる(、、、)んです」

				　そう言うと彼女は、突然池の中央めがけて、愛剣『銀嶺』を投げ入れる。途端に剣を中心に、ピシピシと音を立てて池の水が凍りつきはじめ、最後には一枚の銀盤へと変貌(へんぼう)を遂(と)げた。

				「何を……？」

				　思わず呟(つぶや)いたミオの問いかけを手で遮(さえぎ)って、剣姫がその銀盤に飛び乗る。途端に、銀盤の中に閉じ込められた精霊石が次々に発光しはじめ、その内側に込められた魔法を解放する。

				　精霊石に込められた魔法、それは『上昇(ラウメント)』。縦への移動のみを可能にする、極めて限定的な魔法であり、一般的には昇降機(エレベータ)以外の用途に使われる事はまず無い。

				「ま、待てセルディス卿！　それだけの数の精霊石を一度に使ったら！」

				　精霊石の同時使用。その効果は乗算で高まる。

				「危険じゃ」という言葉をミオが発した時にはすでに遅く、残像と光の軌跡、それと風を切る音だけを残して、彼女は空の彼方へと消えていった。

				

				　結果として、今、剣姫は地上一万ザールもの上空にいる。正しく表現するならば『いる』の二文字の前には『どうにか生きて辿り着いた結果、そこに』と入るのだが。

				　人々が彼女の事をどの様に思っているのかは別として、彼女とて超人でも無ければ化物でもない。……おそらく。

				　猛烈な勢いで射出された彼女は、急激な加速に伴(ともな)う荷重によって、意識を暗転(ブラックアウト)させてしまい、つい先ほど目を覚ましたばかりだ。意識を失っていたのは、時間にして数分。されど数分。銀盤に突き刺したままの大剣にしがみ付いてはいたものの、高速で上昇する最中、良くも途中で落ちなかった物だと振り返ると、背筋に冷たいものが走った。

				　あらためて彼女は、銀盤の端から恐る恐る下を覗き込む。あの巨大なサラトガが小指の先程の大きさにしか見えず、遠く南の方へと目を向ければ、白い靄(もや)の向こうに砂漠が尽きて、その先に青い海が見えた。

				「……これは流石に怖いなぁ」

				　剣姫様などと持ち上げられてしまうので、普段は母国の王族の振る舞いを参考に、過剰なまでに上品に振る舞う様にしてはいるが、さすがに空の上では誰かの目を気にする必要もなく、彼女は少し素に戻っていた。

				　たしかに目も眩(くら)む様な高さではあるが、いつまでも怖がっているような時間は無い。目を回してしまわない様に片目を瞑(つぶ)って、銀盤の端からもう一度地上を覗き込むと、彼女は目標地点を探して大地を凝視する。

				「あれがサラトガ……で、あれがゲルギオスという事は、砂巨兵(サンドゴーレム)が待ち受けているというのは、あの辺りで良い筈(はず)……」

				　彼女のしようとしている事は言葉にすれば、頗(すこぶ)る単純だ。サラトガから直線的に上空へと昇り、そして地面を底辺とする直角三角形の、所謂(いわゆる)斜辺を描いて目的地に直接飛び降りようというのだ。

				　目標地点までは、事前に想像していたよりも距離がある。この高さから飛び降りるとしても、相当強く踏み切らないと目論見(もくろみ)通りの、斜辺に沿った軌跡は描けない。

				「もう少し助走する距離が必要……かぁ」

				　憂鬱(ゆううつ)そうに呟(つぶや)くと、彼女は恐る恐る銀盤の逆の端へと向かって歩いて行く。

				「他の人にやってもらえば良かった……」

				　銀盤の端まで来たところで、ぐずるようにそう呟(つぶや)いたが、彼女以外、誰がこんな事を出来るというのだろうか。無茶を言ってはいけない。普通はこの高さから飛び降りれば跡形も残らない。

				「下は見ちゃダメ、下は見ちゃダメ、怖くない……怖くなんて……」

				　散々、自分に言い聞かせた上で深呼吸。意を決して彼女は一気に助走をつける。そして、

				「やっぱり、怖ぁいぃぃぃ………………」

				　少し残念な悲鳴を宙に残して、剣姫は勢いよく青い空へとその身を躍(おど)らせた。

				

				　　　　　　＊

				

				　さっきの光は何だったんだろう。木陰に腰を下ろして、ナナシはぼんやりと空を見上げる。

				　いつも通り、何の変哲もない青空。

				　兵士達の声は、相変わらずザワザワと騒がしいが、今はもうナナシの事を気に留める者はいない。この兵士達と同様にナナシも、ゲルギオスに接舷するまでは、何をするでも無い待機状態なのだ。慌てようとも、のんびりしていようとも、時間の流れは急に速くなったりはしない。そう考えると思わず欠伸(あくび)が出てしまう。

				　上を向いて大口を開けたナナシの視界に、うっすらと白いものが入り込む。

				　真昼の月。

				　欠伸(あくび)をかく姿勢のまま、ナナシは凍りついた。　

				　なにも月が異常な訳ではない。問題は太陽との位置関係だ。目を瞑(つぶ)って、嗅覚を研ぎ澄ます。ここは人が多すぎる。ナナシが探しているのは唯でさえ微(かす)かな臭いだ。これだけいろんな臭いが混じっていては、とてもではないが特定の臭いを嗅ぎ分ける事など出来る筈(はず)が無い。

				　ナナシは勢いよく起き上がると、ミリアに貰った背嚢(リュック)を掴(つか)んで、城壁の方へと走り始める。

				「この臭い……間違いない」

				　風に運ばれてくる微かな臭い。麝香(じゃこう)のようなその臭いは、城壁に近づくに連れて強くなっていく。そして、城壁の上へと続く階段に差し掛かる頃には、可能性でしか無かった物が、ナナシの中で既に確信へと変わっていた。

				　これは巨大蚯蚓(ジャイアントワーム)の臭いだ。

				　城壁の上に辿(たど)りつくと、接舷後、最初に突入する予定の大盾兵達が、整然と列を作っていた。その間をすり抜け、城壁の外壁部分に飛び乗って、遠くへと目を凝(こ)らす。

				　川上となるのは太陽のある方向。砂洪水(フラッド)が来るであろう方向を確認する。やはりその一帯にだけ陽炎(かげろう)が立っていない。巨大蚯蚓(ジャイアントワーム)が移動する事によって、地熱を下げてしまうために起こる現象だ。

				　頭の中に地図を思い浮かべ、位置関係を整理する。陽炎(かげろう)の立っていない範囲から想定すると規模は相当大きい。間違いなくサラトガも砂洪水(フラッド)の範囲内に入っている。

				「貴様ァ！　そんなところで何をしている！　勝手にうろちょろするんじゃない！」

				　突然、ナナシの背後から女性の怒鳴り声がした。今、ナナシを怒鳴りつけるような女性と言えば、思い当たるのは一人だけだ。

				「まったく！　グスターボ殿が見当たらぬと探していれば、馬鹿な寄生虫が物見遊山(ものみゆさん)で城壁の上まで来て遊んでいようとは……。作戦行動中に貴様は一体、何をしているのだ！」

				「アージュさん！　大変なんです。砂洪水(フラッド)が来ます！」

				　ナナシが発した砂洪水(フラッド)という言葉に、城壁上の大盾兵達の間に、さざ波のようにざわめきが広がっていく。

				「バカなことを言うな！　そんな事があれば、監視塔から既に警告が入っておるわ！　流言で兵士達に混乱を与えようとするとは、さては貴様、ゲルギオスの工作員か！」

				「違います！　今すぐサラトガを後退させないと大変な事になるんです」

				　しかしナナシの訴えは、何一つアージュには届かない。

				　彼女は、溜息を一つ吐(つ)くと体の前で腕を交差させて、腰から二本の湾曲刀(シャムシール)をすらりと抜き放つ。ひぃと声をあげて周りの大盾兵達が後ずさっていき、アージュとナナシを遠巻きに眺める恰好となった。

				「まあ丁度良い。この状況であれば貴様を斬っても、ミオ様とて文句は言えんだろう」

				　ナナシはゆっくりとアージュの前へと進み出て、彼女の顔を真っ直ぐに見据える。これはアージュにとっては予想外であった。怯(おび)えて逃げ出すものだとばかり思っていたのだ。

				「仕方がありません」

				　ナナシの声は落ち着いている。

				「僕はもう、あなたの誇り(プライド)を守ってあげる事は出来ません」

				「あん？　どういう意味だ？」

				「あなたは僕より弱いという事です」

				　途端にアージュの眉が吊り上がり、怒りのあまり顔色が真っ赤を通り越して、赤黒く染まっていく。

				「殺(シャ)ァアアアッ！」

				　甲高(かんだか)い怪鳥音を発して、暴発する様にアージュが剣を振り上げた。

				　力任せに二本の湾曲刀(シャムシール)を同時に振り下ろして、ナナシへと襲い掛かる。ナナシがバックステップでそれを躱(かわ)すと、双刀は城壁の石畳を穿(うが)ち、甲高(かんだか)い金属音を上げた。しかしそれで終わりではない。湾曲刀(シャムシール)を振り下ろしたその体勢から、強引に手首を返して刃先を跳ね上げ、アージュは下から上へとナナシを斬り上げる。咄嗟(とっさ)に顎(あご)を引いてスウェーでかわすナナシ。わずかに前髪が切れて、風に舞った。

				　さらにアージュは一歩前進。右手の湾曲刀(シャムシール)を横(よこ)薙(な)ぎに振り払うのと同時に、左手の湾曲刀(シャムシール)は上段から振り下ろす。十字を切るような剣の軌跡。上下左右、どちらに逃げても逃れることの出来ない斬撃。それを避けるためにナナシは更に後ろへと大きく跳ぶ。ナナシの背中が遠巻きに見ていた大盾兵にぶつかって、重装甲の大盾兵達が、声を上げながら将棋倒しに倒れて行った。もう後ろへと逃げる余地は無い。

				　アージュは勝利を確信してニヤリと笑い、曲芸のように左右の手で湾曲刀(シャムシール)を回しながら、ナナシへと近づいてくる。

				　ナナシは大きく息を吸い込むと、前後に足を開いて腰だめの体勢をとった。

				「一の太刀を疑わず、一撃にして一殺」

				　そして『心得』を唱えながら目を瞑(つぶ)り、スゥっと細く、長く、息を吐き出す。

				　ナナシが目を見開いた。

				　刺すような殺気がアージュを襲い、彼女はたじろいで思わず身体を逸(そ)らす。ここでナナシの殺気に反応できたあたり、アージュとて並みの戦士ではない。彼女は後ろへと飛びすざりながら、素早く双刀を引き、防御の為に胸の前で交差しようとした。しかし、それより早くアージュの眼前を光の筋が走る。

				　斬られた！　少なくともアージュはそう認識した。しかし、周囲で見守る兵士達の眼には、ナナシは腰だめの姿勢のまま、動いた様には見えなかった。

				　体勢を整え、再びアージュは双刀を十字に構える。ところがそこで突然、ナナシは構えを解いて、申し訳なさそうに頭を下げた。

				「アージュさん、ごめんなさい。逆鞘(ぎゃくざや)でジゲンを使えれば、峰打ちも出来る筈(はず)なんですけど、僕、まだ逆手(さかて)で鞘(さや)を走らせることが出来なくて……」

				　刹那(せつな)、アージュのチューブトップ型の革鎧の胸の部分に切れ目が走ると、ストンと地面に落ちた。

				「…………………えっ？」

				　周囲で見ていた大盾兵達が思わず「おおっ！」と声を上げる。かの有名なキリエの大平原ほどでは無いにしろ、貧相……もとい、慎ましやかな胸が露わになって、ぷるんと揺れ……。

				　残念。ぷるんと揺れる程は、無かった。

				「あ、あ、あっ……きゃああああああああ」

				　甲高(かんだか)い悲鳴をあげて双刀を投げ捨てると、アージュは両腕で胸を抱えて、内股に座り込む。どれだけ強気に振る舞っていても、彼女はまだ十代半ばの女の子。決して女を捨てた訳では無いのだ。

				　アージュは目に涙を浮かべて、ナナシをキッと睨(にら)みながら、唇を噛みしめる。

				　本日一番の殺意を浴びせかけられて、ナナシはじりじりと後ずさった。

				「あ、あとで鎧の分は弁償しますから！　ごめんなさい！　ごめんなさぁぁぁぃ！」

				　顔を真っ赤にしながらそれだけを言うと、ナナシは階段を転げ落ちる様に走り去って行った。

				　

				　　　　　　＊

				　　

				　銀盤から足を踏み出したその瞬間、剣姫は心臓の上にひやりと冷たいものを投げ入れられた様な感覚を覚えて、思わず身震いした。それが治まってしまえば、轟々と頬を叩く風の音が世界を支配して、ただ宙に浮いている、そんな感覚だけが残った。

				　上空一万ザール。

				　そこから飛び降りて、地上へと到達するまでの所用時間は凡(およ)そ五分。その速度は上空に到達するまでに、二十分を要した『上昇(ラウメント)』の比では無い。刻一刻と落下速度が上がっていく。

				　風が強さを増し、頬を叩き、髪を激しく靡(なび)かせる。

				　しかし、速度はどこまでも上がり続けるという物では無い。おそらく空気の抵抗と重力が釣り合ったのだろう。落下していく内に、ある瞬間から、速度が一定になった様な感じがした。

				　視界に広がる風景から、青の比率が大きく減って、じわりじわりと砂漠の色が増えていく。まだ砂巨兵(サンドゴーレム)を目視できる高度まで降りて来てはいないが、想像以上に風に流されている。

				「凍土の洗礼(ブライニクル)！」

				　剣姫は自らの両手に竜巻を宿らせると、それを推進力にして姿勢を制御。蜻蛉(とんぼ)を切る様に縦に一回転すると、足を落下方向へと向けて、つま先に魔力を集め始める。

				　如何(いか)に乾燥した砂漠と言えど、その上空の湿度は決して低くは無い。剣姫の魔力に呼応して、空気中の水分が凍り付き始め、最初は白い霧状だった物が、次第に彼女の足元へ銀盤を形作り始める。

				　銀盤はピシピシと音を立てながら、刻一刻と厚みを増していき、短時間の間に半径五ザールにも及ぶ歪(いびつ)な円柱へと変貌(へんぼう)していく。それは総重量にして七万六千シェケル（約十トン）。北方の海へと浮かべたならば、立派な氷山の完成であった。

				　立ち昇る砂煙の位置を上空から確認し、砂巨兵(サンドゴーレム)がいる位置までのサラトガの到達時間は、あと半刻ほどと推測する。

				　気が付けば、地上までの距離はもはや数百ザール。ここからは一つ間違えば、為す術も無く地面に叩きつけられる。地上との距離の近さがそのまま恐怖感へと転換されていく。

				　足下(そっか)には、確かに三つの砂山らしき物が、砂上に影を落としているのが見える。

				　迫る大地。ここが限界だ。剣姫は足元の氷山の上で屈(かが)む様な姿勢をとると、魔力を込めて全力で氷の柱を蹴り出した。

				　

				「大隕石落しいいいいいぃぃぃ(カデーレ・メテオリーテ・グロッソオオオオオォォォ)！」

				

				　絶叫にも似た聖句(ジノン)と共に蹴り出されて、凄まじい勢いで加速する氷山。それは自然落下する剣姫を空に残し、三体の砂巨兵(サンドゴーレム)のど真ん中へと、重厚な風切音を立てて落下していく。

				　激突。

				　その瞬間、膨大なエネルギーが砂漠を穿(うが)ち、衝撃波が大地を揺らす。衝撃の伝播(でんぱ)とともに地面が波打ち、続いて破裂するように砂が舞い上がる。その高さ、実に百五十ザール。

				　遅れて轟音が響きわたる頃には、雨の降らない砂漠に、大量の砂が、皮肉にも土砂降りの雨の様に降り注いだ。

				　砂の雨が収まり、立ち昇る砂煙が風に攫(さら)われるに連れて、その異常な程の破壊力による爪痕(つめあと)が姿を現しはじめる。

				　落下地点には巨大な隕石孔(クレーター)が生まれ、砂巨兵(サンドゴーレム)の姿はどこにも見当たらない。摩擦によるものか、燃える物など何も無いというのに、黒い煙がそこかしこに立ち上っている。

				　その隕石孔(クレーター)のど真ん中、そこに剣姫が一人、片膝をついて佇(たたず)んでいた。

				　あらゆる手段を講じて衝撃を殺したのだが、それでも足の裏がジーンと痺れて熱を持っている。剣姫の今の状況を表現する為に、適切な言葉を探って行けば、結局のところ『とっても痛い』という俗な表現へと収束する。

				　だって、痛い物は痛いんだもん。めっちゃ痛いんだもん。

				　とは言え、これでミオの依頼は完遂(かんすい)できた筈(はず)だと、周りを見回した途端、剣姫の眉間に思わず皺(しわ)が寄った。

				　隕石孔(クレーター)の外縁部、一般にリムと呼ばれる盛り上がったその部分に、砂がゾワゾワと不自然に寄り集まっていくのが見えたのだ。

				「はぁ……決戦兵器というだけの事はありますね。ここまでやっても再生するなんて」

				　剣姫が呆れている間にも砂は寄り集まり、次第に明確な形を取り始める。乱雑に箱を積み重ねた様な不細工な人型。全長は三十ザールにも及ぶ、剣姫の頭の位置がやっと踝(くるぶし)のあたりという、馬鹿げた巨体。砂巨兵(サンドゴーレム)。

				　通常、砂巨兵(サンドゴーレム)には物理攻撃は効かない。だが、そんな砂巨兵(サンドゴーレム)にも弱点と呼べる場所がある。それは砂巨兵(サンドゴーレム)の心臓とも言うべき『核金(コア)』。砂巨兵(サンドゴーレム)が厄介なのは、この『核金(コア)』のある位置が定まっていないという事だ。この巨体の中を常に移動している『核金(コア)』を破壊する事、それが砂巨兵(サンドゴーレム)を倒す唯一の方法……の筈(はず)なのだが、それにしては何かがおかしい。流石にあれだけの衝撃を与えれば、身体の何処に『核金(コア)』があろうと粉砕できる筈(はず)、剣姫はそう目論(もくろ)んでいた。しかしその目論(もくろ)みは、空(むな)しく潰(つい)えたのだ。

				「全く、どんな手品なのでしょうね」

				　剣姫の頬を一滴の汗が伝う。

				　いずれにせよ、サラトガが此処(ここ)へ到達するまでに、それ程時間は残されていない。とりあえず正攻法で対処するより無いと判断して、剣姫は愛剣『銀嶺』を引き抜くと、それを正眼に構える。

				「ヴォオオオオオオォォォォォォォォオン」

				　その瞬間、まるで獣の様に砂巨兵(サンドゴーレム)が吼えた(、、、)。そして、間髪いれず隕石孔(クレーター)の中へと飛び降りると、着地と同時に剣姫へと拳を振り下ろす。それは、あまりにも重い一撃。

				　咄嗟(とっさ)に剣で受け止めはしたものの、足元がメリメリと地面に沈んでいく。そのまま耐えていれば如何(いか)に剣姫といえど、押し潰されるのは必至。剣姫は押し返すことを諦め、身体を捻ってそれを受け流すと、返す刀でサンドゴーレムの拳を斬りつける。しかし、予想通りそこに手応(てごた)えなど有る筈(はず)も無く、ただ砂の中を刃(やいば)が通過しただけに過ぎなかった。つい今しがた、自分が受け止めていた重い拳は実体だったというのに、切りつけてみればそこに実体は無い。分っていた事ではあるが、実に厄介(やっかい)極まりない。

				「ヴォオオオオオオォォォォォォォォオン」

				　再びサンドゴーレムは両手を振り上げて吼(ほ)えると、剣姫に向かって次々に拳を振り下ろしてくる。一撃一撃にスピードは無いが、拳そのものが大きいのだ。躱(かわ)すにしても全力で飛び回るより他に無く、遂には、避けきれない拳が剣姫の頭上に迫る。

				「氷柱(セリオン)！」

				　剣姫が足を踏み鳴らすと地面から巨大な氷柱が突き出して、砂巨兵(サンドゴーレム)の拳を粉砕する。しかし、それもダメージを与えられた訳ではない。唯、バラバラに飛び散っただけで、直ぐに砂がゾワゾワと寄り集まって、再び拳が再生していく。

				　しかしこの時、躱(かわ)す事に専念しながら、剣姫は強い違和感を覚えていた。命の無い筈(はず)の魔道兵器が吼(ほ)える？　そんなことが有り得るのだろうか。その違和感が剣姫の記憶領域を刺激する。

				　つい先日、術式の改良の為に、シュメルヴィの研究室(ラボ)を訪れた時の記憶だ。その時に茶飲み話としてシュメルヴィが語った話が蘇(よみがえ)る。死体を使わない死霊術師(ネクロマンサー)の話だ。

				　既に破門されているという事だったが、シュメルヴィと同門であったその男は、邪法に手を染めて魔術師である事をやめた。死霊術師(ネクロマンサー)となったその男は、死に際の人間から魂だけを抜き取り、土人形の中に捕えてそれを使役するのだという。もしこの砂巨兵(サンドゴーレム)がその死霊術師(ネクロマンサー)の手によるものであるならば、『核金(コア)』が無い事にも合点(がてん)がいく。『核金(コア)』の替わりに人の魂を埋め込んだ砂の化物。言うなれば砂巨兵(サンドゴーレム)ならぬ砂幽霊(サンドゴースト)だ。

				　その証拠に、先程この化物は吼(ほ)えたではないか。意志無く産みだされた土くれが、何を思って吼(ほ)えるというのか。そこには生物の魂だけが持つ、怒りや恐れといった感情の揺らぎが無い筈(はず)が無いのだ。魔道兵器などではない。この砂巨兵(サンドゴーレム)は不死者(アンデッド)なのだ。

				　しかし、それが分ったところで、剣姫は不死者(アンデッド)の弱点である浄化魔法は使えない。

				　ならば、やり様(よう)は一つ。隕石孔(クレーター)の中の一体。隕石孔(クレーター)の外の二体。その全てを永遠の檻(おり)へと閉じ込めるだけだ。

				　問題は魔力の残量。そもそも、今日はもう常識的な魔力の使用量ではない。はっきり言って無茶苦茶だ。ここであの魔法を使ってしまえば、たとえサラトガがゲルギオスに追いつけたとしても、本日中に剣姫が戦列に復帰することは出来ないだろう。

				　剣姫が逡巡(しゅんじゅん)している間にも二体目、三体目が隕石孔(クレーター)の中へと飛び降りてくる。

				「ヴォオオオオオオォォォォォォォォオン」

				　大地が揺れ、醜い砂の化物が次々に叫びを上げる。怨念に塗(まみ)れた、哀しくも汚らわしい叫び。いかな剣姫といえど、流石に三体の攻撃を躱(かわ)し続ける事は難しい。もう後の事を考えているだけの余裕は残されてはいない。

				　剣姫は大地に愛剣『銀嶺』を突き立て、目を閉じ、静かに呟(つぶ)いた。

				　

				　『永遠の白(ビアンコ・エテルノ)』

				　

				　突き立てた剣を中心に同心円状に淡い光が幾重にも走ると、隕石孔(クレーター)全体を覆う様に、空に魔法陣が描き出される。次の瞬間、それぞれに動いていた砂巨兵(サンドゴーレム)は、一斉にピタリと動きを止めた。砂巨兵(サンドゴーレム)だけでは無い。舞い散る砂さえも落下する事をやめて宙空に留まり、次第にその場のありとあらゆる物が色彩を失っていく。大地が、砂が、砂巨兵(サンドゴーレム)が、次々に白黒(モノクローム)に染まっていくのだ。

				『永遠の白(ビアンコ・エテルノ)』、それは『停止』の魔法。時間をも凍り付かせる氷雪系魔法の究極。

				　色彩とは反射する光に他ならない。その光さえ、時間の檻(おり)に閉じ込めた結果としての白黒(モノクローム)。

				　サンドゴーレム達は、精巧に描かれた木炭画のようにその場に存在し続ける。だが二度と動くことは叶わない。凍りついた時間の中に永遠に存在し続けるのだ。

				「ふう……」

				　大きく息を吐いて、剣姫は色彩の無い地面にどさりと座り込んだ。流石にこの魔法は消費する魔力の桁が違いすぎる。もうしばらくしなければ、立つ事も儘(まま)ならない。このままサラトガがここへ辿り着くのを待って、回収して貰うより他にないだろう。

				　座り込んだまま後ろ手に地面へとついた掌(てのひら)に、剣姫は微かな振動を感じていた。サラトガが近づいてくる振動。それを剣姫はそう思い込んでいた。しかしその振動は地表ではなく、もっと深い地面の奥底から響いていた。

            

	








			
				　　　　　　＊

				

				　一刻も早く砂洪水(フラッド)が来ることをミオに伝え、サラトガをこの場から後退させなければならない。それだけを考えながら、躓(つまづ)き、転びながらもナナシは走り続け、やっとの思いでサラトガ城へと辿り着いた。

				　誰何(すいか)の声を上げる衛兵を振り切り、扉を開くのももどかしく城内へと飛び込むナナシ。その視界に、今まさにロビーを横切っていこうとするミリアの姿が映った。

				「ミリアさん！　ミオ様はどちらに？」

				　ナナシは大声でミリア呼び止める。しかし振り向いたミリアの、ナナシへと向ける視線はとても冷たかった。

				　その証拠に、

				「バカ」

				　第一声がこれである。

				「あの……もしかして、まだ怒ってます？」

				「なんで怒ってないと思えんの？　バカなの？　帝王(エンペラー)級のバカなの？」

				　さすがにバカバカと連呼されるのはどうかと思うが、確かにミリアが怒りながらナナシの前から立ち去って、まだ数十分しか経っていない。

				「ごめんなさい、ミリアさん。でも、今は本当に急いでるんです」

				　ナナシの言葉に一瞬呆れる様な顔をした後、ミリアはナナシにぐいっと顔を突き付けて、強引に目を合わせる。

				「ナナちゃん。キミ、何でボクがこんなに怒ってるのか、分かってる？」

				　ミリアが心配してくれているのだと言う事は分かっているのだが、何でと言われると上手く言葉に出来る自信が無い。……というか、今は何を言っても、怒られそうな気がする。

				「やっぱり分かってないんだ！　もー！　全部終わったら、徹底的にお説教してあげるんだから」

				　そう言って肩を竦(すく)めると、ミリアはナナシの手を引いて走り始めた。

				「砂洪水(フラッド)が来るんでしょ。急いで！」

				「なんで、それを!?」

				　ナナシはここまでに、ミリアに砂洪水(フラッド)の話など全くしなかった筈(はず)だ。先刻アージュに工作員と言われてしまった様に、砂洪水(フラッド)が来ると言ってまわることは、無用な混乱を招きかねないと思ったのだ。

				「家政婦(メイド)の特殊能力(スキル)だよ」

				「特殊能力(スキル)？」

				「人の心が読めるの」

				「家政婦(メイド)、スゴすぎません!?」

				　驚愕の新事実。家政婦(メイド)に隠し事は出来ない。

				「だから今、ナナちゃんが『ハァハァ、メイド服超エロいぜ。押し倒してスゴイ事したいぜぇ』とか思ってることも、お見通しなんだから！」

				「思ってませんけど!?」

				　恐ろしい。放っておくと、どんどん変質者に仕立て上げられていきそうだ。

				「剣姫様のせいで昇降機(エレベータ)は全部止まってるから、階段で上がるよ」

				　昇降機(エレベータ)の前を素通りして、ミリアはそのまま奥の階段を駆け上がりはじめる。

				「剣姫様のせい？」

				「昇降機(エレベータ)の精霊石、全部持ってっちゃったのよ、あの人」

				　その言葉の意味が分からず、ナナシが首を傾(かし)げたその瞬間、激しい爆発音が轟き、サラトガ全体が揺れた。ナナシの耳には、爆発音はずいぶん遠くから響いたように思えた。サラトガの外で何か巨大なものが落ちた、そんな音だ。　

				「キャァ！」

				　突き上げるような振動に、ミリアが階段から足を踏み外す。間一髪、ナナシが手を伸ばしてミリアの腕を掴(つか)み、自分の方へと引き寄せた。

				「大丈夫ですか？」

				「うん、大丈夫。もう砂洪水(フラッド)が来たの？」

				「いえ、これは違うと思います」

				　揺れはすぐに収まったが、手を離してしまうことに何となく不安感を覚えて、二人は互いの手をとったまま、階段を登って行く。やましいことは何も無いのだが、ミリアは俯(うつむ)いたまま無口になり、ナナシも何かそわそわと落ち着かない気がした。

				　しばらく登って行くと階段の行き止まり、いくつもの扉が並ぶフロアへと出た。その内の一つをミリアが指差す。

				「あそこ！　あそこが艦橋(ブリッジ)だよ！」

				　ナナシは、ミリアが指を差した扉を蹴破るようにして艦橋(ブリッジ)へと飛び込む。

				「砂洪水(フラッド)が来ます！　今すぐサラトガを後退させてください！」

				　突然の闖入者(ちんにゅうしゃ)に室内の人間の視線が一斉に集まる中、ナナシは声を限りに叫んだ。艦橋(ブリッジ)を一瞬の静寂が包んだ後、ザワついた空気が室内を支配していく。一段高い位置にある豪奢(ごうしゃ)な椅子に腰かけたミオが、ナナシの背後に立っているミリアの姿を見つけ、問いかけた。

				「これがお主の言っておった、大ピンチというヤツじゃな？」

				　ミリアはミオから視線を逸(そ)らすこと無く、コクリと頷(うなず)く。

				　ミオは、すぐ脇の壁面から伸びている金色のパイプ──伝声管に口を寄せると「監視塔！」と叫ぶ。

				だが応答は返ってこなかった。

				「なるほど、やられたのう。既に監視塔には、生きている者は誰もおらぬか」

				　そして一瞬目を伏せた後、やにわに椅子から立ち上がり、手を振り上げて艦橋(ブリッジ)乗員(クルー)達へと指示を出す。

				「サラトガ全速後退！　最大速度でここを離脱する！」

				　慌ただしく、一斉に動きはじめる艦橋(ブリッジ)乗員(クルー)達。

				　ミオは再び椅子に腰を下ろすと、ナナシに向かって口を開く。

				「いずれにせよ。もうゲルギオスを追う事は出来なくなっておったからのう、まあ、丁度良いわ」

				「どういう事ですか？」

				「アレじゃ」

				　ミオが指さしたその先には、巨大な精霊石板(モニター)。そしてそこに映っていたのは、煙と砂を盛大に巻き上げている巨大な隕石孔(クレーター)であった。

				「あれは？」

				「セルディス卿じゃ」

				「は？　剣姫様ですか？」

				「サラトガの進路を巨大なゴーレムが塞(ふさ)いでおったので、セルディス卿に排除を依頼したのじゃが……。いや、確かに排除してくれたのじゃが……な。あやつは、それ以上にデカい障害物(クレーター)を拵(こしら)えおったのじゃ」

				「え？　じゃあ、さっきの揺れは……」

				「セルディス卿じゃの」

				　溜息を吐(つ)くミオ。言葉を失い顔を見合わせるナナシとミリア。人類の領域から完全にはみ出した、剣姫の破壊力に思わず呆然とする。

				「たぶん、あやつは自分が新たに障害物を作った事など、気付いておらんのじゃろうな。本物の天然ボケじゃからの」

				「ええ、そう言えば、最初にサラトガにお越しになった時も、危うくサラトガを沈めかけられました」

				　ミオの溜息交じりの言葉をキリエが肯定する。いままで必死だったので、目に入っていなかったのだが、ミオの脇の席にはボズムス、キルヒハイムそして、キリエが列席していた。

				「そうじゃったのう。あれは酷かった。サラトガ奪還の為にあやつを連れてきたのじゃが、おかげで通常の戦争並みの戦後処理をする羽目になったわ」

				　そう言って、ミオは力なく笑った。そして、つられてナナシが笑いそうになった時、キルヒハイムがミオへと静かに尋ねる。

				「ミオ様、このままですとセルディス卿は置き去りになりますが、よろしいので？」

				　キルヒハイムの冷静な指摘に、力ない笑顔を貼り付けたまま凍り付くミオ。ギギギと油の切れた機械の様にぎこちない動きで、キルヒハイムの方へと顔を向けると、いきなり慌て始めた。

				「いや、よろしくない！　全然よろしくないのじゃ！　ナナシ！　セルディス卿を回収出来るだけの時間は残っておるか？」

				　ナナシは目を伏せて、首を振る。

				「サラトガ自体、逃れられるかどうかの瀬戸際だと思います」

				　ミオの顔色が一気に蒼ざめ、所在無げに指先が宙を掻(か)く。

				「あやつは我がサラトガの恩人じゃぞ！　それを捨てて逃げろと申すのか！」

				「サラトガ最大の戦力を失うことになりますな」

				　キルヒハイムが冷静にそう言うと、その冷静さがミオの怒りを誘った。

				「戦力かどうかなど、どうでも良いのじゃ！　恩人を！　友を！　犠牲にして妾(わらわ)に生きながらえよと申すのか！」

				　ミオは席を蹴って立ち上がり、握り締めた拳を震わせる。

				「ふおっふおっ、ミオ様のおっしゃることはごもっともですが、サラトガの住民全員とセルディス卿お一人のお命を天秤にかけられる筈(はず)もございません。ここは領主として非情に徹していただかなくては」

				　ボズムスが宥(なだ)める様に、ミオとキルヒハイムの間に割って入る。

				「分かっておる。分かっておるのじゃ。しかし、のうミリア。お主の事じゃ、何か手を打っておるのじゃろ。そうじゃろ」

				　今にも泣き出しそうな顔で、ミリアへと縋(すが)るような視線を向けるミオ。しかしミリアは俯(うつむ)いたまま、ただ首を振る。

				　あまりにも重苦しい空気が艦橋(ブリッジ)に立ち込め、誰もが諦めかけたその時、唯一人、真っ直ぐにミオを見つめて、声を上げる者がいた。

				「僕が行きます」

				　その場にいる全員の視線が、一斉に声の主へと注がれる。

				　その視線の先にいたのは、黒髪黒瞳の砂漠の民。地虫(バグ)と蔑(さげす)まれる一人の少年であった。

				「ナナシよ、お主が行って何ができるというのじゃ」

				「剣姫様を連れて戻ってきます」

				　ナナシは、目を逸(そ)らさずミオを見つめる。

				「ダメだよ！　死んじゃうよ！」

				　次の瞬間、ミリアは正面からナナシの両腕を掴(つか)むと猛然と反対した。彼女の劇的な反応に少し驚きながらも、ナナシは優しく微笑む。

				「ミリアさん。砂洪水(フラッド)で死ぬ、砂漠の民はいませんよ」

				　この言葉は嘘では無い。ただし砂漠の民の人間が死なないのは、砂洪水(フラッド)の発生を予測して、そこに近寄らないからなのだが。

				「なんでナナちゃんが行かなきゃダメなの？　剣姫様なら砂洪水(フラッド)なんて物ともしないで、平然と帰ってくるよ、きっと！」

				「そうかもしれません。でもミリアさん……そうじゃないかもしれないんです」

				　ミリアは涙ながらにナナシの目を見つめ、そこに強い決意が宿っているのを見た。このままじゃ、ナナちゃんが死んじゃう。と、ミリアの胸の内を耐え難い程の焦りが、燎原(りょうげん)の火の様に広がっていく。

				「お姉ちゃん！　お姉ちゃんも黙ってないで、何とか言ってよ！」

				　ナナシから手を離すと、ミリアはキリエに向き直り、悲鳴じみた声を上げる。

				「見込みはあるのか？」

				　腕を組んだまま、キリエはナナシを睨(にら)み付ける様に見据える。ダダ甘お姉ちゃんに変貌して以来、見たこともない様な『怖い』キリエの顔。しかし、ナナシは一歩も引かない。

				「あります。けれど、無くてもたぶん同じことを言います」

				　キリエはゆっくりと目を伏せ、フゥと静かに息を吐(は)く。

				「そうか……お前は男の子なんだな」

				　一言そう呟(つぶや)くと諦めた様に微笑み、そして言った。

				「行っておいで」

				「お姉ちゃん?!」

				　キリエの言葉に思わず目を見開くミリア。ナナシはキリエに向かって黙って頷(うなず)くと、そのまま艦橋(ブリッジ)を飛び出して行った。

				　ナナシの背を追って伸ばした指先が虚しく空を掻いて、ミリアは項垂(うなだ)れる。そして次の瞬間にはキリエへと向き直り、目に涙を浮かべながら彼女をじっと睨(にら)み付ける。その掌(てのひら)には爪が食い込んで血が滲(にじ)んでいるのが見えた。

				「なんで！　なんで止めてくれないのさ！」

				　掴(つか)み掛らんばかりに詰め寄ってくるミリアに、キリエは諭(さと)す様に囁(ささや)く。

				「ミリア、男の子はね、一度逃げることを覚えてしまったら、その瞬間から男の子では居られなくなるんだよ」

				「何それ！　ボクにはわかんないよ！　ナナちゃんが帰ってこなかったら、ボクはお姉ちゃんの事、絶対に許さないんだから！」

				　半狂乱でそう叫ぶと、ミリアはその場で泣き崩れた。

				　ミオは、ミリアの隣に座ると、彼女の顔を自分の胸に押し当てる様に抱きしめた。そして、ゆっくりとキリエへと視線を移すと、労(ねぎら)う様に声を掛ける。

				「お姉ちゃんは大変じゃな」

				「信じて待つことも、姉の醍醐味(だいごみ)ですから」

				　そう言って二人は微(かす)かに笑いあった。しかしその瞬間、二人の間に漂った優しい空気を引き裂く様に、乗員(クルー)の一人が大きな声を上げる。

				「後方に敵影(てきえい)！　二百名規模の部隊です。破城槌(はじょうつい)を装備した砂狼(サンドヴォルフ)の姿も多数見えます！」

				　ミオはミリアを抱いたまま、声を上げる。

				「かまわん！　このまま速度を維持せよ。取りつかれたならば、サラトガ内部で迎え撃て！」

				　しかし、その乗員(クルー)は困惑する様な声で答える。

				「それがミオ様、この高速移動中にも拘わらず、将軍が単身出撃されたとの事ですが……」

				「ふおっふおっ、私の申しておった通りになりましたな。出撃すると見せかけて脱出する。よもや内通者はグスターボ殿であったとは」

				　ボズムスのその言葉には、こうなる事を事前に言い当てた事に対するものであろう、どこか得意げな響きがあった。

				「聞いたな」

				「ええ確かに聞きました」

				　ミオとキリエが目を合わせて頷(うなず)き合う。

				「ミリア、これでお主の目論見(もくろみ)どうりかの？」

				　ミオの胸に顔を埋めたまま、ミリアはコクリと頷(うなず)く。

				　そして、困惑の表情を浮かべるボズムスへと、ミオははっきりと言い放った。

				　

				「内通者は貴様じゃ。ボズムス」

				

				　　　　　　＊

				

				　軋(きし)むような音を立てて、サラトガが突然停止した。

				　ミオの指示によって全速後退するための挙動ではあったが、突然の急制動による衝撃は、サラトガ全体を大きく揺らす。とりわけ最も衝撃が大きいのは外周部──つまり城壁の上。そこで待機していた兵士達を襲った振動は、大地震にも匹敵する規模であった。

				　とは言え、城壁から転がり落ちれば流石に命は無く、戦闘が始まる前に死んでしまっては、それこそ立つ瀬が無い。盛大に悲鳴を上げながらも、兵士達は互いの身体を掴(つか)み合って、必死にその場に踏み止まる。

				　やがて振動が徐々に収まりはじめ、兵士たちが思わず安堵(あんど)の吐息を洩らした途端、それを嘲笑(あざわら)うかの様に、今度は急発進の衝撃が兵士達に襲い掛かった。今度はこれまでとは真逆の方向、元来た方へとサラトガが、急速に後退し始めたのだ。

				　普段ならば高速移動時でさえ、揺れという物をほとんど感じさせない機動城砦に於(お)いて、これだけの振動を伴(ともな)う乱暴な動力制御を行なうからには、何らかのっぴきならない問題が発生しているのだという事は、子供でも容易(たやす)く想像がつく。唯でさえ戦闘を前にして殺気だった兵士達は、不安からか次々に騒ぎ始め、城壁の上は混乱状態に陥(おちい)った。

				　この時、ゲルギオスとの戦闘を控えて、左舷の城壁の上に陣取っていたのはペネル率いる大楯隊、グスターボの第二軍本隊、シュメルヴィの魔術師隊の三部隊であった。

				「何が起こっている！　艦橋(ブリッジ)から何か指示は来ているのか？」

				　終息しつつある揺れを城壁にしがみ付いて堪(こら)えながらながら、ペネルは大声を出して部下達の方へと問いかける。しかし部下達は互いに顔を見合わせるばかりで、まともな答えは返ってこない。

				　そもそも全軍から選抜された急造部隊であるこの大楯隊は、接舷後に真っ先にゲルギオスへと取り付いて橋頭堡(きょうとうほ)を築く、それだけを目的に編成されており、正規の連絡要員の一人すら配備されていないあたり、想定外の出来事に即応する事など望むべくもない。

				　仕方なくペネルは兵士達を落ち着かせるべく、自ら兵士の只中を走り回り、怒鳴りつけたり、宥(なだ)めすかしたりしながら、混乱を収拾しようとした。

				　キリエの、このペネルという青年評は『真面目だけが取り柄のお坊ちゃん』という比較的辛辣(しんらつ)な物であったが、それは決して間違ってはいない。この場合も、ペネルの対応は教科書的なところから外れはしなかった。

				　ペネルはどうにか自分の部下達を落ち着かせると、次は左舷城壁の後方部分で待機している筈(はず)の自身の上官、グスターボへと指示を仰ぐべく使者を立てようとする。しかし、使者として選んだ若い兵士に伝令文を言い含めている内に、逆に第二軍本隊からペネルの元へと使者が訊(たず)ねて来た。

				　ペネルは第二軍からの使者へと駆け寄ると、挨拶することさえもどかしく、使者の肩に掴(つか)みかかる様にして尋ねた。

				「どうした！　一体、何が起こっている？」

				「申し訳ございません。サラトガが転進した理由は不明です。現在艦橋(ブリッジ)に向けて別の者が走っております。ただ……」

				「ただ？」

				「グスターボ様が、今朝の軍議に向かわれて以来、部隊に戻られておりません。ですので急ぎ、副官のペネル様に指示を仰ぎに参った次第でございます」

				「なっ!?」

				　ペネルは絶句し、思わず天を仰ぐ。そして、いつも偉そうな事を言ってる癖に、こんな肝心な時にいないグスターボを心の中で激しく罵(ののし)った。

				　

				　　　　　　＊

				　　

				　一方、機動城砦ゲルギオスに第二軍が突入した後の後詰(うしろづめ)として、城壁のすぐ下の広場で待機していた筈(はず)のメシュメンディ率いる第一軍は、サラトガが転進を始めた直後から、中央大通りを最後部に向けて整然と進軍していた。

				　今朝早くにミオに呼び出されたメシュメンディは、内密に指示を受けていたのである。その内容とは、『軍議でメシュメンディに与える役割は全てフェイク、一切無視して良い。サラトガに異変が発生した際には、後方に現れる敵を警戒せよ』

				　メシュメンディが『内通者』では無いという確信が無ければ、こんな指示は出せない。

				　ミオがそれを確認する為には、青味がかった髪の幼女──サーネに一言聞くだけで良かった。

				『メシュメンディは内通者か？』

				　ミオがそう尋ねた時、サーネは一切の迷い無く「そう」と頷(うなず)いた。

				　このサーネという幼女は特殊な存在である。サーネは嘘しか(、、、)語ることができない。確定的に嘘である事しか言えないのだ。

				　つまり、ミオへのこの場合の回答、「そう」は間違いなく「そうでは無い」ことを意味している。つまり、メシュメンディは内通者では無い。

				　サラトガの最後部。いや、後ろ向きに走行している現在のサラトガに於(お)いては、先頭部分と表現した方が適切かもしれない。そこへ、第一軍を率いてメシュメンディが到達すると、前もってそちらを警戒させていた兵士達が待ち受けていた。

				　彼らの報告によると現在の進行方向、つまり後方に敵兵が二百名あまり、それに加えて八頭もの砂狼(サンドヴォルフ)が待ち受けているのが発見されたとの事だった。

				　普通に考えれば、この巨大な機動城砦の進行方向に立ち塞(ふさ)がるなど、自殺行為以外の何物でも無く、為(な)す術(すべ)もなく踏み潰されてそれで終わりなのだが、その砂狼(サンドヴォルフ)達が巨大な破城槌(はじょうつい)を背負わされている事を考えれば、敵の狙いが見えてくる。

				　おそらく敵の魂胆(こんたん)は、この最後部の城門に向けて、砂狼(サンドヴォルフ)達を特攻させるという事だろう。高速走行中に進行方向の城門が開いてしまえば、そこから大量の砂が流れ込んで、それ以上の走行は困難なものとなる。サラトガが身動きの取れない状態に陥(おちい)ったところで、砂狼(サンドヴォルフ)の背後に控えている兵達がサラトガへの侵入を開始する。そういう算段である事は予想に難くない。

				　この状況を打破する為には、サラトガの前へと飛び出して、砂狼(サンドヴォルフ)達を屠(ほふ)る事が求められるのだが、たとえ驢馬(ロバ)を全力で走らせたとしても、少しでも速度を緩めた途端、後方から走って来るサラトガの下敷きになってしまう。そんな状況で八頭もの砂狼(サンドヴォルフ)を屠(ほふ)らなければならないのだから、それはもう不可能というべき状況であった。

				　しかし、兵士達の眼に絶望の翳(かげ)りは無い。彼らの視線の先にはこの状況を覆すだけの力を持つ英雄の姿があった。誰とも知れず、男を讃える声が上がる。「ロリコン将軍、万歳！」と。

				　兵士達が見上げる先、城壁の上にはすでに、休日のお父さんよろしく幼女二人と手を繋(つな)ぎ、更に一人を肩車する優男。サラトガ第一軍の将メシュメンディの姿があった。

				「めーしゅ、立ち止まったら、後ろから走ってくるサラトガに踏みつぶされるにょ」

				　右手に掴(つか)まる赤味がかった髪の幼女イーネの言葉に、メシュメンディはただコクリと頷(うなず)いた。

				「出来るだけ速く跳んで、サラトガを引き離すにょ」

				　メシュメンディはもう一度頷(うなず)くと、イーネの耳元でボソボソと何かを囁(ささや)く。途端にイーネが眉をハの字に下げて、溜息を吐(つ)いた。

				「そのダジャレはちっとも面白くないにょ」

				「いいから、早くやろうよー」

				　呆れる様に肩を竦(すく)めるイーネへと、肩車されている黄色味がかった髪の幼女マーネがそわそわしながら訴える。

				「マーネは相変わらず、せっかちだにょ」

				「もう！　先に行っちゃうからね！」

				　遂に痺れを切らしたのか、そう言うや否やメシュメンディの肩の上から、マーネの姿が一瞬にして掻き消えると、

				「マーネは本当に賢い。マーネのああいうとこ大好き」

				　と、メシュメンディの左手に掴(つか)まる、青味がかった髪の幼女サーネが、苦々しげに呟いた。

				「はぁ、しかたないにょ。じゃあ、イーネ達もそろそろ行くにょ」

				　二人の幼女が頷(うなず)きあって、掴(つか)んでいた手を離し、メシュメンディの肩にぶら下がり直すと、兵士達が一斉に歓声を上げる。

				　イーネがそれに応える様に手を振る。それと同時に、サーネが「飛翔(シエロ・アンダーテ)」の魔法を唱え、メシュメンディは二人を肩にぶら下げたまま、城壁の上から一気に飛び降りた。

				　全力疾走する機動城砦、その進行方向へと飛び出すのだ。通常であればただの自殺行為でしかないのだが、大きく跳躍したメシュメンディが砂の上に着地すると、間髪入れずにサーネが「飛翔(シエロ・アンダーテ)」の魔法をかけ直し、再びさらに大きく跳躍する。

				　一般に『飛翔(シエロ・アンダーテ)』は基礎的な魔法だが、使い勝手の悪い魔法としても知られている。なぜなら、『自分にかけることができない』『かけるには接触が必要』『かかったらかかったで一回の跳躍が終われば、魔法が解除される』という三つの欠陥があるからだ。

				　しかし、身体にしがみ付いた幼女が魔法をかけ続けることで、メシュメンディ達はこの欠陥を全て克服していた。

				　ぴょんぴょんという動きそのものは、非常にコミカルなのだが、メシュメンディ達は生身のまま、サラトガを置き去りにしてぐんぐんとスピードを上げていく。

				　長距離の跳躍を繰り返して、背後のサラトガの姿が豆粒の様に小さくなるほどに引き離した頃、「見えて来たにょ！」とイーネが大きな声を上げる。イーネが指さした先、そちらもまだ豆粒の様な大きさだが、目を凝らせば、八頭もの巨大な砂狼(サンドヴォルフ)が群れを成して走ってくるのが見えた。

				「あれ、マーネはどこだにょ？」

				　イーネがそう言って辺りを見回した途端、砂狼(サンドヴォルフ)の群れの前に、黄色味がかった髪の幼女マーネが忽然(こつぜん)と姿を現す。そしてぐるぐると腕を回しながら、楽しそうに笑った。

				「じゃ、やっちゃうよ！」

				　元気いっぱいに大きな声でそう宣言すると、マーネは凄まじいスピードで目の前へと迫ってくる砂狼(サンドヴォルフ)の顎(あご)を、下から撃ちぬくように殴りつけた。

				　その瞬間、二つの大きな音が重なり合う様にして、広大な砂漠に響き渡る。それは打撃音と圧潰音(あっかいおん)。強烈な一撃を喰らった砂狼(サンドヴォルフ)は顎(あご)の骨を砕かれ、海老反(えびぞ)る様な体勢で背負った破錠鎚(はじょうつい)ごと宙に浮かび上がると、くるくると空中を縦回転した末に、どさりと地面に落ちて動かなくなる。幼女の小さな拳が巨大な砂狼(サンドヴォルフ)を吹っ飛ばすという異常な光景。

				　その光景に、残りの砂狼(サンドヴォルフ)達は足を止めると、弾けるようにマーネから距離を取り、遠巻きに取り囲みながら、唸(うな)り声を上げた。

				「あはっ！　次の方どうぞー！　来ないんだったら、こっちから行っちゃうぞー」

				　ますます楽しそうに声を上げて、マーネは凄まじい勢いで砂狼(サンドヴォルフ)に殴りかかると、手近な一匹の頭をグシャりと潰(つぶ)し、大量の返り血を浴びる。

				「にゃははは、いいねぇ！　最高！」

				　けたたましく笑い声を上げるマーネの姿を遠目に眺めながら、イーネとサーネが非難がましく口を尖らせる。

				「マーネ！　自分だけズルいにょ！」

				「マーネのそういう自分勝手じゃないところ、大好き！」

				　結局、メシュメンディ達が砂狼(サンドヴォルフ)達の元へと辿り着く頃には、既にマーネの他に動く者は存在し無くなっていた。

				「もー！　マーネったら、自分ばっかりズルいにょ」

				「マーネ、大好き、生きて」

				「にゃははは、ごみんねー」

				　幼女三人が言い争う中、マーネが再びメシュメンディの肩の上へと飛び乗った。

				　黄色味がかったマーネの髪は、今や返り血で真っ赤に染まり、メシュメンディの髪を掴(つか)むマーネの手から顎(あご)を伝って、砂狼(サンドヴォルフ)の血が滴(したた)り落ちた。

				「今日はもう、マーネは手を出しちゃダメにょ」

				「ええー！　そんなぁ」

				「残りはイーネとサーネで平らげるんだにょ」

				　その言葉にメシュメンディはぴくりと身体を震わせ、大きく首を振る。唇が小さく動き、呻(うめ)く様な小さな声が洩れた。

				　イーネのいう『残り』とは、砂狼(サンドヴォルフ)の後方にいる筈(はず)の二百名の敵兵に他ならない。砂狼(サンドヴォルフ)を全滅させれば、サラトガの進行を妨げる物は既に無く、彼らは撤退するより他に無い。つまり、既に彼らは無力なのだ。

				　イーネはメシュメンディの頬に顔を近づけると、その頬を滴(したた)る血をぺろりと舐(な)め上げて耳元で囁(ささや)く。

				「人間だから見逃してやろうというのは、傲慢(ごうまん)にょ。獲物は平等に狩ってあげなきゃダメにょ」

				　思わずイーネを睨(にら)み付けるメシュメンディ。

				　それに対して、三人の幼女達は一斉に口元を歪ませて、厭(いや)らしく嗤(わら)った。

				

				　　　　　　＊

				

				「内通者は貴様じゃ。ボズムス」

				　ミオははっきりと、そう言い放った。

				　艦橋(ブリッジ)の乗員(クルー)達の間に衝撃が走り、その大半が半口を開けてボズムスを見ている。

				「ふおっふおっ、突然何を血迷われておるのですかミオ様。先代よりお仕(つか)えして参りました忠臣中の忠臣、このボズムスが内通者ですと？」

				　特に焦っている様には見えないが、ボズムスはいつも以上に声高に笑う。顔は笑っているのに目が笑っていないのはいつもの事だが、言葉の選び方がやや挑発的に聞こえた。

				「今、出撃したのはメシュメンディじゃ。妾(わらわ)が先だって指示を与えておいたのじゃが、貴様はどうしてグスターボだと思ったのじゃ？」

				　ボズムスのこめかみの辺りが、ピクリと動いた。

				「左様でございましたか。いつも無謀な突撃をするのはグスターボ殿ですからな、今回も当然そうに違いない。そう思っただけでございます」

				　ボズムスの回答に、ミオが口元を緩める。

				「ボズムスよ、ボケるにはまだ早かろうて。お主、自分で申したことも覚えておらぬのか？　つい今しがた『出撃すると見せかけて脱出した』、こう申したではないか。脱出するのに無謀さは関係なかろう？　妾(わらわ)には、貴様は最初からグスターボだと決め付けておった様に聞こえたのじゃがな」

				　ボズムスが顔を歪め、奥歯を噛みしめる。

				「事前に『出撃する人間がいればそれが内通者だ』と妾(わらわ)に吹き込み、そしてグスターボを唆(そそのか)して出撃させる。そういう絵を描いていたなら、出撃したのは当然グスターボじゃと思うわな」

				「言いがかりでございますな。そんな理屈で良いのなら、誰だって内通者に仕立てあげる事が出来てしまいます」

				　ボズムスの物言いに、ミオが声を荒げかけた時、ミオの胸元に顔を埋めている少女が「待って」と、か細い声を出した。

				「ここからはボクが説明するから」

				　目元を赤く腫(は)らして、グズグズと鼻を啜(すす)りながら、ミリアがミオの胸元から顔を上げる。

				「ボクがゲルギオスの企(たくら)みに気づいたのは、骸骨兵(スケルトン)の群れに襲われた時なんだ。この襲撃はボクかナナちゃんのどちらかを狙ったものだろうと思ったんだよ」

				「練兵場(れんぺいじょう)など破壊したところで、大した損害では無いからのう」

				「で、仮にナナちゃんを狙ったものだと仮定してみたら、ゲルギオスの狙いが一気に理解できたんだ」

				　ボズムスは全く表情を崩すことなく、ミリアの言葉に耳を傾けている。

				「ミオ様は軍議の席で、ナナちゃんのどこに価値を見出したの？」

				「砂洪水(フラッド)の発生を予測する力じゃ」

				「そうだね。逆に言えば骸骨兵(スケルトン)の群れに襲われたあの時点では、ナナちゃんはそこにしか価値が無いんだよ」

				「どういうことじゃ？」

				「つまりね、貴重な魔道具を使ってでも、ナナちゃんを排除したいという事は、砂洪水(フラッド)の発生を事前に予測されたら困るっていう事を、はっきりと示しているんだよ」

				「なるほど、あの時は必死だったから、そんなこと考えもしなかったな」

				　感心する様に大きく頷(うなず)くキリエ。その様子に骸骨兵(スケルトン)事件の時、狼狽(ろうばい)しまくっていたキリエの姿を思い出して、ミオは噴き出しそうになるのを必死に堪(こら)える。

				「なんで困るのか？　もうわかるよね。ナナちゃんの義妹(いもうと)ちゃんを攫(さら)って、砂洪水(フラッド)の発生を事前に察知。そこにサラトガを誘い込んで砂洪水(フラッド)に巻き込ませる。それがゲルギオスの狙いだからだよ。ナナちゃんが砂洪水(フラッド)の発生を予測してしまえば、この企(たくら)みは瓦解(がかい)しちゃうもの」

				「で、我々は危うくそれにハマりかけておったという訳じゃな」

				　ミオの言葉に、ミリアとキリエが同時に頷(うなず)いた。

				「練兵場(れんぺいじょう)で襲撃を受けたのが、ナナちゃんの力が判明した翌日の朝。あまりにも早すぎて、逆に内通者がいると見せかける罠なんじゃないかと疑ったぐらいだよ」

				　ミリアは、泣き腫(は)らした顔で微(かす)かに笑う。

				「あの時点で軍議に参加していなかったキルヒハイムさんは白。でもね、他はみんな可能性があって、正直言って誰が内通者か分かんなかったんだよね。だからミオ様にはこう伝えたんだよ」

				　ミリアは顔を上げて、ボズムスに指を突きつける。

				「サラトガが沈む事が避けられそうに無くなったら、真っ先に逃げる人が内通者。サラトガがなんとか沈まずに逃げ切れそうなら、『逃げる人が内通者に違いない』、そう主張する人が本物の内通者だってね」

				　確かにサラトガが沈んでしまうのならば、内通者は脱出する。サラトガが沈まないのであれば、誰かを内通者に仕立て上げて、のうのうと居座って工作を続ける公算が高い。

				　艦橋(ブリッジ)に重苦しい沈黙の帳(とばり)が降りた。

				　全員が注視する中、ボズムスはくるりとミリア達に背を向ける。

				「ほら見ろ、やっぱりこの娘(むすめ)はマズいって言ったじゃねえか。三流死霊術師(ネクロマンサー)め！」

				　ボズムスの口調がガラリと変わり、苦々しげに吐き捨てる。

				「ボズムスさん、ミオ様を生霊(レイス)に襲わせたのもアナタだよね？　一つ教えてくれないかな？　どうして最初からミオ様を標的(ターゲット)にしなかったの？」

				　ククッという笑い声とともに、ボズムスの肩が小さく揺れる。

				「オレはそう主張したんだがな。そこのクソガキについては、自分の手で縊(くび)り殺してやりたいって奴がいるのさ。サラトガが沈む前に、オレはミオを攫(さら)って悠々(ゆうゆう)と脱出。そういうつもりで、最初は地虫(バグ)の方を狙ったんだが、流石に二回も失敗できねえからな、生霊(レイス)にはより弱い方を狙わせたのさ」

				「誰が弱いじゃと！」

				　ミオが憤慨(ふんがい)する。

				「だが、まあ仕方ねえ。剣姫を砂洪水(フラッド)で葬れただけでも良しとすべきだろうな。なあに、あれさえ居なければ、貴様らなんぞオレ達の敵じゃねえ。今日逃れられたとしても、貴様らの寿命が少し延びただけの話さ」

				「貴様、何者じゃ！　ボズムスでは無いな」

				「いいや、ボズムスさ。魂の一部だがな。この身体はゴーレムだが、奴の魂は俺の食い物(くいもん)として活用してやってるさ」

				　ぐりん、とボズムスの首だけが百八十度回転し、舌を出して禍々(まがまが)しく哄笑(こうしょう)しはじめる。

				　思わず息を呑むミオ。一方のミリアは、内心はともかく表面上は冷静さを保ったまま、ボズムスを睨(にら)み付けた。

				「最後にもう一つ教えてよ。あの生霊(レイス)は行方不明になった魔術師、ビーティさんだった。死霊術師(ネクロマンサー)でも無いビーティさんが、何で生霊(レイス)化したの？」

				　ミリアの問いかけに、呆れた様な態度を見せるボズムズ。

				「あのなぁ、てめえ、そりゃ順序が逆だ。魔力のある人間なら身体から魂を引っぺがされりゃ誰だって生霊(レイス)になる。死霊術師(ネクロマンサー)ぐらいしか、悪霊に魂を引っぺがされるなんて機会がねえってだけの話だ。あいつに関しちゃ、既に俺の中に魂はあったからな、そいつを無理矢理引っぺがしたってだけの話さ」

				「お主、ボズムスだけでは飽き足らず、ビーティまで喰らっておったのじゃな」

				「行きがけの駄賃って奴さ、この豚(ボズムス)を喰うところを見られちまったからな」

				　ボズムスはベロリと舌を出すと、ニヤニヤと笑いながら口元を舐め上げ、その禍々(まがまが)しい表情に、ミリアとミオは思わず顔を顰(しか)める。

				「小娘よぉ、家政婦(メイド)なんぞ殺したところで、たいした値打ちもねえが、お前は別だ。これ以上邪魔されちゃかなわんからな、その首もらっていくぜ」

				　次の瞬間、ボズムスの舌が、鋭利な切っ先となってミリアに襲い掛かった。身体は全く反応することもできず、眉間へと迫る尖端を目で追って、寄り目になるミリア。しかしその鋭利な舌を黒い紐状のものが、ピシャリと音を立てて弾き飛ばした。

				　ミリアとミオを背に隠して、キリエがボズムスの前に立ちはだかる。そしてピシャリと鞭でフロアを叩き、キリエはボズムスを気だるげに指さした。

				「三下が大層な口をきくものでは無いな。余計に弱そうに見えるぞ」

				

				　　　　　　＊

				

				「貴様ァ、さっきは良くもやってくれたな！」

				　ナナシの姿を見つけた途端、アージュは指を差して凄んだ。

				　城壁の上、アージュは大盾兵から奪い取った男物の胸甲(ブレストプレート)を素肌の上に身に着けて、なんとか胸を隠してはいるが、どうやっても不格好なのは否めない。

				「良かった！　アージュさん丁度いいところに！」

				「へ？」

				　汗まみれで駆けてきたナナシが、まるで尻尾を振る犬のように、人懐こい笑顔で近づいてきて、アージュの両手を掴(つか)んだ。完全に調子を狂わされて困惑するアージュ。しかし、アージュのそんな様子を気に留めることもなく、ナナシは顔を近づけて捲(まく)し立てる。

				「アージュさん！　今すぐ城壁の上にいる人たちを避難させて欲しいんです。さっきも言いましたけど、砂洪水(フラッド)がもうそこまで来ています。すでにサラトガは後退し始めていますが、もしかしたら間に合わないかもしれません。もしうまく砂洪水(フラッド)を逃れられたとしても、城壁の上ぐらいは、波をかぶるかもしれないんです」

				「ちょ、ちょっとまて！　落ち着け貴様、近い！　近い！　顔が近いぃ！」

				　真っ赤な顔を背けながら、アージュは悲鳴を上げる。

				「あ、すみません。急いでいたもので、つい……」

				「ついじゃねぇ！　なんで私がそんな事しなきゃなんねぇんだよ！」

				「お願いです。僕にはアージュさんしか頼れる人がいないんです」

				　再び、ぐいぐい顔を近づけるナナシ。

				　アージュは、再び顔を真っ赤に染めながら、仰(の)け反って顔を遠ざける。状態としては、まるで社交ダンスのフィニッシュの様であった。

				「わかった、わかったから！　離せえぇぇ！」

				　アージュのその声を聞いて、ナナシは即座に手を離す。

				「ありがとうございます！　じゃあ、お願いします！」

				　そう言うと、ナナシはあっさりと城壁の上に向かって、全速力で走り去って行く。その変わり身の早さに、一瞬呆然とした後、その背中に向かってアージュは、声を限りに叫んだ。

				「オマエ！　わざとやってるだろおおぉぉぉぉ！」

				　アージュの非難がましい声を背中に聞きながら、ナナシはサラトガの進行方向とは逆の方、一番砂洪水(フラッド)に近い方へと城壁の上を走って行く。

				　通り過ぎざまに、立てかけてあった長方形の大盾(ラージシールド)を手に取り、背中へと背負うと、ナナシは走りながら砂洪水(フラッド)の起こる川上の方へと目を向ける。そこにはまるで生物が起き上がろうとしているかのように、地面が隆起し始めているのが見えた。まだずいぶん距離はあるが、あのうねりが巨大な波濤(はとう)となって、押し寄せるまでにそう時間は残されていない。

				　城壁の一番端に配備されている固定式の投石器(トレビュシエット)の前まで来るとナナシは、その脇に立つ兵士に大声で叫ぶ。

				「ミオ様のご命令です！」

				「なんだ、坊主！　ミオ様がどうしたって？」

				「その投石器で僕を打ち出してください」

				「アホか！」

				　その兵士の反応はある種、常識的だ。どこの世界に投石器で自分を打ち出せなどという酔狂な人間がいるというのだ。

				「時間がないんです！　早く僕を打ち出してください！」

				　尚も食い下がるナナシに、困り果てた兵士は、たまたま通りかかった幹部へと助けを求める。

				「助けてくださいよぉ、この坊主がおかしなこと言いやがるんでさぁ」

				「あらぁ、ナナシ君じゃない。こんなところでぇ、どうしたのぉ？」

				　それは、大盾兵達に『飛翔(シエロ・アンダーテ)』の魔法をかけるために待機していたシュメルヴィであった。

				「説明は後です！　僕は行かないといけないんです！」

				　ナナシの様子を見て、上を向いて少し考えた後、シュメルヴィは非常に気軽な感じで、兵士へと言った。

				「やってあげなさいよぉ」

				「ええっ!?」

				「だって、減るもんじゃないんでしょぉ？」

				「いや、そりゃあ、たしかに減りゃあしませんけれど……もう知りませんよ、俺は！」

				　やけくそ気味にそう言うと、その兵士は大股で投石器(トレビュシエット)の裏のロープの方へと歩いて行く。

				「ついでに『飛翔(シエロ・アンダーテ)』もかけておいてあげるからぁ、立派な鳥になるのよぉ！」

				　シュメルヴィの言わんとする事は今一つ良く分からないが、とりあえず話は通った様だ。

				　世に投石器と呼ばれるものは数あれど、トレビュシエットはその中でも、最大級の飛距離を誇る。カタパルトのような動物の腱(けん)のしなりを使って投石するものに比べると、重りとテコの原理を利用した機構によるその飛距離は段違いと言っても良い。

				　ナナシは投石器(トレビュシエット)の投石帯に包(くる)まる様にして、膝を抱えて座る。その直ぐ脇では、兵士がロープを牽(ひ)くに連れて、ずりずりという音を立てて巨大な重りが持ち上がっていくのが見えた。

				「坊主、ホントに良いんだな。死んでも化けて出るなよ！」

				「よろしくお願いします！」

				　その言葉を契機に兵士の手からロープが離れ、次の瞬間、ナナシは一気に射出されて宙を舞った。意識を持って行かれそうになる程の加速。膝を抱えた体勢で、それこそ石の塊のようにくるくると回りながら砂漠の上を飛んでいく。恐らく『飛翔(シエロ・アンダーテ)』の効果だろう。通常の投石器(トレビュシエット)の射程を大きく越えて、ナナシの狙い通りの位置、隕石孔(クレーター)から見て数千ザール川上の方へと勢いよく落下した。

				　ごろごろと砂の上を転がって、身体中(からだじゅう)に大量の擦(す)り傷を作りながらも、最後には背中に背負った大盾が砂に突き刺さるような形で、不格好ながらも何とか止まった。

				「いたたた……」　

				　思わずナナシは呻(うめ)いた。身体中が痛い。とても痛い。しかしありがたい事に、立てなくなる様な致命的な怪我は無いようだ。ナナシは歯を食いしばって立ち上がると、大盾を小脇に抱えて胸を張り、そのまま砂洪水(フラッド)の到来を待つ。

				　救う。絶対に剣姫を救ってみせる。彼女を助ける為に賭けるのであれば、この蔑(さげす)まれてきた命にも無上の価値を見出す事が出来るだろう。生まれてきた事に理由を、死ぬという事に意味を。ナナシの命がたった一人の少女を救うためにあったのだというのならば、神の采配という奴もあながち捨てたものでは無い。

				　次第に近づいて来る地鳴りのような重低音。迫り来る砂の波濤(はとう)。これまで見てきた砂洪水(フラッド)の中でも、最大と言って良いだろう。おそらくサラトガの城壁よりも高い。四十いや五十ザールほども有るだろうか。それが、途中にある何もかもを飲み込みながら押し寄せてくる。眼前にそそり立つ砂の壁、それが今まさにナナシを飲み込もうとしていた。

            

	








			
				　艦橋(ブリッジ)乗員(クルー)達が息を飲んで見守る中、ボズムスとキリエは互いに睨(にら)み合っていた。

				　一触即発。そんな空気が漂う中、

				「ぶふぅ！」

				　突然、ボズムスが笑いを堪(こら)え切れないといった様子で噴(ふ)き出した。

				「なにがおかしい」

				「なあオマエ、真剣な顔して恰好つければつけるほど、俺ん中にあるボズムスの記憶との落差がヒドイんだが」

				　ボズムスは先の尖った舌を突き出しながら、ニヤニヤと顔を歪める。

				「なんだと？」

				　ボズムスの言わんとしている事を掴(つか)み損ねて、キリエは釣り目がちな目を不愉快そうに細める。

				「こいつが陰でお前の事を何て呼んでたか、教えてやろうか？」

				「何だというのだ？」

				「ダダ甘ポンコツお姉ちゃん」

				　ピキッという音を立ててキリエが凍り付き、次の瞬間、いかにも心外という様に大声を上げる。

				「なっ！　ボズムス殿は、そんな風に私を見ていたと言うのか！」

				「いや……大体みんなそう思っておるぞ、キリエ」

				　愕然(がくぜん)とするキリエに、まさかの背後からの追撃(ツッコみ)。ミオのその言葉に、艦橋(ブリッジ)にいるほぼ全員が一斉に頷(うなず)いた。

				　思わず、大口を開けたまま絶句するキリエ。はたと我に返ると、キリエは妹の方へと駆け寄って、懇願する様に言った。

				「いやいやいや、ミリア言ってやってくれ！　お姉ちゃんがどれだけ厳しく、お前を教育してきたのかを！」

				「は？」

				　ミリアはなぜか少し驚いた様な表情をした後、小さく溜息(ためいき)を吐(つ)いた。

				「イタズラしたら、しっぺ(、、、)されました」

				　必死の形相で訴えかけるキリエを放置して、ミリアはミオに無表情な顔を向ける。

				「しっぺ？」

				「そう、しっぺ。で、その後しばらくソワソワしてたかと思ったら、突然号泣しながら土下座されました」

				「そ、それはある意味キビシいのう、主にメンタル的な意味で……」

				　ミオは頬を引き攣(つ)らせて、軽く引いていた。

				　なぜかボズムスまでが、微妙な表情を浮かべている。

				「しかし……よくも、それで厳しく教育してきたとか言えたもんじゃのう」

				「あーお姉ちゃん、都合が悪くなると、時々記憶を捏造(ねつぞう)するんですよね」

				　茶飲み話のノリで、ミオとミリアが話を続けている間、キリエは俯(うつむ)いてプルプルと肩を震わせていた。が、いきなり顔を上げたかと思うと、再びボズムスを指さして大きな声を上げる。

				「まあ、戦場での私の勇姿を知らない、ボズムス殿の記憶ならそうかもな！　私をただのダダ甘お姉ちゃんだと思うなよ」

				「お、おぅ」

				　突然自分の方へ矛先を向けられて、ボズムスはキョドった。

				「ポンコツの部分は認めないつもりじゃな」

				「ミ！　オ！　さ！　ま！　この話はもう終わりですっ！」

				　ミオに向かって、目尻も裂けよとばかりに目を見開いて威嚇(いかく)すると、キリエは勢いよくボズムスへと向き直る。

				「そもそも貴様がおかしなことを言いだしたせいだ！　はっ！　まさか、これは我々を陥(おとしい)れて、仲違(なかたが)いさせるための罠だな！　なんと恐ろしいことを考えるのだ！　極悪非道な奴め！」

				　明らかに演技がかった物言いで責め立てられて、思わず慌てるボズムス。

				「いや、途中からはお前らが勝手に……」

				「問答無用！　鞭乱打(ウィプラッシュ)！」

				　それはまるで、都合の悪い話をぶった切ろうとするかのような強引な攻撃。これ以上いらない事を言われてはたまらない。そんな思いが透けて見えるような猛攻であった。

				　込められた思いの是非はともかく、キリエの鞭が刹那(せつな)の間に幾度も繰り出され、虚を突かれたボズムスはなすすべもなく、皮膚を切り裂かれていく。

				「逆切れかっ！」

				　鞭の猛攻が止んだ途端、ボズムスが律儀(りちぎ)にツッコんだ。

				　正確には逆切れではない。ただの口封じだ。

				「まあ良い。お遊びはそこまでだ」

				　その言葉と同時に、ボズムスの両手の爪が伸びて、鋭利な刃物の様に変容していく。キリエは更に追撃すべく鞭を繰り出すが、右手の爪でそれを小刻みに弾き返すと、ボズムスは左手の指先を揃え、キリエの顔面に向かって鋭い突きを繰り出した。間一髪、首を傾けて躱(かわ)しはしたものの、キリエの頬に細い傷が走り、一筋の血が滴(したた)り落ちる。

				「お姉ちゃん！」

				「大丈夫だミリア。ミオ様を守って、もっと後ろに下がっていろ！」

				「傷一つ付いた程度で狼狽(ろうばい)しておるなぁ、オマエの妹は。生身の人間はこれだからイカン。オマエもオマエの妹の魂も喰ってやるから、オレと一つになろうじゃねえか」

				　長く伸びた舌を厭(いや)らしくうねらせながら、ヌメヌメとした視線を投げかけるボズムスに、キリエは嫌悪感を露(あら)わにする。

				「お断りだ。このナメクジが！　いいか、ボズムス殿は実にイヤらしい親父であった。私もミリアもちょくちょくお尻を撫でられては、その度、死ねばいいのにと思ったものだ。だがな、魂を貴様のような化物の餌(えさ)にされねばならぬほどの悪人ではなかったのだ。仇(かたき)を取るなどと言うつもりは無い。せめてボズムス殿に、いつか仕返ししてやろうと思っていた分を、貴様に支払ってもらおう」

				　そう言うや否や、キリエの振るった鞭は、蛇のように蛇行(だこう)し、ボズムスの爪を直前で避けて、その首へと絡みついた。

				「響尾蛇鞭(ラトルスネイク)！」

				　ボズムスは鞭を手に取り、爪でそれを断ち切ろうとするが、いくら切りつけても、鞭に切れ目の一つもつきはしない。

				「なんだ、これは！」

				　狼狽(ろうばい)するボズムスを冷笑するように見やって、キリエは答える。

				「ウチの黒筋肉(バカども)を調教するために作った、鋼線(こうせん)を束ねた特製の鞭だ。奴ら、割と良い声で鳴くのだよ。いいか、私は確かにダダ甘お姉ちゃんだ。それは認めよう。しかし妹や弟以外に、甘く接しなきゃならん理屈はどこにも無かろう」

				　そう言い放つと、キリエは鞭を勢いよく振って、ボズムスを壁に叩きつける。そして、地面へと倒れたところを、首に巻きついた鞭を踏みつけて、動きを取れなくした。

				「石臼で足の先から磨(す)り潰してやろう。無に還る恐怖というものがどんなものか、ゆっくりと味わうが良い」

				　キリエが嗜虐(しぎゃく)の炎を目に宿らせたその瞬間、精霊石板(モニター)を操作していた艦橋(ブリッジ)乗員(クルー)の魔術師が叫ぶ。

				「左舷二ファルザング（約十二キロメートル）先で砂洪水(フラッド)が発生しました！　五分後にサラトガに最接近します」

				　ミオが息を呑み、緊張感が艦橋(ブリッジ)を包む。

				「逃げ切れるか？」

				「少し接触する可能性はありますがギリギリです。精霊石板(モニター)に映します！」

				　隕石孔(クレーター)を映したままになっていた、精霊石板(モニター)の画像が切り替わった。上空からの俯瞰(ふかん)映像。視点が上空からどんどん下降していくに連れて、次第に砂洪水(フラッド)の詳細な様子が明らかになる。

				「こんなにも激しい物なのか……」

				　ミオのこの呟(つぶや)きが、全てを物語っている。

				　それは巨大なエネルギーの奔流(ほんりゅう)であった。幾人もの巨人が取っ組み合って暴れているかの様な、荒れ狂う砂の波濤(はとう)。激しい高波と渾然(こんぜん)一体となって、まるで、どろどろに溶けた重々しい金属の様に大地がうねり、その巨大な濁流の一番前を、波頭(はとう)が鬣(たてがみ)を振り乱す野生馬の様に、白い砂を撒き散らしながら跳ね回っていた。

				　ミオ達が言葉を失い、ただただ呆然と眺めている間も、精霊石板(モニター)の画像は砂洪水(フラッド)の先頭部分を追い続けている。

				「あっ！」

				　その時突然、ミリアが声を上げた。

				「何事じゃ！」

				「今、ナナちゃんが……」

				　呻(うめ)くように呟(つぶや)いて、ミリアはぺたんと力なく、フロアに座り込んだ。

				　ミリアには見えたのだ。精霊石板(モニター)の中でナナシと思われる黒い影に、巨大な砂の波濤(はとう)が覆い被さって行くのが。

				「い、今のところに精霊石板(モニター)の映像を戻すのじゃ！　早く！」

				　ミオに急き立てられた魔術師が、ミリアが声を上げた辺りまで映像を遡(さかのぼ)らせる。しかし、画面に映るのは、爬虫類の鱗(うろこ)のような文様を描きながら、ゆっくりと砂が流れている景色。既に波頭(はとう)が通り過ぎた後の、砂漠の風景でしかなかった。

				　当然、そこにナナシの姿は無い。

				　皆が呆然と立ち尽くしている内に、砂洪水(フラッド)が遂にサラトガにまで押し寄せる。

				「砂洪水(フラッド)来ます！　避けきれません。左舷城壁前部に接触します！」

				　乗員(クルー)がその言葉を言い終わる前に、轟音と共に突き上げるような激震。天地が引っくり返ったかのような振動が艦橋(ブリッジ)を襲う。クルー達は軒並(のきな)み椅子から滑(すべ)り落ち、慌てた者はフロアを転がって、テーブルや椅子に強(したた)かに身体をぶつけた。

				　激しい振動に抗(あらが)いながら、キリエは壁面に寄りかかると、咄嗟(とっさ)に掴(つか)んだミオの身体を抱き寄せ、壁面を走るパイプに指をかけて、じっと堪(こら)える。鞭はいつのまにか手から取り落として、猛烈な揺れの中、ボズムスの首に巻きついたまま、シュルシュルと窓の方へと引き摺(ず)られて行くのが見えた。

				　フロアに腰を落としたままのミリアは、呆然とした表情を崩す事無く、蹂躙(じゅうりん)されるがままに前後左右に揺さぶられて、自分の頭から振り落とされたヘッドドレスが飛んで行くのをぼんやりと眺めていた。

				　

				　永遠に続くかと思われた振動も、やがて緩やかになり始める。

				　外の方からは、相変わらず轟々と砂が流れていく音が聞こえてはいるが、どうやら本当に砂洪水(フラッド)から少し掠(かす)っただけで逃げ切る事が出来た様だ。

				　ミオはキリエの腕の中に抱かれながら、ゆっくりと辺りを見回す。テーブル、椅子、魔道関連の機材。艦橋(ブリッジ)のありとあらゆる物が、いたずら者の子供が、おもちゃ箱の中身をひっくり返した様な惨状(さんじょう)を呈(てい)していた。

				　横倒しに倒れたテーブルの陰や足元から、次々と乗員(クルー)が起き上がりはじめる。しかし起き上がれない者もいるのだろう。そこには呻(うめ)くような声も混じっている。

				　ミリアは相変わらず呆然と座り込んだまま。ただ短めの髪が、くしゃくしゃと乱れていた。

				「そうじゃ、ボズムスは？」

				　ミオが思い出した様に、キリエの顔を見上げる。

				　キリエは小さく首を振ると、疲れきった声で、ただ「逃げられました」とだけ答えた。

				

				　　　　　　＊

				

				　アージュは焦っていた。

				　城壁の上に立つアージュの目にも、高く立ち昇る砂の波濤(はとう)がはっきりと見えている。このまま近づいて来るならば、サラトガを直撃する事は無いにしても、一部は接触することは明らかだった。

				「そのぶつかる場所ってのが問題なんだよなぁ」

				　アージュは嘆息する。

				　それは左舷の城壁。今まさにアージュがいる此処(ここ)だ。

				　未だに、城壁の上からの兵士達の避難は捗々(はかばか)しくなく、押し合うようにして階段に殺到している。

				「死にたくなければ急げ！　降りた者もその場で止まるな、城まで走るんだ！」

				　アージュは城壁の上から大声をあげて、階段を駆け下りる兵士達を更に追い立てる。

				　これもあの寄生虫のせいだ。

				　アージュは思う。

				　本来であれば、城で悠々(ゆうゆう)と待機していた筈(はず)の近衛隊副官である自分が、まさか最後の最後まで城壁の上に残って、兵士達を逃がすという貧乏くじを引かされる事になろうとは、誰が予測し得ただろうか。そして何より、自分は何を律儀(りちぎ)にこんな事をしているのかと。

				「あー、私も寄生されちまったか？」

				　そう呟(つぶや)いてから、馬鹿馬鹿しいとアージュは一人、苦笑した。

				　その時、城壁の上で階段に列を作っている兵士達の方が、俄(にわ)かに騒がしくなる。

				「もう間に合わねぇ！　砂洪水(フラッド)がもうそこまで来やがった！」

				「おしまいだぁ！」

				「飛び降りろ！　運が良ければ助かるかもしれねぇぞ！」

				　恐慌(きょうこう)状態の兵士達の叫びが、城壁の上で木霊(こだま)する。流石にもう時間が無い。アージュが振り向いた時には、砂の波濤(はとう)はすぐ傍まで迫っていた。想像していたよりずっと、到達が早い。

				　アージュは見た。まるで巨大な手にもぎ取られる様に、砂の波に攫(さら)われていく城壁とそこに取り残された者達、一瞬にして城壁の一角は崩れて、巨大な生き物に取り込まれていく様に、砂の中へと消えていく。

				　もう迷っている場合では無い。アージュは城壁の上を走り始める。彼女が走り去った場所に、後から後から砂が殺到(さっとう)してきて、声を上げる間も無く、逃げ遅れた兵士達が次々に飲み込まれていく。

				　恥も外聞(がいぶん)も無く叫び声を上げながら必死で走り回っていると、次第に轟音が遠ざかり始めた。やがて、砂の追手が途切れたのを確認して、アージュは石畳の上に倒れる様にしてへたり込んだ。大きく息を吐き出して背後を振り返ると、思わず擦(かす)れた声で呻(うめ)きを洩(も)らす。

				「あ、ああぁ……」

				　振り向いたアージュが見た物、それは自分の背後、数センチ先からごっそりと削り取られて、断崖(だんがい)絶壁(ぜっぺき)と化したサラトガの城壁であった。

				

				　　　　　　＊

				

				　白い手が隕石孔(クレーター)の端に指をかけた。

				　やっとの思いで、隕石孔(クレーター)から這い上がった剣姫は、苦しげに肩で息をしている。鮮やかな蒼のドレスは砂に塗(まみ)れて見る影も無い。破れたりはしていないし、丁寧に洗濯してもらえば大丈夫かな、と剣姫は顎(あご)を伝う汗を拭(ぬぐ)いながら考えた。

				　相変わらず地鳴りは響き続けている。しかも、どんどん音が近づいて来ているのが分かる。ミオをして、『本物の天然ボケ』と言わしめる剣姫であったとしても、流石にこれはサラトガが近づいて来る音では無い事ぐらいは分かる。

				　膝に手をかけて立ち上がり、ぐるりと周囲を見回すと、地平線がザワザワと蠢(うごめ)いているのが見えた。

				　この国エスカリス＝ミーミルは、一年を通して陽炎(かげろう)の立ち昇る灼熱(しゃくねつ)の国ではあるが、あの蠢(うごめ)きは陽炎(かげろう)のそれとは明らかに異なっている。

				「どうしてこんなところに城壁が……」

				　じっと目を凝らしてみると、剣姫には、それがとてつもなく長い城壁のように見えた。遠く東の果て、磁器の国(ネーネア)は、国境を長い長い城壁でぐるりと囲まれていると聞く。まさかそんなところまで来てしまったのだろうかと、剣姫は思わず首を捻(ひね)った。

				　剣姫が眺めている内に、城壁はどんどんその高さを増していく様に思えた。しかし、それが高さを増しているという訳では無く、猛烈な速さで、剣姫に向かって迫って来ているという事に気づくまで、そうは時間がかからなかった。

				「あれが砂洪水(フラッド)……」

				　この国の人間では無い剣姫には、噂でしか聞いた事の無い現象。誰もがそれを語る時には、畏怖(いふ)する様な表情を浮かべていたのを思い出す。なるほど、今ならばその気持ちも良くわかる。

				　そう思いながらも剣姫に慌てる様子は無い。あの砂の壁が砂洪水(フラッド)だと気付いた時点で、すでに詰んでいるの(チェックメイト)だ。今更(いまさら)、慌てる事に意味を見いだせない。

				　もう少し魔力が残っていれば、醜く足掻(あが)いたのかもしれないが、剣姫の魔力は既に枯渇(こかつ)し、体力も限界を迎えている。ならば、逍遥(しょうよう)と砂洪水(フラッド)の到達を待つしかないではないか。

				「結局、父様の言う『運命の車輪』が回る事は無かったな」

				　剣姫は誰に言うでも無く、一人そう呟(つぶや)く。それは永久凍土の国を出る時に、父が口にした星読みの予言。強すぎる力を恐れられ、国を追われた彼女の旅の目的にして、唯一の希望であった。

				　次第に大きくなっていく地響き、間断(かんだん)なく揺れる大地。そして荒々しい波濤(はとう)が、目と鼻の先まで押し寄せて来ている。何という猛々(たけだけ)しさだろうか、万を超す軍馬の列が一斉に突撃してくるよう。剣姫はぼんやりとそう思った。

				　そして遂に餓えた獣が大きく口を開くような荒々しさで、砂の波濤(はとう)が剣姫を飲み込もうとするその瞬間、時間の流れが著(いちじる)しく遅くなった様な気がした。

				　なるほど『走馬灯のように』と表現されるのは、こういう事なのかと意識の片隅で考える。それは、今までに起こった出来事を、一瞬にして再生し直した様な、そんな感覚。

				　幼少の時に来ていた、お気に入りの赤いドレス。大陸南部を旅していた頃に見た、カルナバルの黄色い天幕(テント)。故郷に打ち寄せる青い流氷。祖母と採りにいった野草の緑。ミオの黒い髪。父の白いひげ。菖蒲(しょうぶ)の花の紫。

				　記憶の中にある、ありとあらゆる色が、まるでモザイク模様のように頭のなかでカチャカチャと組み変わっていく。たくさんの色が積み重なって、次第に小さく収縮し、そして破裂するように一気に白く染まった。

				　その白い景色の中に、見覚えのある風景が広がり始める。永久凍土の国。その国境近く、短い夏の始め、街道の終わり。それは父と最後に話をした場所の風景。

				　父が真剣な表情で剣姫に語りかける。

				「お前が、その全てをかけても打ち破れない困難に出会うその時、運命の車輪は回る。お前を救う者に全てを与えよ。そしてその身を玉座へと導け」

				　父の言葉の終わりにつれて、その風景もすぐに小さくなって泡の様に消えていく。そして視界は、灯りを吹き消した様に唐突に真っ暗になる。

				「父様！」

				　自分の出した声の現実感に、びくりと身体を震わせて、剣姫は今、自分が見ている暗闇が瞼(まぶた)の裏側であることに気付く。自分がすでに意識を取り戻していることを知って目を見開くと、走馬灯が巡る直前と、状況は何も変わってはいなかった。

				　大量の砂が降り注ぎ、中天の太陽すら覆い隠す様にそびえ立つ砂の壁が、今まさに剣姫を飲み込まんとするその瞬間。

				

				　剣姫の手首を誰かが掴(つか)んだ。

				

				　　　　　　＊

				

				「精霊石板(モニター)は生きておるか？」

				　ぐるりと見回して、艦橋(ブリッジ)乗員(クルー)に深刻な怪我人が居ないことを確認し終えると、ミオはそう声を上げた。

				「何とか行けそうです」

				　精霊石板(モニター)担当の魔術師は、手元の水晶を念入りに覗き込んで、確認しながらそう答える。

				「ならば、サラトガの損傷箇所を映してくれ」

				　魔術師が水晶に魔力を送り込むと、ただの石板へと戻っていた精霊石板(モニター)に、再び映像が映り始める。

				　輪郭のはっきりしないぼやけた映像。それが次第に鮮明になっていく。

				　映し出されたのは、サラトガ上空からの俯瞰(ふかん)映像。

				　サラトガは、ほぼ長方形の形をしているのだが、その左側前部の角が大きく欠けている様に見える。魔術師が操作して、件(くだん)の箇所を精霊石板(モニター)上に拡大していくと、その損傷の大きさにミオは頭を抱えた。

				「掠(かす)っただけでコレじゃ……。全くたまったものではないわ」

				「死傷者の状況も分かりませんので、実質の被害は調査してみない事には、何とも申しあげられませんが、直撃を避けられただけでも良しとすべきかと」

				「……わかっておる」

				　感情を押し殺して淡々と振舞(ふるま)うキリエを見やり、その身体が小刻みに震えていることに気付いて、ミオは少し苦しげに頷(うなず)く。

				　未(いま)だにフロアで呆けて、座り込んだままのミリアといい、この姉妹はたった数日の間に、あの砂漠の民の少年に深入りし過ぎてしまったのだ。さもなくば、少年を失った事が、二人にこれほどの傷を残すことは無かっただろう。

				　ミオは、大きく溜息を吐(つ)く。

				「いずれにせよ、しばらくはここに停泊して、修繕(しゅうぜん)するしか無さそうじゃのう」

				　ゲルギオスには逃げられ、サラトガの損傷も看過(かんか)できないレベル。実際に、城砦都市同士の攻城戦で剣を交える事こそ無かったが、その被害の大きさで言えば、完敗と言っても良い。特に人的被害は致命的なレベルだ。最古参の家宰ボズムスは、誰もが気付かない内に殺されて、化物にとって代わられていた。当代最強と謳(うた)われる剣姫セルディス卿も生死不明。そして、あの砂漠の少年の死。

				　あらためて考えてみれば、砂巨兵(サンドゴーレム)にセルディス卿をぶつける様、頑(かたく)なに主張してきたのも、ボズムスに化けたあの化物であった。あの提案も、剣姫を排除するための策略であったかと思うと、ミオは口惜(くちお)しさで卒倒しそうになる。

				　これまでサラトガが城砦都市同士の覇権争いから、距離を保つ事が出来ていたのも、抑止力(よくしりょく)としての剣姫セルディス卿の存在が大きい。それを失う事になったならば、問題はサラトガの安全保障、ひいては存亡の危機にまで発展しかねない。

				　こめかみの辺りに鈍い痛みを感じながら、ミオは魔術師にあらためて指示を出す。

				「隕石孔(クレーター)のあった辺(あた)りを映せるか？」

				　それは、セルディス卿が居た筈(はず)の場所。その指示は紛(まぎ)れもない願望の発露(はつろ)であった。

				　セルディス卿の存在は、人知を越えていると言っても良い。ならば、たとえ砂洪水(フラッド)に巻き込まれたとて、平然と生きていても何ら不思議は無いではないか。頭の片隅ではそんなことはあり得ないと分かっていながらも、ミオはそこに一縷(いちる)の希望を見出さざるを得ないのだ。

				　しかし、切り替わった精霊石板(モニター)上の映像を見て、ミオは再び深い溜息を吐(つ)いた。そこに映っているのは隕石孔(クレーター)すらも存在しなかったように、砂が鱗(うろこ)の様な文様を描いているだけ。どれだけ食い入るように見回してみても、砂以外のものは何一つ見当たらなかった。

				　ミオはあらためて嘆息(たんそく)し、キリエはミオの気持ちを慮(おもんばか)って、ただ静かに目を伏せた。

				「砂洪水(フラッド)の先頭部分はどうなっておる？」

				　画面上で見つからないのであれば、捜索隊を出すしかない。ただその場合には、砂洪水(フラッド)の危機が去った事を確認してからでなければ、いたずらに被害を拡大するだけだ。

				　精霊石板(モニター)に映った砂洪水(フラッド)の先頭部分は、先ほど見た時点に比べれば、ずいぶんと勢いを失っている様に見えた。が、それはあくまで比較してみればの話だ。砂洪水(フラッド)は未だに猛烈な勢いで、砂漠を西へと進んでいた。

				　荒れ狂う大地の姿に、キリエが無力感に苛(さいな)まれて、精霊石板(モニター)から目を逸(そ)らしたのと同時に、それまで無言で精霊石板(モニター)を見つめていたミオが、突然、精霊石板(モニター)の傍へとバタバタと駆け寄っていく。そのまま額をぶつけんばかりの勢いで、画面上の砂洪水(フラッド)の波頭(はとう)に顔を近づけてそれを凝視(ぎょうし)すると、大声で「ミリア！」と、フロアに座り込んで放心する少女の名を呼んだ。そして弾かれるように振り向くと、ミオは相好を崩して、こう言った。

				「お主の言ったとおりじゃ！　あやつは我らの御守り(タリスマン)であったわ」

				

				　　　　　　＊

				

				　巨大な建造物が崩壊して倒れこんでくるかの様に、砂の波濤(はとう)が剣姫の上へと、その巨大な影を落とす。

				　圧倒的な質量が、頭上から落ちてこようとするその時、剣姫の手首を掴(つか)む者がいた。舞い上がる砂に、とてもではないが目を開けていられる筈(はず)も無く、剣姫には自らの手を掴(つか)む者が何者であるのかを確認する術(すべ)も無い。ただ、今は自分の手を掴(つか)む、この手の温もりを信じて従うより他に無かった。

				　剣姫は相手の手首を掴(つか)み返し、逆らう事無く引っ張られる方へと足を踏み出す。引き摺(ず)られるままにタタタと駆けるも、四歩目を踏み出す前には、足は地面を離れ、軍旗がはためく様に、横向きの加速に牽(ひ)かれて宙を舞う。そして次の瞬間、剣姫は自分の身体がその手の主によって抱き留められたのを感じた。背中と腿(もも)の裏へと腕が回され、横抱きに剣姫の身体を支える。反射的に、自ら自分を抱きかかえる者の首へと手をまわして、剣姫もまた自(みずか)らの身体を支えた。

				「剣姫様、目を開けても大丈夫ですけど、あまり動かないでください。バランスが崩れると、冗談抜きで死んでしまいますから」

				　剣姫の耳元で囁(ささや)いたのは男性、いや男性というには少し幼い。少年のような声。

				　剣姫は、ゆっくりと目を開く。

				　すぐ目の前、滲(にじ)んだ視界の向こうには、見覚えのある横顔があった。風に靡(なび)く髪の色は夜の色、真剣に正面を見据える瞳にも、同じ色を湛(たた)えている。確か、砂漠の民という少数民族の少年だ。

				　顔をあわせるのはこれで四度目となる筈(はず)なのだが、剣姫は未(いま)だに彼の名前を知らない。もしかしたら、聞いたのかもしれないが覚えてはいない。それを聞けば少年はがっかりするかも知れないが、剣姫に言い寄ってくる男性は、グスターボを初めとして決して少なくは無い。そんな中、通りすがりの人間と大差の無い少年の名を、剣姫が覚えていよう筈(はず)が無いのだ。

				「あなたは……」

				「無事で良かったです、剣姫様。もう少しだけ我慢してください」

				　剣姫は小さく首を動かして、自分の置かれた状況を確認する。そして状況を把握するにつれて、自分達が、未だ薄氷(はくひょう)の上に立っている様な、危うい状態である事を理解した。

				

				　曲芸のよう。

				

				　剣姫が胸の内で呟(つぶや)いたその感想が、状況を端的に示している。先程、剣姫に殺到してきた砂の波濤(はとう)。高さ数十ザールにも及ぶ巨大な砂の壁。自分達はその表面にほぼ垂直に立って移動している。せり上がった砂の壁が覆い被さってくるその瞬間、瞬間に、わずかにできる砂のトンネル。そこを少年はいかにも頼りなげな板の様なものに乗って滑走していた。僅(わず)かに腰を落とし、前後に足を開いて、体重移動だけで足元の板を巧みに操りながら、少年は今、この針の穴を通すような状況と戦っているのだ。

				「これはどういう状態なんでしょう？」

				「ごめんなさい。今は説明する余裕がありません。無事逃げ切れたら、ちゃんと説明します」

				　それはそうだろう。これは相当に繊細な技術の筈(はず)。もう少年の邪魔はすまいと心に決めて、剣姫は押し黙る。

				　何気なく上を見上げると、飛び交う砂のアーチの向こうに太陽が透けて、そんな場合では無いと知りながらも、美しい景色だと思ってしまった。

				　少年の胸に抱かれながら、剣姫はぼんやりと考える。どうやら父様の言う『運命の車輪』は回り始めたらしい。ならば、私達はきっと助かるのだろう。

				　そこまで考えて、初めて剣姫は気がついた。

				　…………ということは、この少年が私のご主人様(、、、、)!?

				　思わず、少年の顔を覗き込む。

				　急に剣姫が頭を振ったので、ちらりと目を向けた少年と、一瞬目が合った。その瞬間、ボン！　と音を立てて爆(は)ぜそうな程に、頬が真っ赤に染まり、急激に体温が上がっていく。顔から火が出そうなぐらいに恥ずかしくなって、剣姫は慌てて目を逸(そ)らした。

				　想像していた主(あるじ)の人物像とはずいぶん違う。自分を救ってくれる人であり、将来、王となる人物なのだから、自分よりずっと強い人、屈強な男性なのだろうと思っていた。しかし、実際に出会ってみれば、年下のかわいらしい少年。

            

	








			
				　落胆したか？　と問われれば、答えは否(いな)。たとえ見た目はかわいらしくとも、骸骨兵(スケルトン)の群れとの戦いで、彼が自分の命を投げ出して、少女を守る姿をこの目で見ている。

				　自分の想像とはかけ離れすぎて、全く考えもしなかったが、この少年は強く、そして優しいのだ。そうやって考えれば、自分の生涯を捧げる相手として申し分が無い様に思えた。

				　少年は自分の腕の中の剣姫が、急にモジモジと動き始めたことに気づく。その剣姫の不自然な挙動に、これまでずっと疎(うと)まれ、虐(しいた)げられて来た少年としては、当然の帰結としてこう思った。剣姫は自分と接触している事を嫌がっているのだと。

				「すみません、本当にすみません。僕なんかとくっついているのは本当に嫌だと思うんですが、死ぬよりはマシだと思って、もう少し、もう少しだけ我慢してください」

				「イ、イヤなんかじゃありません！」

				　剣姫は全力で否定したつもりだったのだが、ナナシは、剣姫は気を使ってくれている、そう理解して、思わず申し訳ない気持ちになった。

				　そうこうしている内に、二人が進む砂のアーチの向こうに、丸窓の様に青い空がちらりと見えた。

				「バレルを抜けます。着地の時に衝撃があると思いますが、少し我慢してください」

				　ナナシがそう告げた途端、剣姫の視界に青空が広がる。砂のトンネルを抜けて、二人は高く宙を舞った。

				　ナナシの目算では、そのまま砂の上に着地、滑走して安全に止まる。そのつもりだったのだが、足元の板が砂の大地に触れた途端、バランスを崩して、二人は砂の上へと勢い良く投げ出される。

				　ナナシは剣姫の頭を庇(かば)うように胸に抱き寄せ、自身は背中から砂の上へと落ちる。いくら柔らかい砂の上とはいえ、人一人分の体重を身体で受け止めたのだ。その衝撃は決して小さくない。そして、そのままゴロゴロと数ザール程も砂の上を転がって、何とか止まった。

				「す、すみません。剣姫様、お怪我はありませんか？」

				　剣姫はナナシの胸の上で、伏し目がちに微笑んで、ただ「ハイ」とだけ答えた。

				「よかっ……」

				　よかった、そう言い切る事も出来ずに、そのままナナシは限界を迎えて意識を失う。言葉が途中で途切れたのを、怪訝(けげん)に思った剣姫が顔を覗き込むと、そこにはスヤスヤと寝息を立てるナナシの姿があった。

				「まあ」

				　そう言って、クスリと笑うと剣姫はナナシの胸に耳を当てる。ドクドクと脈打つ心臓の鼓動を聞きながら、そのまま剣姫も眠りに落ちていく。彼女も疲れきって限界を迎えていたのだ。

				

				　　　　　　＊

				

				　ナナシが目を覚ましたのは、陽が落ちてしばらく時間が経ってからの事であった。

				　目を覚まして、自分が剣姫を抱きしめたまま眠りに落ちていた事に気付くと、まず顔を真っ赤に染めて、次に真っ青になって冷や汗を垂らし、そして最後に酷(ひど)く狼狽(ろうばい)した。

				　彼の頭の中で、どんな想像が為されたのかは、推(お)して知るべしであろう。

				　だからと言って、今動くと気持ち良さげに眠っている剣姫を起こしてしまう事になる。どうしたものかと、ああでもないこうでもないと逡巡(しゅんじゅん)している内に、剣姫がゆっくりと目を開いた。

				「ふにゃぁ、おはよぅ……ごじゃいますぅ」

				　寝ぼけ眼(まなこ)でナナシを見つめながら、剣姫は甘えた様な声で呟(つぶや)いて、ナナシの胸にぐりぐりと額を押し付けてくる。

				　ご、豪快に寝ぼけていらっしゃる……。

				　ナナシは焦りながらも、剣姫が自分の上で身体を動かす度に感じる、彼女の柔らかさに、顔が火照っていくのがわかった。サラトガの男性陣がこの事を知ったら、例え不慮の事故だとしても、確実にくびり殺されるであろうことは想像に難くない。何と言っても、皆の憧れ、銀嶺の剣姫様なのだ。

				「け、剣姫様、す、すみません。起きていただけると大変ありがたいのですが……」

				　そう言われて、剣姫はきょろきょろと辺りを見回して、自分がナナシの身体の上に乗っている事に気が付くと、瞬間的に、顔を真っ赤に湯立たせて飛び退(の)いた。

				　そのままナナシに背を向けると、合わせた指を落ち着き無く動かしながら、謝罪の言葉を口にする。

				「ご、ご、ごめんなさい！」

				「い、いえ、こちらこそすみません」

				　たどたどしく謝りあうと、その後は言葉が続かず、沈黙が二人を包んだ。この沈黙をどう感じていたのかは、そのままこの二人の心情の違いを如実に表している。剣姫がどことなく甘酸っぱいと感じていたのに対して、ナナシはとてつもなく気まずいと感じていたのだった。

				「あ、あの……」

				　しばらく続いた沈黙を破ったのは剣姫。

				「は、はい、なんでしょう」

				「助けていただいて、ありがとうございました」

				「いえ、お礼を言われるような事では………」

				　ナナシは相変わらず、褒められたり、お礼を言われる様な事に慣れていない。どう返答して良いのか分からず、ただ下を向いて口ごもる。

				「あの砂の上を走っていた板は、魔道具か何かなのでしょうか？」

				「アレですか？　アレはただの大盾(ラージシールド)です。城壁の上に並べてあったのを拝借しました。砂の上を走っていたのは、『波乗り』という砂漠の民の子供の遊びなんです」

				「遊び？」

				「ええ、普通は安定翼(フィン)のついた専用の板を使って、小型の砂蚯蚓(ワーム)が起こす小さな波に乗るんですけど……流石に砂洪水(フラッド)に乗った事はありませんでしたから、何とかなって本当に良かったです」

				　そう言って、笑いながら頭を掻くナナシを、剣姫は唖然とした思いで見つめた。この少年はあの曲芸じみた技を、ぶっつけ本番でやってのけたというのだ。

				「お名前を伺っても？」

				「あ、はい、そう言えば名乗って無かったですね。僕はナナシと言います」

				「ナナシ様」

				　剣姫は噛みしめる様に口の中で、ナナシの名前を復唱した。

				「あらためて、私はマスマリシス＝セルディスと申します。親しい者はマリスと呼びますので、出来れば、その……ナナシ様にもそう呼んでいただければと……」

				　最初、ナナシには彼女の言っている事を理解することが出来なかった。せいぜい、マスマリシスっていうんだー。綺麗な名前だなーとぼんやり思った程度だ。それを愛称で呼べと言われても、緊張して死にそうになるし、彼女のファンの男性達の手で、物理的に死ぬ事にもなりかねない。

				「そ、そんなの無理です！　剣姫様、僕なんかが、そんな馴れ馴れしく呼ぶ事なんかできませんよ！」

				　ナナシはぶんぶんと手と頭を振りながら、砂の上に腰を落としたまま、器用に後ずさって行く。その様子に剣姫は少しムッとした様な顔をすると、やけに低い声を出した。

				「ナナシ様、お立ちください」

				「は、はい」

				　マズい、剣姫様を怒らせてしまった！　そう思ったナナシは慌てて立ち上がると、ピンと背筋を伸ばして緊張した表情を浮かべた。剣姫はそんなナナシと向かい会う様に立つと、急に跪(ひざまず)いてその手を取り、そして厳(おごそ)かに言った。

				「私、マスマリシス＝セルディスは、ナナシ様の忠実なる下僕として、その生涯を捧げることを誓います」

				　ナナシは何が起こっているのかわからず、ただただ戸惑いながら、剣姫を見下ろしている。しかし、そんなナナシの様子もお構いなしに、剣姫は続けて聖句(ジノン)を唱えた。

				「終生の誓いをここに(インペグノ・ディ・ヴィータ)」

				　その瞬間、ナナシの手の甲を強烈な白い光が包む。眩(まぶ)しい。しかし熱くはない。

				「な、何です!?　何をしたんですか？」

				　ナナシの疑問に剣姫は、白い光の向こう側でただ柔らかく微笑むだけ。しばらくして光が消えた後には、ナナシの手の甲に雪の結晶のような文様がはっきりと刻み込まれていた。

				「これは……？」

				　文様を眺めながら呆然とするナナシに対して、剣姫は恭(うやうや)しく膝をつき、頭(こうべ)を垂れる。

				「これで私の全てはナナシ様……いえ、ご主人様のモノとなりました」

				　いくらナナシが鈍いとは言っても、剣姫の言っている事の意味は分かる。ただ、何でそうなるのかが分からない。

				「あのっ……剣姫様？　これは一体……？」

				「健やかなる時も、病める時も共に生きて、朽ちる時は共に朽ち、生まれ変わる時には、再び共に出会う。今、ご主人様と私の間に結ばれたのは、そういう契約です」

				　その時、彼女が見せたのは華のような笑顔。何一つ、迷いのない瞳でナナシを見つめて、彼女はこう言った。

				

				「私はあなたの下僕です。ご主人様」

				

				　　　　　　＊

				

				　満天の星。

				　四方いずれを見回したところで、地平線の彼方に到るまで、砂以外には何も見当たらない茫漠(ぼうばく)たる風景。

				　ぎゅっぎゅっと砂を踏んで歩く音と、二人の息遣いだけが世界に響く。

				　連綿と連なる二組の足跡。それを追って行くと、寄り添って歩く少年と少女の姿があった。

				　二人が目指しているのは、機動城砦サラトガ。

				　この傷ついた機動城砦は、凡(およ)そ十ファルザング（六十キロメートル）先、徒歩で言えば此処(ここ)から丸一日程度の位置に停泊している。しかし、この二人はそれを知らない。それどころか、サラトガが上手く砂洪水(フラッド)から逃れることが出来たのかどうか、それすらも分からず、二人は胸に一抹(いちまつ)の不安を抱えたまま歩みを進めている。

				　自分の左腕にしがみついて歩く剣姫の姿をちらりと見やり、少年はおずおずと口を開いた。

				「あ、あのぅ、剣姫様……」

				「マリスです。ご主人様」

				　何の冗談なのかは分からないが、剣姫はナナシに対して下僕になると宣言した後、頑(かたく)なにその態度を崩そうとしない。しかも自分の事を愛称で呼べと、しつこく主張してくるのだ。

				　剣姫ほどの美しい少女が、自分から下僕になるなどという事を、「はい、そうですか」と疑いなく信じる事が出来るのであれば、その人はきっと幸せに人生を送ってきた人なのだろう。そうでない人間は大体こう考える。──本気にしてしまったら、せいぜい後でからかわれるのがオチだ。もちろんナナシはそう考えている。

				　もし罷(まか)り間違って、剣姫が今は本気でそう言っていたとしても、それは一時(いっとき)の感情でしかない。冷静になってみれば、彼女の目に映るのは、みすぼらしい一匹の地虫(バグ)でしかないのだ。そうなった時の剣姫の表情を想像すると、ナナシは暗澹(あんたん)たる気持ちになる。やはり今からでも出来るだけ距離をとっておくべきだ。ナナシはそう思った。

				「お願いですから、少し離れていただけませんか」

				「お断りします」

				　即答であった。

				「確か、何でも言うことを聞いてくださると、そうおっしゃっていた様な……」

				「ご主人様、主(あるじ)が確実に間違えておられる時に、それを間違えていると指摘してくれる臣下こそ、真の忠臣なのです」

				「僕、間違えてるんですか？」

				「大間違いです」

				「はぁ」

				　剣姫はナナシの目をじっと見つめながら、鼻先に指を突きつけてそう言い切る。どう見ても真剣にそう言っている様なのだが、理屈もへったくれも無いその回答に、ナナシはどうして良いか分からず、ただ気の抜けた返事をした。しかし、一つだけはっきりした事がある。剣姫はどうあっても離れてくれる気は無いらしい。

				　困り果てた様子のナナシの顔を、剣姫は少し不安そうに覗き込む。蒼い瞳に月の光が映りこんでキラキラと輝き、ナナシはついそれに見惚(みと)れてしまった。

				「どうかしましたか？」

				　剣姫の問いかけに我に返ると、ナナシは慌てて目を逸(そ)らす。そして、「なんでもありません」そう言いかけた瞬間、ナナシの目つきが急に鋭さを帯びた。

				「剣姫様、伏せてください！」

				「何度も申し上げますが、マリスと……キャァ！」

				　抗議の声を上げかけたところを突然ナナシに押し倒されて、剣姫は小さく悲鳴を上げる。

				　ナナシは目を逸(そ)らした先に、いくつもの光が揺れているのを見たのだ。真っ暗な砂漠の上、驢馬(ろば)に跨(またが)るいくつもの人影、その手にあるのは精霊石のものと思われる淡い光。

				　その光は真っ直ぐにこちらへと向かってくる。来た方向から考えても、ゲルギオス軍の兵だとは想像し難(にく)いが、正体が分かるまでは気が抜けない。しかしその緊張は、次の瞬間、雲散霧消(うんさんむしょう)する事になる。

				「おーい！　我が弟(、、、)よぉ！　返事をしてくれえぇ！」

				　光の方から聞こえてきたその声には当然、聞き覚えがあった。

				「サラトガからの救援です、剣姫様」

				　ナナシが苦笑しながらそう囁(ささや)くと、剣姫は、突然ナナシの手を取り、引っ張る様にして駈け出した。そして銀色の髪をなびかせて振り向くと、華の様な笑顔をナナシに向けて、こう言った。

				　

				「帰りましょう。私達のサラトガへ」

				

				　これは銀嶺の剣姫と、地虫(バグ)と呼ばれた少年の物語。

				　砂漠の国エスカリス＝ミーミルを舞台に繰り広げられる、後の世では御伽話(おとぎばなし)として語られる物語。それは将来、王となる少年の英雄譚。その幕開けであった。

				《了》

            

	








			
				「コラ、離せ！　メルトザニ！　ガラスク！　私はお前達の隊長なのだぞ。離せ！　離せえええええぇ！」

				　子供の様に手足をバタつかせながら、キリエが執務室の外へと連行されていく。しかし、廊下へ出て後ろ手にドアを閉じると、キリエの腕を掴(つか)んでいた二人の黒筋肉(ガチムチ)は、手を離して直立不動の体勢を取った。

				「ご苦労だった、二人とも」

				　先程までの駄々っ子のような態度が嘘の様に、キリエは顔を引き締めて二人を労(ねぎら)う。そしてすぐにこの二人を従えて、廊下を足早に歩きはじめた。

				「メルトザニ、手筈(てはず)は整っているのだろうな？」

				　キリエの右後ろの黒筋肉(ガチムチ)がコクリと頷(うなず)く。

				「ガラスク、あの部屋には、専属の家政婦(メイド)がおったのではなかったか？」

				　その問いに、キリエの左後ろを歩く黒筋肉(ガチムチ)が「フンッ！」という声とともに、腰に手を当てて、肩幅を広げるラットスプレッドのポーズを取る。

				「なるほど、それではしばらくは帰ってこないという訳だな」

				　ポージングを決めたまま、黒筋肉(ガチムチ)がコクリと頷(うなず)いた。

				　そして二人の方を振り返りもせず、キリエは宣言する。

				「これよりマッシュルーム作戦を発動！　内通者の疑いのある者を拘束する」

				

				　　　　　　＊

				

				「城の包囲があのロリコン野郎で、このワシが市街地の制圧とは、ミオ様はどう考えても、ワシのことを侮(あなど)っておられるな」

				　ドタドタと不機嫌そうな足音が、幹部フロアの廊下に響き渡る。

				　足音の主はサラトガ第二軍の将グスターボ。

				「そもそも、このワシが第二軍というのがおかしいのだ」

				　実際のところ一軍と二軍に兵員の能力や数、将軍の地位に優劣があるわけではない。単純に二つの部隊が存在するというだけの話だ。しかしグスターボには、第一軍の将メシュメンディが、自分より優遇されているという思いがどうしても拭(ぬぐ)えない。

				　グスターボは大柄ながらも引き締まった肉体、眼光鋭く、大きな傷が頬に走る、そういういかにも傭兵(ようへい)上がりの叩き上げとでもいった様な風貌ではあったが、さにあらず、実は過去に父親がサラトガの将軍職であった、所謂(いわゆる)、二世将軍である。

				　父親が、先代サラトガ伯の元で第一軍の将を務めていたのだ、当然、第一軍の将は、その息子である自分でなければおかしい。グスターボは常々そう思っていた。たとえ、それが只の呼称の問題であったとしてもだ。

				「しかし、それも今日までのことだ。見ておれ！　ワシが、ワシこそが、サラトガ第一軍の将に相応(ふさわ)しいという事を証明してやる」

				　今、グスターボが向かっているのは彼の自室。ゲルギオスとの戦闘を数刻後に控えてはいるものの、一般兵ごときと同じように待機するには、時間が長すぎる。そう考えた彼は、自室に戻って寛(くつろ)ぐことにしたのだ。

				　自室の前へと辿り着き、扉に手を掛ける。鍵はかかっていない。この部屋にはグスターボに仕(つか)える専属の家政婦(メイド)がいるのだ。

				　しかし、扉を開くと部屋の中は真っ暗であった。

				　グスターボは考える。

				　既に夜は明けているというのに家政婦(メイド)のヤツは、そんなにすぐに主が帰ってくるわけがないだろうと高を括(くく)って、二度寝でもしているのかもしれない。いつもいつも、やれ『服を脱ぎっぱなすな』だの『使わないなら灯りは消せ』だのと母親の様に小うるさい奴だが、自分だってサボろうとしているのではないか。これは叱責してやらねばなるまい。

				「メアリ！　貴様、何をしている。灯りを点けろ！　主の帰宅だぞ！」

				　グスターボの怒鳴り声に対して、部屋の中から返事は返ってこない。

				「居ないのか……？」

				　非戦闘員の戦時非難区域(シェルター)に移動したのだろうか？　それにしては時間が早い。だが、確かにせっかちなところのある女だ。それならば、鎧戸(よろいど)まで閉めて出ていったとしてもわからんでもない。

				「いや、待てよ……」

				　何かがひっかかる。そうだ。ドアの鍵は開いていた。あの神経質なメアリが鍵を掛け忘れることなど、天地がひっくり返っても有り得ない。

				　グスターボは腰の剣をすらりと抜き放ち、暗闇へとゆっくりと歩を進める。

				　何故だか部屋の中は異常に暑い。日中に鎧戸(よろいど)を締め切っているだけで、これほどまでに室温が上がるものなのだろうか。

				　グスターボは慎重に玄関を抜け、その奥の居間へと辿り着く。窓の隙間から洩れ出(いず)る光すら無い真の闇。やはりグスターボは違和感を拭(ぬぐ)えない。たとえ鎧戸(よろいど)を閉めたとて、ここまで真っ暗になるものなのだろうか？

				　その時、不意に居間の奥。ソファーの上に人の気配を感じて、グスターボは剣先をそちらに向けて、恫喝(どうかつ)する様に声を上げた。

				「誰だ！」

				「まあ、恐ろしい」

				　グスターボの誰何(すいか)の声に、聞き覚えのある女の声が応えた。先程の軍議で頭のおかしい発言をして追い出されたバカ女だ。グスターボは油断なく、声のした方へと剣を向けたまま問い糾(ただ)す。

				「貴様、ワシの部屋で何をしている」

				　グスターボは目を細めて、暗闇を凝視(ぎょうし)する。しかし、そこは光源の何一つない真の闇。ソファーの上にはかすかに人影らしき、なだらかな輪郭(りんかく)が見えるだけだ。

				「うふふっ……女が部屋を暗くして、殿方を待っているのですから、それを聞くのは無粋というものではございませんか」

				　それはグスターボにとっては、全く想像もしていなかった回答であった。なぜならその女──キリエは、自分の事を嫌っているものだと思っていたからだ。それに過去には、この女のことをゴリラと呼んだ途端、腕に関節を増やされたこともある。治癒魔法ですぐに治療できたものの、以来、キリエに関しては、女として意識したことは無かった。

				「どうした、まさか戦いを前にして怖くなったとでも言う気か？」

				「ええ、とても恐ろしくて、頼れる殿方のお傍に居(お)りたくなりましたの」

				　いつものキリエからは、想像もつかぬほど艶(つや)っぽい声音(こわね)。誘われている……グスターボはごくりと唾を飲み込んだ。

				　普通に考えれば、この状況は怪しい事この上無いのだが、男と言う生き物が馬鹿なのか、はたまたこの男だけが馬鹿なのか、グスターボがそれを疑うことは無かった。それどころかこう思いさえしたのである。

				　そうかそうか、ワシほどの漢(おとこ)っぷりであれば、女が惚(ほ)れるのも当然だ。いや、むしろ女であれば、惚(ほ)れない方がおかしい。この女、多少胸が残念だし、時々トチ狂った発言をするが、口さえ閉じていれば相当の美貌(びぼう)の持ち主だ。ミオ様に向ける従順な態度を、このワシに向けてくれるというのならば、情婦として囲ってやることはやぶさかではないと。

				「ふむ、頼ってくる女を無碍(むげ)にするほど、ワシは人でなしではない」

				「うふっ、漢(おとこ)らしくて素敵ですわぁ」

				「んふぅ。そうだろう、そうだろう」

				　部屋の中が暗くて幸いだったのは、グスターボの方だっただろう。この時、グスターボは鼻の下をだらりと伸ばし、目尻を下げた、とんでもなくだらしない顔になっていた。

				「お前はなかなか良く分かっているな。今日の闘いでは、最後はワシが英雄になる。ワシの更なる出世は決まったようなものなのだからな」

				「そうなのですか？」

				「そうだ！　ワシは信頼できるあるお方(、　、　、　、)から、今日、敵がどこから奇襲をかけてくるかという情報を得ておるからな。ワシがそれを倒して、サラトガを救った英雄になるのだ。そうすれば、流石にあのお団子も、ワシの事を無碍(むげ)には出来まい。ワシに従うというのなら、お前にもイイ目を見させてやっても良いんだぞ」

				　この男、他国からハニートラップでも仕掛けられたなら、どんな機密でも一発でべらべらと喋(しゃべ)ってしまうことだろう。

				「素敵ですわ」

				「へへへ、素敵か、そうか、そうだよな」

				「ところで、グスターボ様は、どんな食べ物がお好きですか？」

				　……食べ物？　何か手料理でも作ろうというのだろうか。なかなか可愛げのある奴だ。

				「そうだな……男ならば、やはり肉だ。肉汁の滴(したた)るような分厚(ぶあつ)いヤツが最高だな」

				「そうですか、肉汁滴(したた)る分厚(ぶあつ)いのがお好きと……」

				「ああ、そうだ。漢(おとこ)らしいだろう」

				「え、ええ、素敵な漢(おとこ)っぷりですわ。では、マッ……ルームはお好きですか？」

				　マッシュルーム？　……付け合せか。

				「ああ、好きだぞ、だがな……」

				　グスターボが言葉を切って、一瞬の沈黙。

				「お前の様な美人はもっと好きだあぁ！」

				　そう言い放つとグスターボは、獣のようにソファーの上の人影へと飛びついていった。

				　グスターボの指先が人肌に触れる。肌のキメは細かくなめらか、胸も思ったよりある(、、)ようだ。しかし、やはり闘いの中に身を置く女だからか、筋肉質でずいぶん固い。そこは少し興ざめだな。グスターボがそう考えた途端、ガチャリと玄関のドアが開き、廊下側から室内に光が刺した。

				　ドアを内側から開いたのは、キリエ(、、、)。

				「え？　キリエ？」

				　グスターボが目を細めて、自分のしがみついているものを凝視(ぎょうし)する。それは、頭の後ろで手を組んで、リラックスポーズをとる黒筋肉(ガチムチ)。ピチピチの黒のビキニパンツ一丁で、すごくイイ笑顔、白い歯がきらりと光った。

				「うわああああああああ！」

				　グスターボは驚きのあまり、叫び声を上げて飛び退(の)く。その直後、ドアの方からクスクスと笑うキリエの声が響いた。

				「それではあなたの大好きな、肉汁滴(したた)る分厚(ぶあつ)いのが一杯の〝筋肉部屋(マッチョルーム)〟を、せいぜいお楽しみくださいな」

				　そう言ってキリエが扉の外へと出ていくと、それと入れ替わる様に、次から次へと黒筋肉(ガチムチ)が室内へと殺到(さっとう)してくる。

				「ひぃいいい」

				　グスターボが後ずさって壁に手を着くと、そこにはヌルッとした感触。微妙に柔らかく、そして温(ぬく)い。

				「うあっ！　な、なんだ」

				　その正体を確かめようと目を向けて、グスターボは驚愕する。この部屋がこんなに暗いのは、鎧戸(よろいど)が閉まっていた訳ではなかったのだ。そこにはトーテムポールのごとく壁面一杯に、天井まで積み上がった黒筋肉(ガチムチ)達の姿。前衛芸術(ぜんえいげいじゅつ)の様な人間の壁があった。グスターボが後ずさると、黒筋肉(ガチムチ)達は一斉にピクピクと乳首を動かしながら、白い歯を剥(む)いてイイ笑顔で笑う。

				「ひっ！」

				　しゃくり上げるように息を呑むと、グスターボは逃げ場を求めて、左右を見回す。もうクローゼットにでも立てこもるしかない。そう決意すると、グスターボは床の上で、プルプルと震えている筋肉を踏み越えて、部屋の奥のクローゼットを勢いよく開いた。

				「ぎゃあああああああああ」

				　その途端、グスターボの悲鳴が響き渡る。そこには、更なる悪夢の様な光景が待ち受けていたのだ。クローゼットの中には、小さく折りたたまれた黒筋肉(ガチムチ)達が、ビッチリと詰まっていた。なんという柔軟性。若干苦しそうにも見えるが、それでも黒筋肉(ガチムチ)達は白い歯を見せて、とてもイイ笑顔をグスターボへと向ける。見上げたプロ根性と言えよう。しかし、グスターボにそれを称賛する様な余裕はない。

				　愕然とするグスターボを他所(よそ)に、次々に部屋の中へと殺到してくる黒筋肉(ガチムチ)達。ついにはグスターボの周囲数センチを残して、黒筋肉(ガチムチ)達で部屋が埋まる。

				　背後の黒筋肉(ガチムチ)がとってもイイ笑顔で、怯えるグスターボの肩を掴(つか)み、目線を合わせると、俺に任せろとでも言う様に、グッと親指を立てた。

				「な、やめ、やめろ、やめてくれ」

				　そして次の瞬間──残り数センチが埋まった。

				「あああああぁぁぁぁぁぁぁぁあ」

				　背中にグスターボの断末魔の声を聞きながら、キリエは幹部フロアの廊下を歩いていく。

				　今頃、奴は体中を黒筋肉(ガチムチ)どもの大臀筋(だいでんきん)で挟まれていることだろう。このまま一刻もすれば、筋肉の名称を唱えるだけのマシーンと化しているに違いない。

				　聞き出した話を総合すると、どうやらグスターボは内通者では無かったようだ。それでは執行に踏み切ったのはなぜか？　答えはシンプル。

				　だって、嫌いなんだもん。

				　そのままキリエは報告のために、ミオのいるであろう執務室へと、上機嫌な足取りで歩いて行った。

				《特別収録／マッシュルーム・了》
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　皆様、はじめまして。円城寺正市と申します。

				　唐突ですが、私は本が好きです。

				　漫画であれ、小説であれ、ビジネス書であれ、その一つ一つに『世界』があり、どれをとっても、それを書いた方の想いの篭った素晴らしい物だと思います。

				　好きな物だけに、少しの暇が出来ればすぐ本を開くという生活をずっと続けて来たのですが、ある日ふと、『本の内容が自分の中に浸透してきにくくなったな』と感じる瞬間がありました。

				　まあ、あくまで感覚の話なので気のせいだとは思うのですが、その時『インプットばかりでアウトプットが無いから、自分の中が飽和してしまったんじゃないかな？』と、いう思いが頭を過ぎり、アウトプットする手段を探しました。そして、検索の末にたどり着いたのが「小説家になろう」です。

				　それまで小説なんて書いた事もありませんから、所謂文章の作法も知らず、プロットを立てる事など考えもせず、勢い任せに一作目を書き終え、そして自分なりに小説の書き方らしきものが見えてきたところで書き始めたのがこの作品、『機動城砦サラトガ』です。

				　尤も当初、この作品は『機動集合住宅朝霞山団地三号棟』というタイトルで、泉州名産水ナス農家を守るため、団地が巨大ロボットに変形してぴちぴちビーチ（※大阪南部に実在する海水浴場）から上陸してくるシャコの怪獣と戦うというローカル色豊か、且つ全く意味不明な代物でした。

				　ところがところが、どこでどうネジが弾け飛んだのかわかりません。何でそうなったとしか言い様がありませんが、公開時にはその意味不明な作品が、この『機動城砦サラトガ』へと変貌を遂げておりました。まったく世の中、謎だらけです。

				　ともかく、そんな調子で書かれたモノですので、今この作品を書店に並べていただいているという状況に、勢い余って身体から骨格だけ飛び出してしまいそうな程嬉しい反面、正直、畏れ多い気持ちで一杯です。

				　書籍化を両親に伝えた時に初めて聞いた話ですが、私が生まれる前に亡くなった祖父は、若い頃、作家志望の文学青年であったそうです。父は「お爺ちゃんが一番よろこんでいる筈」と言ってくれますが、果たしてツッコみどころ満載のこの作品を、文学青年であった祖父が許容してくれるのかどうかは甚だ疑問ではあります。逆にＯＫならＯＫで「いいのかよ！」と位牌にツッコんでしまいそうです。

				　最後になりましたが、担当の遠藤様はじめ一二三書房の皆様、イラストをご担当いただいたＥＲＩＭＯ先生、小説家になろう運営の皆様、尊敬する師、わかつきひかる先生、それに最愛の家族、友人達、ＷＥＢ版を読んでたくさんの励ましやご意見をくださった皆様。本来ならば一人一人お名前を上げてお礼を申し上げたいところですが、それをやってしまうと名前を上げ忘れた方は無かったかと、私の細い神経が耐えられ無くなってしまいそうなので、ご容赦いただければ幸いです。

				　そして最後に、この書籍をご購入いただいた皆様、本当にありがとうございます。

				　願わくば、この作品が皆様に、ほんの少しでも楽しい時間を提供できることを祈りながら、巻末のご挨拶とさせていただきます。

				円城寺正市
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